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真理を学び賜物を生かす 

 

なにを学ぶのか。 

どう学ぶのか。 

なぜ学ぶのか。 

 

 

 

 
賜物を持たない人はいない。しかし、それがなんなのかはすぐにはわらない。自分の素質や

才能は、自分で探して掘りあてて磨き上げるものだからだ。みなさんの中に眠るさまざまな可

能性を含んだ鉱脈は探し当てられるその日を待っている。 
卒業論文「なんでやねん」の時間は、みなさんがこの世界を探究し、同時に自分の賜物を探

究するための時間だ。自分が主人公になった「学びの旅」は大変だ。しかし、「なにを学びたい

か」「どう学ぶのか」、そして「なぜ学ぶのか」を考え続ければ、その旅は素晴らしく楽しく充

実する。その経験は人生の糧となり、消えることのない星となる。 
 
 

 
あなたがたは、それぞれが賜物を受けているのですから、神のさまざまな

恵みの良い管理者として、その賜物を用いて、互いに仕えなさい。 
ペトロの手紙１ 4 章 10 節 

 
 
 
 



はじめに 

 
『卒業論文のデザイン』は清教学園中学校の総合的な学習の時間の授業「なんでやねん」のためのテキ

ストだ。本書の目的は、みなさんの卒業論文完成への手助けにある。 
「自分の立てた問い（テーマ）に対して、証拠を示し、論理的に答え（結論）を導いた説得力ある文書」、

清教学園では論文をこう定義している。 
論文の作成は＜問い＝テーマ＞を探りつつ、図書館やインターネットの活用、フィールドワークを通じ

て様々な情報を集め、論理的で説得力のある文章を組み上げ、＜答え＝結論＞を導いてゆく、そんな学び

の道のりだ。学ぶ分野や題材はなんでもかまわない。 
このテキストを通じてみなさんの「論文づくりの旅」を手助けしたい。そのために作られた「道具箱」

がこのテキストだ。必要に応じて各種の道具を取り出して活用してほしい。 
本書は次の６章から構成されている（次ページ見取り図参照）。これらは、論文づくりのいろいろな場

面を想定してつくられている。 
 

第 1 章 ガイダンス：卒業論文「なんでやねん」とはなにか 
 「論文づくりの旅」のためのガイダンスがこの章だ。「論文とはなにか」「論文のテーマ（分野・題材）

にはどんな条件があるのか」「『なんでやねん』にはどんな落とし穴があるのか」といった問いに答えるた

めの章である。この章を通じ、卒業論文全体のイメージをつかんでほしい。 
  
第 2 章 どうやって分野を選び題材をしぼるのか：テーマ設定の前に 
 論文づくりのはじまりで時間と努力を必要とするのが、研究分野や題材の選定だ。「なんでやねん」の

学びの旅の目的地は、自分で決める。まずはどの方角、どんな世界を旅したいのか、その分野・方針を決

めなければならない。この章には先輩からのアドバイスや、「やめた方がいいよ～」といわれる分野が紹

介されている。また、こうした方針決定の決め手になるのが「おわりに」の執筆だ。ここで、学ぶ分野へ

の思いが熱く述べられるのなら、たとえ「やめた方がいいよ」と言われる分野でも、進んでいった方がい

い場合もよくある。要は、あなた自身の興味・動機次第だ。 
 
第 3 章 どうやって情報を集めピースをつくるのか：情報収集の基礎 
 自分の学びたい分野や方針を探すためにも、また自分の＜問い＝テーマ＞に説得力を持った根拠を示

すためにも、様々な情報が必要だ。そうした情報を得るため図書館やインターネットの活用は不可欠だ。

とはいえ、そのどちらも際限なく広く深い世界であり、分け入るにはそれなりの経験や技術が必要にな

る。まずは足元のリブラリアの図書館で本を徹底的に利用したい。また、ネットを通じて公共図書館の本

や雑誌を探す必要もあるだろう。さらに、ネット上にあふれる情報から優れた情報を掘り起こす基礎的

な訓練も必要になる。そうしてかき集めた本をひたすら読み、必要な情報をピースに落とし込んでいく。

とはいえ、資料が集められない、集めても読めないなら、その題材はあきらめる。資料が読めたらピース

をつくる。ピースは論文作成の基礎単位だ。動植物のからだが細胞でできているように、論文はピースで

できている。つまり、論文を作る作業の大部分が読書とピースづくりである。 
  



第４章 どうやって現場から学ぶか：フィールドワーク（FW）とプロジェクトの技法 
 現場に立つ学び（フィールドワークとプロジェクト）は、「なんでやねん」の“華”だ。この学びが充

実した論文は例外なく面白い。嘘がない。特にフィールドワークに出かけ、どなたかにお話を伺う機会を

得た時点で、「なんでやねん」のテーマは本物になる。現場の息吹を感じる論文を楽しみにしている。 
 
第 5 章 どのようにテーマを決め論文をデザインするのか：論文構築のイメージと方法 

完成した論文は共通した構造を持っている。シンプルな＜問い＝テーマ＞からはじまって、根拠が並べ

られ、シンプルな＜答え＝結論＞で締めくくられる。そうした論文を読むと、著者が最初からテーマを持

っていて、計画的に軽々と論文を作り上げたようにも見える。しかし、論文づくりはテーマを探りながら

同時に設計図（目次）を作ってゆくという複雑な過程だ。すっきりとしているように見える、問いや答え

の背後に、試行錯誤・無駄・遠回りが、実は厚く積み重なっている。ああでもない、こうでもないとピー

スを組み合わせては、増やしたり、削ったりした結果が論文になる。矛盾をした言い回しになるが、わけ

のわからない「遠回り」こそ、よい論文への「近道」だ。 
そうしたふしぎな道のり

を説明したのがこの章であ

る。テーマを結論に着地さ

せ、論文が完成できたなら、

それは超中学生（高校生）級

といってよい。 
 
第 6 章 資料集：卒業論文

テンプレート他 
このテキストのなかで最

も頻繁に参照され、頼りに

されるのが「テンプレート」

だ。卒業論文の大変さ、それ

は①題材決定とテーマの設

定、②論文の書式に合わせ

た執筆、のふたつだ。 
②のため、真っ赤になっ

た添削が返却されてへこむ

こともあろう。しかし、その

正解はすべてこのテンプレ

ートに書いてある。これさ

え身に着ければその汎用性

は極めて高い。高校・大学は

おろか、社会人になっても

十分通用する。 
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2 年 カリキュラムの概略 

 

２

年 

4 月 

カキナーレ： 
生徒どう しで
相互評価 する
文章トレ ーニ
ング(13 回) 

清教学園版 
『悪魔の辞典』 

アンブローズ・ビアス『悪魔の辞典』にちなんだ、ブラッ
クユーモアで世の中を俯瞰する辞書パロディ。学校現場
における不条理・負の側面などに着目する、批判的説明文 

5 月 いろは歌辞典 
くじで引いた「ひらがな一文字」から言葉を選び、ユーモ
アを交えて説明する辞書パロディ。洒落、諷刺、皮肉、比
喩、暗喩、あるあるネタなどを駆使して表現する説明文 

6 月 
日常を 

「テーマ」で切り取る 
題材自由のエッセイ作文。日常の出来事を切り取って「テ
ーマ」を見出し、その時の状況や自らの想いを俯瞰する 

7 月 

接続詞でパロディ小説 
著名な近代文学のパロディを創作。「小説の書き出し」に
対しくじで引いた「接続詞」を繋げ、接続詞が文の流れを
変え、論理展開に影響を与えることの気づきを目指した 

中学 2 年生が訴える 要望、意見、怒り、悲しみ、喜びなど「私が世の中に本気
で訴えたいこと」を題材に選び、論理的文章で表現する 

8 月 課題文に意見する 

興味がある課題文を選んで読み、自由に意見する小論文 
・上野千鶴子(2002)『サヨナラ、学校化社会』太郎次郎社 

・村上春樹/河合隼雄(1996)『村上春樹、河合隼雄に会いに行く』新潮社 

・為末大(@daijapan)2022 年 3 月 18 日の Twitter 投稿「全国大会廃止の是非」 

・大平健(1995)『やさしさの精神病理』岩波書店 

9 月 

ノンフィクションの 
書評を書く 

選んだ本を「批評」し、説明的文章を書く。本の選定は、
以降の授業「卒業論文」の題材選びと対応させ、自分が何
に興味を持っているのかも検討する 

卒業論文の 
「おわりに」を書く 

カキナーレから卒業論文への接続として、論文原稿の「お
わりに」を執筆。論文中で唯一、私的な文章表現ができる
「おわりに」執筆を通じ、選んだ研究テーマと自らの関係
性を掘り下げた 

10 月 
卒業論文への助
走：先行研究の
探索/題材を深
堀りする(5 回） 

「おためし読書」 
ノンフィクション多読 

机上に置かれたセット(10 冊)を試し読みする。5 分×7
回。面白いと思った資料に対して評価を行う 

資料探索演習 
(研究の参考文献集め) 

図書館でブラウジング行い、自身の興味に基づいた学習
の題材と、研究のための基礎資料を 3 冊以上探す 

11 月 

研究企画書（ver.1） 論文執筆に向けて「研究企画書」を書く。分野・題材・テ
ーマ、価値、動機、参考文献等を書式にまとめる 

関大生への 
レファレンス依頼 

関西大学司書教諭課程の学生に「研究企画書」「おわりに」
を送付。自身の題材に応じたメールレファレンスを依頼 

12 月 

卒業論文 への
助走；研究のた
めの基礎 学習
(8 回) 

研究のための基礎学習 
①文献講読 
②「研究シート」 
③「研究ノート」 

① 文献講読を通じ、研究分野・題材に関する基本的な知
識を獲得していく。読んで気になる箇所に付箋を貼る 

② 正確な引用手法を学ぶため、「研究シート」(Excel)に
文献著者の論を引用する。書誌情報を書き記す 

③ 基礎学習のまとめに、「研究ノート」(手書きノート)を
書き溜める。要約、図解、自身の意見考察を記す 

1 月 

2 月 

3 月 

研究企画書(ver.2) 半年間の文献講読を通じて得た学びをもとに、改めて「研
究企画書」を書く。自らの研究の社会的意義も考える 

卒業論文の 
「おわりに」を書く 

半年間の文献講読を通じて得た学びをもとに、改めて「お
わりに」を書く。生徒どうしで相互にコメントする 

卒業研究発表会の参観 
中 3 生へのコメント 

自身が興味を持つ中 3 生の研究発表会を参観する。同じ
興味を持つ先輩が、どのように研究を行ったのかを学ぶ 



3 年 カリキュラムの概略 
 

３

年 

4 月 

卒業論文執筆： 
研究ピース執筆/
フ ィ ー ル ド ワ ー
ク準備（10 回） 

先輩の卒業論文を読む 先輩の卒業論文を読み、論文の構造を学ぶ 

卒論テンプレート配布 
論文の各ページが用意されたテンプレート(word)を入
手。これまでに書いた「おわりに」「研究シート」「研究
企画書」の各項目を移植し、論文としての書式に整える 

「研究ピース」執筆 
「小見出し」「まくら文」「引用文(文献表示)」「自身のコ
メント」で構成される、「研究ピース」の型を学ぶ。先行
研究の論に対し、自身の論を加えていく 

5 月 
フィールドワーク

(FW)企画 
FW(専門家への取材・実験・観察・社会調査等）を企画。
授業担当者と保護者に企画の許可を得る 

6 月 
取材依頼の 
手紙を送る 

FW 先の関係機関に調査の許諾を得る。取材相手にアポを
とるための手紙を書く。調査方法を担当教員と相談する 

7 月 
卒論草稿提出 

(第 1 回)  

これまでに書いた卒論の草稿を提出し、授業担当者から
の添削指導を受ける。生徒どうしでも相互に添削し合う。 
この段階で合格が出ることもある 

8 月 

フィールド
ワーク調査
(夏休み) 

FW 実施と報告書執筆 
FW 調査（取材・実験・観察・社会調査等）を実施する。
調査結果を分析し、結論をまとめ、2000 字以上で報告。
原稿を卒論テンプレートの指定箇所にまとめる 

9 月 

卒業論文執筆： 
研 究 の ブ ラ ッ シ
ュアップ（10 回） 

FW 報告提出/ 
研究ピース執筆 

FW 調査の結果をもとに、さらに研究を進める。 
文献講読で研究ピースを増やし、追加の FW 調査も行う 

卒論草稿提出 
(第 2 回) 

これまでに書いた卒論の草稿を提出し、授業担当者から
の添削指導を受ける。生徒どうしでも相互に添削し合う 

10 月 
研究内容/卒論原稿 
ブラッシュアップ  

・研究ピース加筆修正し自身の論を増やす 
・研究テーマ再考、章立ての検討、根拠と結論の対応 
・図説(写真、グラフ、理論モデル等)追加 
・論文体裁を整える(研究意義/目次/参考文献一覧等) 
・1 年間の研究経験をもとに「おわりに」加筆修正 

11 月 
卒論最終稿 

提出 
受理/仮受理/不受理の 3 段階評価 
添削指導を受けた後、合格基準に到達するまで書き直す 

12 月 

卒業研究発表会 
（5 回） 

発表会ガイダンス/ 
発表ポスター作成 

発表用ポスター(PowerPoint)作成。自身の論文 10000～
40000 字程度を、A1×2p のポスターにまとめる 1 月 

2 月 
参観希望アンケート/

発表ポスター作成 

発表テーマリスト（150 名テーマ一覧）から、参観希望テ
ーマを選ぶ。自身のテーマとの類似、興味・関心に基づ
き、6 件発表テーマを選ぶ 

3 月 
卒論発表会 

発表振り返り 
1 人 10 分 x2 回の発表、6 名分を参観。1・2 年生も参観 
発表会終了後は、アンケート調査による 1 年の振り返り 

 



 

 

 

第１章       

ガイダンス  
「なんでやねん」とはなにか 

  
 

卒業論文の２原則 

原則① 自分の興味から目を離さない 

原則② 原則①を忘れない 



 



「人に与えられる」ではなく「人に与える」学び 

 

 清教学園中学校 総合学習の集大成、卒業論文「なんでやねん」がいよいよ始まる。一年間をかけて

一つのテーマを突き詰めていく、これまでに経験したことがない挑戦だ。このプリントでは、卒業論文

「なんでやねん」を通じて、君たちにどんな成長を遂げてほしいかを解説する。 

 

「なにを・なぜ・どのように」３つの問い 

この授業で最も大切なことは「テーマを自分で決める」ことだ。一

年間を通じて、担当者は君たちに、以下の 3 つを問う。 

 

① あなたは何を学ぶのか 

② なぜそれを学ぶのか 

③ どのように学ぶのか 

 

自分は何に興味があるのか。それを学ぶ事に、どのような意義や価

値があるのか。そして、どのような方法で学ぶのか。研究活動を通じ

て、これらを常に考える。自らテーマを決め、自ら学ぶことは、(図 1)

に示すように「新しい自分」を発見することに繋がるからだ。 

長い人生、誰かに自分の行く先を決められていたのではつまらない

(例:進路、読む本、考えること、恋愛相手…)。しかし自分の行く先を自分で決めようと思っても、自分

がどのような人間なのかがはっきりしなければ決められない。総合学習の授業は卒業論文を書くことそ

れ自体が目的なのではない。研究活動を通じて「新しい自分」を発見することが目的なのだ。 

 

世の中に新しい知識を生み出す 

学校で何を学ぶかは、誰かによって決められている。

決められた内容を、決められた教科書で学ぶ。そのよう

な授業である限り、君たちはいつでも「与えられた知識

を学ぶ人」だ。学校の先生はそれぞれの教科の専門家で

あり、その知識を教えるプロ集団でもある。 

一方、卒業論文の授業では、そういった通常の授業と

は異なった目標を設定している。それは、君たちが「与

えられた知識を学ぶ人」から、「知識を生み出す人」に

なるという目標だ（図 2）。先生に教えてもらうのでは

なく、自分自身で図書館を使い、知識を学ぶ。学んだこ

とから新しい知識を生み出し、論文として世の中に発表する。つまり、君たち一人ひとりが研究者・専

門家になるのが総合学習の授業だ。中学生でも、自分の興味がある事を究めていけば、立派な専門家に

なれる。総合学習の先生は、そのための学び方を君たちに教える。 

卒業論文「なんでやねん」ガイダンス 

（図 1）新しい自分の発

（図 2）新しい知識を生み出す人になる 



2 つの研究方法を組み合わせる 

自分自身が興味を持っていること。それでもっ

て、学校の教科書にも載っていないようなこと

を、どうやって学ぶのか。今回は（図 3）に示す２

つの方法で研究を進める。いずれが欠けても卒業

論文は完成しない。 

 

① 文献調査 

まずは文献（本や論文）を読んで、研究する。 

世の中には、君たちが研究しようとしていること

を、先に研究している人がいるかもしれない。こう

いった研究を「先行研究」と呼ぶ。先人に学ばない

手はない。誰かが書いた本を読み、理解し、自分の

知識を蓄えるところからはじめよう。 

 

② フィールドワーク調査 

もちろん人の研究ばかりを参考にしていたので

は、君たち自身のオリジナルな研究とは呼べな

い。そこで、実際の現場に出ることよって、自分

自身でも調査を行う。専門家への取材や、当事者

へのアンケート、実験、観察、社会調査といった

手法を通じて、本にも載っていないようなデータを集める。本にも載っていないような情報なのだか

ら、研究のオリジナリティはこの学びに宿る。自分の足で稼いだ情報が、研究では重要になるのだ。 

 

研究活動は「段階」ではなく「局面」 

「文献調査」と「フィールドワーク調査」いずれも、

研究活動では必要不可欠だ。先行研究を参考にする一方

で、実際の現場で情報を集め分析する。一年間の研究活

動では、これら二つの方法で研究する。 

ただし、こういった研究活動の流れは、あくまで目安

でしかない。研究とは始めから終わりまで、一つのきま

った「段階」があるのではない。むしろ、研究の必要に

応じて、それぞれの「局面」を行きつ戻りつすることに

なる。文献調査は年間を通じて継続するし、専門家への

取材で得たことをもとに実験を行うこともある。後半に

なって研究テーマが変わることもよくある。 

それぞれの局面をいったりきたりするうちに、君たちの内に自分だけの「論」が生まれる。自分だけ

の研究テーマ(問い)に答える、自分だけの答え(結論)。研究活動という学びを通じて、自分だけの学び

を実践する事が、卒業論文の目的だ。 

（図 3）二つの方法で研究を進める 



あなた自身が問われる学び 

 

題材・テーマの４条件 

研究を完成させるためには、自分の興味・関心を見つめなければならない。「そんなもの無いよ…」

という人も、「問題だ」「興味がある」「おもしろい」「不思議だ」と思える題材が、時間をかければ

かならず見つかる。 

「題材」は研究対象のことだ。「テーマ」は研究のタイトルになる問いだ。たとえば、題材が「仮面

ライダー」なら、テーマは「平成仮面ライダーの闘う動機は、日本社会とどのような関係にあるか」と

なる。卒業論文で扱う研究の題材・テーマには次のような４つの条件がある。これらの条件をみたした

「研究企画書」を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件➀…興味を持ち、人に伝える価値がある 

テーマこそ研究のいのちだ。そうしたテーマ（問い）が決まるま

でには、生徒それぞれにさまざまな道のりがある。しかし、「テー

マが決まれば半分終わり」といってもいい。なにより重要なのは強

い関心・興味を持つ分野・題材そしてテーマを考える道のりだ。 

これまでも大まかに好きな分野を決めて、題材を絞り込む先輩も

多かった。しかし、ただ興味を持って「好き」だからといって、す

ぐにテーマが設定できるわけでもない。「好き」なのは、テーマを

考えるきっかけのひとつだ。そこから考えを進めて、「好き」とい

う感情や気分以上に、そのテーマが友人や家族や社会の人々にとっ

て、どういった意味や価値があるのかを考える。それだけに、「問題だ」「大切だ」「許せない」と感

じている事柄（これも立派な興味・問題意識だ）からは、よいテーマが生まれる場合が多い。 

テーマの「価値（よさ）」を先生に認めさせることができるか否か、その説得力が問われる。卒業論

文は中１や中２の「調べる学習」とは違う。「好き」なことをただ「調べました」「写しました」では

完成できない。 

 

  

題材・テーマの 4 条件 

 

題材・テーマの４条件 

 

① 興味を持ち、人に伝える価値がある 

② 全員が違うテーマを設定 

③ 資料があり、自分の力であつかえる 

④ 現場に立てる（フィールドワーク・プロジェクトなど） 

 



条件➁…全員が違うテーマを設定 

全員が別のテーマを設定する理由は、限られた資料を有効に使い、もたれ合いをなくすためだ。 

では学年で「イヌ」をテーマにできるのはひとりだろうか。そんなことはない。仮にイヌという「題

材」が同じでもテーマは無数に異なる。たとえば、「柴犬はどう改良されてきたか」と「イヌの殺処分

はどのようなプロセスで実現できるのか」は違うテーマだ。したがって、イヌのように資料が豊富で、

ちがった切り口で題材を選べるならば、複数の人が同じ題材を選べる。また、たとえ題材がかなり重な

っていても、学校以外から自力で資料を探してくる元気があるなら、研究は可能だ。図書館に本が無数

にあるように、学ぶに値する題材もテーマも無数にある。ある題材がダメになったからといって落胆す

ることはない。 

 

条件③…資料があり、自分の力であつかえる 

 「ふたご」について学びたいという生徒がいた。ところが、その生徒は自分で資料をみつけることがで

きず、結局そのテーマをあきらめた。もちろん世の中には双子（多胎児
た た い じ

）に関する資料はある。しかしこ

の生徒には、資料を手に入れる“元気”がなかった。これでは研究のしようがない。 

「生命倫理」や「銀行」について学びたいという生徒もいた。しかし、いろいろな資料を手に入れたも

のの、その資料を“読む力”がその生徒にはなかった。分野によっては中学生には難しい資料しかない場

合もある。資料が見つかりにくい、あっても難しいという分野は、あらかじめアドバイスをする。 

 

条件④…現場に立てる（フィールドワーク・プロジェクトなど） 

「現場に立つ」とは、現場経験にもとづくフィールドワーク（取材や現地調査）や、プロジェクト（実

験・工作・調理…）を指す。 

図書館やインターネットで調べる、それはそれで不可欠だ。しかし、本やデジタル情報の中から一歩

も出ないで、現場や実物や人から直接に学ぶことのない研究、というのも妙な話だ。また、現場に立つ元

気がなく、机上で済まそうという気持ちの研究は、うまくゆかないのが見えている。 

基本は取材だ。人に直接お会いする経験がみなさんの年頃ではとても大切だからだ。しかし、テーマ

によっては、あるいはコロナの感染状況によってはプロジェクトを認める場合もある。 

 

なぜ卒業研究なのか 

大学受験では教科の知識が問われる。しかし、大学の中で、また就職試験や社会で、知識ととともに

(時にはそれ以上に)問われることがらがある。それは「何をやりたいのか(WHAT?)｣というあなたの｢目

的意識｣や｢方針｣だ｡また､あなたには｢どんな力があるのか(HOW?)｣という｢特技｣も当然問われる｡加えて

｢なぜその目的を目指すのか(WHY?)｣という｢ 志
こころざし

｣も問われる｡ 

この清教学園で努力すれば、様々な教科の学力を身につけられる。それは先輩が証明している。とは

いえ、それではまだ不十分だ。なぜなら、自分に問いかけて、実際に手さぐりして学んでみないと、

「こんな理由で、これ
．．

がしたい、これ
．．

ができる」というあなた自身の志や方針や特技は明らかにならな

いからだ。この卒業論文は、皆さんが「WHAT? HOW? WHY?」の３つの問いに答える授業である。要は､み

なさんが人生の様々な局面で｢君は一体何者か(WHO?)」が問われるように、この「なんでやねん」でも

あなた自身が問われる。 



世の中の違和感に研究という名の「ツッコミ」を入れる 

 

なんで「なんでやねん」やねん 

以前からあった「卒業研究」は 2019 年度から「卒業論文『なんでやねん』」となった。では「なん

でやねん」とは何か。もちろん漫才におけるツッコミである。ツッコミがあるからこそ、漫才の面白さ

は成立する。漫才の脚本は通常、ボケ役の行動や言動に対して、観客が「疑問」や「ズレ」といった

「違和感」を感じるように設計されている。中学 70 期の先輩が、卒業論文『漫才はなぜ多様なのか』

において、自ら制作した漫才の脚本を以下に引用する。 

 

 

上記引用を読んで、(A)の台詞に「疑問」や「ズレ」といった「違和感」を感じたことだろう。コン

ビニ店員が飲食店のように接客したり、新婚夫婦のお決まりネタをふったりするおかしさ（ボケ）は、

我々に「違和感」を生じさせる。同時に(B)の台詞は全て、(A)のボケによって発生した「違和感」への

指摘だとわかる。つまりツッコミ「なんでやねん！」は観客自身の「違和感」を代弁しているのだ。 

研究して論文を書く授業に「なんでやねん」という愛称を採用したのも、このツッコミの意味を込め

ての事だ。なぜなら研究とはすなわち、「何か」にツッコミを入れることに他ならないからだ。世の中

の不思議なこと、おかしな状況や現象。依然として世界は、解決すべき謎や課題であふれている。研究

とはそのような謎や課題にツッコミを入れ、解きほぐす行為だ。 

 

  

なぜ卒業論文は「なんでやねん」なのか 

A. 突然なんだけど。 
B. どうしたの？ 
A. コンビニって、もっと積極的に商品を売り出すべきだと思うんだよね。接客型コンビニってどう？ 
B. いや、今のままでいいと思うな。コンビニに接客はいらないって。 
A. じゃあ試しに俺が接客型コンビニの店員やるわ。お前、お客さんやって。いらっしゃいませー。 
B. いや、聞けって。っていうかもう始まってた。ウイーン。 
A. いらっしゃいませ。こちらお冷です。 
B. いらんわ。コンビニで片手ふさいでくんなよ。商品取りにくいだろ。 
A. わかったからもう一回やれよ。 
B. なんで俺キレられてんの。ウイーン。 
A. いらっしゃい。お風呂にする？ご飯にする？ 
B. どっちにもしないです。 
A. あーー。それとも私？ 
B. 一番いらないです。っていうかマジメにやれよ。 

 
(以下省略。全部読みたい人は図書館で借りてね) 



先輩のツッコミ 

これから始まる論文の執筆において、君たちは一体何にツッコミを入れるのか。その対象を考える事

こそが、自分の研究のテーマ設定だ。ここでは社会にたいして違和感を持った、先輩の卒業論文のメイ

ンタイトルを見てみよう。これらはすべてツッコミに変換できる。 

 

『サッカーで誤審を減らすためにはどうすればいいのか』→「なぜ誤審がおこるねん？ なんでやねん！」

『ADHDの症状に対する社会的認識を向上させるためには』→「ADHDが認識されへんのはなんでやねん！」 

『どうやってオーケストラを地方へ広めるのか』→「地方にオーケストラがないのはなんでやねん！」。 

 

社会の問題・課題だけが違和感の原因ではない。なにかしらの「知的な疑問」にも、「なんでやねん」

がついてくる。 

 

『何によってうどんのコシが変わるのか』→「うどんのコシが違うのは、一体なんでやねん！」 

『なぜ深海ザメは深海を生息地に選んだのか』→「深海ザメが深海に生息してるのは、なんでやねん！」 

『なぜ仮面ライダーは戦うのか』「仮面ライダー、どんな理由で戦ってんねん！」 

 

社会の課題解決にせよ知的な問題解決にせよ、すべては「なんでやねん」の形に収まる。こうした自分

が解決したい問い（テーマ）の発見と答えが、卒業論文の目標だ。 

 

人生は「なんでやねん」でできている  

振り返って、たとえ漫才でなくとも、人生は「なんでやねん？」の連続だ。ふだん強く意識をしなくと

も、大小の「なんでやねん」がみなさんの中から湧き上がる。「つぎの休み時間どうする？」「放課後なに

する？」、といった問いが生まれ、「ロッカーに教科書取りに行こう」とか、「部活で後輩にあの事伝えよ

う」といった答えが生まれる。そして、そのなかに時に小さく「なんでやねん（なぜ？）」と突っ込むも

う一人の自分が現れる。 

そうした「なんでやねん（なぜ）？」が大きく現れるのが人生の決断の時だ。どこかの大学を志望する

と考える。「○○大学〇〇学部？ なんでやねん？」。どこかで働こうと考える。「この企業を志望する？ 

なんでやねん？」。また、あるときふと考える。「私がいまこうしているのは…なんでやねん？」。 

このようにたとえ明確に意識はしなくとも、無数の大小の「なんでやねん」に答えて人は生きる。みな

さんのこれまでの人生は「なんでやねん」の積み重ねだ。そして、これからの繰り返しの先に、結果とし

て自分の人生が現れる。卒業論文の作成は結構大変だ。大学入試ほどではないが、先生からは「なんでや

ねん？！」の波状攻撃がやってくる。だから、自分が強く大切に思う「なんでやねん？！」が必要だ。 

 

「なんでやねん」を全国に発信する 

「なんでやねん」で、清教中学校の卒業論文を大阪から日本中に発信したい。清教生の論文は掛け値

なしで全国レベル、超中学生級の論文になる可能性を持っている。どこにでもある「調べました学習」、

あてがわれた問いにおざなりに答える「探究させられました学習」ではないからだ。とはいえ、ただの

「卒業論文」という名称では、せっかくの授業が世間に届かない。そこで大阪で育ち学ぶ清教生ならで

はのインパクトのある愛称を与えたいと考えた。だから「なんでやねん」だ。将来「ああ。あの清教学園

の『なんでやねん』で学んだ人なんや！」と言われるようになってほしい。 



AI に代替させない学びの道のり 

 
大変なのは「誤解」のせいかもしれない 

卒業論文は楽しいが大変だ。ところが例年「大変なだけ」の生徒が現れる。正直に言えば、授業が終わ

りに近づいてもなにをしていいのかわからない、楽しくない、という生徒がかならず現れる。一体どうし

てだろうか。 

この項ではそうした「大変なだけ卒論」の原因を「学習に対する考え方（誤解）」に求める。「なんでや

ねん」は、ふだんの授業と違うので、それまでの経験ややり方がかえって邪魔をする場合がある。そう考

えると、次に紹介するような「８つの誤解」がきみの卒業論文を邪魔しているのかもしれない。それぞれ

の誤解に愛称も付けてみた。 

 

誤解① 学習手段説：ノルマちゃん／アリバイ君 

卒業論文を含めて、学校の学びはよい成績のため、あるいは怒られないためにする、という誤解を「学

習手段説」という。勉強が〝手段〟なら、興味があるからではなくて、「どれだけやれば合格か」という

目標作業量（ノルマ）や、「サボってないよ」という証拠（アリバイ）のために努力しがちになる。これ

では卒業論文は楽しくならない。 

 

誤解② コスパ優先説：楽（らく）ちゃん／コスパ君 

もし学習が〝手段〟なら、「楽なテーマを見つければいいや」と考えても不思議ではない。このような

誤解を「コスパ優先説」という。では、コスパ優先で本当に楽かというと、そうでもない。楽なだけの題

材やテーマはひとつもないからだ。しかも、たとえ楽に見えても、肝心の興味がなければ楽しくならない。

反対に、興味を持った題材に取り組めば、発揮できる力や充実感は想像以上だ。ところが、コスパ君はそ

れが信じられないので、力を出し惜しみして省エネモードに入る。その結果として、面白くもないノルマ

に愚痴を言いながら、いやいや取り組むようになる。 

 

誤解③ キャラ優先説：チョコちゃん／キャラ男くん 

興味より、自分の立場や、「どう見られるか」を優先して題材を考える誤解を「キャラ優先説」という。

こうした考えが強く働きすぎると、気取ったりウケねらいでネタに走ったりして、自分の興味を見つめな

くなる。女子の場合は、チョコレート・紅茶・色・薬剤師などを、男子の場合は食品（バナナ、イモ、イ

ンスタントラーメン…）やちょっと下品なタイトルを選ぶ傾向がある。どちらも「動機や意義に説得力が

ない」という特徴で判定できる。テーマは自分と相談して決めるものだ。教室の人間関係に惑わされては

ならない。自分の心が〝これ〟と指さしている題材に素直に向かい合う。ある先輩が後輩に向けて書いて

いる。「人の目を気にして大して興味もないのに『可愛いから』とか『かっこいいから』という理由でテ

ーマを決めない方がいい。私は『あの世』に興味があったから、人目を気にせずにそのテーマ（地獄）で

執筆すると素直に楽しかった」。人からなんと思われようと、自分のこだわりがいつでも正解だ。 

 

誤解④ 研究筆写説：コピペちゃん／ヒッシャーマン 

ある生徒がやってきて「先生、資料を写す以外になにをすればいいのですか」といった。「丸写しが卒

業論文」そんな誤解を「研究筆写説」という。確かに研究は丸写しの引用なしには進まない。しかし、そ

卒業論文を難しくする 8 つの誤解  



こにコメントを加えるからオリジナルな研究になる。写すだけならコピー機と変わらない。 

 

誤解⑤ 評価分量説：グラムちゃん／ハカリくん 

研究論文が写すだけでできるものなら、「どれだけ写したか」で評価されるという誤解も生じる。これ

が「評価分量説」だ。以前、「研究論文が課題」というと、「何枚？ １文字１点だったりして」とつぶや

いた生徒がいた。確かに A4 一枚でノーベル賞を取った論文もある。とはいえ、面白く学べば文字数は当

然増える。例年平均は 13000～15000 字くらい。４万字という生徒もいた。長ければいいわけではないも

のの、テーマへの熱意は分量にも現れる。 

 

誤解⑥ 悩めば解決説：オトメちゃん／Mr.ロダン 

腕を組んで、悩んでいればテーマが決まると考える誤解が「悩めば解決説」だ。なにもしないのに題材

やテーマが君のもとを訪れたりはしない。テーマは「こちらから迎えにゆくもの」だからだ。本棚に行っ

て本を開く、友だちとしゃべる……。そうして頭と体を動かすと、手がかりが見つかる。だから、図書館

には題材やテーマ発見の「隠し扉」が無数にある。扉の向こうにいくら財宝があっても、扉を開けない者

には見つからない。開ける手間を惜しんだプレイヤーは、同じステージをぐるぐる回るだけだ。 

 

誤解⑦ 天下り説：雨乞いちゃん／ナニカナイ君 

学ぶ内容はいつでも先生が決めて与える、「天から降ってくる」という誤解を「天下り説」という。「な

にかいいテーマないですか」と問われれば、「自分（の頭）で考えて」としかいえない。卒業論文の授業

の一番の特徴は「先回りしない」だ。テーマという一番大切な所を先生に頼る、そんなのはありえない。 

 

誤解⑧ 近道存在説：ショートカットちゃん／ぬけ道くん 

「問い」を考えて「答え」にたどり着けばいいのだから、答えがありそうな問いを決めて、インターネッ

トで答えを探せばよい、という誤解が「近道存在説」だ。たしかに、研究は問いを立てそれに答える。し

かし、本当のところの目的はそこにはない。興味を持って調べて、その世界に分け入って問いを探す、そ

の学びの道のりそのものが目的だ。遠回りしたり道に迷ったりして、考えた形跡を論文に残す方が、見栄

えのいい正解探しの解説論文（面白くもないし、すぐにソースがばれる）を作るより、ずっとずっとよい。

どんな問いでも考えた過程は裏切らない。長い目でみれば、そこで考えた経験こそがあなたの思想を深め、

価値観の核を作る。 

 

「近道」は自分の興味 

さて、こうした各種の誤解を読んでくると、自分がどれにもあてはまるような気がして、気が重くなる

かもしれない。だれでもこうした気持ちが頭のどこかに、いくぶんかはあるものだから。あまり心配しな

くとも、そうした誤解に強くしばられないよう、注意しておけばよい。なぜならあなたには（まだ見えて

はいないかもしれないが）興味・好奇心・問題意識がかならずあるからだ。それに、同じ興味を持った先

達（先輩）が残した「文献」という味方が、図書館やインターネットの中にたくさんあるに決まっている。 

以上の誤解をまとめるとこうなる。卒業論文を何かの手段と考えたり、コスパを優先したり、自分の演

ずるキャラにこだわると、うまくいかない。また、卒業論文は写す作業ではないし、分量で評価もされな

い。加えて、テーマは悩んで腕組みしていても降って来ない。結局のところ、自分の興味に正直になるほ

か道はない。みなさんに求めるのは ChatGPT のような生成 AI が、これからいくらでもやってくれる「正

解探し競争」ではない。代替が効かない「君自身の学びの道のり」そのものだ。 



-興味のモーターを動かそう- 

 

興味のモーターが「なんでやねん」を動かす 

「なんでやねん」のテーマの条件を思い出そう。そのうちの「① 興味があり、人に伝える価値がある」

と、「③ 資料があり、自分の力であつかえる」は、実はお互いに強く結びついている。というのも、「こ

れっておもしろいな、興味があるな、人に伝えてみたいな」という思いつきを得るためには、「自分の力

で扱える資料」を通じて、前もっていろいろ情報を仕入れていたほうがいいからだ。本だけではない。新

聞かもしれないし、テレビ番組かもしれない。教育系ユーチューバーの解説動画や Twitter でフォローし

ているインフルエンサーの発言だってある。 

そうした情報にたくさん触れて、しゃべったり書いたりして知識を蓄えている人、そんな人こそ、自分

の興味やものごとの価値に気づいて、テーマ設定に無理なくつなげられる。つまり、普段から情報を活発

に入力・発信する人ほど、自分の興味や価値観に敏感になる。 

 反対に、そうした情報に触れず、しゃべらず、知識を蓄えていない人は、自分の興味やものごとの価値

に気づきにくく、テーマ設定が難しくなる。つまり、情報を入力・発信しないと自分の興味や価値観に鈍

感になる。 

要は「情報入力」から「発信」、「発信」から「興味・価値への気づき」。「気づき」から再び「入力」、

「発信」、「気づき」……。このサイクルが回る人は強い。「興

味のあることを考えて」などと言われなくとも、「興味のスト

ック（在庫）」が心の引き出しの中に普段から貯えられている。

だからあとは取り出すだけだ。それはあたかも、食料品がた

っぷり入った冷蔵庫の前で「今夜はどんな料理しようかなー」

とワクワクしている、そんな感じだ。 
「興味のあることなんかないよ！」とぼやく人には、「いま

からでも遅くはないから、冷蔵庫の中身（興味の言葉のスト

ック）を、増やそうよ」とアドバイスしておきたい。 
 
 

「興味のあることなんかないよ！」という君に 



 

 

 

第 2 章       

どうやって分野を選び

題材をしぼるのか  
 

ヨーロッパのどこになにしにいくの？ 
  
 
 



調べる学習と研究論文「なんでやねん」の違い 

 
「ミニ調べる学習」と「調べる学習」と「研究論文」 

「ミニ調べる学習」と「調べる学習」と「研究論文（卒業論文）」という三つの探究学習について整理

する。 
1 年時に体験している、「ミニ調べる学習」は、短時間でコンパクトな「分野を決めて調べる探究学習」

だ。つまり学ぶ対象について、情報を集めて若干のコメントをしてまとめるだけの学習である。たとえば

「マリモはどんなイキモノか」というタイトルなら画用紙一枚でまとめられた。 
「調べる学習」となると題材が絞られて、調べる分量も多くなる。たとえば「日本各地のマリモ」とか

「マリモの栽培」と言ったかなり具体的なタイトルもつくようになる。以前の中学三年生の卒業研究は

「調べる学習」だった。「仮受理」状態の卒業論文も「調べる学習」と言っていいだろう。 
一方、さらに進んだ探究学習が、みなさんが挑戦している「研究論文」だ。「マリモの栽培」を題材に

ただ調べるのではなく、「マリモのなにを問題にするのか」を考える。たとえば「マリモは観光資源とし

てどう活用されているのか」とか、「マリモの生息環境の維持のためにどのような政策が必要か」といっ

た形である。研究論文はこのようにテーマが「問い」になる。こうした問いに答えようと思うと、マリモ

そのものだけではなく、「観光業の実態」や「行政の仕組み」など、マリモ以外のいろいろな知識が必要

になってくる。ちなみに研究論文は、自分なりのテーマ（問い）を設定して、資料に学びつつフィールド

ワークなどを通じて、オリジナルな結論（答え）を論理的に主張する文書だ。ここでの「問い」とは、だ

れが調べても同じ結果になる問い

ではない。だれも答えていない、あ

るいは何通りも答え方のある問い、

それが研究の問いなのだ。もしそん

なテーマ設定ができて結論にたど

り着いて、受理されたなら、それは

もう超中学生級といえる。 
このようにテーマを決めて（問い

を設定し）、情報を集めて結論（答

え）を導く作業は、「研究」と呼ばれ、

研究は一般に「論文」の形にまとめ

られるので、この授業は「卒業論文」

なのである。 
 

探究学習に共通していること 

「ミニ調べる学習（はじめての探究学習）」と「調べる学習」と「研究論文（卒業論文）」、難しさの違

いはある。しかし、共通していることも多い。なにより、どれも自分の興味で題材やテーマ（問い）を決

めるところが共通している。言い換えれば、探究学習は「調べさせられ
、、、、

学習」「研究させられ
、、、、

論文」では

ない。 
次に、図書館やインターネットを使って情報を集め、その引用や出典の書き方のルールを守る、といっ

た手続きも共通している。それゆえ、「ミニ調べる学習」で学んだ引用とコメントの区別や、文献表示や

「分野」を決め、「題材」をしぼる、その先に 



出典の書き方などは「研究論文」でも使える。つまり中 2 までに総合で学んだあれこれの方法は、そっく

りそのまま「なんでやねん」でも使える。それどころか、高校でも大学でも、社会に出てからも、使用に

耐えうる、信頼される文書を作る技術の基本がここにはある。 
 

論文のタイトル一行に先輩の 1年がつまっている                          

次に紹介するのはここ数年の中学の卒業論文のテーマだ。タイトルは「メインタイトル―サブタイトル

―」の形をとる。メインタイトルはテーマとして「問い」の形になり、サブタイトルは端的な形で結論（答

え）が入る。 
 

 日本の里山を守るために何ができるか：学んで、参加し、広めて里山保護社会をつくる 

 危険を伴う月面着陸にどんな意味があったのか：アポロ計画がもたらした最新技術は、多くの技術

分野で応用された 

 ジブリ飯はなぜ美味しそうに見えるのか：「食べる」から「生きる」を表現する 

 外来生物のカメにはどのような対策が必要なのか：関心を持ってもらう国営プロジェクト 

 なぜ、妖怪が人々の興味の対象となってきたのか：時代と妖怪の変化 

 どのようにして盲導犬を普及させたら良いのか：視覚障害と社会意識 

 A.A.ミルン『クマのプーさん』と劇場版『くまのプーさん』にはどのような違いがあるのか？：ア

ニメーションに適した表現の拡がり 

 クラシックバレエのバレリーナはどのように「美」を表現するのか：ポジション、プリエが支える

アンディオール、アプロン、バランス 

 殺処分をゼロにするにはどうすればいいのか：ペット市場全体を見直す法律改正 

 ポケモンは家庭用ゲームをどう変えたか：ゲームが生むコミュニケーション 

 現代の日本におけるお菓子の役割とはなにか：栄養補給から心理的効果、コミュニケーションツー

ルへ 

 コストコ消費は日本人の買い物にどのような影響を与えたのか：買い物を遊びにした 

 なぜ教科書から偉人が消えるのか：大学入試における教科書の差をなくす 

 高性能カメラ専用機の魅力は多くの人になぜ伝わっていないのか：価格と操作性の難しさ 

 ガンプラはなぜ親子二代のヒット商品となったのか：ニーズとともに歩む商品 

 どうすれば日本のフクロウを守ることができるのか：共存する里山と生態系を守る 

 動物園ではどのようにして動物福祉を考えているのか：環境エンリッチメントによって野生本来の

環境を整える 

 パソコンの処理時間短縮には何が必要なのか ：ゲーミング PC 「WASABI 1st」の作製を通じた実証

実験 

 硬式テニスラケットはどのように作られているのか：企画とデザインがともに作る魅力ある商品 

 食虫植物はなぜ虫を食べるようになったのか：極限の土地で生き残るために 

 



68 期からのアドバイスを読もう 
 

 以下に紹介するのは 2019 年 3 月 68 期 3 年生が書いた文章だ。提出と発表会を終えた後である。「後輩

に卒業論文の授業を紹介して」というこの課題では、題材選び（テーマ設定）についてたくさんのアドバ

イスがあった。悩んでいるひとは是非読んでほしい。 
※趣旨が変わらないよう文に手を入れた場合がある。またタイトルは片岡がつけた。 

 
テーマを変えてから真剣になった 

ある日、突然、テーマを変えたいと思って、１から

やり直しました。その時から、卒業研究がいかに大事

なことかが分かり、真剣に取り組むようになったの

です。前までは、正直めんどくさいなと思っていたけ

れど、いざやってみると１つのことに打ち込めるこ

とが楽しいなと、思い始めるようになりました。でも、

論文を書くのが大変でした。10000 文字も書かない

といけないと言われて、めんどくさいなと思いまし

た。でも、最後に出来上がったときの達成感は凄かっ

たです。［2018〇〇さん］ 
  

興味がないとめんどくさい以外の何者でもなくなる 

（卒業論文は）ものすごく大変で時間とメンタルが

必要になる授業。実際好きなことについて調べるこ

とができるなら多少は面白いけど、興味ないものと

かをテーマにすると、めんどくさい以外の何者でも

なくなる。はじめは、調べて、文章書いて、ポスター

作って終わりだと思っていた。［2018〇〇さん］ 
 

授業が進むにつれて楽しくなった 

（卒業論文は）自分が決めたテーマの答えを導き出

すための授業。ただ１つのことに集中して色んな角

度から考えてみないとゴールまでたどり着けないと

いうことが分かりました。はじめはめんどくさいな

と思っていたけれど実際に授業が進んでいくにつれ

て楽しいと感じるようになりました。私はテーマを

決めるのに結構時間がかかってしまったけれど、簡

単そうだからとかじゃなく、本当に自分が興味のあ

るテーマにしないと無駄な研究になると思います。

［2018〇〇さん］  

テーマは 4 月から 

自分の好きなことについてより深く調べられる授

業。しかし、本や資料をたくさん読まなければいけな

いので、本当に興味のあることをテーマにしないと、

途中で行き詰まってしまう。また情報集めやそれを

引用して自分の考えを書くのが大変だった。けど、そ

ういう力がつくし、テーマについて深く調べられる

いい機会になった。はじめは最終的なテーマと違っ

たので、実際今のテーマについて研究を始めたのは

４月頃です。始めるのが遅かった分、本を読むのが大

変でしたが、興味のあることなので苦にはなりませ

んでした。［2018〇〇さん］  
 

最初は面倒くさい 

卒業研究は最初は面倒くさいと思うかもしれない

けど、やっていくうちにあまり思わなくなると思い

ます。そのためには自分が本当に興味があって、一生

懸命取り組むことのできる研究テーマを決めること

が重要になってくると思います。一冊の卒業研究を

仕上げるのは文章を書く力や初対面の人に話を聞く

力、自分の感想をしっかりと伝える力など、たくさん

の力がついて、自分にとって、役に立つと思うので私

はこの卒業研究を勧めます。（中略）今回、わたしは

最初、何をやればいいのかを全然理解していなくて、

３週間前とかになって慌ててやり始めたし、研究テ

ーマをすごく悩んだのでそう思います。［2018〇〇さ

ん］ 
 

 

 

 

題材決め・テーマ設定、先輩のアドバイス 



安易な気持ちでテーマを決めると後々後悔 

（卒業論文は）自分の興味のあることを存分にやれ

る授業。だから「楽そう」みたいな安易な気持ちでテ

ーマを決めると後々後悔する。あと、空いた時間にコ

ツコツやっていないとテーマにもよるけど期日まで

に終わらない。［2018〇〇さん］  
 

興味があるから深く考える 

卒業研究は、興味のあることを調べるだけじゃな

くて、そのことについて深く考えて、どのような問題

があるのか、それをどうやって解決すればいいのか

を自分で考える必要があると思います。そうやって、

１つのことを深く考えたり、たくさん本を読んだり、

フィールドワークに行ったりすることで、そのテー

マについて、気づいたらすごく詳しくなっていると

思います。はじめは調べるだけの授業だと思ってい

たけど、やってみると、研究のゴールがなかなか見え

なくて、考えるのが難しかったし、大変でした。また

このような機会があればもっと、自分の身近なこと、

興味のあることを調べていきたいと思います。［2018
〇〇さん］ 
 
はじめは直感的に、めんどくさいなら変える 

まず、直感的に自分がパッとやりたいなーとおも

うことをやればいいと思った。それで、調べていてな

んか面白くなくなったり、調べるのがめんどくさい

なーと思ったらテーマをかえるか、ちょっと趣旨を

変えたらいいのかなと思った。とりあえず、テーマに

よって資料が少なかったり逆に多すぎたりするから

少ないときはがんばって探しまくって、多すぎたら

その中から自分の研究に必要だなーと思うやつだけ

を選べばいいと思った。でも、大概どのテーマにも例

外はあるけど結構資料はいっぱいあるから資料が少

なすぎて困るという事態は起きないと思う。［2018〇
〇さん］ 

 
職業の選択肢の一つになる 

この研究をやることで将来の自分が何の職業につ

いたらわからず悩んでいるときに選択肢の一つにな

るので研究はやったほうがいいと思う。最初はあま

り楽しくないものだと思っていたがやるにつれて

徐々に楽しくなってきたが途中で一回、テーマを変

えようか悩んだが変えずに頑張った結果自分的には

良いものが生まれたので良かった。［2018〇〇さん］ 
 

自分を見つめられた 

私は卒業研究を実施してすごく良かったと思いま

す。まず最初に自分の興味のあることはなにか、自分

を見つめられたし、研究を進めていくにつれて興味

がさらに深まり、多くの疑問を追求して、答えがわか

ったとき、爽快感が感じられました。だから私は後輩

に卒業研究を勧めます。［2018〇〇さん］  
どうせならすきなことを 

なかなかに大変やし、自分らにとってはちょっと

難しすぎるなって感じる。だからそんなには勧めや

ん。けど自分みたいに好きなことには興味めちゃあ

る子は調べていく間はめちゃめんどいけど、だんだ

ん楽しなってくるかもしやん。いいかんじのんでき

たら発表も全然苦じゃないし、逆にもっとしっても

らいたいってなると思う。やからたぶんしやなあか

んからどーせなら、好きなことにしたほうがいい。

［2018〇〇さん］ 
 

テーマはじめはわからん 

（卒業論文を）僕は勧めます。将来つきたい職業にも

っと興味を持つことができたり、自分が知らなかっ

たことをたくさん知ることができたりするからです。

僕にとってこの研究は知らなかったことをたくさん

知ることができるいい経験でした。はじめは何をし

ていいのか、なんのためにしているのか分からずに

授業を受けていたので楽しくはなかったですがやっ

ているうちに興味が湧いてきて、楽しいものに変わ

っていきました。次にこのような機会があったら、も

っと早いうちから面白さに気付くことができたらな

と思いました、［2018〇〇さん］  
  

 



興味・資料・説得力があればいいけれど 

 

注意の必要な 10 分野 

どんな分野でも、「興味」と「資料」と「説得力」があれば論文は書ける。しかし、「近づかないほうが

無難」という分野がある。太字で示したような題材は要注意だ（ほかにもたくさんあるけれど）。以下に

その理由と、「どうしてもテーマにしたい場合の判定のコツ」について述べ、アドバイスを添える。  

 

A.タレント・テーマパークグループ…「好き・LOVE」だけでは難しい 

【理由】ジャニーズ・K-POP・USJ・ディズニーランドなど、アイドル・タレント・遊園地は「ファン」

のままでは研究が難しい。「好き」と気軽に考えて挫折する生徒が毎年現れる。 

【判定のコツ】①自宅のファンブックでなくまともに書かれた本を探して読めるか。②資料を読んで企

画書がつくれるか。③アイドル・テーマパーク“LOVE だけ論文”以外のなにかを求めているか。④先

輩の作品をすべて読み、「もう一冊」を加える元気があるか。 

【アドバイス】テーマパークに関しては中島恵さんの本を読み Twitter をフォローする。USJ・ジャニー

ズは上場企業でないので、資料が少ない。一方で K-POP やアイドルグループにはそれなりに本がある。

しかし、ここ 1～2 年のアイドルの資料はない。 

 

B.心理学・メンタルグループ…「形」のないモノはわけがわからなくなりがち 

【理由】心理学・スポーツメンタル関係は難しい。取り出して目の前に置けない「こころ」は、取り扱

いにくいからだ。性格・夢・人の気持ち・対人恐怖・心を癒す音楽（音楽療法）・表情・笑い等も用語の

定義が難しくお勧めしない。睡眠・記憶・錯覚に興味を持つ生徒も多いが、こちらの基本は脳科学。 

【判定のコツ】①リブラリアと公共図書館を探して心理学・スポーツメンタルの本をどれほど読めたか

を試す。②心理学ではどんな分野に興味があるのかを、本に付箋紙を付けるなどして具体的に示す。 

【アドバイス】心理学の入門書を読む。そのうえで心理学になぜ興味を持ったのかを書き出してくる。

別の視点からテーマ設定できるかもしれない。ちなみに、心理学を学んでも人の心はわからない。 

 

C.オカルト・疑似科学「トンデモ本」グループ…信じるのは勝手だが証拠はないな 

【理由】U F O（宇宙人）・超能力は存在する確証がない。あるのかないのか，わからないものは研究で

きない。血液型と性格・超心理学・波動・クラスター等の科学的な雰囲気をまとった疑似
ぎ じ

科学，あるい

は都市伝説・陰謀論も同様である。 

【判定のコツ】①宇宙人を連れてくる。空中浮遊してみせる。②疑似科学・陰謀論は認定しない。疑似

科学は飛躍した論理で「証明できない事柄」を訴える。これらはまとめて「トンデモ本」と呼ばれる。 

【アドバイス】社会的な問題としての疑似科学・陰謀論ならありうる。ドラゴン・妖怪・地獄などは「民

俗学」の棚へ。おもしろい研究がある。ただし、研究してもドラゴンは召喚できないし、妖怪には会え

ない。念のため。 

 

「やめた方がいいよ～」と言われる 10 分野 



D.民間療法・健康法グループ…効果の証拠がない 

【理由】アロマテラピー・カラーセラピー・音楽療法など、民間療法や代替療法・健康法はやめておく。

効果の科学的な根拠がないからだ。効果が科学的に認められれば医師が治療で使う。健康食品・サプリ

メントなども同様に効果は不明。「効果は個人の感想です」がほとんど。感想だけならだれでも言える。 

【判定のコツ】興味があれば「香・香料」「色彩」「薬用植物」「栄養」を学ぶ。学問的背景がある。 

【アドバイス】各種の検定のテキストには比較的まともなことが書いてある。ただし効果のエビデンス

（証拠）が示されることはない。「～～によいと言われています」と書かれているのが一般的。 

 

E.美容産業グループ…信頼できる資料は難しい 

【理由】肌荒れ・美肌・ダイエット・エステ・歯列矯正・ネイル等は皮膚科学・医療。資料が難しくハ

ードルが高い。 

【判定のコツ】にきび・肌荒れ・歯列矯正は信用できる医師の専門書を読んでいるか。エステ・ダイエ

ット・美肌等は資料を集めて先生を説得できるか。 

【アドバイス】「化粧品」「化粧」はしっかりした本と先輩の作品がある。美容産業に興味があるなら

ビジネスやデザインや技術などの視点からの研究が無難かも。関連して「美人」は大人向けの本に限ら

れる。「モデル」は撤退例が多い。過去に何人か挑戦したが資料が読めなかった。 

 

F.犯罪・ミリオタグループ…犯罪や戦争を楽しまない 

【理由】麻薬・ヤクザなど法律違反の薬物・集団は興味本位に扱わせない。銃・兵器・戦争も同様。 
【判定のコツ】①麻薬やヤクザ等は社会問題として扱う。②ミリタリーはテーマを絞り、それが（趣味

をこえて）なぜ研究に値するのかを企画書に書く。③先輩の研究を持参してコメントする。 

【アドバイス】「銃を向けられる側」への想像力を持つ。切られても撃たれても人が死に怪我をする。犯

罪・戦争被害者の前で読めるか。兵器資料は39類の軍事が中心。2類の歴史や5類の技術も学ぶ。 

 

G.漫画・映画・ゲームの「作品論」グループ…読む・書く力が必要 

【理由】ジブリ（宮崎アニメ）・ゴジラ・仮面ライダー・荒野行動・ウルトラマンなど、映画や番組・漫

画・ゲーム“作品”を取り上げる研究は厄介。これらをひっくるめて「作品論」という。作品論は漫画

や、映画や番組を見るのは当然として、その作品について書かれた
．．．．．．．．．．．．

資料
．．

を読まなければならない。ジブ

リと宮崎駿は途中であきらめたテーマ№１である。 
【判定のコツ】アニメ・マンガ・特撮系は大量に本がある。どれだけ読み込んでいるかで判断。 
【アドバイス】これまで作品論で卒業論文を書き上げた者はみな、読み書きの力があった。 

 

H.SNSグループ…現在進行形の話題は難しい 

【理由】特定のアプリTwitter・Instagram・TikTok・LINEなどは資料を追いかけるのが大変。企業とし

ても情報を開示していない場合が多い。ちなみにTikTokは中国企業。多くの生徒はSNSという仕組みを理

解しようと努力だけして終わった。 

【判定のコツ】①SNS 全体の知識を学ぶ。②アプリの「使い方紹介」は研究にならない How-to テーマ。 

【アドバイス】SNS全体に関する資料は豊富。生徒のSNSの使用についての研究ならありか。「YouTuber



の番組分析・作成」等のプロジェクト型の研究もありかもしれない。 

 

I.高度科学・テクノロジーグループ…「スゲー」ではじめても、なぜ回して終わる 

【理由】VR・ブラックホール・相対性理論・タイムマシンなどは原理を学ぶだけでも大変。 

【判定のコツ】①どれだけ資料を読み込んでいるかで判断。②先輩の作品を持参しコメントしてみる。 

【アドバイス】なぜか男子に多い。FWに行っても専門家の前で質問ができなくて苦労する。 

 

J.資格高度専門職業グループ…仕事の内容をなぜ回して終わる 

【理由】公認会計士・銀行・建築士・財務省・企業診断士などは仕事内容を学ぶだけでも大変。なぜか

男子に多い。女子の場合は薬剤師。これらの仕事にあこがれる気持ちはわかる。しかし「学んで紹介」

は論文にならない。FWに行っても専門家の前で質問ができない。資格や高収入が動機の場合が多いよう

だが、大切なのは仕事の中身への興味。 

【判定のコツ】どれだけ資料を読み込んでいるかで判断。 

【アドバイス】 資格のもとにある知識、例えばストックやフローといった「お金の流れ」、「金融の歴

史」、「建築物の比較」、「薬効・薬理」など資格に関係する興味で研究を進める。こうした内容に興

味がないなら、たとえ努力して資格をとっても、仕事は楽しくなかろう。 

 

「やめろ」といわれてもやる、もあり 

以上10の分野を紹介してきた。これらの分野をやりたいと言えば、「やめたほうがいいよ」とまずは

言う。しかし、図書館の本を積み上げて（付箋紙が貼ってあって）、書いたものを持ってきて、熱く語

るならば、喜んで相談にのる。特に、国語の成績がそこそこいいなら勧めする場合もある。実際に、心

理学や建築やオカルト（妖怪）などで立派な研究をした先輩もすくなくない。 



結局は自分がテーマを見出す 
 

面接は怖いか 

「なかなか面接にこないですね」そんな風に先生同士でおしゃべりすることがある。 
面接では質問に答えて、自分のテーマについて語らなければならない。ところが、どんなテーマであれ人

に与えられたのものではなく、自分の中から生まれたものなのだから、そこにはおのずと自分自身が映り込
．．．．．．．．

む
．
。面接では、そうした「自分自身」を先生相手に吟味するのだから、面接は自分の姿を鏡に映してあれこ

れ覗き込むのに似ている。だから、面接は考えようによっては怖い。 
 

鏡を見ないと「寝ぐせ」がわからない 

 しかし、たとえテーマがはっきりしなくとも、自信がなくても、面接はした方がよい。 
第一に、先生と面接を通じて対話をする中で自分がなにに興味を持っている可能性が高いからだ。問われ

て、答えようと言葉にして、はじめてわかることもある。だから、「テーマが決まりません」といって面接に

来て、テーマの手がかりを持ち帰った生徒が多い。先生が教えたのではない、自分で自分の中を探って思い

ついただけの話だ。反対に、鏡を覗かないと、寝ぐせで髪形が乱れていたり、頬についたご飯粒がわからな

かったりする。つまり、面接をしてみないとテーマについてどんな風に悩んでいるのか、なにが問題なのか

がよくわからない。 
第二に、経験も知識もある先生にはアドバイスができる。こんな資料を読もうとか、こう資料を探そう

とかいろいろ役立つ言葉が出てくる。その生徒の興味が世の中的に、あるいは学問的にどのような言葉で

語られているか、といった「テーマの言い換え」のようなこともできる。こうした世間の言葉・学問の言

葉がつかめれば、資料はぐっと探しやすくなる。場合によってはフィールドワークやテーマの可能性も提

案できる。さらに、テーマや研究方針について「難しい」とか「資料が集まりにくい」といったコメント

もできる。 
 

「なんでやねん」の核はイニシアチブ（主導権） 

とはいえ、こうした先生からのアドバイスやコメントやアイデアを受け入れようと受け入れまいと、そ

れは生徒の判断による。むしろ、先生のアイデアを自分の興味としっかり照らし合わせることなく「先生

が言ったから」とばかり安心してしまうのは、大きな落とし穴でもある。 
何度でも言う。何をどう学ぶかを決断するのは誰でもないあなた自身だ。そこを軽く見てしまうと、興

味も元気も先細りになる。ある程度学んでみて、「自分はこれに興味がない」ということがわかれば撤退

だ。それは喜ぶべきことだ。テーマ変更は退却のようでいて、全体としては前進なのだ。 
「なんでやねん」という授業の核は、あなた自身の学びのイニシアチブ（主導権）の発揮に他ならない。

どんなにさまよっても、自分の「興味の一灯」を掲げて歩めば、近道はないが道はかならず開ける。信じ

てほしい。 
 
  
 
 

 

コラム 面接は自分を映す「鏡」 



「あなたのことば」で表現するための第一歩 

 

根っこがなければ論文は育たない 

論文は、事実や根拠を元に自身の考察や主張を述べる文章だ。国語科の文章の分類でいえば「論説

文」や「説明文」に近い。そのため、これまで君たちが書いてきた「感想文」や「随筆」「創作文」と

は根本的に異なる。「自分が思ったことや、感じたこと(=感想)」ではなく、「事実や根拠に基づいた

意見・主張」が求められる文章なのだ。 

とはいえ、根っこに「あなたの想い（興味・関心）」がなければ、いい研究にはならないし、いい論

文は書けない。あなたにとって、研究対象はどんな存在なのか。あなたと研究対象に、どのような関係

性があるのか。それを考え、文章で人に説明することから、研究論文の執筆をスタートしよう。 

 

はじめに「おわりに」から書く 

研究にはあなた自身の人格・人柄が宿る。なぜなら研究テーマは、あなた自身が個人的なキッカケで

選ぶものであり、そこには必ず何らかの疑問・問題意識・好き嫌いといった感情があるはずだからだ。 

論文の書式では、それを表現する場所が「おわりに」だ。あなたの論文を読む、我々教員・クラスの

友達・あなたと同じ興味を持つ後輩たちに、あなた自身がどのようなきっかけ・動機でテーマに取り組

み始めたのかを教えてほしい。例えば、以下の様な書き方によって、あなたと研究対象との関係性を相

手に示すことができる。 

 

・私にとって○○とは何なのか 

例)→ 私にとってうどんとは、たんに栄養を摂取するための食物ではない。なぜなら、そもそも多く

の場合、うどんには炭水化物しか含まれておらず、栄養学の観点から見れば「栄養価が低く食べて

も仕方がない」と言わざるを得ないからだ。それにも関わらず研究の対象に選んだのは、私自身が

うどんを愛してやまないからだ。以下に、その「愛」の理由を３つ述べよう。第一に… 

 

・なぜ私は研究対象に○○を選んだのか 

例)→ 今回「うどん」を研究対象に選んだのは、私の両親が堺市内で小さなうどん屋を営んでいるこ

とがきかっけにある。香川県で生まれ、大阪の大学で経営学を学んだ父にとって、うどんはソウル

フードであると同時に、自らの経営手腕を発揮するための資本だった。毎日を小麦粉との格闘と、

帳簿との睨めっこに費やす父と母の背中を見ながら、私は中学生まで育った。そんな私にとって… 

 

そのほかにも「○○と私自身の間にどんな関係性があるのか」とか、「○○に対する私の感情（好

き・嫌い・愛している・腹が立つ）その理由」など書くべき項目は多い。こうしてみると気がつくだろ

うか。ここでは終始「私」が主人公になっている。よく考えれば、あなたと研究対象の間にこそある重

要な関係に気が付くはずだ。その関係を論文の読者にわかるよう、具体的に理由を説明しながら語って

ほしい。そうすることで、あなたが研究対象にどのような意識を持っているのか、あなた自身がどうい

う人間なのかを説明できる。つまり研究をすることと、自分自身を探究することは同じなのだ。 

 

はじめに「おわりに」があった 



先輩の「おわりに」の例：清教学園中学校 69 期 〇〇さん 

『妖怪がなぜ人々の興味の対象となってきたのか：時代と文化の変化に合わせた妖怪の変化(へんげ)』 

 

上記の〇〇さんの「おわりに」では、以

下の様な観点から、研究の動機・きっか

けが具体的に語られている。 

 

① 自身が妖怪に見せられたきっかけ 

② 自身が考える妖怪の恐ろしさ 

③ 研究する課程の面白さ 

④ 妖怪という存在の分析 

 

「怖いものみたさ」という言葉がある。その言葉が示すように、中安さんにとって妖怪は「恐ろしい

存在」であると同時に「知れば知るほど面白い存在」でもあったのだ。このように、自身が研究対象に

魅せられている理由を、根っこから掘り下げていく作業が「おわりに」では求められる。なぜ、あなた

はその研究対象を選んだのか。その背景には、自身のどのような感情が渦巻いているのか。そういった

事を考えつつ、読み手に伝わる文章を心がけて書いてみよう。 

今回「『妖怪』がなぜ人々の興味の対象となってきたのか」というテーマに取り組んだの

は、私が小学二年生の時に読んだ緑川聖司先生著の怪談集、『色の本』シリーズがきっかけ

だった。当時の私には挿絵がほとんど載っていない本がとても新鮮だったことを覚えている。

しかし、その本は衝撃的だった。淡々とした文章で怖ろしい「何か」が人間を呪い、憎しみ、

殺す。その「何か」は人間・幽霊・妖怪の場合があった。私は、そのシリーズを全巻読破し、

それをきっかけに幽霊のように、人の姿をしていない異形の存在、「妖怪」に魅了された。 

文献や資料にしか名前が残っていない妖怪や、設定や名前すらなく、ただ画にしか残って

いない妖怪、個人が考え出した比較的新しい妖怪など、西洋の妖怪や悪魔なども含めると、

妖怪の種類はどこまで多岐に及ぶのか、想像するだけで怖ろしい。また、現代に生まれた妖

怪、怪談や都市伝説を生み出す妖怪たち。彼らを含めると、名前がついている妖怪の総数は

いくつになるか、途方もなく、きりがない。人間の想像力は無限大だ。少なくとも、人類の

滅亡までは、妖怪は私たちの心の中に居続けるだろう。 

研究するほど、新しい妖怪の情報に押しつぶされそうになっていく。だが、それが私には

楽しい。 妖怪という存在は調べれば調べるほど、本を読めば読むほど、わからないことが増

えていく。妖怪は人間の負の感情の投影であり、人間が妬みや嫉み、憎しみなどのいわゆる

負の感情を持つと同時に誕生し、人間がそのような感情を持つ限り、たとえ人間が畏敬の念

を忘れても、新しい者が絶えないことはない。妖怪はそのような存在だ。概念上の存在であ

るにもかかわらず、生命力に満ち満ちた、まったく不思議な存在だ。だからこそ、研究する

人々も絶えない。彼らの熱意がある限り、妖怪研究が風化することもない。(一部抜粋) 



「心が動く」題材選びが論文の原点 

 

「動機」は「心が動いたきっかけ」 

「おわりに」を書いてもらっている。ここには論文を書く「動機」が書かれるからだ。動機は「行動な

どをするにいたった個人的な原因」である。つまり、「なんでその題材（テーマ）で論文書くん？」とい

う問いへの答えが動機だ。 

 ちなみに動機の「機」は、「心の働き」「きっかけ」（『大辞泉』）を意味する。もともと「機」は布

を織る「はた」を意味していた。転じて「しかけ」を意味するようになり、さらに「きっかけ」や「心の

はたらき」を示すようになったようだ。「機会」や「機嫌」という言葉もある。 

論文だろうが政策だろうがどんな立派な言葉でも、そのはじまりはすべて「心の動き」だ。だから、動

機（「おわりに」）は論文の原点であり、種火だ。それゆえ、この授業の最初に「1 時間語れることを考え

なさい」と言ったのである。 

 

「心が動かない」のに研究する生徒 

 なぜこうしたことをいろいろ書くのかといえば、こうした動機（原点・種火）をしっかり確認しないま

ま、論文を書きだす生徒が多いからである。「え、心も動かへんのに、なんで論文なんかにするん？」そ

う思うかもしれない。確かに、まったく心が動かないまま研究をはじめる生徒はあまりいない。ふとした

「興味」、ふだんから「好き」といった入口から研究を始める場合が多い。そうした「軽い気持ち」で研

究をはじめて、どんどんおもしろくなって論文を完成させる場合も多い。 

 しかし、落とし穴は、調べはじめて「面白くないな」「心が動かないな」「ワクワクしないな」と感じ

たときに現れる。その場面の正解は、「テーマを変える」「振出しにもどる」だ。ところが、そうはしな

いで「ここまで書いたのだから」「ピースがもったいない」と言った悪魔のささやきに負ける。すると、

そのあとはもう心が動かない、興味のないままずるずると不満を抱えながら論文を書き続ける。 

そうした状態は先生にはよくわかる。「どう？」と聞いて、「なんもないです」などと答えるのが典型

だ。「やめたら？」と何度もすすめるが、「なんとかなるやろ」とばかりにその状態にしがみついたまま

授業を終えた。そうした生徒は、卒業論文の最後のアンケートで以下のように書いている。 
 

私は、卒業論文の授業を勧めません。なぜかというとこの卒業論文では自分の選んだテーマで取り組むこ

とができると思いますが、進めていくと自分があまり興味のないところまで調べないといけなくなってきて

しまうからです。自分の場合は初めは〇〇が好きで〇〇がどのようにして作られたのかを調べようと思った

のですが（中略）時間がかかってしまって途中でやる気がなくなってきます。なので本気で好きなものを調

べないと途中でやる気がなくなって面白くなくなると思いました。なので私は、卒業論文の授業を勧めませ

ん。 
 
 この生徒は「自分があまり興味のない」場面で、撤退すればよかった。「本気で好きなものを調べない

と途中でやる気がなくなって面白くなくなる」。まさにその通りである。そこで何度引き返しても構わな

い。正解はいつでも動機（心の動き・きっかけ）にある。 

 

動機がないと論文は失敗する 



 

フィールドワーク 

手紙作成へ 

興味はないけど 

資料があって楽そう♪ 

今まで書いた 

ピースが 

もったいない 

なんとか 

なるやろ♪ 



十人十色の執筆背景 

 

はじめに書きはじめていい「おわりに」 

研究の最後にあるのが「おわりに」はだ。ここには残された問題、お世話になった方へのお礼の言葉な

どを書きますが、最も書きたいのは研究の動機やきっかけである。要は「なぜそのテーマや題材を選んだ

の？」の質問に、個人的な答えを書けばよい。 

「おわりに」だから、最後に書けばいいのだろうという勘違いをしてはならない。この動機についての問

いは、卒業論文が始まったときに書いた研究企画書の中にあった。だから、「おわりに」は、はじめに書

きはじめてもいい。 

ところで、「おわりに」に至るまでの、論文の「本論」はこの文章のように客観的で冷静な（「気取った」

といってもいい）文章が必要だった。しかし、「おわりに」には、一転して主観的で思い入れのある文章

を書いてかまわない。その題材と出会った時のこと、印象的なさまざまなエピソード、好きなら好き、不

満なら不満、驚きなら驚きを、具体的に書く。これまでの禁じ手であった「感想」が存分に書けるのが「お

わりに」だ。 

研究論文の読者が、研究の意義や問題意識を知りたいのは当然だ。しかし、それと同時に、著者（あな

た）の動機やきっかけ、「そんな研究をした人はいったいどんな人なのか？」を、知りたくなる。たとえ

ば読者ははじめにタイトルと「はじめに」を読んで、すぐに、「おわりに」を読みだす場合も多い。「おわ

りに」を読んで、「へえー、こんな経験をしてきた生徒がこの論文を書いたんだ」と、読者はどこかで納

得したいものなのだ。いわば研究論文を書いたあなたの「背景」を、読者は知りたい。 

いってみれば「おわりに」は、作者の魂というか気持ちが入る場所だ。そうした意味で、ここは研究の

中でも味わい深く熱い部分だ。「おわりに」が熱い研究には、たとえ本論の要領が悪くとも、例外なく人

を動かす力がある。研究の「原点・魂」が熱いのだから、その熱が研究論文全体に伝わって当然なのであ

る。 

一方で、「おわりに」がいつまでも書けない生徒がいる。論文や研究の動機がほとんど思いつかないの

なら、その題材やテーマはかなり危ない。そもそも卒論の原点に火がついていないのだから動機を疑われ

てもしかたない。 

 

先輩たちの「おわりに」コレクション 

 

「仏教における、六道輪廻で最も幸せな世界とは:仏教が私達に伝える命のメッセージ」 

私が「六道で一番幸せな世界はどこか」とテーマを設定した理由は三つあった。 
 一つ目は、単純に、仏教の世界観が好きだからだ。（中略）「週刊漫画雑誌モーニング」で連載されてい

る、あの世を題材にした「鬼灯の冷徹」という漫画に出会い、その影響で、あの世というものに興味を持

った。それからその漫画を読んで、イベントに行ったりライブを見たりするうちに、仏教の世界観が一番

興味深いと感じるようになっていた。地獄絵の実物を見に、半ば強制的に家族を連れて遠出したこともあ

る。だから、この研究授業を通して、もっと理解を深めたいと思ったのだ。 
二つ目は、弟に言われた一言がきっかけである。この研究を始めたばかりの頃で、弟と地獄の話をして

いた時のことだ。弟もその漫画の影響でなんとなく地獄のことを知っているので、私は自分のアウトプッ

トも兼ねて、弟に対して輪廻転生のことを教えていた。すると 弟は一言、「じゃあ地獄とか天国って、あ

先輩たちの「おわりに」コレクション 



の世じゃないやんな。今俺らが人道で生きている裏で、地獄道で苦しんでる人もおったら、天道で楽しん

でる人もおるんやろ？なんか、あの世っていうのは変やん、ちゃんと言われへんけど」と言ったのだ。そ

れを聞いて、私は衝撃を受けた。弟は、「輪廻転生の原理から言うと、この世、あの世とひとくくりにし

て、人道とそれ以外の五つの世界を分けるのはおかしい」と言いたかったのだ。私は、確かにその通りだ

と思った。そこで私は、六道全てをひとくくりにして、「六道世界は全て平行して進んでいるため、人道

以外をあの世とまとめるのは違う」という考え方を使って、論文を書きたいと思ったである。 
そして三つ目は、この研究を進めていくうちに、あることを知ったのがきっかけだ。それは、天道では、

亡くなる間際に地獄の拷問以上の苦しみが襲う、というものである。これ知って、私の中には「天道は幸

せと言われているけど、果たしてそれは本当なのか？」という疑問が生まれたのだ。 
これら三つのことから、私は今回のテーマで研究を進めたいと思い、終了させた。そして、私は、仏教

が伝えたかった本当のメッセージを発見することができたのだ（中略）。この研究を通して、私は初めて

「死」というものを真剣に、真正面から向き合って考えることが出来たし、何より、今ある命をもっと大

切に使おうと思えた。また、私が一番伝えたかった「人道に生きることの素晴らしさ」を、この論文を通

して書き起こすことができた。この研究テーマを選んで、本当に良かったと思っている。 
この論文を書くにあたり、書籍探しから添削まで、たくさん協力してくださった総合科の先生方、お忙

しい中取材をさせていただいた〇〇先生、本当にありがとうございました。また、地獄絵を見に奈良県ま

で連れて行ってくれた家族、テーマのヒントをくれた弟も、本当にありがとう。【69 期 〇〇さん】 
 

「コストコ消費は日本人の買い物にどのような影響を与えたのか」 

中学 2 年生の 2 学期に先生から何について卒業論文を書くか決めなければならないということを聞い

た。その当時、私はカメラや SNS に興味があったのでそれら関係のタイトルにしていて、それなりの論

文が書ければ、と思っていた。しかし、授業内で貰ったプリントに SNS 関係は日々変わってしまうので

やりにくいテーマだと書かれていた為、私の中で少しそのままこのタイトルで進めて完成するのだろう

かという不安が湧いてきた。 
その後、何気なく過ごしていたが、ある日コストコに買い物に行った時に、不思議なことが多いことに

気がついた。もっとコストコについて深く知りたいと思った私は、思い切って卒業論文のテーマを変える

ことにした。何を視点に置いて論文を述べるのかを迷っていた時、先生から「コストコ何を変えたん？」

と聞かれ咄嗟に「日本人の買い物」と答えてしまった。その後も先生から日本人の買い物をどのように変

えたのかや、変わってどうなったのかなどと質問攻めにされ、全く答えられずその事について深く掘り下

げてみようと思った。 
実際に調べていくと、コストコの今まで知らなかったことがだんだん分かるようになってきて、もっと

知りたい！と思うようになり、どんどん研究が楽しくなっていった。 研究は楽しくなってきていて、研

究ピースもそこそこの数はあるから大丈夫！と油断していたので、最後の方はピースがあと 2 個という

所でピース数が伸び悩みました。もう少し、ちょくちょくピースの数を増やしていけばよかったなと少し

後悔している。ですが、母の提案でピースの数を増やすことができ、自分なりにも納得のできる卒業論文

を仕上げることが出来た。今まで、私の卒業論文のためにたくさんのアドバイスや提案をしてきて下さっ

た総合学習の先生方、私の手紙の書き方が悪く、たくさんの迷惑をかけてしまったにも関わらず、取材を

快く迎えてくださったコストコ和泉倉庫店の店長・副店長さん、そして、私の卒業論文に良い影響を与え

るたくさんのアドバイスをして下さった方にとても感謝している。【69 期 〇〇さん】 
 

  



「VOCALOID はどのように市場を広げたのか:ユーザーが育てた『電子の歌姫』」 

この電子の歌姫たちに触れたのは、およそ 10 年前だったと思う。従姉と遊んでいたとき、彼女が携帯

で音楽を聴きだしたのだ。当然、当時 5 歳だった私は興味津々でその音楽を聴く。 その頃はわからなか

ったが、今思うとそれがニコニコ動画であり、VOCALOID 楽曲を聴いていた。（中略）そのことをすっ

かりと忘れてしまっていた小学 4 年の時、5 年もの年月をかけ、彼女たちと再会し、現在に至る。 
小学 4 年の時にたまたま再会した VOCALOID を、今回の卒業研究のテーマにしたのは理由がある。 

それは、ニコニコ動画や Youtube で話題になっていたからだ。ニコニコ動画は昔よく従姉に見せてもら

っていたが、それは５年以上前の話なので、自分で検索をして動画を見たりした。（中略） だがしかし、

時代は変化していくもの。私が思い描いていたニコニコ動画とは違ったもの だった。VOCALOID 初期

から活動していたボカロ P は引退し、そのボカロ P のような曲を作れる人もいない。俗にいう氷河期

を迎えていた。さらに 2 年後、ニコニコ動画で超人気ボカロ P であった「ハチ」が引退し、「米津玄師」

として歌手デビュー。今では知らない人の方 が少ないような超人気歌手になった。 
そのようなことがありながらも、VOCALOID は私にとってすごく心地の良いものになった。 だが、

本文でも書いた通り、VOCALOID、およびニコニコ動画のオワコン化が進んできている。 確かに時代は

変わっていき、人気のないものは淘汰される。正直とても悲しいことだが、仕方ない。だが、電子の歌姫

たちは消えない。私たちが忘れない限り彼女たちは完全に消えたことにはならないからだ。私はそう信じ

ている。だから、私は 5 年後も、10 年後も彼女らの歌声 を聴き続けるだろう。私たちが歩みを止めな

い限り、そのそばに彼女たちは存在しているからだ。 最後に、この先も歩み続ける彼女たちに一言。 
この素晴らしい歌姫たちに祝福を！ 【69 期 〇〇さん】 
 

阪神タイガースの人気はどのようにして保たれているのか 
我が家では父親が小中高校と野球球児だったこともあり、阪神タイガースのテレビ中継があるときは、

必ずテレビは阪神戦がついていた。初めは正直ルールも分からず全く興味がなかったが、試合に勝った時

に流れる六甲おろしに興味が沸き、そしてそこからルールや選手を覚えていき、すっかり小学校低学年の

時には阪神タイガースの大ファンになっていた。試合が延長して最後まで見られなかったときは朝起き

て真っ先に新聞のスポーツ欄を確認したり、助っ人外国人の動向や、ドラフト候補者など色々知識を得て

きた。このように今では阪神の知識はある程度深く知り得たと思っている。 
しかし、卒業論文で阪神タイガースについて書こうと思い、研究を進めていくうちに、これはチームや

選手などメディアに露出されることの多い表舞台しか、私は見ていないということに気づいた。そして、

野球離れが進む今日に阪神タイガースは人気を保ち続けるために、球団はどのような戦略を繰り出して

いるのかを研究することになった。私は正直かなりの知識があると自信を持っていたが、この研究を通し

て自分の知識が全然 なかったことに気付かされた。なぜなら、チームや選手、試合などしか知識がなか

ったからだ。私たちファンを楽しませるために戦略を考えている人が、球団にはたくさんいてその人たち

によって私たちファンが楽しくチームや試合観戦していることに気がついた。このように私たちがなに

かをするためにはそれを支える人がたくさんいるのだと気づき、視点が広 がった。私の好きなことを研

究して、それによって視点も広がりとても良い研究だった。 
そして最後になりますが、高校野球開催中というお忙しい中、取材を快くお受けくださった、 阪神電

気鉄道株式会社スポーツ・エンタテインメント事業本部 甲子園事業部の〇〇様に は大変感謝しています。

本当にありがとうございました。【69 期 〇〇さん】 



その感染と蔓延 

中 3 生に「なんとかなるやろウイルス」（略して「なるやろウイルス」）が蔓延
まんえん

していた。この手記

は感染した生徒の記録である（創作だが大部分本当だ）。 
 

病原体「なるやろウイルス」の感染と蔓延 

この病原体は主に夏休みに現れた。感染源は高 1 の先輩だ。部活に現れた先輩はオレの耳元でささ

やいた。「卒論？ なんとかなるって」「オレ一週間で仕上げたし」｢楽勝や｣。そう聞いたオレは「そ

うか、そんなら夏休みにあわてて苦労することはないわな」と思った。いま考えると、それが「なる

やろウイルス」の感染だった。 
中 3 夏の課題の提出が来た。ピースの提出が義務づけられている。突然、「卒論やってる？」と仲間

から LINE が来た。「みんなやってへんで、なんとかなるやろ」と先輩のアドバイス（？）を根拠に、

感染したオレは明るく返事をした。こうして、なるやろウイルスはオレから友人へと感染していった。

このウイルスに感染すると、「なんでやねん」を意識の下に押しやることになるので、様々な症状が生

徒ごとに現れる。部活に勤しむ。ゲームに浸る。ネットを漂う。高校野球を見る等。 
しかし、時には、級友がフィールドワークに出かけたことも話題になる。「ピース結構書いたよ」と

いう話にもなる。「ええなあ」「マズイぞ」と思うものの、それを認めてしまうとイライラして苦しく

なるので、そうした話題は避けるようにして、なるやろウイルスに感染した仲間だけと過ごすように

なった。そうして病気はこじれていった。 
 

悪化する症状 

ついに提出が近づいた。ピース 20 なんてできてない。「卒論? やってへんで」とひきつりながら笑

ってみせる。しかし、事態は悪化の一途だ。まずは総合の先生からのお叱りだ。とはいえ、自分以外

にも呼び出される生徒がいて妙に安心する。しかし、今度は担任からの呼び出しだ。ここでもお小言

を喰らう。 
そうこうしているうちに、親に先生から電話がかかってきた。それまで「卒論やってるやろな」と

問われて「やってる、やってる」と答えて誤魔化してきた手前、思い切り雷が落ちる。頭や胃が痛い。

なるやろウイルスがついに体にも症状を現すようになったのだ。 
こうして、オレはやっと目を覚まして論文に取りかかった。とはいえ、付け焼き刃で論文が書ける

わけもない。ついには再提出の期限も過ぎてしまった。ネットをコピペして誤魔化そうとしたヤツに

は探究科の先生から強烈な雷が落ちた。学年主任に呼び出されての説教もあった。ところがそれは序

の口で数日後、教頭先生から電話入って親の怒りが爆発した。追い詰められたオレは眠れなくなり、

登校もできなくなった。そのあたりからよく記憶がない…。 
 

感染の予防薬 

以上の物語は提出の押し迫った 2012 年 9 月に書いた。このまま生徒に渡してもよかった。しかし、

崖っぷちで痛い頭や胃を抱えた生徒にこのエッセイはかえって毒だ。死にはしないだろう。しかし、

生涯恨まれるかもしれない。だから配布は差し控えた。 
みなさんには感染が広がる夏休みの前に、この物語（とはいえほとんどノンフィクションだ）を紹

介する。これは「なるやろウイルス感染予防薬」だ。しっかり服用してほしい。 

コラム 病原体「なるやろウイルス」 
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題材をしぼらないと研究がはじまらない 

 

分野の中から「題材」を探す：「アニメのなに？」 

さて、興味がある「分野」が見つかったからと言って、それがすぐに探究学習の題材（研究対象）になる

わけではない。企画書の書かれる言葉は、はじめはたいがいとても大きな分野だ。たとえばあるクラスの

企画書にはこんな言葉が書かれていた。 

 

アニメ ゲーム  ファッションデザイン ペット 音楽… 

 

企画書を読めば、その生徒の興味のありかはそれなりにわかる。しかし、これらの単語だけを見せられ

たなら、間違いなく「アニメがなに？」とか、「ゲームのなに？」「なんのファッション？」と聞くだろう。 

たとえば「アニメが好き」といったところで、取り上げる対象、つまりジャンルや監督や作品は、人によ

って当然違う。宮崎駿監督作品、新海誠監督作品、ディズニー（ウォルト・ディズニー・カンパニー）のア

ニメ作品、「くまのプーさん」、すべての日本製アニメ……。一方、それらをどんな視点
、、

から考えるかもま

た違う。脚本、登場人物、興行収入、原作、色彩設計……。これを簡単に表にしてみた。実際に生徒が探究

学習で取り上げたことがらがＡ～Ｅのマス目に入っている。具体的には次のような題材が選ばれた。 

 

Ａ「宮崎駿監督作品の食事シーン」 

Ｂ「新海誠監督作品の色彩設計」 

Ｃ「ディズニー作品の登場人物」（ディズニープリンセス比較） 

Ｄ「『くまのプーさん』の原作と劇場版アニメ」 

Ｅ「日本製アニメーションの興行収入」 

 

ひとくちに「アニメ」と言っても、それこそ数えられないくらいの対象や視点があるのがわかる。毎年

「要注意の『作品論グループ』だよ」と呼びかけても宮崎アニメに取り組む生徒は後を絶たない。しかも、

同じ探究学習にはならない。宮崎駿論の本がたくさんあるように、題材や視点はいくらでもあるからだ。 

「ヨーロッパに行く」って、どこになにしに行くの？ 
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「ヨーロッパに行く」って、どこになにしに行くの？ 

というわけで、「アニメやります」というのは、まるで「ヨーロッパに行きます」と言うのと同じになる。

「……で、ヨーロッパのどこ行くの？」「ヨーロッパになにしに行くの？」といろいろ突っ込まれて当然だ

からだ。アニメやゲームやファッションという言葉の背後には、ヨーロッパのように巨大な世界が広がっ

ている。大きな図書館や書店に行けば、「アニメ」「ファッション」「ゲーム」それぞれに、いくつもの本棚

があるだろう。つまり、題材をしぼるということは、「アニメ大陸」「ゲーム大陸」「ファッション大陸」の、

「どこになにをしに行くんですか？」という問いに答えることにほかならない。だから、興味があるのな

ら、それらの大陸（本棚）にまずは分け入って、とにかく資料を手あたりしだい、やみくもに読むしかな

い。題材の扱う範囲が狭いほど、読むべき資料の焦点をしぼりやすくなるものだ。 

つまり、「どこに行くの？」という問いには「ヨーロッパに行く」ではなく、「スペインのバルセロナに行

く」と答えなければならない。さらに、「なにしに行くの？」という問いには、「観光に行く」でなく、「ガ

ウディの建築を学びに行く」と答えなければならない。 

ついでに、ゲームとファッションについても、どんな題材があったのか簡単にまとめておく。参考にし

てほしい。 

 



分野・題材・テーマはなんでもあり 

 
「おちゃらけ分野」を真面目な論文に  

世の中には「おらゃらけて、不真面目だな」「なんか軽いね」「それって趣味・娯楽じゃないの」「嗜好

品だね」「時間つぶしでしょ」と見られるものごとがある。たとえば「マンガ」「ボーカロイド」「声優」

「ライトノベル」「清涼飲料水」「ゲーム」「インスタントラーメン」「ライブ」などだ。たしかにこの一覧

をみて「これで研究？ 真面目なの？」と思う人がいても不思議ではない。反対に研究論文なのだから、

「SDGs」「ターミナルケア」｢国語教科書｣｢無人駅問題｣とくれば、いかにも真面目で重いテーマのように

感じる人も多い。しかし、それは本当だろうか。 

マンガやゲームを研究対象にすると、その研究がなぜ｢おちゃらけて｣見られるのだろうか。それは、扱

っているこれらのものごとが人の｢楽しさ・心地好さ（快楽）｣に直結しているからなのだ。もし仮に、ラ

イブとボーカロイド三昧で、マンガとライトノベルを山ほど読んで徹夜でゲームをして、インスタントラ

ーメンを食べ清涼飲料水を飲み続ける、そんな人がいたら「おちゃらけた（不真面目な）生活だ」と思わ

れる可能性は高い。 

 「誤解しないでください。ゲーム（ボーカロイド、ライブ、声優・・・）の研究は、不真面目なんかじ

ゃありません！」といいたいところだ。たとえ、「研究対象」が娯楽や嗜好品であったとしても、研究テ

ーマや態度がおちゃらけているとは限らないのだから。 

 とはいえ、｢娯楽や嗜好品の研究はよくない｣と考える人がやはり結構いる。つまり、それらを研究対象

にすると、「おちゃらけだ」「不真面目だ」「興味本位だ」「好きなことを並べるだけだ」といった誤解が生

れやすい、ということは承知しておいた方がいい。 

 だからそうした分野に取り組もうとする人は、｢インスタントラーメン（マンガ・ライトノベル・・）

なんて研究して一体どうすんだ？｣という理不尽なレッテルに耐えて、それを跳ね返す説得力を持った説

明が求められる。そもそもそうした商品やサービスを企画・生産している方々が真面目なのだから、同様

に論文作成が真面目であって当然だ。 

 

「研究対象」と「研究姿勢」を真面目・不真面目で分類すると 

以上のように考えてくると、「研究対象」の真面目・

不真面目と、「研究テーマや姿勢」の真面目・不真面目

とを区別しておかなければならないことがわかる。そ

れらを整理すると次のようになる。 

 

Ａ 真面目な研究対象を真面目に研究する 

Ｂ 不真面目な研究対象を真面目に研究する 

Ｃ 真面目な研究対象を不真面目に研究する 

Ｄ 不真面目な研究対象を不真面目に研究する 

 

結論からいえば、ＡとＢの研究は「あり」、ＣとＤは

「なし」だ。Ｄに至っては「ありえへん」である。以

下にこれまでの高校生の優秀論文から具体的に見て

「おちゃらけ」分野を真面目に探究しよう 



みよう。 

Ａは特別いうことはない。たとえばこんなテーマがある。 

 

「在宅緩和ケアが導く〈理想の死〉とは」 

「貧困におかれる子どもたちはどのように支えられているのか」 

「動物実験はなぜ目に見えないのか」 

 

いかにも真面目だ。読む方も大変そうである。 

Ｂの場合。資料を踏まえて説得力があるなら、たとえどんな娯楽的なモノやコトでも立派な研究になる。 

 

「中学生はカラオケになぜ行くのか」 

「女子中学生はなぜファッションとして制服を着たがるのか」 

「なぜ『オネエことば』は誕生したのか」 

 

どれも「あり」だ。ただしＢの場合は資料探しに苦労する場合があるので注意が必要である。 

Ｃはちょっと複雑だ。真面目な事柄を扱うと、不真面目な姿勢がすぐにはわからないからだ。ある生徒

は資料もたくさん用意し、もっともらしい（とはいえはじめから結論の見えているような）テーマを立て

た。しかし、肝心の興味がその生徒にはなかった。当然元気が出ず無駄な時間を過ごし、ネット検索の切

り貼りで結局しのごうとした。どうやら「なんとかなるやろ」と思いこんで、「さぼってないですよ」と

いう証拠・アリバイづくりをしていたようです。 

最後のＤはやはり論外だ。 

研究対象に良い悪いはない。おちゃらけていようといまいと関係ないのだ。研究のテーマ（方法や観

点）や姿勢さえ真面目であれば、テーマはなんでもありである。 



コンピュータは手抜き装置 

 

 
 

【単語の追加】キーボードを打つ数は少ない方が楽だ。自分の研究

でよく使う単語は単語登録して手抜きをしよう。画面下のタスクバ

ーの辞書「あ」を開けて「単語の追加」で単語を登録する。たとえ

ば「け」変換で「K-POP」など。 
※おすすめ 文献表示のために「ぶん」変換で「（,,p.）」は便利。 
（霜月,2008，p.211-212）とすぐに書き込める。 
 
 
 
【ディクテーション】文献の引用を書く時にディクテーション（dictation 書き取り・

口述）のマイクのアイコンを使ってみる。Word の「ホーム」にある。使い方はスマホ

の音声入力と同じ。長い文章やインタビューの内容を文字起こしするのに便利だ。 
 
 
 
 
 
【文字認識機能（OCR）】最近は文字認識機能（OCR）があちこちについている。右に

あげたのはスマホの LINE の例。このテキストの表紙の文字を認識させてみた。「図書

館で借りた本を早く引用して返却したい」といった場面で大変便利。 
 
 
 
 
 
【書式のコピー】Word の「ホーム」にペンキの刷毛のマークがある。これが「書

式ペインタ」。これを使うと、文字の色、フォントスタイル、サイズ、罫線のス

タイルなどの同じ書式を他の文字に適用できてとても便利。たとえば、ピースの

見出しの「ゴシック体」や、引用の「青の明朝体」などはなんども指定をする必

要がない。先生から添削されても、ペタペタ書式をコピーすれば簡単。 
 
 
 
 
コンピュータや Word の各種機能やアイコンは、すべて「手抜きのための仕掛け」である。学べ

ば学んだだけ、論文づくりが楽になる。ここにあげた手抜きはごく一部なので、必要ならば自分で

検索して身につける。「Word＋目次」などですぐに探し当てられるだろう。 
 

 

できる「手抜き」はした方がいい 

LINE のカメラを

選び「文字認識」

でご覧の通り→ 



 

 

 

第 3 章 
どうやって情報を集め

ピースをつくるのか 
情報収集の基礎 

 
 
 
 
 
 

子曰く、必ずや名を正さんか。 
―『論語』子路第十三 

 
先生がおっしゃった。 

「まず必ず物の名前を正すことから始めるだろう」 
 



信頼できる参考文献を使って、信頼される卒業論文を書く 

 

「先生、こんなのネットで調べた方が早いですよね」 

君たちからこんな意見をよく聞く。確かにその通り。図書館で本を選んで、必要な情報を引用して…

そんな作業をするよりも、Web(ネット)検索してコピペをする方が早い。Web のキーワード検索機能が、

論文執筆の上ではとても優秀なツールであることは間違いない。 

しかし、Web 検索でヒットする検索結果と、そこに書かれた情報は、「信頼性」と「再現性」の二つ

の観点から、論文で引用するには使い辛い。総合学習の授業で「まずは本を読め」という理由はここに

ある。君たちの論文を読む、未来の後輩たちのために、この二つの観点を保証する必要がある。 

  

資料の信頼性をどうやって見極めるのか 

本の最後のページには「奥付（おくづけ）」(図 1)という

責任表示がある。奥付は本が出版される際の一般的なルー

ルの一つで、奥付があることで、本に書かれている内容は

一定の信頼性を得ている。記載されている著者や編集者、

出版社、発行年月日、改訂版（書き直し）といった情報

は、記載内容の責任の所在を明らかにし、適当な出鱈目が

書かれた本は責任者の信頼を損なうことになる。 

また本の著者は、自分が本を書く上で参考にした情報の

出典元を、きちんと明記している場合が多い。自分の書く

本が、自分の頭の中だけで考えたものや、出所のわからな

い情報源を元に書いたものではなく、正確で信頼性の高い

情報を元にして書いたものであることを示すためだ。これ

ら奥付や出典の表記は、信頼するに足る良い本を見極める

方法として役立つ。 

 

研究に使えない Web サイトが台頭する現状 

しかし一方で、Web は不特定個人が情報発信できるため、

出版界の「奥付」のようなルールは存在しない。そのため、

いつ、誰がつくった Web ページなのかが記載されていないこ

とが多い。また、出典である情報源を示さない、示していて

も出典を辿れないこともしばしばある。Web の情報発信のル

ールは明確に定まっていないので、信頼性できる情報を入手

するためには、利用者に相応のスキルが求められる。 

残念なことに、単純なキーワード検索で上位にヒットするサイトは、たいてい「信頼できない」とい

う現状だ。アクセス数稼ぎと広告収入に支配されている、現在の Web 検索の限界といえるだろう。上位

にヒットするサイトの多くが「まとめサイト」(図 2)か、「何かを売るためのサイト」になっている。

何かを売ることが目的であるようなサイトは、たいてい「研究には使えない」のだ。 

どうして「ネット」ではなく「本」なのか 

(図 1)「奥付」の例 

(図 2)まとめサイトの特徴



再現性は情報の「寿命」 

Web 上の情報は、本のような「モノ」としての性質を持たない。一度出版されれば印刷物として世に

残る本に対して、Web 上にある情報は、Web ページにアクセスした時にしか情報を再現することができな

い。このため「同じ URL なのに内容が書き換えられている」「情報を保管しているサーバーの移転など

で URL が変わる」「数年後にはホームページが閉鎖していた」といったことが起こる。 

 

Web 資料の収集・保存事業に取り組む国立国

会図書館(図 3)によると、行政機関が運営する

Web ページが、5 年後にも同じ URL で、同じ情報

のまま存在しているケースは、たったの 31％に

すぎない。これは、Web 上にある政府発行の情

報を出典として本や論文を書いても、5年後に

は 7 割近くの URL が消えてしまっているか、内

容が変化していることを意味する。政府発行資

料ですらこの状態であるならば、私企業や個人

のサイトの現状は、容易に想像できるだろう。

現在のところ、Web 上にある全てのページを、

常に記録し続ける装置は社会に存在しない。Web

情報は常に書き換わり続けているのだ。 

これに対し、印刷物として世に残る本は、一度出版されれば本そのものが紛失や破損しない限り、ひ

とりでに消えることはない。内容に変更が生じ書き換えられた場合は「新版」として新しい版が出版さ

れる。これらのことから、インターネット資料よりも図書資料のほうが、再現性でも優れているのだ。 

 

図書資料と Web 資料を使い分ける 

本の著者は、そのテーマについて一生をかけて研究してきた人々だ。また、執筆から出版までの過程

にはたくさんの人々が関わっているため、信頼性が高く、調べたい概念を基礎から深く、きちんと理解

するのに適している。さらに、学校図書館にあるのは、図書館の先生が 1冊ずつ選んだ本だ。中学生に

も読みやすい本や、参考文献として成り立つような信頼性の高い本が多くある。 

世の中に山ほどある本や Web ページから、信頼性の高い資料を探すのは大変だ。論文執筆において、

学校図書館の本を使わない手はない。何より図書館の司書は調べ物のプロで、「調べる」ことに対する

たくさんの知識や経験を蓄えている。資料探しに困ったら、まずはリブラリアの司書の先生や、公共図

書館の司書に聞いてみよう。論文執筆に使える有益な資料を教えてくれるはずだ。 

Web 資料は、使うには経験やスキルが必要だ。しかし、うまく使いこなせるようになれば、君たちの

論文執筆を強力にサポートしてくれる。たとえば、まだ本に載っていないような最新の情報や膨大なデ

ータ、誰も本にまとめていないような細かな情報が存在する。自身とテーマが近い研究者の論文を検索

すれば、先行研究として、あなたの研究にヒントをくれるだろう。 

心構えとして持っておいてほしいのは、その情報を誰が、いつ、何のために、誰に向けて発信したも

のなのかを、常に意識して情報を収集することだ。信頼性や再現性の高い情報と、そうではない情報。

これらは本にも Web 上にも、どちらにも存在している。出典や奥付、情報を発信した人の背景（専門

性）など、細かな点にアンテナを張って情報を収集しよう。 

(図 3)出典：国立国会図書館「インターネット収集保存事業」 
http://warp.da.ndl.go.jp/contents/reccommend/collection/linkrot.html (2022/02/20,参照) 



ノンフィクション本の「要素」を知って、資料を使い倒す 

 

「文献調査」が研究の基本だ。本や論文を読んで、研究対象についての知識を蓄える。それが研究の第

一歩だ。先人たちの「先行研究」に学びつつ、自分のテーマを考えていこう。 

 

研究活動で本は“使う”もの 

本は好きに読めばいい。ただし研究活動において、本は

“読む”ものであると同時に“使う”ものでもあるという

認識も持とう。たくさんの本に触れ、使いこなしてこそ、

1 年間の研究活動で本を使う意味が出てくる。 

本は（図 1）に示すように、フィクションとノンフィク

ションの 2 種類に分けられる。研究活動で参考資料として

使う本は主に「ノンフィクション」の本だ（物語の作品研

究などでは当然フィクションも資料となる）。ここでは、ノンフィクションの本を構成するいくつかの

「要素」を知って、本を“読む”だけでなく“使える”ようになろう。 

 

ノンフィクション本の要素 

研究で使用するノンフィクション本は、いくつかの要素で構成されている。主要部分である「本論」

には、当然ながら著者が読者に説明したいことが、根拠とともに述べられている。しかし、ここではそ

れ以外の部分に注目する。とりわけ紹介したいのが「まえがき」「目次」「おわりに」「索引」だ。下

記の表と自分が使っている参考文献を見比べて、自分の研究ならどう本を使えるのかを考えてみよう。 

 

上記の各要素を踏まえれば、はじめからおわりまで 1 冊の本と格闘しなくとも、ざっくりと本のあら

ましを知ることができる。良い本に出会えたらもちろん「通読」が大事だが、とにかくたくさんの本に

触れ、使いこなすことも研究にとっては大事だ。 

要素 書いてある内容 

はじめに 

(まえがき) 

「どんな本か」「どんな人に読んでほしいか」「なぜ読んでほしいか」などが、著者によって説明され

ている。一般的に著者は、自分が書く本が「社会に役立ってほしい」と願う。著者の研究テーマ、取り

組んできた仕事、書いた内容が、どのように社会の役に立つか。それを説明しているのが「はじめに」

だ。社会に対する問題提起、研究分野の現状、本を読んでほしい読者層の想定…などなど。こういった

説明は「社会的意義」という。君にとってその本が合っているかがわかるはずだ。さらに、君自身の研

究テーマが、専門家や社会一般にとってどのように位置づけられるのかもわかる。 

目次 

「どんな内容か」がざっくりわかるのが目次だ。本はもちろん通読(始めから終わりまで全部読むこと)

を推奨するが、研究では一部分だけ読むという使い方もできる。目次全体に目を通して、全部読むべき

なのか、一部の章や項目だけを優先して読むべきなのか。判断してみよう。 

おわりに 

(あとがき) 

著者がどのような個人的思いで本を書いたのかが説明される。「はじめに」の内容が「社会的意義」で

あるのに対して、「おわりに」の内容は著者の「個人的動機」といえるだろう。君自身の研究の研究動

機と被る部分もあるかもしれない。君と同じ想いや、問題意識を持っているプロの研究者を見つけるこ

とは、いわば君の人生の「先輩」を見つけたも同然だ。その著者の関連著作も是非探してみよう。 

索引 

分野や題材に関する基礎知識が書かれた本の場合、たいてい本のさいごの頁に「索引」がある。読む人

の勉強に役立つように、本の中から重要キーワードを抜き出し、それが説明されているページが記され

ている。はじめての研究に取り組む君たちのような初学者にとって、理解の手掛かりになる。 

研究のための本の使い方 

(図 1) 本は 2 種類に分けられる 



本に「答え」が書いてあるとは限らない 

「私のテーマの本が無いんです！」、「私のテーマの本はコレと違うんです！」研究活動が進む中

で、そんな悲鳴をしばしば耳にする。それもそのはず。普段なら、Web（インターネット）で調べれば

すぐに答えが見つかるような疑問ばかり持っている君たちも、研究に際しては、誰も答えを出したこと

がない研究テーマに挑むからだ。そのような難しい研究テーマの場合、1 冊の本にずばり、その答えが

書いてあることは稀だ。ここでは上記のような悲鳴に対する、司書の先生なりの解決策を紹介しよう。 

 

その① 複数の研究分野にまたがるテーマ 

「なぜ球児は『坊主頭』でないとダメなのか」

という、先輩が取り組んだテーマを例に挙げる。

野球が好きだけれど、野球部に蔓延する「坊主に

しないといけない」という空気には馴染めない、

そんな悩みを持つ生徒から出たテーマだ。 

このような先輩のテーマに対して、『なぜ球児

は「坊主頭」でないとダメなのか』というタイトルの本があれば話は早い。しかし、求める答えがズバ

リ書いてある本の存在は極めて稀だ。であれば、どうやってそのテーマの答えを探すのだろうか。 

このテーマは次の 4 分野にわけることができる。すなわち、「高校野球」(ルールや歴史)/「髪型」(坊

主頭)/「教育」(部活動は学校教育)/「心理学」(集団心理や人間関係)の 4 つだ。異なるこれらの分野につ

いて、それぞれ学べば、結論に至るためのヒントが見つかる。研究では 1 冊の本や題材だけ学んでも、

結論が出ない。複数分野を題材にした、いくつもの視点からの本を読んで、自分で考察するのが吉だ。 

 

その② 特定の商品や人物を扱うテーマ 

「なぜジャニーズは学業と活動を両立できるの

か」という、先輩のテーマを例にしよう。ジャニ

ーズ Jr.が好きな生徒から出た疑問だ。しかし、

やはりこの問いに直接答えるような本は、世の中

にはなさそうだ。そういった場合、ジャニーズと

いう特定アイドル事務所（グループ）から一歩引

いて考えてほしい。一歩引けば、「芸能・音楽業

界・ポップカルチャー」という、広い視点で研究テーマを俯瞰（ふかん）することができる。ここまで

引けば、関連する本もたくさん手に入るだろう。広い視点で情報を集めることで、「芸能人は学歴や学

びをどのように考えているのか」といった分析から、最初に立てた問いの結論に迫ることが出来る。 

 

その③ まだぼんやりとしているテーマ 

「看護師について」など、まだはっきりとテー

マが決まっていないケースもある。研究のはじめ

は誰もがこんな状態だ。「看護師」について書か

れた様々な本を読めばいずれ、あなたにぴったり

のテーマが思い浮かぶ。本を読んで知識を深める

と、その世界の様々な問題点もわかってくる。 



 

「どこでもドア」を開くカギ 

 

図書館の本はならんでいるから役に立つ 

図書館の本はならんでいるから役に立つ。ためしに、この図書館とまったく同じ本があるけれども、

だれも整理をしていないメチャクチャな図書館がある、と想像してみよう。そんな図書館でだれが本を

探して読んでみようと思うだろうか。 

「どんな本がどこにあるのか」というルールが決まっていて、だれでも自分の読みたい本を探し当て

ることができるように工夫されているのが図書館だ。このことの便利さ、大切さは実際に図書館を使っ

てみないとわからない。 

一冊、図書館の本を手にとってみよう。本の背表紙
せ び ょう し

には必ずラベルがついている。このラベルによっ

て、この本が図書館のどこの棚に入るかが決まっている。図書館の本は、物語の本は文学の棚、犬の本

は動物学の棚と、似た内容の本を集めて整理されている。とはいえ、本の内容といってもいろいろある

ので日本十進分類法（にほんじっしんぶんるいほう）という分類の約束が必要になる。 
 

 
 

日本十進分類の基礎を学ぶ 

日本十進分類法では、まずすべての本を｢0 類｣

の総記から｢9 類｣の文学まで、10 種類に分ける｡

10 種類に分けただけでは大きすぎるので、次に、

それぞれをさらに細かく 10 種類に分ける、さら

に細かく 10 種類に分ける…、ということを繰り

返して記号をつけていく｡たとえば、魚の本には

487.5(よんはちなな てん ご)という分類番号が

ついていて、この数字には次のような意味があ

る｡ 

分類記号例１ 

913.6 

ハヤ 

 １ 

４８９ 

分類記号例２ 

図書記号 

背ラベルの記号は「本の住所」 

分類記号 

図書館の本はどのように並ぶのか 

２次区分 

【綱】（こう） 

１次区分【類】（るい） 



4 → 自然科学の本 

48 → 自然科学の本の中でも動物学の本 

487 → 自然科学の中の動物学の本の中でもせきつい動物の本 

487.5 → 自然科学の中の動物学の中のせきつい動物の本の中でも魚類の本 
 

図書館の本には 000~999.999 の数字がつけられて順番通りに本棚に並んでいる。この数字の意味

と日本十進分類法のルールがわかっていれば、日本中ほとんどどこの図書館でも迷うことなく自分

の欲しい本のある本棚の前に立つことができる。 
 
 

 

どんどん細か
く分けられる 



 

蔵書検索システム［LibFinder］を使いこなすコツ 

 

清教学園図書館リブラリアの蔵書検索をする（https://www.lib-eye.net/seikyogakuen/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キーワード：探したいキーワードを入力する。【書名】【著者名】【出版者】【出版年】【ISBN】

【件名】【分類記号】のいずれかにその言葉が含まれるものが検索される。 

２つ以上キーワードを入力したい場合は間に （スペース）を入れる。 

 書名 ：本のタイトルで探したいときに使う。 

 著者名：書いた人（著者）で探したいときに使う。 

 件名：本の内容を見ながら司書が 1件ずつ入力しているキーワード。ノイズが少ない。 

 

「件名」を使って関連する本を探す 

 本を読んで、研究が進んでいくと、これまで読めなかった本も読めるようになる。そこで、本棚

の前に立つたびに、目につく本・必要な本は変わってくるかもしれない。自分が成長し、研究に関

することの周辺知識が増え、わかることが増えていくからだ。 

また、図書館には定期的に新刊が入ってくるので、自分の研究分野についての新しい本が入って

いないか、定期的に探してみよう。 

本を探す際には、「件名」を使うと便利だ。「件名」は、司書の先生方が 1件 1件本の内容を見

ながらキーワードを入力しているフィールドだ。そこで、ノイズが少なく、ピンポイントで情報を

探すときにも使える。 

 

本が探せないときは… 

どんなに探してもあるはずの本がないときは、特別な場所に並んでいることがある。「別置記号

（べっちきごう）」と「配架場所」を確認しよう。図書館では、本は日本十進分類法の請求番号の

順番で並んでいると説明したが、本によっては、理由があって特別な場所に並んでいることがある。

「別置記号」と「配架場所」がわかるようになると、図書館の中での“本探しスキル”が格段に上

がる。 

 

研究に必要な本を探す 



検索結果の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「配架場所」ってなに？ 

検索結果として、「配架場所」という情報も示される。「配架場所」は、図書館の中でその本が

どこにあるかを示している。配架場所には、以下のような種類がある。 

 

 <開架> 図書館の 1 階フロアにあります 

<すくど文庫> 図書館中央の低書架とその付近に並んでいます。 

<カウンター内> カウンターの中にあります。司書に声をかけて出してもらいます。 

<発注中> 注文中で、図書館にはまだありません。 

「予約・リクエスト用紙」を提出しておくと、貸出できるようになれば連絡が来ます。 

<教室出張中（すくどの本）> 館外にお出かけ中です。貸出できません。 

<開架上（司書にお尋ね下さい）> 本棚の一番上の段に並んでいます。 

<郷土資料（２Ｆ) > 近畿地方の資料を集めています。司書に出してもらいます。 

<書庫（司書にお尋ね下さい）> 生徒は立ち入れませんので、司書に出してもらいます。 

 

「別置記号」を覚えよう 

 検索機で調べると、請求番号の前にアルファベットがついていることがある。これは特別な場所

に並んでいるという印で、別置記号という。別置記号には、以下のような種類がある。 

 

 〈B〉 文庫本  → 図書館の壁面に並んでいます。 

 〈M〉 マンガ本 → 「マンガコーナー」に並んでいます。 

 〈E〉 絵本   → 「絵本コーナー」に並んでいます。 

 〈F〉 洋書（外国の本） →「洋書コーナー」に並んでいます。 

 〈A〉 生徒作品 → 別置されていません。 

 〈R〉 レファレンス資料 → 窓際にある調べもののコーナーにあります。貸出できません。 

 

［所蔵数］［貸出可
能数］［予約数］ 
いま借りられる本が 

リブラリアに 
何冊あるかわかる。 



さらに図書館を使いこなす 

 

 研究活動には文献調査が必要だ。文献を効果的に集めるためのツールはたくさんある。図書館という

施設、司書への相談(レファレンス)、インターネット検索など。様々なツールを使い、文献を集めるこ

とが、研究の始めから終わりまで常に必要だ。ここでは図書館の先生が日頃から用いている方法を紹介

しよう。自分で探すだけでは集まらないような文献が、もっとさくさん見つかるはずだ 

 

レファレンス協働データベースで事例検索 

 全国の図書館司書が、レファレンス（利用者からの

調査相談）事例をネットに公開しているのがこのサー

ビスだ。自分の研究キーワードで検索すれば、世の中

の人がどのような観点で調査を依頼しているのか、そ

れに対して司書がどのように答えたのかが、詳細に報

告されている。どんな質問に対して、どんな回答を用

意したのか。どういう本のどういう内容が、その利用

者のために役立ったのか。これを使えば、全国各地の図書館の専門家にレファレンスしてもらえたも同

然。紹介されている本の中に良い文献を見つけたら、是非リブラリアでリクエストしてみよう。 

 

パスファインダーで周辺知識を概観する 

 「パスファインダー」は、これから分野の勉強を始

めようとする初学者向けに、文献の集め方や調べ方、

関連書籍などを示した資料のこと。例えば右図のよう

なチャートが掲載される。中心には研究の題材が置か

れ、枝分かれするようにして関連キーワードが配置さ

れる。この図により、研究対象を様々な観点で捉え、

今後の「研究の方向性」を考えることができる。「題材は決まっているが、具体的にどんなテーマにし

ようか迷っている」という人は、更に一歩踏み込んだテーマ設定を検討するためのヒントになる。 

 

全国の公共図書館・大学図書館司書が、パスファイ

ンダーを Web で公開してくれているケースも多い。

「○○ パスファインダー」と、分野や題材のキーワ

ードで検索すればヒットしやすい。また、清教学園図

書館の先生が過去に出版した『「なんでも学べる学校

図書館」をつくる 1・2』(017.3 書架にあり)もお勧

め。卒業論文を執筆した 2000 人の先輩たちのデータを

もとに、分野ごとにパスファインダーを作成し、研究

に役立つ参考文献を紹介している。紹介されている参

考文献はほとんど清教学園図書館で手に入る。 

研究に必要な本を探す[応用編] 



レファレンス資料(辞書・辞典)で基礎知識を押さえる 

「レファレンス資料(辞典・辞書など)」は、研究する分野

や題材の「〇〇とは何か(定義)」がわかる資料だ。リブラリ

アにある『世界大百科事典』や『ポプラディア』といった百

科事典で、自分が学ぶ分野・題材を調べれば、中高生の調べ

学習レベルの内容はほぼ網羅できる。研究に必要な基本事項

は定義、期限・歴史、現状などがあげられるが、そういった

ことは百科事典を読めばだいたいわかってしまう。総合学習室にある代表的な百科事典は以下の通り。

それぞれ特徴が異なるので、必要に応じて使い分けよう。 

 

『ポプラディア』(ポプラ社) → 小・中学生向け。平易な言葉でまとめられているので、入門に最適 

『世界大百科事典』(平凡社) → 大人向け。難しい記述も多いが専門的。調べ学習はほぼこれで済む 

『現代用語の基礎知識』(自由国民社) → 記述は少ないが、百科事典に載らない最新用語が多数 

 

上記の資料を用いて、「定義」や「起源・歴史」といった研究ピースを必ず作ろう。自分が研究対象

として扱う言葉の定義や起源を調べ、論文で示すことは、研究する自分にとっても、論文を読む読者に

とっても、扱う言葉の意味や全体像を確認する上で必要不可欠だ。 

 

リブラリアで資料をリクエストする 

リブラリアでは、君たちの研究に使える本がなければ、他の図書館に頼んで取り寄せるか、良い本な

らば購入も検討する。図書館に良い本が見つからなければ、司書の先生に資料をリクエストしてみよ

う。ただし、他の図書館から借りた本は、元の図書館に返さなければならない。ずっと手元に置けるわ

けではないので、読んでみて必要に感じれば、リブラリアでの購入を申し込もう。 

 

公共図書館で借りる 

公共図書館(街の図書館)の蔵書数はリブラリアとは

比較にならないほど多い。とりわけ、市内の基幹図書

館は数十万冊の資料を持っていたり、市内の図書館ど

うしで貸し借りができるネットワークも繋がってい

る。近くに図書館があるなら、是非利用しよう。殆ど

の自治体の図書館はネット上で蔵書検索ができる。

様々な図書館の検索システムを横断検索（一気に検

索）することが出来る「カーリル」などのサービスが便利だ。 

 

自分で本を買う 

実は一番推奨したいのがこちら。中古本であれば、本は意外と安く売っている。「Amazon」で本を検

索し、中古本の値段を確認してみてほしい。１円や数百円で、参考資料が売られていることもしばしば

ある。お金は掛かるが、「研究に必要だから！」と保護者に訴えてみるのもありだろう。何より購入し

た本は「折れる」「書き込める」「返却の必要がない」など、イイこと尽くしだ。先生たちの多くも、

図書館で本をザっと探した後、絶対に必要な本はだいたい買って、ボロボロになるまで勉強している。 



ネットの波に溺れないための「泳ぎ方」 

 

情報化社会の理想と現実 

現代は「情報化社会」と呼ばれる。高度に発達した情報端末を駆使し、ネットワーク化された情報網を

いつでもどこでも扱うことができて、誰もが情報のやりとりをする事ができる、そんなユートピア（理

想郷）を想像するだろうか。しかしこの言葉は、そんな単純な理想郷を意味するだけのものではない。 

 

インターネットの一般化(2000 年頃)以降、

世界を巡る情報の量は増え続けている。この

状況を、社会情報学の領域では情報爆発(図

1)と呼ぶ。人類は、かつてないほど大量の情

報に触れる時代を歩んでいるのだ。しかし情

報量が増えるほど、全体に対する欲しい情報

の割合は少なくなる。Web や検索エンジンの

登場によって利便性が向上した一方で、的確

な情報を探すためには、これまで以上に多く

の時間や、検索技術が必要になった。 

 

Web 資料を目利きする 

情報に「これは間違いない」はない。本でも Web

でも、どんな情報であっても、疑う姿勢を常に

持つことが最も大切だ。さらに、手に入れた複

数の情報を評価する時には、様々な条件や状況

を考慮して「こちらの方がよい」という判断を

下す。常に「この情報は使えるのか？」と疑うことが必要である。自分がみている Web サイトに対して、

(図 2)に示した評価ポイントを必ずチェックしよう。 

出典の記載がなく、情報の出どころが辿れなければ、確かな情報か確認のしようがない。事実と意見

の区別がなければ、データなどに基づく“事実”なのか、執筆者の“思ったこと”なのかがわからない。

執筆者が何者なのかがわからなければ、その情報内容に対して責任をとれる者がいない。Web 資料はこれ

らを念頭に目利きすることで、参考文献として使えるかどうかを判断することができる。 

では、これらをクリアしていそうな、“使える Web サイト”にはどのようなもの該当するか。それは

「ニュース・報道資料」「研究レポート・論文」「政府・公的機関発行資料」「企業・民間機関資料」な

どだ。これらの Web サイトは、先述した 3 点のチェック項目をクリアしている可能性が高い。公的な組

織として Web 資料を掲載している場合がほとんどで、間違ったことを書くことができないからだ。 

要するにこれらのサイトを、初めから検索候補として探せばよい。研究論文は、学問に対する誠実性

が求められる。どこの誰が、どのような出典に基いて書いたのか、わからないような Web サイトを、参

考文献にすることはできない。そのようないい加減な Web サイトを参考にした研究は、いい加減な研究

にしかなり得ないのだ。 

(図 1)   喜連川『情報爆発のこれまでとこれから』(2011) 
https://www.ieice.org/jpn/books/kaishikiji/2011/201108.pdf 

原典：IDC『The Diverse and Exploding Digital Universe 

Web を使って文献を探す 

(図 2) 



検索精度を上げる 

単純に Web 検索を行っても、いい検索結果は得られ

ない。検索結果には様々な「要らない」「信頼でき

ない」情報が混じるからである。このように、使え

ないにも関わらず検索結果にヒットしてしまう情

報を「情報のノイズ」(図 3)と呼ぶ。有効な検索の

ためには、これを減らす工夫が必要なのだ。 

検索結果のノイズを減らし、“使える Web サイ

ト”を集めるテクニックと心構えを伝授しよう。 

 

運営者で Web サイトを判断する 

“使える Web サイト”には、前頁で示した「ニュース・報道資料」「研究レポート・論文」「政府・公

的機関発行資料」「企業・民間機関資料」などが該当する。これらは“使える Web サイト”を、その運

営者や執筆者によって大まかに分類したものだ。ただの個人の私見でなく、よくわからない肩書きの、

よくわからない人物の言葉でもない、専門的な組織の見解が基準となる。 

見ている Web ページがどういった運営者による

ものか、一目で判断する手助けになるのが「ドメイ

ン」だ。インターネット上の「住所」のようなもの

で、URL の特定箇所(図 4)に位置する。この「ドメ

イン」を見ることで、サイト運営者を大まかに判別

することができる。ドメインは国内の Web サイトを管理する組織によって発行されている。一定の手

続きを踏まなければ取得することができないため、信頼できる Web サイトをある程度判別できる材料

になる。代表的なドメインは下記の通り。ただし、ne.jp や.com は取得が容易なため注意が必要だ。 

 

 
 

検索キーワードを工夫する 

Web 検索では膨大な Web サイトがヒットする。そのため、適切な検索

キーワードを用いて「ノイズ」を減らすことも有効だ。調べたいキー

ワードをスペースで区切り、ドメインや、情報の種類、ファイル形式

(PDF 等)を加えることで、さらに情報検索の精度は上がる。 

Web 検索は何気なく使っていてもいい結果は得られない。その特性

を知り、ヒットした情報目利きし、研究に使える情報を効果的に行え

て初めて、ネットを活用できる人といえる。 

(図 4) ドメインの記載箇所 

(図 3)  情報のノイズ 



卒論づくりは「研究ピース」作り 

 

「研究ピース」は論文のカケラ 

下図のような情報のひとまとまりを，この授業では「研究ピース」と呼んでいる。「ピース（piece）」

はコンピュータの上でつくる、論文のカケラだ。 

 自分が大切だ、おもしろいと思った部分を引用して（正確に丸写しして），研究ピースを作り始める。 

研究ピースづくりが論文づくりそのものだ。細胞が増えて植物が育つように，研究ピースが増えて論文

が育つ。はじめから正式なピースをつくる必要はない。まずはピースの素（もと）になる部分を、順を追

って作ってみる。 

 

⑴ 自分の手元の資料を見て、付箋紙を貼ったページから「大切だ」とか「面白い」と思った部分を探す。 

 

⑵ その部分を正確に引用する（①）。引用というのは

「そっくりそのまま丸写しする」という意味だ。一字も

違ってはならない。ただし長い場合は（中略）を入れて

省略してもよい。引用のはじめは必ず一字下げて、段落

とする。 

 

⑶ どんな本のどこから引用したのかをその出典を書

く。まず②の部分。これが引用の最後の文献表示だ。こ

こは「（著者名,出版年,ページ）」の形で書く。具体的

には以下の通り。 

文献表示の例：（霜月, 2008, p.211-212) 
著者名は名字のみ、出版年は本の奥付から、コンマと

ページは「,」「p.12-13」のように半角で書く。 

 

⑷ 次に③の出典の部分だ。出典は②で示した文献表示が、どんな本や資料なのかを詳しく書くところ

だ。ここは「著者名（出版年）『タイトル』出版社」の形で書く。具体的には以下の通り。出版社の「株

式会社」は書かない。 

 

出典の例：霜月たかなか（2008）『コミックマーケット創世記』(朝日新書 150)朝日新聞社 
 

⑸ここまで書けるとあとは④のタイトルを、たとえば「〇〇とはなにか」などと書けばよい。付箋紙にメ

モがあればそれを使ってもよい。 

 

  

「研究ピース」の初歩 

 

引 用 

（ひとのコトバ） 

 

（著者,出版年,ページ数）

タイトル 

出典（引用文献の出所） 

「研究ピースの素」の構造 

………① 

………④ 

………③ 

…②文献表示 



「研究ピースの素」完成サンプル 

さて、こうしてできた研究ピースの素の例は以下のようになる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

こうしたシンプルな「研究ピースの素」であっても、こまかな注意点がいくつかある。 

 

・引用のはじめは必ず一字下げて、段落とする。 

・長い引用になってしまい途中を省略したいときは、途中で「（中略）」を使ってよい。 

・論文で使うアルファベットと数字は半角で必ず書く。 

・本のタイトルはどんな時でも『  』（二重かぎかっこ）でくくる。 

・映画や番組などの作品名、論文タイトルは「  」（一重かぎかっこ）でくくる。 

・上のサンプルのように「朝日新書」というシリーズの中の一冊を示したいときは、タイトルの後に

（朝日選書 150）のように書く。 

・もしコメントがしたくなったら下に「自分の言葉」として引用と区別して書いておく。中一の時のア

バターもコメントを思い出すとよい。 

 

 論文の世界にはこのようにこまかなルールがた

くさんある。すこしずつ身につけて慣れてほし

い。特に引用した文献のでどころ（出典）のルー

ルは面倒だ。なぜこんな面倒なことをしなければ

ならないのか。それは、論文を読んだ人が、参考

にした本や資料に間違いなくたどり着けるための

「親切」だからだ。文献表示や出典の正確さが、

そのまま論文の「信用」になる。親切と信用は表

裏一体だ。 

 

 
コミックマーケットの存在意義はなにか 
□まんがを描くことが子供じみた行為とされた昔は、作家になれなければ、描

くことを断念するしかなかったのだ。そんな二者択一を三者択一に増やしたの

がコミックマーケットであり、まんがを作れる者ならなだれでも｢作家｣と「読

者」の関係を持つことができるようになった。（中略）いま、僕にとってはこの

｢選択肢を増やした｣ことだけが、コミックマーケットを作ってよかったと思え

る唯一の根拠となっている。（霜月, 2008, p.211-212)  
 

霜月たかなか(2008)『コミックマーケット創世記』(朝日新書 150) 朝日新聞社 

①引用（ヒトの言葉） 

④タイトル 

③出典(引用文献の出所） 

②文献表示 



卒論づくりは「研究ピース」作り② 

 

研究ピースの素に「自分のコトバ」を加える 

次に研究ピースの素に「自分のコトバ」を加えて、

研究ピースをひとつ完成させる。 

まずは、⑤まくらである。まくらでは「なぜその引

用をしたのか」に答える。突然引用を読者に読ませ

ては不親切なので、落語にある本題への導入部とし

てのマクラのような文章を置く。まくらは自分で考

えた文章だ。次に、⑥コメント（意見・主張）である。

コメントは「その引用から何が言えるか」を、やは

り自分の文章で書く。 

こうして、はじめての研究ピースが完成する。④

タイトル、⑤まくら、⑥コメントが自分のコトバだ。つ

まり、研究ピースはひとのコトバから生まれた、自

分のコトバ（意見・主張）を読ませるための工夫・

技術なのだ。 

 

研究ピースの完成 

研究ピースの作り方をまとめ

る。要は、引用をしたら、「どこ

から？」、「つまり？」「なぜ引

用？」、「なにがいえる？」、と

いう４つの問いに答えればよ

い。 

研究ピースは、一目で何が書

いてあるのかがわかる。また、コ

トバとひとのコトバ（引用）も区

別できる。しかも、どこから引用

したのかかもわかる。 

論文作成で守るべきルールの

基本原則が、このピースの中に

隠れている。はじめは面倒感じ

るかもしれない。修行と思って、

しばらく我慢してこのルールを

身に着けてほしい。 

「研究ピースの素」から「研究ピース」へ 

 

① 引 用 

（ひとのコトバ） 

 

（著者,出版年,ページ数）

④タイトル 

出典 

研究ピースの構造 

⑤まくら 

（自分のコトバ） 

⑥コメント 

（自分のコトバ） 

……②文献表示 

    ③引用文献の出所 



研究ピースの基本サンプル 

研究ピースのサンプルをひとつ以下に紹介し注意点をまとめる。 

・引用前後は 1 行空ける。 

・引用は青文字、タイトルはゴシック体にする。 

・まくら、引用、コメントの書きはじめは１字下げて段落にする。 

・自分のコトバは常体文にする。「だ」「である」を使い、「です」「ます」の敬体文は使わない。 

 

 

 

 

 

 

 

コミックマーケットの存在意義はなにか 

□「コミックマーケット」を研究するにあたり、その存在意義について考察する。コミックマー

ケットを巨大なイベントに育てた、創立者のひとりである、霜月たかなかの著作から、以下引用

する。 

【1 行空け】 

□まんがを描くことが子供じみた行為とされた昔は、作家になれなければ、描くことを断念す

るしかなかったのだ。そんな二者択一を三者択一に増やしたのがコミックマーケットであり、

まんがを作れる者ならなだれでも｢作家｣と「読者」の関係を持つことができるようになった。

（中略）いま、僕にとってはこの｢選択肢を増やした｣ことだけが、コミックマーケットを作って

よかったと思える唯一の根拠となっている。（霜月,2008，p.211-212） 
【1 行空け】 

□コミックマーケットの活力の源はこの「だれでも作家になれる」という回路を作り上げたとこ

ろにある。自分の努力（まんが作品）を発信者として、それを求める人々にだれもが手渡せる場

を作り上げた。それがコミックマーケットの存在意義だ。作家として誰もが描きたい作品を作

り、それを求める読者が現れる。コミックマーケットではこうして生まれた多くの作品と、何十

万という読者が出会う。ここに文字通りのコミックの「マーケット（市場）」が成立する。 

 
霜月たかなか（2008）『コミックマーケット創世記』（朝日選書 150）朝日新聞社 



「〇〇とは何か」を考えることが、研究はじめの＆最大の一歩 

 

 どのような研究対象であっても、研究をする上では「その研究対象が一体何なのか」を説明できなけ

ればならない。企業の商品、身の回りにある社会現象、職業など、中学生が挑戦する研究対象は様々あ

るが、「それが一体何なのか」を自分の経験や主観からではなく、客観的な目線で捉えることが、研究

のはじめの、そして最大の一歩となる。研究とは「自分が思ったことや、感じたこと(=感想)」ではな

く、「事実や根拠に基づいて、自分の意見を述べる、主張する」ことだからだ。 

 

[サンプル：定義の研究ピース] 

とはいえ、一介の中学生が客観的な目線で「〇〇とは何か」を語ることは難しい。そこで役に立つの

が参考文献だ。世の中で本や論文を書いているのはとうぜん、その事柄についての専門家だ。新人研究

者の君たちが、先輩研究者(専門家)の意見を借りない手はない。百科事典や参考文献から「〇〇とは何

か」についての記述を探し出し、その部分を「引用」すれば、定義の研究ピースを作ることができる。 

 

タイトル 

(ゴシ黒) 
コミックマーケットとはなにか 

まくら 

(明朝黒) 

□「コミックマーケット」を研究するにあたり、まずはコミックマーケットと

は何かを定義する。『現代用語の基礎知識 2020』(自由国民社)には、次のよう

に記述されている。 

引用文 

(明朝青) 

□国内のサブカルチャーの一大祭典。直接には、現在年 2 回東京ビッグサイト

で開催される、マンガを主とする同人誌や同人ゲームソフトなどの即売会コミ

ックマーケットを指す。通常 3日間で 50 万人余りを動員する巨大イベント。コ

ミケをお手本に、国内のみならず世界各地で多くの即売会が開催されることか

ら、同人誌即売会一般を代名詞的にコミケと呼ぶこともある。(自由国民

社,2020,p.〇〇) 

コメント 

(明朝黒) 

□「コミックマーケット」は、日本で毎年 2 回催されるサブカルチャーのイベ

ントだ。「同人誌」や「同人ゲームソフト」と書いてあるように、そこで販売

される商品は同じ趣味を持つ人々が一緒につくる作品や、個人による作品であ

ることがわかる。つまり、出版社やゲームソフトメーカーが企業として販売す

る作品ではなく、アマチュアによる二次創作や、オリジナルの創作物が主とし

て取引されることが、コミックマーケットの最大の特徴なのだ。 

 

参考文献一覧に記載する文献情報↓ 

自由国民社(2019）「コミックマーケット」『現代用語の基礎知識 2020』 

「定義」の研究ピースをつくる 



「はじまり」と「これまで」を学ぶことで研究が深まる 

 

 どんな物事にも「はじまり(起源)」と「これまで(歴史)」が存在する。あなたの研究対象は、理由やキ

ッカケがあって生まれ、経緯や歴史があって今の姿形になった。しかし「Instagram」を研究する生徒に

とっては「今、流行っている Instagram」が興味の対象だし、それが「ゲーム」「YouTube」であっても

同様だろう。現在その対象を楽しむあなたにとっては、「今の楽しさ」が興味の対象だろうからだ。 

それでも研究対象について「いつできたのか」「いつからはじまったのか」「どのような歴史で今日

に至ったのか」と問うことには意味がある。「Instagram がなぜ楽しいのか」は、Instagram が生み出

されたきっかけや、流行に至るまでの経緯を追うことで、その理由を探ることができるからだ。「はじ

まり」と「これまで」を問い、学ぶことで、どのようにして今のような形になったのかを知ろう。 

 

[サンプル：起源の研究ピース] 

百科事典や一般書などの参考文献を使って、「〇〇の起源」「〇〇の歴史」についての記述を探し出

し、その部分を「引用」しよう。起源と歴史の研究ピースを作ることができる。 

 

タイトル 

(ゴシ黒) 
なぜ Instagram が流行したのか 

まくら 

(明朝黒) 

□Instagram はどのようにして生まれ、流行してきたのだろうか。『現代用語の

基礎知識 2020』(自由国民社)には、次のように記述されている。 

引用文 

(明朝青) 

□日本では、ツイッターが炎上やヘイトスピーチのあふれる怖い場所、フェイ

スブックが中年の成功物語の披歴の場となりつつあった 2015 年前後から、写真

共有のための SNS であるインスタグラム（Instagram）が台頭してきた。ビジュ

アルだけのコミュニケーションにはテキストにつきまとう意味解釈や忖度（そ

んたく）の煩わしさがなく、多様なハッシュタグでつながった写真を楽しめる

ことから、若者を中心に SNS 疲れを起こしていた人々を引き付けた。(中略)17

年に入るとインスタ映えしそうな風景、スイーツから猫までがマスメディアで

話題となり、観光地や飲食、ファッション産業の浮き沈みにも影響を与えるよ

うになった。(自由国民社,2020,p.〇〇) 

コメント 

(明朝黒) 

□Instagram は 2015 年頃から日本で流行しはじめ、やがて「インスタ映え」と

して話題になった。従来の SNS の特徴だった文字でのやりとりと異なり、画像

や映像を中心としたコミュニケーションが特徴だったからこそ,「SNS 疲れ」と

は無縁に流行してきたのだ。 

 

参考文献一覧に記載する文献情報↓ 

自由国民社(2019）「インスタ映え」『現代用語の基礎知識 2020』 

 

「起源」「歴史」の研究ピースをつくる 



あなたが論文の「筆者」になるために 

 

 本の情報をまとめていくだけで、論文が完成するのだろうか？ 「引用（丸写し）」という方法で

は、ただのパクリになるのではないか？ 授業を受けてそんな疑問を抱くことだろう。それでも卒業論

文の授業は、資料の「引用（丸写し）」を求める。その理由を説明しよう。 

 

混ぜるな危険! 人の文章と自分の文章 

下図のような情報のまとまりを、授業では「研究ピース」と呼ぶ。引用文（人の言葉）を、まくら・

コメント（自分の言葉）で挟む事で、本の情報をまとめ、自分の主張を付け加える。論文の基本構成単

位だ。先輩たちが書いた卒業論文を見ても、全員がこの「研究ピース」の手法で論文を書いていること

がわかる。中でも引用文（人の言葉）の部分は、参考資料から丸ごと、そのまま書き写す必要がある。 

 

 

本の一部分を正確に丸写しする事は、剽窃（ひょうせつ=パクリ）に当たらないのだろうか？ 実はル

ールを守って引用すれば、人の文章を丸写しすることは剽窃にあたらない。むしろ、人の文章を正確に

丸写しする事こそ、論文を書く上で必ずとるべき、参考文献の利用方法だ。 

これまで他の様々な授業で「人の文章をそのまま写してはいけない」と指導されてきただろう。場合

によっては、人の文章をほんの少し（文の流れや言葉尻）だけ修正して、自分のレポートとして提出す

る事を推奨されたかもしれない。しかし卒業論文の授業では、人の文章はむしろ「そのまま」写さなく

てはならない。人の文章と自分の文章が混ざると、その内容は人が考えたことなのか、自分が考えたこ

となのか、曖昧になってしまうからだ。論文とは、筆者である自分自身が何を考えたのかを、原稿を通

じて人に伝えるための文書だ。引用を用いれば「ここまでは人の文章(意見)である」「ここからは自分

の文章(意見)である」と、読者に明確に示すことが出来るのだ。 

 

人の考えを参考にする時のルール 

  

「引用」と「剽窃（パクリ）」はどう違うのか 

まくら 

（自分の言葉） 

引用文 

（人の言葉） 

コメント 

（自分の言葉） 

コミックマーケットの存在意義は何か 

「コミックマーケット」を研究するにあたり、その存在意義について考察する。コミックマーケットを巨大なイベ

ントに育てた、創立者の一人である、霜月たかなかの著作から、以下引用する。 

 

まんがを描くことが子供じみた行為とされた昔は、作家になれなければ、描くことを断念するしかなかったのだ。

そんな二者択一を三者択一に増やしたのが、コミックマーケットであり、まんがを作れる者ならばだれでも「作家」

と「読者」の関係を持つことが出来るようになった。（中略）いま、僕にとってはこの「選択肢を増やした」ことだ

けが、コミックマーケットを作ってよかったと思える唯一の根拠となっている。（霜月,2008,p.211-212） 

 

コミックマーケットの活力の源は、この「だれでも作家になれる」という回路を作り上げたところにある。誰もが

自分の努力（まんが作品）を発信者として、それを求める人々に手渡せる場を作り上げた事が、コミックマーケット

の存在意義だ。作家が描きたい作品を作り、それを求める読者が現れる。コミックマーケットではこうして生まれた

多くの作品と、何十万という読者が出会う。ここに文字通りのコミックの「マーケット（市場）」が成立する。 

・人が考えた事と、自分が考えた事を分けて書く 

・人が考えた事は、勝手に書き換えてはならない。そのまま書き写す（引用） 

・人が考えた事は、「この人が考えた事である」と書いて示す（文献表示・出典表示） 



Twitter で学ぶ「引用」と「剽窃」 

Twitter は、ユーザーが自分の思いや考えを「つぶやく」事で

情報を発信する、中学生にもお馴染みの SNS だ。「情報を発信す

る」という点では、研究を通じて得た情報を発信する、論文と同

じ構造だ。ここでは Twitter の「ツイート」を例に、引用と剽窃

(パクリ)の違いを解説する。 

 

研究ピースは「引用リツイート」である 

 Twitter では通常、「ツイート」によって自分の意見を世の中

に発信する。それが世の中に対する立派な意見であれ、他愛の

ない日常の出来事であれ、皆が笑えるようなネタであれ、あな

たのツイートにはあなたの思いや考えが込められる。 

 

 一方で「リツイート」という発信方法もある。自分の思いや

考えではなく、他のユーザーの意見・ツイートを、皆に紹介し

たい時にはこの機能を使う。面白い・自分もそう思う・凄い・

これはどうだろう など、自分の心が動いた他者のツイートを、

他の人々に広めることが出来る。 

 

 更に、人のツイートを紹介するだけでなく、自分の意見も付

け足して発信する事を「引用リツイート」という。人のツイー

トが枠で括られ、その後に自分のコメントが続く。引用元のツ

イートに対し、自分の思いや考えを述べる事が出来れば、それ

は人の意見の紹介に留まらない、自分の意見の発信になる。論

文に求められるのは、この「引用リツイート」なのだ。 

 

剽窃は「パクツイ」である 

面白い投稿は多くのユーザーに読まれる。自分の投稿

で人が盛り上がるのは嬉しい事だ。しかし残念ながら、

人の投稿を自分で考えた事のように投稿する人も出てく

る。「パクツイ（パクリツイート）」という言葉の通

り、他人の投稿をそのまま、もしくはほんの少しだけ修

正し、自分が考えたように投稿してしまうのだ。 

論文もしかり。「締め切りが近いから」「自分で考え

たり書いたりするのは大変だから」と、様々な思惑で「剽窃(ひょうせつ)」する生徒が毎年出る。先生

は、そんな原稿を読めばすぐにわかる。これまでに何千という生徒たちの論文を読んできたからだ。 

論文とは「人の意見を参考にしつつ、自分自身が何を考えたのかを述べる」ものだ。様々な情報を集

め、考え、調査や研究の結果から導き出した、自分が出す結論でなければならない。そのため、たくさ

んの本を読む事と、引用のルールを守った研究ピースを書き溜めていく事が論文執筆の近道なのだ。地

道な作業ではあるが、しっかりと文献調査を進めていこう。 



本からのコールにレスポンスしてる？ 

 

ピースのコメントが書けずに困ったら―感想の意見への変換 

ピースで難しいのはコメント（客観的な意見）だ。「この引用は自分の研究にどんな意味がある？」と

考えるなかからコメントは生まれる。資料を読んで写しているだけでは、コメントは生まれない。ここで

はコメントが生まれるまでのプロセスをたどってみたい。大事なのは、「心の声」の「感想・意見への変

換」だ。 

 
⑴「感動詞」が生まれたら引用 資料を読

むと、「あっ」「へぇー」「うーん」など心が

動く。いろいろな「感動詞」生まれる。心

が動いた文と出会ったら、とにかく引用す

る。 

⑵引用文をいったん「要約」する 引用文

を読んで、この部分はどんなことを言って

いるのかを要約してみる。「つまり」や「要

するに」で書き始めると書きやすい。 
⑶感動詞を「感想」に翻訳する 要約の一

方で、感動詞を今度は具体的な「感想」に

翻訳してみる。「あっ」は「驚いた」、「へぇ

ー」は「納得した」、「うーん」は「なんか

へんだ」かもしれない。 

⑷接続詞を手がかりに観的な意見に変換 

感想を書いたら今度は、「こうした感想が

なぜ、どうして生まれたのかな？」「それ

で？」「となると？」などと考える。ここで

使えるのがいろいろな接続詞だ。イラスト

にあるような様々な接続詞に続いて、感想

をその根拠とともに意見に近づけて書い

てみる。要は、コメントは心の声の感想・
、、、、、、、

意見への変換作業
、、、、、、、、

だ。そうした積み重ねの

先に、借り物でない自分の言葉・考察が生

まれてくる。 

感想は「感じたこと」なので、そのままでは議論になりにくい。感想が「正しい」とか「間違っている」

とは言えないからだ。一方で、コメント・意見は、「是非・善悪などの評価」なので、正しい・正しくな

い、賛成・反対の議論ができる。客観的なコメントの説得力あってこそ研究「論」文だ。「これ感想だよ

ね」と言われたら、もうひと工夫が必要だ。 

ところで、こうした心の声の意見への変換作業の結果は、いろいろな場面で聞けるはずだ。たとえばあ

るドラマを見た翌日、クラスの友達が「アイツ（登場人物）ありえないよね。だってあの場面で…するの

ピースのコメントを書くには 



はおかしいよ。なぜって…」とか、おしゃべりしてはいないだろうか。あるいは、YouTube で「実はこの

シーンは、監督の好きなあの作品のパロディなんですね」と映画の解説が見れたりしないか。そうした機

会では、友だちや YouTuber から「なるほど」と思わせる説得力のあるコメントが聞ける。みな、感動詞

の意見への変換作業をしているはずだ。このようにみなさんもまた、本を読んで、引用して、説得力のあ

るコメントを書いてほしい。 

 

ピースのために氷山を大きく――知識が増えるからコメントが書ける 

「そんなこと言っても、そもそも感想

がでてこないんですよ」そんな悩みもあ

るかもしれないん。そこでここではコメ

ントを「氷山」にたとえて考えてみる。 
氷は水よりも軽いので、全体の一割く

らいが氷山として海面に顔を出してい

る。氷山が見えたなら、その下にはずっと

大きな氷がある。「氷山の一角」だ。ここ

では水面下の氷を「知識」とする。知識が

大きくなれば、氷山（コメント）が大きく

なる。では、氷（知識）はどうしたら大きくなるだろうか。基本は読書だ。時にはＴＶ番組や YouTube も

知識を増やす。とにかく読んで、見て、聞いて、「へ～」「ナルホド」と感じるほど、知識が大きくなる。

こうした感動詞は知識（氷）が増えている証拠である。 
ところが、さらに知識が増えると、「へ～（関心）」や「ナルホド（納得）」の間に、違った言葉が出て

くる。「その通り（肯定）」とか、「それ知ってる、やっぱね（確認）」「そんな言い方もあるか、いいね（発

見）」などだ。そんな情報への「評価」の言葉が出てくるようなら知識はかなり身についてきている。そ

してあるとき、本を読む手が止まり、「あ、それ、こういうコトだよね（言い換え）」「なんか違う・変じ

ゃない？（疑問）」「納得できない（批判）」といった言葉が出始める。こうした解釈・ツッコミ・引っか

かりからは、きっとよいコメントが生まれるだろう。 
要は、本からの呼びかけ（コール）と、それへの反応（レスポンス）が、知識を深めてコメントを生み

出す。その証拠に、本にメモ書きした付箋紙が増えているかもしれないし、自分の本なら書き込みが増え

ているだろう（本への書き込みは悪いことではない。書き込みのある本のほうが、ない本より価値が高い

に決にまっている）。でも反対に、「コールもレスポンスもない読書」をしていたとしたらどうだろう。識

も増えずコメントも生まれず、氷は小さいままだ。アイドル（本）がコールしてくれているのに、観客（あ

なた）がレスポンスしていないのだから。なんともノリの悪いコンサート（読書）だ。 

 



パズルのピースを書き溜めて、自分だけの絵を完成させる 

 

 研究ピースを作るうちに、研究対象に関する情報(引用文)と、それに対する自分の意見や考察(コメン

ト)が、段々と書き溜まる。書き溜めた研究ピースは、最終的に論文の「章」に組み込まれ、論文全体

の一部を構成する。一つずつの研究ピースが、どのように論文全体を構成していくのだろうか。 

 

最後まで絵がわからないジグソーパズル 

  論文づくりとは、完成形がわからないジグソー

パズルを組み立てるようなものだ。目的の絵を完

成させる商品化したパズルではなく、君たち自身

が、最終的な完成形の絵を構想しつつ、パズルを

当てはめていく。どんな絵が完成するかは、最後

までわからない。どこにどのピースを置くか、組

み合わせも自由だ。そのような不思議なジグソー

パズルづくりが、論文づくりなのだ。 

このため、一つ一つの研究ピースを書いている

段階では、これらのピースがやがてどのように

「論文」になるか、中々思い描けないだろう。先の見通しが立たない中で研究を進めるのは苦しいかも

知れない。しかし、楽しく読書ができて、気になる情報を研究ピースにまとめいくことができれば、そ

れで大丈夫。研究ピースが増えてはじめて、自
おの

ずとパズルの絵の全体像が見えてくる。 

 

ピースがやがて「かたまり」になる 

書き溜めたピースは、やがてグループごとに分

けられるようになる。例えば右の例でいうと「バ

レエのはじまり」「バレエの流行化」「貴族社会

とバレエ」「宮廷から劇場へ」という 4つの研究

ピースをもとに、「バレエの歴史」というグルー

プにまとめた。これが後々、論文中の「第〇章」

になる。つまり、研究ピースの数が増えて、それ

らを複数のグループに分けることが出来るように

なれば、段々と論文の章立てに近づくのだ。 

ピースの「かたまり」ができれば、研究の方向

性も見えてくる。「バレエについて」といったぼ

んやりした題材でなく、「なぜ日本でバレエが広

まらないのか」といった具体的テーマが見えてく

る。研究とは、これまで君たちが取組んできた「調べ学習」や「職業調べ」とは異なる。本を読んで湧

いた、あなただけの問いに対して、根拠を示して結論を出すのが研究だ。興味を持って選んだ研究対象

について、しっかり文献調査をした先に、ようやく研究テーマが見つかるのだ。 

論文は「研究ピース」で構成される 



 

目 次 

・何を＜問い＝テーマ＞とするのか 
・なぜの論文を書くのか、「社会的な意義・価値」 
・各章の要約と結論までを紹介 

はじめに 

メインタイトル（問い） 
サブタイトル（答え） 

引用・参考文献一覧 
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は研究ピースを表す。 

表紙 

・各章の議論（まとめ部分）を振り返る。 
・結論（問いに対する答え）を明記 
・結論に至る根拠の説明 
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〇章 FW 

・なぜこの論文を書いたのか「個人的きっかけ」 
・論文執筆が自分にとってどのような経験だったのか 

論文の全体構造 



論文は「コメント・意見」がメインで引用は最小限 

 

長い引用は「ボックス引用」 

 正確な引用がピースの基本だ。その基本についてはこれまで紹介した通りである。ここまでの引用は、

以下に示すような「ボックス引用」であった。これは、長い引用（上限は 10 行程度）をするための方法

だ。その名の通り、空白行で上下を挟むので引用部分が箱（ボックス）の形になる。 

 

カラオケ産業の市場規模 

カラオケは、比較的安く手軽なレジャーだ。では、一体どんな人々がこの業界にかかわり、ど

れほどの市場規模を持った産業なのだろうか。 

 

カラオケ産業の基盤であるスナック、居酒屋のナイト市場、ボックスや喫茶のデイ市場、宴会

場、健康ランド、ホテル、観光バスといった余興市場などの業務用マーケット、（中略）川上の

コンテンツ(楽曲、歌詞)を担当するクリエーター、ソフトメーカーからカラオケ機器のメーカー、

（中略）川下のカラオケ設備の工事・メンテナンスを行うディーラー・現場の飲食・アミューズ

メントサービス(中略)を合算すると、カラオケ業界は筆者の試算では約 1 兆円市場であり、まさ

にごった煮の産業なのである。（前川,2009,p.12-15） 

 

カラオケ以外の 1 兆円規模の産業としてはゴルフ場や保育、カフェ、メガネ産業などがある。

つまり日本に深く根差した娯楽産業なのである。それだけに、多くの人々がかかわり、金が動き、

日本人の日々のカラオケを支えている。 

 
※文献一覧の出典⇒前川洋一郎（2009）『カラオケ進化論』廣済堂あかつき 

 

短い引用は「インライン引用」 

とはいえ、引用は長いばかりではない。1～3 行以下の短い引用は、以下に示すような「インライン引

用」を使う。その名の通り、引用を行（line）の中に（in）に入れ込むので「インライン」の形になる（こ

こではわかりやすく四角枠で囲んである）。『ポプラディア』くらいならインライン引用でよい。 

 

カラオケとはなにか 

ここでは、カラオケの定義を見てみよう。子ども向けの辞典『新レインボー小学国語辞典』に

よれば、「伴奏だけで歌詞の入っていない音楽。また、その伴奏に合わせて歌うこと」（金田

一,2019,p.281）とある。一方で、一般的な辞典『新明解国語辞典』によれば、「［娯楽として］テ

ープやディスクを用いて、伴奏だけを流す音楽に合わせて歌うこと。また、その設備」（山

田,2008,p.292）とある。ちなみに、現代では「テープやディスク」ではなく音源は通信データが一

般的であろう。それはさておき、これらの記述を見ると、カラオケには「伴奏だけの音楽（音源）

「インライン引用」のすすめ 

ボックス引用 

インライン引用 



の名称」、「娯楽の名称」、「娯楽設備の名称」の、3 通りの使われかたがある。本論文において

は、混乱を避けるため、それぞれを「カラオケ音源」「カラオケ」「カラオケ機器」として区別す

る。また、カラオケを提供する施設を「カラオケボックス」とする。 
 
※文献一覧の出典 
⇒金田一晴彦他監修（2019）『新レインボー小学国語辞典 改訂第 6 版』学研プラス 
⇒山田忠雄他（2005）『新明解国語辞典 第 6 版』三省堂 

 

ボックス引用より「インライン引用」を：長い引用は勉強不足のごまかしを疑う 

 先輩の論文を見ると、十行以上、時には 1 ページの半分を超えるような「ページ真っ青」のボックス引

用がある。こうした場合は論文の「水増し」を疑う。ためしに引用部分の漢字の意味を尋ねてみると、答

えられず、わけもわからず引用をしていたのがばれてしまった。これでは、「勉強しました」というアリ

バイ作りだ。とにかく、原則は 10 行以下である。 

引用は要点だけでよい。しっかり読み込んでいれば引用は短くなり、コメントが長くなる。それゆえ、

ボックス引用よりインライン引用の方が信用されやすい。もし長くなるなら（中略）を使う。それでもむ

ずかしい場合には、「以下要約する」と断って要約する。ただし、不用意に要約を使うと、筆者（あなた）

のコメントと、原著者（要約した本の作者）の言葉が混ざる場合があるので注意する。 

 

「短い引用」をボックス化しない 

 以下のように本来インライン引用するべきところで、ボックス引用をしている例がみられる（先輩の

論文の一部を改変した）。 
 

ファッションショーとは何か 

ファッションショーの定義について『世界大百科事典』には、こう書かれている。 
 
服飾デザイナーやファッション産業などが、新しい作品を発表するための催しをいう（山

田,1988,p.273) 
 
ここでいうファッションショーは、ファッション「関係者」のためのイベントである。こうししたシ

ョーでは主に消費者を対象とする新作が披露されている。とはいえ、この論文では、「アート目的のフ

ァッションショー」を中心に研究するため、この定義とは異なったファッションショーの存在につい

て以下検討する。 
 

 これをインライン引用にしてみる。 
 

ファッションショーとは何か 

ファッションショーの定義について『世界大百科事典』には、「服飾デザイナーやファッション産業

などが、新しい作品を発表するための催し」（山田,1988,p.273)とある。ここでいうファッションショー

は、ファッション「関係者」のためのイベントである。こうししたショーでは主に消費者を対象とする

新作が披露されている。とはいえ、この論文では、「アート目的のファッションショー」を中心に研究

するため、この定義とは異なったファッションショーの存在について以下検討する。 
 

 短い引用が一文の中に織り込まれているのがわかるだろうか。スペースの節約になり密度が上がった。 

 



論文は「読んでいただく」もの。教えたがりの「ナニサマ」になるな 
 

「はじめに」に見られる上から目線 

 以下の文は、生徒の卒業論文の「はじめに」から引用した。どう感じるだろうか。 
 
「バスケットボール選手で知ってる人は？」と聞かれると、誰もがマイケルジョーダンと答えるで

あろう。また、日本人では八村塁と答える人も多いだろう。だが、この二人の懸賞金は雲泥の差であ

る。 
 
テレビの音楽番組や歌番組などでベースが演奏されているところを皆さんも見たことがあると思う

が、正直「ベース（エレキベース）」って何？」「ギターの音は分かるけど、ベースの音ってどんなのか

がわからない」という人はかなり沢山いる。…音楽において、ベースはどれほど大切なポジションに

立っていて。 エレキベースがないと曲の全体が味気ないものになるということが皆さんにも分かった

と思う。 
 

 どうにも居心地がわるい。なぜかといえば、これらの文章は「お前は（バスケを、ベースギターを）知ら

ないよね。だから教えてやるよ」と、いう態度で書かれているからだ。つまり、この文は「著者が知ってい

て、読者がものを知らない状態」を前提としている。いわば、「上から目線」の文章だ。大人の先生が読むと、

思わず「何様？」と突っ込みたくなる。 
 
読者は世間様 

 論文の読者は誰か。この文を書いた生徒は、クラスメイトや後輩を読者に想定しているのかもしれない。

だから、「先生がモノを知らない生徒を教え諭す」そんな文章になる。しかし、論文が想定する読者は、その

ような人ではない。むしろ、大人を含んだ「世間様」一般に宛てて書く（さしあげる）ものだ。となればそ

こには当然、不特定多数のまだ見ぬどなたへの敬意が払われていなければならない。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コラム 「上から目線」ヤメテ 

つまらない 

ものですが 

読んで 

いただければ 

世間様にさしだすのが論文 

そんなんも 

知らんの？ 

自分…。 

「上から目線」の論文 



 

 

 

第 4章 
どうやって「現場」から学ぶか 
フィールドワーク（FW）とプロジェクトの技法 

  
 
 



フィールドワークは「なんでやねん」の華 

 
「現場に立つ」からリアルに学べる  

図書館やインターネットでの調査は、探究

学習に不可欠だ。しかし、そこからから一歩も

出ない、頭でっかちの学びは本物とはいえな

い。なにを題材にしても、人やモノから直接

に、リアルに学ぶべきだ。 
どなたかへの取材を基本したい。場合によ

っては、実験や調理・栽培・調査・工作なども。

要は「現場」で学ばなければならない。という

のも、現場での学びこそが、作品の独創性の源

になるからだ。そしてなにより、あなたの学び

の道のりを充実させ、一番の思い出をもたら

すからである。 
この章では、どなたかに取材したり、現地に立ったりする学びの機会を〝フィールドワーク〟、自宅を

中心に体験を通じて学ぶ機会を〝プロジェクト〟と呼んで区別している。 
 
フィールドワークを経験した先輩からのメッセージ 

フィールドワークは探究学習の中で一番の思い出になる。先輩の記録・後輩へのアドバイスには、その

時の緊張やよろこびが詰め込まれている。とても楽しいので以下紹介しよう。（ ）内は探究学習の題材

である。 
 

「初めて行くところだったので、前もって地図で調べていたけれど道に迷いました。会社に着いたときは

すごく緊張していてドキドキしました。第一印象は怖そうな方でしたが、とても優しくて面白かったです。

どんなことでもいいから自分が知りたいことや興味があることを積極的に聞くことが大切だと思います。

あと絶対に遅れないこと！」（ライブステージづくり） 

 

「バス会社へ取材に行きました。お相手は若い女性の方でした。大人と話す機会はあまりないので緊張し

ましたが、自分なりにうまく話せたと思います。インターホンを鳴らして社内へ入っていくときはとても

緊張しますよ」（高速バス） 

 

「はじめはとても緊張しており、色々なことを考えていたが、話していくうちに緊張が和らいでいった。

前もってある程度の質問を考えておくと質疑応答の際に困らない。基本的な知識は頭に入れとかないと

話についていけない。自分の考えも述べられたほうがちゃんと考えていると相手も思ってくれると思う。

ボイスレコーダーは必須」（植物工場） 

 

「自分が取材しに行った方は、最初に依頼のお手紙を送った方に紹介された方でした。待ち合わせの日は、

電車に一本乗り遅れてしまったので十分遅刻しました。幸いにも自分の携帯端末に先生のメールアドレ

「現場に学ぶ」とはどういうことか 



スを入れていたためなんとか遅刻の連絡を取ることができました。すごく優しい方で、話すうちにだんだ

んと話せるようになったので、さすがお医者さんだなと思いました」（ＡＤＨＤ） 

 

「憧れの出版社の中を案内してくださってとても充実した時間になりました。取材も自分が知りたいこ

とについて詳しく教えてくださり、楽しい時間になりました。相手のかたから非売品のプレゼントをもら

ったり、歓迎されてとても嬉しかったです」（雑誌編集） 

 

「日本中世史を専攻されている教授の先生に取材を行いました。自分で交渉をし、取材を行う初めての経

験でした。取材では本当に緊張し、言葉を噛んだり頭が真っ白になることもたびたびでした。後輩にアド

バイスするなら、取材する質問を多めに考え、メモしていくこと！」（忍者） 

 

 こうしたフィールドワークによって、探究学習が楽しく一気に進む場面を何度も見てきた。もちろん

お会いしてお話を伺いたいからこそ、取材を申し込んだのだが、それが実現する中で、マイテーマが姿

を変えて、予想を超えて深まっていく。現場での体験は学びを「本物」にする。その意味でフィールド

ワークは「なんでやねん」の華なのだ。 

 

フィールドワークを経験した先輩からのメッセージ 

フィールドワークは探究学習の中で一番の思い出になる。先輩の記録・後輩へのアドバイスには、その 
 
こんな取材はイヤダ 

取材は「お話を聞きたい方」がいるから成立する。ところが、あたかも卒業論文の「アリバイ作り」

のために取材をしようという不埒（ふらち…道理にはずれていて，非難されるべきこと）な生徒が稀に

あらわれ。以下に上げるようなかたちで取材をしてはならない。相手に迷惑であり、後に続く後輩にも

迷惑になる。 

 

× プロジェクトが思いつかないから取材する 

 × Google で検索して一番トップに出てきたから取材先を選んだ 

× 近いから 

× 専門違い、所属や肩書き間違いの方に取材する 

 
 



縁故と金に頼らない６つのステップ 

 
どなたかにインタビュー（直接取材）するのは、手間も勇気も必要だ。しかし、それでも出かけるべき

だ。というのも、論文にオリジナルな素材を提供し、論文に向かう気持を切り変え、テーマ設定を深め、

かけがえのない思い出をもたらすという効果がインタビューにはあるからだ。論文作成をふりかえって

「インタビューが一番面白かった」という先輩がたくさんいる。 
 

ステップ①：取材先を決めて学ぶ 

 取材先は様々だ。研究対象の商品やサービスを提供している企業や業界団体、公官庁などの組織、大学

の研究者、幼稚園や専門学校などの教育機関、専門家（ダンサー・評論家など）、医療・福祉施設、研究

者や議員など個人も取材先となる。 
比較的規模の大きな企業は取材を受け入れて頂ける場合が多い。とはいえ、若者に人気の企業の中には

あっさり断られる場合もある。また、著名な研究者は「マスコミ以外の取材には応じない」といった返事

や、なしのつぶて（無視）の場合もしばしばある。 
 なにはともあれ、「お会いしたい」という強い気

持ちが必要だ。取材先を決めたら情報集める。読め

る資料は、本でも論文でもウェブ上でもすべて読

む。たとえ、難しくても、理解できなくても。 
  
ステップ②：連絡先はどこか 

インターネットを使うと連絡先は大概調べられ

る。企業はホームページに「お客様窓口」「消費者

担当」「広報」など窓口がある場合が多い。たとえ

窓口がなくても本社の住所に送れば大丈夫だ。逆

に地元の支店は避け、本社に紹介を頂くのがよい。

団体・官庁の場合も同様である。大学の研究者の場

合は研究室のサイトなどがよい手がかりになる。

また、たとえば競技の審判や、着物・インテリアコ

ーディネーターなど専門家とお会いしたい場合、

はじめに協会や業界団体に手紙を送り、信頼でき

る方を近くで紹介して頂く、という方法も有効だ。 
 

ステップ③：取材申込みをどうするのか 

 正式な申し込みは手紙だ。何より誠意が伝わる。

また、やり取りのしやすさではメールがよいので

手紙に自分のメールアドレスを必ず書く。一方、い

きなりの電話は突然時間を奪うので避ける。もち

ろんアポ（面会の約束）なしの取材は禁止。 
 
ステップ④ ⑤：どう取材するか／どう記録するか 

 インタビュー方法には直接取材・リモート会議・

メール・電話等がある。直接取材が原則である。た

だしお相手が遠くにいらっしゃる場合は他の方法も可能だ。Zoom 等慣れておくとよい。 

インタビュー（直接取材）の段取り 

企業ホームページ・お客様窓口 
大学の研究室のホーページ 
出版社 

①取材先を決めて学ぶ 

組織：企業・団体 
個人：研究者（本・論文の著者） 
専門家・自営業の方など 

②連絡先はどこか 

③取材申込みをどう

するのか 

手紙を書く 
メールを書く 
電話をする 

先生の紹介文（鑑文）を添付 
参考文献一覧 

直接取材（インタビュー） 
メール取材 
電話取材 ④どう取材するか 

取材・インタビュー 

写真撮影 
録音 
メモ 

⑤どう記録するか 

帰ってお礼メール 
論文送付 

⑥お礼をどうするか 

インタビュー（取材）のステップ 

 



録音・写真撮影・メモのすべてで記録できれば一番いい。論文には必要な写真をいれなければならない。

もちろん撮影も録音も前もって必ず断ってから始める。また、なるべくお相手から名刺を頂く。「名刺を

頂けますか」という。名刺には肩書や連絡先がある。記録をフルネームで書くのは当然の礼儀である。 
 

ステップ⑥：お礼をどうするか 

 取材直後にお礼のメールをする。その後、完成論文に礼状を添えて贈呈する（メールに pdf でよい）。

きっと喜んでいただける。取材時に手土産が必要だろうか。中高生の取材なので持参しないでも問題はな

い。しかし、保護者の方と相談して持参してもかまわない。 
 
事故防止のために 

フィールドワーク先は必ず先生と相談して決める。事故防止のために以下の三点は守る。 
 

① 保護者への「ホウレンソウ」。ホウレンソウは、「報告・連絡・相談」の略だ。取材場所や日程・取材

内容は保護者の方が把握していなければならない。当日は帰宅時間も決め、携帯電話を持参し、いつ

でも連絡がとれるようにする。また、万一遅刻した場合に備えて、お相手の電話番号も控えておく。 
② 単独取材を避け複数で行動する。トラブル予防でもあり、インタビュー時に間が持つ、という利点も

ある。保護者の方に送って頂くのも選択肢とする。 
③ 個人の研究者・専門家への取材依頼は慎重に行う。ホームページがあるからといって安易に取材する

のは禁物だ。コンタクトを取る前に必ず先生に相談する。 
 
なにしろフィールドワークは授業のように順調には進まない。返事が来ないという例も多い。ある生徒

は返事が来ないので、テーマを変え、別の申し込み先から取材許可を頂いた。ところが、前後して最初の

申し込み先から取材許可が来る、という悩ましい状況に陥った。結局、その生徒は両方に取材をして、そ

のどちらもが素晴らしい経験になった。 
 取材先に向かう途中電車が遅延する、時間を間違える、バス停が分からない…。フィールドワークでは

普通社会で起こることはなんでも起こる。実は、そんなアクシデントの報告が面白かったりする。「怪我

の功名」である。 
 
インタビューはあなたと社会の接点をつくる 

 これまで多くの方々に協力頂いた。取材を受け入れてさえ頂ければ、中学生といえども、例外なく懇切

な対応をしていただける（そうした中学生が珍しい、ということでもある）。 
現場に働く方々のもとに、興味を持って教えを乞（こ）う生徒がある日現れる。すると「中学生から取

材されたのは初めてでしたが、私たちの仕事に強い関心を寄せてもらえて、ありがたかった」という感想

を頂くことも珍しくない。 
一方で、いろいろな段取りを経て、緊張してフィールドワークの当日を迎えるだろう。そのプレッシャ

ーは相当だ。とはいえ、取材を終えてみると「すごくよかった。いい話をたくさん聞けた」と明るい表情

を見せてくれる。フィールドワークはみなさんとリアルな社会との接点をつくる。こうした出会いこそが

長く記憶に残り社会を知るよき経験となる。 
 
縁故とお金に頼らない 

 取材先やプロジェクトを決めるうえで注意したい事項がある。 
 第一は「縁故を頼らない」である。家族や知人の紹介の取材は避ける。保護者の信頼に下駄をはかせて

（頼って）もらっては、自力で扉を開けたことにならないからだ。 
 第二に「お金に頼らない」である。高額なセミナーや講座の受講でフィールドワークを済ましてはなら

ない。こちらも、自力で現場の扉を開けたことにならないからだ。「金を出さずに、知恵を出せ」である。 



型通りに書けば誰でも書ける 

 

 

 
 
 
 
 
 

②頭語 

①お名前は正
確に！ 
大学の教授な
どは「先生」
とする 

③時候の挨拶 

④簡単な自己
紹介と取材の
お願い 

⑤どんな授業

で、何に興味を

持ち、どんなテ

ーマで学んでい

るのか。なぜ取

材をしたいの

か。 

 

この部分の説得

力がフィールド

ワークの成功を

決める。 

 
 
 

〇〇水族館 〇〇〇〇様（〇〇担当者様） 
【一行空け】 

拝啓 
 朝顔が咲き、暑さが日ごとに増してまいりましたが、いかがお過ごし

でしょうか。 
 はじめまして。私は清教太郎(せいきょう たろう)と申します。大阪

の河内長野市にある清教学園中学校の 3 年生です。取材のお願いをさ

せていただきたいと思いお便りをさしあげます。 
 私が通う清教学園中学校の総合学習の時間に、卒業論文「なんでやね

ん」という授業があります。自分の興味でテーマを設定し、1 年間をか

けて研究して 1 冊の論文にまとめるという授業です。そこで、以前か

ら興味を持っていた水族館と種の保存について私は学ぶことにしまし

た。「水族館には種の保存のためにどのような役割があるのか」がテー

マです。なぜ私がこうしたテーマを考えたのかというと(以下研究企画

書の動機・意義を組み合わせてなるべくたくさん書く)…………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

……………。 
………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………

…………………。 
今回、資料ではわからないことも学びたいと思い、〇〇水族館に取

材に行かせていただこうと考えています。もし可能でしたら、学芸員

の〇〇〇〇先生にお話をうかがい取材させていただきたいと思ってい

ます。 
もしお話をうかがえるのであれば、次のことについて教えていただ

きたいと思っています。 
 

取材のお願いの手紙を書く 

 
☆取材申込は早いほどよい。6 月中には手紙
を出す。7 月返信・日程調整・7 月中旬～8 月
実施。 
 
①先方（相手の方）の予定が早く決められ
る。ぎりぎりの取材申込はとても失礼。 
 
②返事がない場合の対応を早くできる。催促
の連絡をする、別のフィールドワーク先にコ
ンタクトをとる、など。 

実験・観察・調理・創作などでフィールドワークの
代わりとする者は、保護者あてに手紙を書く。 

⑥あらためて取

材のお願い。な

るべく個人あて

がよい。 



手紙を読みながら、

先方（相手の方）は、みなさんの「本気度・熱さ」を見ている。特に、⑤の「どんなテーマで学んでいる

のか、なぜ取材をしたいのか（動機・意義）」、⑦質問の内容、⑬「これまで私が学んできた本」の一覧は

大切。本気の感じられない手紙なら出さないほうがまし。 

⑦質問は個条
書きで。質問に
対する自分な
りの見解・コメ
ントをかなら
ずそえる。「自
分はここまで
考えましたが」
という態度が
必須。 

⑧いつ訪問でき
るのかをなるべ
く広めに示すの
がマナー。1～3
日は避ける 

⑨結語 右揃え 

⑪学校名学年組 
氏名 右揃え 

⑩日付は左揃。 

⑬「これまで私
が学んできた
本」の一覧は、
自分の信用を高
め、熱意を示
す。 

⑫連絡先は連絡を

してほしい所を書

く。 

s16***@…を使う場

合は自分で必ず受

信を確認する。 

【一行空け】 
・飼育している生き物を絶滅危惧種の関係を教えてください。私の学

んだ資料では……とありましたが、〇〇という種では成功したとして

もかえって……。 
・〇〇水族館で新しく生き物が増えるのはどのようなときですか。た

とえば〇〇年〇月の新聞によると、定置網にかかった〇〇を水族館が

保護したとありました…。 
・生き物によって水槽の部分の好みがあるのでしょうか。というのも

〇〇水族館によくいくのですが、その大水槽のあるところにいつも〇

〇がいるからです。 
・天然記念物の〇〇の水槽がとてもきれいで、時間がたつもの忘れて

見入ってしまいました。あのような展示をしようというアイデアはど

のように考えたのですか。 
【一行空け】 

 8 月○日～○日の週で、友だちと二人でうかがえたらと考えていま

す。もしよろしければ、ご都合の良い日時をお返事頂ければ幸いです。 
 お忙しいところ申し訳ありませんが、よろしくお願いたします。 

敬具 
【一行空け】 

20〇〇年 6 月○日 
清教学園中学校 3 年○組○番 

清教太郎 
連絡先 
（学校個人アドレス・自宅番号・自宅メールアドレス・自宅住所等） 
 s16***@stu.seikyo.ed.jp 
 
ご参考：までにこれまで私が学んできた本を紹介します。 

日本動物園水族館協会（2016）『絶滅から救え!日本の動物園&水族館』河出書房新社 

内田 詮三（2014）『日本の水族館』東京大学出版会 

杉田 治男編（2014）『水族館と海の生き物たち』 恒星社厚生閣 

溝井裕一（2018）『水族館の文化史』 勉誠出版 

✩A4 で 2 枚以上にする。ただし「敬具」以降
が 2 ページ目に入るとみっともない。「本
文」が 2 ページ目にはいる。 

保護者と相談して決める。 
LINE アドレス不可 

サインは自署 

「ｓ」は小文字



 
【表書き】 
 
※１ 住所は右から1～1.5cmくらい空け、

できるだけ 1 行におさめる。2 行にな

る場合は 1 行目より少し下げる。 
※２ 社名・部署名が入る場合、（株）（有）

など省略せずに正式名称で書く。住所

の 1 行目より 1 字分くらい下げる。 
※３ 名前は住所より 1 字分下げ、少し大

きめに書く。 
※４ 切手はできるだけ 1 枚で。2 枚以上

になる場合はタテに貼る。ヨコに並べ

て貼らない。 

 修正テープは使えない！ 鉛筆で下書きしてから丁寧に清書する  
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宛名の部分を
中央に大きく 

表面 

０００５ １７６ 

グループや
課など組織
の場合は
「様」の代
わりに 
「御中」 
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裏面 

学校の住所を

書く 
×自分の住所 

 
【裏書き】 
 
※１ 差出人の氏名（＝自分の名前）は住所

より少し大きめに、住所と下揃えになる

ように書く。住所は自分の住所ではなく

学校の住所を書く。 
 
※２ 郵便番号を忘れずに。枠は書かなくて

良い。 
 

引用・参考文献 
『好印象をあたえる 手紙の書き方 決まり文句とマナー』、今井秀和監修、日本文芸社、2011 年 
『手紙で気持ちをつたえよう３ きちんとした手紙 案内 おねがい おれいの手紙』、白石範孝監修、ポプラ社、2012 年 

 

封筒に宛名を書く 

どちらも 

鉛筆で下書き！ 

５８６８５８５ 

〆 

宛名は間違えない！ 
 誤字・脱字はそれだけで失礼に当たる。修正テー

プや二本線で消したりもできない。必ず下書きし

てから清書する。手紙の内容が丁寧でも、宛名が

間違っていれば台無し。 



顔が見えないからこそ、密な連絡と気配りが大切 

 

メールは「お手紙」、SNS は「おしゃべり」だ。つまり、メールは社会のなかの大人との正式なやりと

りであり、SNS は知り合いとの立ち話だ。この違いを理解しておくと、どのような方とも失礼なく情報交

換ができる。ここでは、72 期の〇〇さんの論文「アンダースローはなぜ絶えぬのか：野球界をアンダー

スローで生きる者たち」のフィールドワークの事例をサンプルにメールのやり取りの実際を紹介する。 

はじめに、この例を通じて学んでもらいたいメール対応の原則は、以下の通りである。 

 

① メールが来たらすぐに必ず返信。「新規作成」ではなく「返信機能」を使用。 

② 毎回のメールに所属と氏名を書く。 

③ 取材前日にあらためて「よろしく」のメールを送る。 

④ 取材に関して、わからないことがあれば遠慮なく質問する。 

⑤ 「直接来ていいよ」と言われたら、できるだけ段取りつけて直接取材する。 

⑥ 取材が終わったらすぐにお礼のメールを。 

 

 

取材した〇〇さんは、2001 年か

ら.2013 年までプロ野球チームの

千葉ロッテマリーンズに所属し、

世界一低いと言われるアンダース

ローで広く認知されている元プロ

野球選手だ。現在は、社会人野球チ

ームの日本製鉄かずさマジックの

監督をされている。 

 

以下時間の経過に沿ってメールのやり取りを再現する（文章や行間を省略している）。手紙を投函し

てしばらくして、〇〇さんのもとにメールが届いた。 

件名：【ご相談】卒業論文の取材について 

 

清教学園中学 〇〇様 

はじめまして。 

日本製鉄かずさマジックマネージャー〇〇です。突然のメールで申し訳ございません。 

先日、弊社宛に送付いただきましたお便りを拝見させていただきご連絡させていただきました。 

卒業論文のテーマにもあります「アンダースロー投手はなぜ生き残っているのか」という論文の取材に是

非、何らかの形でお力添えができればと思っております。 

当方としては、直接グラウンド（千葉県君津市）に来ていただき取材する形でも、リモートでの取材でもど

ちらでも対応は可能となります。コロナウィルスの感染が爆発的に増えていることもありますので、親御さ

んや先生方と相談していただければと思います。 

グラウンドにて取材の場合、練習の都合上８月実施の候補日は２日ほどしかあげられないかと思います。。。

（９月以降であれば、改めてご相談させていただきます。） 

リモートであれば、ある程度の幅を持たせて対応できるかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

「大人のメール」対応のいろは 



以上、長々と申し訳ございませんがよろしくお願いいたします。 

質問やご不明点等ございましたら、お気軽に下記までご連絡ください。 

（マジックマネージャー〇〇） 

 〇〇さんからのすぐの感謝の返信。 

Re: 【ご相談】卒業論文の取材について 

日本製鉄かずさマジック 

マネージャー 田中 克様 

cc 山﨑先生 片岡先生 

 

お世話になっております。 

清教学園中学校の〇〇〇〇と申します。早速のお返事有難うございました。 

この度は、取材をご許可いただけるとのこと、本当に有難うございます。 

取材の日程についてお伺いさせていただきたいのですが、8 月に取材させていただけるとした場合のご都合

のよい日をお聞かせ願えますでしょうか。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

取り急ぎお返事まで。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

清教学園中学校７２期 

 〇〇〇〇  

Email:s2〇〇〇〇@stu.seikyo.ed.jp 

Tel:0721-62-6828 

〒586－8585 大阪府河内長野市末広町 623 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 マネージャーの方からすぐに返信。 

Re: 【ご相談】卒業論文の取材について 

 

清教学園中学校 〇〇様 

お世話になっております。 

かずさマジックマネージャー〇〇です。 

候補日は、下記の通りとなります。 

･8/13(土)PM ･8/18(木)AM ･8/19(金)夕方 ･8/22(月)夕方･8/24(水)夕方 

ご検討いただき、返信をいただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 〇〇さんから日程確認と質問・その返信。 

（件名・宛名略） 

清教学園の〇〇です。 

候補日を送っていただき、有り難うございました。8 月 22 日にお願いしようと思っています。 

千葉県のグラウンドまで、直接お伺いしようと思っているのですが、グラウンドの住所をお教えいただけな

いでしょうか。また、お伺いしてもよい詳しい時刻等、決まっておられましたら、お伝えください。 

引き続き、よろしくお願いいたします。 

（件名・宛名略） 

清教学園中学 〇〇様 

お世話になっております。 

下記の件ですが、8/22(月)16:00 頃にお越しいただけますでしょうか。 

住所は下記の通りです。 

〒299-1146 千葉県君津市大和田３２４日本製鉄君津球場 

以上、よろしくお願いいたします。 

 

CC で先生にも送る 

「新規作成」ではなく

「返信機能」＜Re＞ 

署名が入る 

とにかく感謝 

時間と場所が
なにより大事 



 〇〇さんから取材前日の挨拶と返信 

おはようございます。 

明日、お世話になります。清教学園の〇〇です。 

〇〇様、〇〇様、お忙しい中、お時間頂きありがとうございます。明日のインタビューどうぞよろし

くお願い致します。 

お世話になります。 

こちらこそ、宜しくお願いいたします。 

球場にてお待ちしております。 

〇〇さんから取材後のお礼とそれへの返信 

清教学園の〇〇です。 

先日はお忙しいところ、インタビューにお時間いただきまして有り難うございました。 

インタビューさせていただいた内容を参考に卒業論文を完成させたいと思います。インタビュー終了

後に、グラウンドで〇〇様から直接教えていただきましたアンダースローの練習方法を実践し、高校

生になってもアンダースローを続けたいと思います。 

夏休みの最高の思い出になりました。 

本当に有り難うございました。 

清教学園中学 〇〇様 

お世話になっております。 

かずさマジックマネージャー〇〇です。 

こちらこそ、先日は球場までご足労いただきありがとうございました。 

素晴らしい論文になることを期待しております。 

また、更に技術に磨きをかけていただき活躍することを楽しみにしております。 

 

 以上がフィールドワークを終えるまでのやり取りだ。どうだったろうか。取材依頼の手紙を入れると

10 回のメールのやり取りが、〇〇さんとマネージャーさんの間にあった。一番大切なのは「時間と場

所」の確認だ。しかしそれと同時に、こうした取材前のやり取りが、お互いの信頼関係を培っていく。

丁寧な対応がメールで行われると、相手の方も安心をする。そして、「この中学生にはちゃんとした取

材をさせてあげたいな」という気持ちに当然なる。 

その後〇〇さんは、論文を仕上げ、取材相手の〇〇さんにお届けした。自分が取材に応じた相手から

論文が届くのは、取材された方にとっても大変嬉しいことだ。もちろん〇〇さん自身にとっても忘れら

れない経験になるだろう。 

日程が近づいたら確認・挨拶 

取材後の御礼・決意 



すぐに返事・勇気を奮って催促 

 

返事が来た場合 

メールがきたら、なるべく早く返信する。サンプルを以下に示す。 

返信をする場合は cc（カーボン・コピー）で山﨑・片岡・南に同時に送付を忘れずに。 

 

① 取材と日程が決まった場合 
 

〇〇株式会社（〇〇大学〇〇学部） 
〇〇担当者様（教授 〇〇〇〇先生） 
cc 山﨑先生 南先生 片岡先生 
 
お世話になっております。 
清教学園中学校の●●●●と申します。 

 
（早速の）お返事ありがとうございました。 
取材をご許可いただけるとのこと、本当に有難うございます。 
それでは〇月〇日〇時に△△に私と〇〇と二人でお伺いいたします。 
よろしくお願いいたします。 

当日まで〇〇についてさらに学びよい取材ができるよう頑張ります。 

 

取り急ぎお返事まで。 

 

※※※※※ 
連絡先 
 

 

② 取材が不許可だった場合 
 

〇〇株式会社（〇〇大学〇〇学部） 
〇〇担当者様（教授 〇〇〇〇先生） 
cc 山﨑先生 南先生 片岡先生 
 
お世話になっております。 
清教学園中学校の●●●●と申します。 

 
お返事ありがとうございました。手紙をお読みいただき有難うございました。 
取材がかなわなかったのは残念ですが、こうして実際に〇〇にかかわる方（先生）から 

直接お返事が頂けてうれしかったです。 

これからも卒業研究をがんばりたいとおもいます。 

またなにか機会がありましたらどうぞよろしくお願いいたします。 
 
※※※※※ 
連絡先 
 

  

返事が来たら・来ないなら 



返事が来ない場合 

手紙を出して 1～2 週間たって返事が来ない場合、催促のメールをする。少し勇気が必要だが、催促は

失礼なことではない。先方（相手の方）の組織内の手続きで時間がかかっている場合もある。また、催促

の電話がきっかけとなって取材が実現することも多い。 

 
① メールで催促する場合 

 
〇〇株式会社（〇〇大学〇〇学部） 
〇〇担当者様（教授 〇〇〇〇先生） 
 
お世話になっております。 
清教学園中学校の●●●●と申します。 

 
先日（〇月〇日）に～～についての取材の件でおたよりを差し上げました大阪の中学生で

す。ご迷惑かとは思いましたが、確認させていただきたく、ご連絡差し上げる次第です。 
 
取材のお願いが届いていないようであれば、どうかお知らせください。折り返しお届けい

たします。 
 
勝手なお願いとはおもいますが、どうかよろしくお願い致します。 
 
※※※※※ 
連絡先 
 

 
② 直接電話で催促する場合（時間がないときに限る） 

 
先方「はい、〇〇株式会社（〇〇大学〇〇学部）です」 
自分「大阪にあります清教学園中学校の●●と申します。〇〇の担当者の方（教授の〇〇

〇〇先生）はいらっしゃいますか」 
先方「少々お待ちください…（呼び出し音）」 
先方「はい、〇〇です」 
自分「私大阪にあります清教学園中学校の●●と申します。実は先日（〇月〇日）に～～

についての取材の件でおたよりを差し上げた者ですが、今よろしいでしょうか」 
先方「どうぞ」 
自分「ご迷惑かとは思ったのですが、取材のお願いのお便りがお手元に届いたかどうか知

りたいと思いご連絡差し上げました」 
→先方「届いた（→取材ＯＫ →取材ＯＵＴ）」 
→先方「わからない、届いていない」 
自分「私〇〇からの取材のお願いが届いていないようであれば、どうかお知らせください。

早速に再度おねがいの便りをお届けいたします。じつは、私の学校に卒業研究の授業があ

って…（手紙に書いた意図を言う）」 

 
※電話はどなたが出るかわからない。一応、普通考えられるパターンを紹介した。この例の後の展開

はそれぞれである。ただし、その場で日程が決まる場合があるので予定表は手元に準備しておく。 
 

 



 

養鶏の現場を訪れる ： 鶏肉はこうてして生産される 

清教学園探究科 教諭 片岡則夫 

日時：1991 年 8 月○日 11：00～12：00 

場所：Ｋ畜産ファーム 
〒294-0801 千葉県館山市〇〇番地 

取材した方：Ｋ畜産ファーム オーナー 庭野酉乃さん（仮名） 

 

養鶏場を訪れるまで 

夏休みになった。ひさしぶりに、千葉県南房総市郊外のＩ君の家に遊びに行った。同じ大学時代の研究室の、

自然を愛する友人である。 
「ニワトリをさばいて食べようよ」 
「農業高校にいるから詳しい先生がいるんだよ」 
「やろう、やろう、どこからニワトリを手に入れよっか？」 
早速に近所の養鶏場を探して電話を入れてみる。日曜日でなかなか電話がつながらない。ただ一件、「Ｋ畜産

ファーム」だけに人がいた。高校の教師なのだが、ニワトリを教材にしたいのでわけて頂きたい、できたら鶏

舎を見学したいのだが…と、こちらの事情を説明すると、快く請け合ってくれた。その日のうちにさっそく訪

問することになる。 
 

養鶏場はこんなとろ 

友人の大きな四輪駆動車に乗り込んで、緑でむせ返るような、房総の山の中を走って小一時間。細い道をひ

たすら上ったり下りたりしていくと、目指す養鶏場、Ｋ畜産ファームが現れた。周囲に人家は見えない地域だ。 
養鶏場の入り口で応対に出てくれたのはオーナーという中年の彼女。名刺を出して二人が千葉と神奈川の県

立高校の理科の教師であることを示して挨拶すると、すでにオスとメス各１羽のニワトリをカゴに用意してく

れていた。それを渡しながら彼女が言う。 
「お金なんていらないから」 
それでは申しわけない、というのだが、どうしてもお金は受け取ってもらえない。しばらくの押し問答をし

て、結局、有難く頂戴することになる。ニワトリを２羽カゴにつめて車の後ろに入れ、案内されて車ごと養鶏

場の敷地に入る。せっかくなので見学させてもらうことになった。 
内部は考えていたよりもずっと広い。高校がひとつは入る面積だろう。とはいえ、白っぽく殺風景な雰囲気

である。まず目に入るのが巨大な鶏舎だ。幅 15m 奥行き約 200m だという。青いトタンでおおわれていてひ

とつも窓がない。この鶏舎が５つならんでいるのだが、なにせ 200ｍである。建物の向こうは霞んで見ること

ができない。夏の盛りで気温は 30 度を超えているだろう。ニワトリのにおいも鼻を突く。 
トラックも入るだろう大きな扉を開けて、薄暗い鶏舎の中に入る。目の前には薄汚れたニワトリたちがいた。

かれらは静かにたたずんで
．．．．．

いる。元気で動き回っているかと思いきや、ただぼんやりと静かに立っている。 
 

静かなニワトリのじゅうたん 

窓のない鶏舎の中でしだいに目がなれてくると、目の前に 200ｍの白いじゅうたんが広がった。視界の届く

フィールドワークの報告サンプル 

・「いつ」「どこで」「だれを」が 
取材では一番重要。 
・後で読んでいただく。肩書と氏名
は正確に。そのためにも名刺を頂

「こんなことがあったんよ」と誰かに報告す
るように書くと書きやすい。この「物語り」
のなかに自分が登場することで自分の観察や
考察が生き生きと記録される。 

小見出しをいくつも入れるのが親切 

常体文「だ」「である」で書く。 

タイトルとサブタイトル 



限りずっと奥までニワトリである。こんな光景は想像したこともなかった。 
この養鶏場では夏場は全体で約 14000 羽のニワトリが育てられているという。小さな電球がポツリ、ポツリ

とついてはいる。しかし、生き物に満ちている、という雰囲気があまりしないのはいったいどうしたことだろ

う。 
壁面にはずらりと直径 1 メートルもあろうかという換気扇が回っている。 

「あ、換気扇の上から霧がでていますね」 
「あれで気温を下げているんですよ。暑さには弱いんだよね。ニワトリは 32 度が限度なんだよね。鳥たちロ

をちょっと開いているでしょう。あれは暑いときにああするんです。もっと暑くなるとそのうち尻で息をする

ようになって、羽をふくらませるようになりますよ」 
「尻で息を？」 
「そう、お尻をヒョコヒョコさせるようになる…。もっと暑くなると最後には立ちあがって、ここまでくる

ともうだめ…。10 分かそこいらで 2000 羽が死んだこともあるんだよ」 
鶏舎の温度の管理には相当気を使っているようだった。特に７、８月のこの季節は風向きひとつで何百とい

うニワトリが死ぬことも珍しくないらしい。 

 そこで私は迂闊
う か つ

にもこんな質問をしてしまった。 
「クーラーをつけたらどうなんですか？」 
すると彼女は語気を強めていった。 

「そんなことしたらやってられないよ！」 
45 日から 60 日をかけて育てた 1 羽が出荷のときにわずか 500 円ぐらいだという。価格競争が激しいため

に、いかにコストを下げるかが勝負なのだ。クーラーをつけている余裕などないに決まっている。 
コストをさげるための技術はこの鶏舎の暗さにも表れている。鶏舎が暗いのはわざとそうしているのであっ

て、これを「ウインドレス（window-less…窓がない）鶏舎」という。部屋が暗ければ暗いだけ、文字通り「鳥

目」のニワトリたちは動くことをしない。したがってその分、無駄なく餌が肉になる。商社の丸紅から仕入れ

るという輸入の麻の実の飼料と水とは、タンクからニワトリたちの間に、無くなった分だけ自動的に供給され

る仕組みになっている。 
入口近くにニワトリの死骸が幾つか転がっているのを見つけると、彼女が言っ

た。 

「淘汰
と う た

されるんですね」 
高い密度では必ず何％かのニワトリがこうして死んでいくという。 
卵からふ化して 40 日くらいから出荷が始まる。40 日は人でいえば 5 歳程度だという。よく肉屋さんで鶏肉

に「ひな鳥」「若鳥」と書かれているのはそのためだ。ブロイラーと言われるこの品種は、40 日～50 日で体重・

筋肉が最大になるように品種改良されているので、それ以上飼育をすることはない。私たちが食べる鶏肉のほ

とんどがこのように生産されている。 
 

病気予防に薬の投与 

暑さのほかにも養鶏業者が恐れることがあるという。それは秋や春に起こる病気だ。いったん病気が発生し

た場合は一つの鶏舎（ということは数千羽）がまるごと駄目になることもある。 
特に「ニューカッスル」「マレック」「ガンボロ」とよばれる病気に対しては予防のため、３種混合の予防薬

がニワトリの飲み水の中に入れられる。ヒナ鳥を鶏舎に放して 3 日目、13 日目、27 日目にそれぞれ投与され

るのだという。また鶏舎の土にも予防の薬を散布する。薬の残留の恐れがあるため、出荷８目前以後薬は使わ

ないというものの、病気でもないニワトリが多くの予防薬を体内に取り込んでいるのはどこの養鶏場でも同じ

だろう。 

会話を再現すると臨場感がでる。主
旨が変わらなければ、多少その時の
会話と違っても構わない。 

お聞きした話を、自分なり
にまとめても構わない。 



考えてみると、たとえ病気になってもニワトリに対する「治療」はほとんど考慮されない。やはりコストが

かかりすぎるからである。自ずと治療よりも予防に重点がおかれる。 
病気がどこからくるのか、その経路を聞いて驚いた。病気を運ぶ犯人は「野鳥」なのである。ムクドリ、ヤ

マバト、カラス、スズメ、特にムクドリが「タマゴ屋」つまり卵をとる養鶏場から病原菌を運んでくるのだと

いう。 
「気管の病気が多いんですよ」 

そう、言うやいなや、彼

女は足元のニワトリの亡骸
なきがら

を手にとって、ロからスゥ

ッと喉を裂いて見せてくれ

た。クチバシの上下を両手

にもって裂いてしまうので

ある。Ｉ君が思わず顔をし

かめた。 

なるほど病気の診断には

このやり方が手っ取り早

い。裂いた喉の中はきれい

だったが、ここに病変が現

れるのだという。 

 

養鶏場ではたらく人々 

「何人でここはやっているんですか？」 
聞くと、家族でこの近くに住んでいて、普段は夫とのふたりきりだという。たったのふたりで 14000 羽の世

話をしている。ちなみに年間では 70000 羽が生産されているのである。 
「出荷の時期には外国人の人を呼びますよ。日本人じゃもうやり手がなくて…」 

成長したニワトリをかごに詰めて出荷するにはどうしても入手が必要になる。ここではイランからの労働者

が多いのだそうだ。３か月の観光ピザで入国して期限いっぱい働いて帰っていくという。 
「言葉は通じるんですか？」 
「アラビア語と英語と日本語のチャンポンだね。ネコがいるでしょ ? 『ゴルベー』ってむこうじゃ言うらしい

よ。『キャット』って言うと両方がわかるね。そうしてなんとか普段の会話はなるね。お互いに勉強してね。あ

たしに『マダム、ありがと』とかいってくれるよ」 
日本で３か月働いて帰ると、イランに帰って家が立つそうだ。しかし、その作業は聞いただけで大変だ。お

びただしいニワトリの出荷で難聴になることも珍しくないらしい。 
撮影しようとカメラのフラッシュを光らせたとたん、「ババッ」と一斉にニワトリがはばたいた。ホコリや羽

が一斉に舞った。 
「…大変ですね…」 
「いきものだからね。面倒くさがっちゃだめ。ホントは、こうして日曜も養鶏場に出てでてこなけりゃ、ニワ

トリはきちんと育たないよ…」 
電話帳で調べて電話した４つの養鶏場のうち電話か通じたのはここだけだったから、日曜は人のいない養鶏

場が多いのだろう。 
「かわいいよ。大事に育ててやらないとね。」 

そういう言葉を聞いてなぜかほっとした。考えてみると、彼女はニワトリのことを「この子」とか「にわと

・ブロイラーは脚が大き

くみえる。足から成長を

するためにひな鳥は脚が

大きくみえる（イヌも人

もそうなのだ）。人でいえ

ば５歳程度で体格がいち

ばんよくなるように品種

改良されている。 かごに入った鳥はなぜかおとなしい。 

Ａ ふだんの状態→Ｂ くちで息をする→Ｃ 尻で息をする→Ｄ 立ち上がる 

気温が上がるにつれて鳥の姿勢が変わる（イラスト筆者） 

報告中に自分の感想や感情が入っても
構わない。臨場感がでる。 



りさん」とか「ひよこさん」と呼んでいる。さながら工場のような雰囲気のこの施設の中にあって、彼女のそ

の言葉使いに温もりを感じることができたからかもしれない。 
 
「経済動物」という動物たち 

「経済動物」という動物たちがいる。「産業動物」ともいう。経済的な行為として飼育される動物をさしてい

る。「家畜」といったほうが一般的だろう。つまり、野生動物でない私たち人間と接点のある動物は、愛玩動物

（ペット・コンパニオンアニマル）と産業動物にわけられる。このうち、日々お世話になっているのが経済動

物たちだ。お昼のお弁当の中にあって、ひとの体を支えてくれている肉は、たとえばこのようにして生産され

ている。 
この報告でも述べた通り、経済動物の最大の特徴は、「経済性」だ。言い換えれば、いかに安く、いかに多く

の肉を生産できるか、そのために養鶏場・畜産農家のみなさんは日々努力をしている。 
今回はひとつの養鶏場をとりあげた。しかし、そこからは、たとえばニワトリという経済動物の飼育環境、

抗生物質の利用、輸入飼料、外国人労働者など、様々なトピックが現れた。小さなひとつの現場には、よく見

ればたくさんのきっかけ、ヒントがかくれていた。 
 

※以上の記録は 1991 年当時のものである。飼育方法や規模・抗生物質の投与方法などは現在では変わってい

る可能性がある。経済動物の飼い方(福祉)に関心のあるひとは図書館を探してほしい。 
※この文章は全体で約 4000 字である。 

 

まとめ・考察の小見出し。 



 

 

感謝のメールの書き方 

フィールドワーク先へのメールの書き方のサンプルを以下示す。長くなくてよい。相手からの返信の可能

性は相当高い。こうしたメールには礼状を出すのは社会の一般常識である。取材させて頂いて挨拶すらしな

いのは礼を失するうえ、後輩に迷惑をかけかねない。 

 

・メール本文に、FW を受け入れ頂いた感謝の気持ちと、論文が完成した報告を記す。 
・卒業論文と先生からの「卒業論文送状」を PDF で添付する。 
・送付先 CC 欄に片岡(norikataoka@seikyo.ed.jp)山﨑(yamazakiyuki@seikyo.ed.jp)を記載。 
・自分の論文の PDF ファイル名は「卒業論文〇〇〇〇」（〇〇〇〇には自分の氏名）とする。 
・感謝のメールができたら保護者の方に見て頂いてから送信する。 

   
○○○○株式会社 

 部署名 ○○○○様 ○○○○様 
 
早春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
 
先日取材させていただきました，清教学園中学校の○○○○です。突然のお願いにもか

かわらず，インタビューさせていただき本当に有り難うございました。おかげを持ちま

して無事に卒業論文「○○○○○○○○○○○○○○○○：○○○○○○○○○○○○

○○○○」を完成させることができました。本日はお礼と思い，先生の挨拶状と論文を

pdf で添付させて頂きました。 
 

はじめにお手紙をさしあげた時には，取材をさせていただけるのかどうか実は全く自

信がありませんでした。連絡を頂いた時にはとてもうれしく，思わず…(以下，取材さ

せて頂くまでの経緯) 
 
○○さんにお会いできた時には，とても緊張してしまい，自分でも何をしゃべっている

のかわからないくらいでしたが，いろいろと丁寧にお話いただけたおかげで緊張感も

なくなり…(以下，取材時の感想，お礼) 
 

この研究を通じて私は○○○○○○○○○○○○○○を深く知ることができ，…。（自

分が論文を通じてどうかわったか） 
  

清教学園高等学校に進学した後はよく勉強して○○○○○したいと思います。（将来の

方針や夢など，相手との関係を考えつつ述べる） 
   
この作品は私にとってはじめての論文です。まだまだ至らない部分も多いと思います

が，ご一読頂ければ幸いです。最後になりますが，○○様の一層のご活躍をお祈りい

たします。 
 

清教学園中学校 ３年○組 
自分の氏名 

FW 先への感謝の手紙・論文原稿送付 

フルネームで。複数の相手の場合は連名でよい。 

青文字部分は各自でアレンジして書く。 



「この子、きちんとしているな」と思わせる、大人のやり取りへの第一歩 

 

 論文の執筆過程では、学外の様々な人々とメールのやりとりを行う。先生への相談はもちろん、フィ

ールドワークでは企業・大学・公共施設など学外の方々とも連絡をとりあう。学外の方々と君たちがや

りとりをする際、先生は間に入らない。アドバイスはするが手助けはしない。君たち自身が一人の大人

として、自分で文面を考え、失礼のないメールを送る必要がある。その第一歩が「署名の設定」だ。 

 

名乗らないメールは読まれない 

 メールでは文面に「自分がどこの誰か」を記載する必

要がある。SNS などと違い、事前に「友達申請」を送る

わけではないからだ。メールアドレスさえ知っていれ

ば、特定の SNS (LINE や Twitter)に登録していなくとも、

連絡が取りあえる。しかし一方で、文中に「どこの誰

か」が書かれていなければ、送り主が何者なのかがわか

らない。そのためメールを送る際には、文中に自分の基

本情報を記載するのを忘れないようにする。この基本情

報を、予めメール本文に記載できる便利な機能が「署名」だ。右図のように、メール本文の下部に、予

め設定した文言が自動的に入るようになる。 

 

署名に必要な情報 

 人によって署名の書き方は様々。ひとまずは下記の例のような情報を押さえておけば問題ない。参考

にして、自分のメールに署名を設定してみよう。学校配布の Gmail アドレスは自分で書名を設定でき

る。FW に先駆け、予め設定しておこう。 

 

--- 
**************************************** 
清教学園中学校 73 期 
 清教 花子(SEIKYO Hanako) 
E-mail : s21〇〇〇@stu.seikyo.ed.jp 
Tel : 0721-62-6828 
〒586-8585 大阪府河内長野市末広町 623 
**************************************** 

メールに「署名」を設定する 

←署名 

「ここから署名」とわかる

ように、記号等で区切る 

学年クラスではなく 

「期」を使う 

漢字氏名 ＋ 仮名を 

アルファベットで記入 

メール 

アドレス 

学校の電話 

番号と住所 「ここまで署名」とわかる

ように、記号等で区切る 



「やったからなに？」に答えられるか 

 

おすすめできないアンケート調査をするために 

生徒がよく希望するものの、おすすめしないフィールドワークが「アンケート調査」だ。手間がかかる割に

「自分のクラスではこうでした」という、｢取っただけ｣「苦労しただけ」という結果になりがちだからである。

インターネットでアンケートする仕組みでは、回答が集まるからと言って、意味ある調査になるとは思えない。

それでもアンケートを、という場合は、次の注意を読んで計画を。端的なアドバイスをひとつ。中途半端なア

ンケートをするくらいなら、何人かに時間をかけてインタビューして（同じ質問をして）、文字起こしして考

察した方が、面白い結果がでる。 

 

⑴目的と理由・意義を文章に 

アンケートの意味や価値を説明できるか。また他の大規

模なアンケートと比較ができるか。そうしたアンケートと

質問をそろえると、比較ができるようになり清教学園生の

特徴がわかるかもしれない。 

⑵質問項目を徹底して考える 

アンケートは質問が勝負だ。印刷・回収してからでは遅

い。イエス，ノーあるいは番号で答えられるように，なる

べく多くの選択肢をつくるのがコツだ。なんでもかんでも記入させるのは相手に負担でもある。ま た，記述

式より番号での回答は集計が簡単。ただし自由記入の欄は作成しておく。 

⑶質問用紙のテストが必要 
何人かにテストすると、回答に困る質問が発見できる。テストをもとに新しい質問や選択肢を作り、質問す

る属性（性別や年齢など）も検討し直す。 

⑷プライバシーへの注意 

アンケートは無記名で、プライバシーに踏み込む質問はしない。「誰が書いた？」の詮索
せんさく

も当然禁止。「回

答用紙の取り扱いには十分注意します」「厳重に管理し研究以外に使用しません」の但
ただ

し書きも必要。 

⑸多くの回答を得る 

大人数からアンケートをとればアンケートの信頼度は上がる。100 人以上の人から返事を貰えるとデータが

安定する。ちょうど 100 人ならそのまま％に置き換えられる。 
⑹集計はふたりで 

集計はふたりでやると能率があがり，楽しくできる。また、集計のときにおも

いついたことは書き留める。自分が予想していたことと違う結果がでたら「な

ぜ？」とその理由を考える。 

⑺表現はグラフで 

データはエクセルを使いビジュアルにグラフ化する。アンケートをとって数字

だけを並べても意味がない。そのアンケートからいったいどんなことが言えるの

かが問題になる。言えることが多ければ多いほどそのアンケートは優れている。 

 

アンケートはやめとき 



⑻アンケートは考察してなんぼ 

グラフ化したり%をだしたりした

調査結果から，いったい何が言える

のかを考察する。アンケートをする

目的は考察にある。考察がないアン

ケー卜はしないのと同じだ。それゆ

え、思いつきで質問するのは結局無

駄だ。アンケートは「質問事項がきま

った段階で勝負が決まってしまう」

と心得る。アンケートでよくあるの

は，「調べる前からわかっている（み

ながそう思っている）ことをアンケ

ートで確認しただけ」「生徒の好みの

ランキング」など。あまり意味のない

場合が多い。 

⑼アンケート用紙はサンプルとして

論文に添付 

いったいどんなアンケートをと

ったのかがわからないアンケートは

信用されない。サンプルとしてアン

ケート用紙を論文内で紹介する。 

 



データを集めて分析し、隠れた法則性を見つけ出す 

 

自分の足でデータを集める 

卒業論文の研究テーマに合わせて、自分で統計調査を行ってみよう。分析テーマを決め、データをと

り、そのデータからどんなことが言えるのかを考える。 

“なんでやねん”の授業では、「自分でデータをとる」ことを前提としている。Web や図書に載ってい

る、誰かがまとめた統計調査データは、メインの情報源としては使えない。君が自分の足で統計調査を

行い、データを集めることを重視する。自分が調査するからこそ、あなただけのオリジナリティが研究

に宿る。それは、誰かが集めてまとめた統計グラフよりも、何倍もの価値がある、自分だけのオリジナ

ルデータなのだ。 

 

「A.アンケート調査」は文字通り、作成したアンケート

に答えてもらい、回答内容を分析する方法。人の「行

動」や「動機」を調査対象とする。一見すると、調査側

にとっても手軽な調査手法にみえるが、回答者が読ん

で、すぐに意味のわかるように作問するのは意外に大

変。せっかく調査を行ったのに、分析に必要のない回答

ばかりになることも。その点では難易度の高い調査手

法。作問は慎重に。 

 

「B.実験・観察・社会調査」は、「人の行動」はもちろ

ん、「事象・事柄」「自然現象」など、人以外も対象と

することができる。自分で調査をするために、根気が必

要だが、身の回りのあらゆることを調査できるという点

に強みがある。 

 

「C.インタビュー調査」は文字通り、あらかじめ作成し

た質問リストを持って、誰かにインタビューに答えても

らう方法だ。アンケート調査にも似ているが、「話して

もらう」「話の内容を記録する」という点で異なる。大

量の量的データをとりたければアンケートを。少ないデ

ータでもインタビューによって質的データ集め、緻密に

分析したければインタビュー調査に挑戦してみよう。 

 

  

自分でテーマを決めて統計調査に挑戦しよう 



調査テーマを決める 

統計データを分析する上では、どのようなテーマ（切り口）で

調査するかを決める必要がある。そこで今回は、調査対象グルー

プを「比較」するという観点から、自分が取り組みたい調査テー

マを考えてみよう。 

例えば誰かにアンケート調査をする場合、アンケート対象者

をいくつかのグループに分けて比較分析することができる。「性

別」や「所属クラブ」によって、データの集計結果に特有の傾向

がみられるかもしれない。統計学では、このようなグループ分け

のことを「基本属性」と呼ぶ。右図のサンプルや下図の設問一覧を参考に、自分がどのような属性グルー

プを分析したいのか、考えてみよう。 

次に分析するデータ「変数」を考える。例えば、選んだ基本属性が「性別」で、変数が「筆箱はこれま

でで何代目か」である場合、下記のような調査テーマが生まれる。 

 

（基本属性）    (分析するデータ:変数) 
 性別  ×  筆箱はこれまでで何代目か  

 
                 (分析するテーマ) 

＝ 性別によって、筆箱の買い替え回数に差がでるのか 
 

こういった調査テーマを考える上で重要なのは、データをとる前に、自分自身で仮説を立てる事だ。 

 

 

比較の観点を取り入れる 

統計調査において「属性間の比較」が重要だということは、1学期に学んだ。「〇〇ランキング！」

と銘打って、ただ量的なデータを明らかにしても分析にはならない。たとえば過去に調査した先輩たち

は、次のようなテーマ×比較の観点で、新たな事実を明らかにしてきた。どのような調査テーマ・調査

手法であっても、必ず比較の観点をとり入れて調査を行おう。 

例えば、過去の先輩は以下のような統計調査を行っていた。 

 

公園で散歩をしている犬の犬種×地域(関西・関東)：東京出張中の保護者とビデオ通話して調査 

夏休みのテレビ特番のジャンル×放送局：新聞テレビ欄をひと月調査 

ポケモン GO の利用状況×年度(過去・現在)：アンケート調査 

 

 
 

 基本属性のサンプル 

1 性別によって傾向が… 

2 所属するクラスによって傾向が… 

3 所属する部活によって傾向が… 

4 住むエリアによって傾向が… 

6 勉強時間によって傾向が… 

 〇〇〇〇によって傾向が… 



計算はコンピュータの仕事、考えるのは人間の仕事 

 

統計とは何か 

統 → まとめる（統一・統合） 

計 → かぞえる（計測、計算） 

 

統計とは、何かを「まとめ(計)」て、「かぞえ(統)」て、見えなかった世界を見えるようにする技

法・技術だ。統計をとれば、自然や社会の性質や傾向が数字としてわかる。中学生に身近なテストの点

数はもちろん、体力測定・テレビの視聴率・天気予報の降雨確率も、全て統計の一種だ。 

研究の課程では、何か分析する際や、自分が意見したいことの根拠を述べる上でも、統計の考え方が

とても使える。自分でデータを分析するもよし。公的機関が調査した統計データを参考文献として利用

するもよい。かぞえて、まとめられた客観的データをもとに、自分の考えを深めてみよう。 

 

表計算ソフトことはじめ 

自分自身でテータ分析を行う際に使える強力なツールが「表計算ソフト」だ。表計算ソフトはその名

の通り、「表」に値を入力し、「計算」できるソフトを指す。各社から様々なソフトが登場している

が、基本的な使い方はほぼ同じ。入力した数値群(データ)に対して、様々な「関数」（計算式やコンピ

ュータに対する命令）を設定し、その処理結果を算出する。合計や平均を出してみたり、膨大なデータ

から必要な項目を数えてみたり、グラフを作って分析をわかりやすくしてみる…などなど。分析に使え

る統計的な手法は様々ある。ここでは代表的なものをいくつか紹介しておこう。 

 

 

表計算ソフトを使ってみよう 

統 計 

１つ１つのマス目を

セル(細胞)と呼ぶ 

例「E の 8 ＿ ＿」 

それぞれの列は 
アルファベットで 
分けられている 

それぞれの行は 
数字で分けられる 

____を設定して処理
結果を算出する 



基本の関数 

入力する計算式 役割 

=SUM(  :  ) 「合計」の計算式(サム)。指定された範囲
の値の合計値を算出する。 

=AVERAGE(  :  ) 「平均」の計算式(アベレージ)。指定され
た範囲の値の平均値を算出する。 

= /  「割り算」の計算式(スラッシュ)。割合を
求めたい場合などに使用する。 

=COUNTIF( : ,〇〇) 「数を数える」計算式(カウントイフ)。指
定された範囲の特定の値の数を数える 

どのような関数であっても、分析の目的に応じて処理の範囲を指定し、結果の値を算出するという基

本は変わらない。操作方法に関しては Web 上で色んな人が紹介しているので、目的に応じて Web 検索

し、その方法を探してみよう。検索キーワードには「Excel 〇〇(やってみたいデータ処理)」と入れて

探してみよう。やりたいことを検索してみて、とにかくトライ。自分で挑戦してみることが大事だ。 

 

データの種類/質的データを分析する 

データによっては、そのままでは計算ができないデータもある。

例えば右図のような「今の筆箱を使い始めて何年目か？」「よく

使うシャーペンの芯(の濃さ)の種類は何か？」といった質問だ。 

見てわかる通り、これらのアンケート回答はそのままでは足し

たり引いたりできない答えだ。ここで必要なのは「1 年未満と答

えた人が何人いたのか」「HBをよく使う人は何人いるのか」とい

ったように、各回答を分類や種類に分け、同一分類の回答数を数

え、その値を分析・計算に用いることだ。得たデータから下記の

ような表を作れば、グラフにしたりといった分析が可能になる。 

 1 年未満 1-2 年 2-3 年 4 年以上 
人数 4 4 2 1 

計算できないデータは計算できる形に加工すれば、様々な分析を行うことが可能だ。「計算できな

い、分類や種類を分けて考える必要があるデータ」を質的データと呼び、「計算ができ、何かの多さや

数を表すデータ」を量的データと呼ぶ。統計の分析を行う上では、このようにして、量的データと質的

データを切り分けて分析の方法を考える必要がある。 

 

データを可視化する 

算出した値を眺めるだけでは、データの分析がし辛い。また、

最終的に「誰かに何かを伝える」ことを考えれば、やはり目に見

える形の「グラフ」に直しておきたい。表に数値を打ち込んだあ

とは、グラフにして「データの可視化（見える化）」を行おう。 



分析に応じたグラフの使い分け 

 

 アンケートを集計したら、最初にやるべきはデータの「グラフ化」だ。データは数字の羅列を眺める

よりも、グラフにすることで分析しやすくなる。論文の読者に視覚的に訴えるためにも、グラフは有効

だ。ただしグラフ化の際には、分析方法や目的に応じてグラフの種類を使い分ける必要がある。よく知

ったグラフから、高校数学で習うちょっと高度なグラフまで。それぞれの特徴を理解し、自身の分析テ

ーマに適したグラフを選べるようになろう。 

 

 

棒グラフ 

棒の長さでデータの値の大小を比較することができ、同じ属

性間で、量的データを比較することに適している。 

 

例：「クラスによって筆箱の重さは異なるのか」 

各クラスの筆箱重さを合計し比較 

 

 

 

ヒストグラム 

データの分布(散らばり具合)を見る事ができる。縦軸に度

数、横軸に階級をとりグラフにする。 

 

例：「性別によって筆箱の重さはどのように分布するか」 

   筆箱の重さの回答者数を階級ごとに数え比較 

  
0-
50 

51-
100 

101-
150 

151-
200 ~ 

601
- 

男性 2 1 3 3 ~ 5 
女性 0 0 4 5 ~ 5 

 

折れ線グラフ 

データの変化を線で表す。時間(時刻や年度)によってどのよ

うにデータが変化しているかを見る。 

 

例：「年度によって筆箱の重さがどのように変化するか」 

    3 年分のデータを並べてクラスごとの変化を見る 

 

 

  

 A 組 B 組 C 組 D 組 
筆箱重量 
(合計) 

13344 12664 14944 14999 

 A 組 B 組 C 組 D 組 
2017 19 22 23 21 
2018 18 20 23 21 
2019 24 21 22 22 

アンケートの集計結果をグラフ化する 



 

帯グラフ (100%積み上げ横棒) 

データの割合を表し、全体を 100 ％とする。 複数 データ

の割合を表すのに適している。 

 

例：「性別によって筆箱買い替え回数は変わるのか」 

   買い替え回数の回答者数を性別ごとに数え比較 

 

 

 

散布図 

データの分布を表し、複数の量的データの相関関係

を把握するのに役立つ。２つのデータの値を(x,y)

座標に打ち、散らばり具合を見る事で関係性を調べ

る。相関係数によって相関関係のつよさをはかるこ

とが出来る。 

 

例：「スマホ利用時間と学習時間の割合」 

   回答者ごとの 1 日あたりスマホ利用時間と学習時間を並べデータの分布を見る 

 

 

 

相関係数の求め方(例)  =CORREL(A1:A133,B1:B133)  

(A1 から A133 のデータと B1 から B133 のデータの間の関係性を求める場合) 

 

強い負の相関 負の相関 弱い負の相関 相関なし 弱い正の相関 正の相関 強い正の相関 

-1.0≦p≦-0.7 -0.7≦p≦-0.4 -0.4≦p≦-0.2 -0.2≦p≦0.2 0.2≦p≦0.4 0.4≦p≦0.7 0.7≦p≦1.0 

 
 

 

 
1 代
目 

2 代
目 

3 代
目 

4 代
目 

5 代 
以上 

男性 11 21 33 24 7 
女性 0 0 6 17 73 

中学生のための統計学習「まなぼう統計」(東京都) 



データから事実を読み取り、背景にある原因を考察する 

 

 集計したデータを分析しよう。やり方さえわかれば、基本的な分析はそれほど難しくない。集めたデ

ータからグラフを作成して「事実を読み取る」。さらに「原因の考察」する。分析はこの 2段階で行う。 

 

データから事実を読み取る  

自身が設定した分析テーマには、自身の仮説が反映

される。「性別によって筆箱の買い替え回数に違いが

出るのではないか」という分析テーマに対して、「女

子の方が買い替え回数が多くなる(買い物好きかもし

れないから)」という仮説を立てたとしよう。 

作成したグラフを用いれば、その仮説を検証するこ

とができる。右図のように、男女それぞれに対して「現

在の筆箱が何代目か」を問うた場合、その回答者数を

カウントし、割合の帯グラフを作成できる。このグラ

フからは、下記のような事実が読み取れる。 

 

・男子で最も割合が大きかったのは「3代目」で、34％だった 

・女子で最も割合が大きかったのは「5代以上」で、76％だった 

・男子で最も割合が小さかったのは「5代以上」で、7％だった 

・女子で最も割合が小さかったのは「1代目」と「2 代目」で、いずれも 0％だった 

・男子の回答は全ての選択肢に散らばっていた 

・女子の回答は「5代以上」が 76％と、一つの選択肢に集中していた 

 

上記のようなグラフの読み取りは非常に単純。属性(性別)ごとの「大きい値(割合)」「小さい値(割合)」

「値の分布」を抜き出しただけだ。しかしこれだけでも、「性別によって筆箱の買い替え回数は変わるの

か」という問いに対する結論を求める事ができる。抜き出した属性(性別)ごとのデータを比較すればい

いのだ。ここで得た事実を文章にまとめると、以下のようになる。 

 

読み取れた事実を文章で表現する 

割合の大きい回答は、男子は「3 代目」が 34%、女子は「5 代以上」が 76%だった。一方で、値の小
さい回答は、男子が「５代以上」で 7%、女子が「1 代目」「２代目」で 0%だった。 

さらに、データの分布状況に関しては、男子の回答が各選択肢にまんべんなく散らばって分布して
いるのに対し、女子は「1・2 代目」が 0％、「5 代以上」が 76%と、一つの回答に集中していた。 

以上の事から、性別によって筆箱の買い替え傾向は「変わる」といえる。女子が筆箱を買い替える
回数は、男子と比較してもかなり多く、中学 2 年までに 5 代以上買い替えている者がほとんどだった。 

アンケート結果をどのように分析するか 



事実から原因を考察する 

グラフを読みとって得た事実がまとまったら、次に「なぜそのような結果になったのか」を考察して

みよう。今回のような結果に至った原因を推測し、データに意味付けを行う。ただデータがどのような

値だったのかを書くだけでなく、その背景にある理由を考えれば、さらに研究として考察が深まる。 

 

男子はあまり「筆箱」に興味がないのかもしれない。そのために「筆箱を買い替えよう」「この筆箱
が欲しい」と考える機会が少なく、買い替え回数が少なくなっているのだと推測する。 

女子は「新しい物」や「かわいい物」に対するこだわりが強いのかもしれない。また、友達の間で同
じ「かわいい物」が流行することもある。そのため買い替えの需要が多いのだと推測する。 

性別によって買い替え回数に差が出ることは明らかだ。しかしその原因は推測の域を出ず、その点
を明らかにするためには、今後「なぜ買い替えようと思ったのか」の調査が必要である。 

 

以上のように、調査結果のデータに対して自身の考察を加える事で、データに意味付けを行うことが

できる。統計結果は、ただの無味乾燥な数字の羅列だ。そこにあなたなりの解釈が加わることで、データ

は「性別(属性)が、その人の購買行動にまで影響を与える」(可能性がある)という意味を持つのだ。 

しかし今回の考察は、あくまで「推測」に過ぎない。考察に「かもしれない」と書いてあるように、全

てがわかる万能な調査などは存在しない。推測をさらに確かめるためには、さらに追加の調査が必要に

なる。統計調査によってなんでも明らかにできるわけではないことも、心に留めおこう。 

 

分析はさらに続く 

分析とは、右図のようなサイクルを繰り返す。データ

を分析し「性別によって筆箱の買い替え回数が変わる」

という事実を明らかにした。となると今度は、「なぜ男

子の買い替え需要が低いのか」や「なぜ女子の買い替え

需要が高いのか」といった、新たな疑問が生まれる。 

統計調査ではこのように、分析結論から新たな「疑問」

が生まれることがよくある。この疑問を明らかにするた

めには、さらに追加で分析を行うしかない。「なぜその

筆箱を使い続けているのですか？」と、男子にインタビ

ュー調査して、理由を明らかにする必要があるだろう。

或いは「なぜ筆箱を買い替えたんですか？」と女子にイ

ンタビュー調査して、購買動向を分析するのもいい。 

 

このように、調査と分析を何度も繰り返すことによって、さらに詳しい事実がおぼろげながらに見え

てくる。確かなデータを手に入れるためには、しつこいまでに正確な事実を追い求めようとする熱意と、

根拠となる複数のデータが集まるまでは、ただの推測だけで断定しないという、研究的な姿勢が必要だ。

得た事実の先に、新たな問いを発見することこそが、研究の面白さなのだ。 



自分でデータを取るから分析が面白くなる 

 

ここでは先輩たちが実際に取り組んだデータ分析の事例を紹介する。研究テーマが十人十色であるこ

とが卒業論文の特徴なのだから、当然、先輩たちが取り組んだデータ分析型のフィールドワークも、様々

にユニークなものが残されている。いくつか紹介するので、自分の分析の参考にしてみよう。 

 

分析の「観点」を決めてデータを集める 

 例に挙げる先輩の研究テーマはそれぞれだが、事前に分析の「観点」を決めていたことが共通してい

る。どのような分析をするのか。そのためにどのようなデータを集めるのか。これまでの文献調査で得

た学びをもとに、そういった観点を検討することが、意味のあるデータ分析の秘訣となる。 

 

国内自動車メーカーにおける「統一デザイン」の分析【66 期 〇〇さん】 

 車のデザインについて研究していた〇〇さんは、ある時ふ

と気が付いた。「最近の車は、メーカーごとに統一のデザイン

になってきているのでは」と。そこで、各メーカー現行車種の

「フロントグリル」に注目して画像を収集し分析したところ、

やはりトヨタ、日産、マツダ…と、いずれのメーカーも自社オ

リジナルの「デザイン」が存在することが分かった。 

さらに 1980 年代から 2020 年までの 40年間、国内 6 つの自

動車メーカーが販売した計 47 車種のデザイン変化を調査。

2010 年頃から、国内各社が「統一デザイン」を意識しはじめ

ていたことがわかった。予てより統一デザインを採用してい

た海外メーカー(BMW やベンツなど)を意識し、世界市場を見

据えたデザインを採用しているのではないか、と結論付けた。 

 

「ジブリ飯」はどのように食べられたか：映画の食事シーンを分析【70 期 〇〇さん】 

 『ジブリ飯はなぜ美味そうに見えるのか』をテーマに研究

した〇〇さんは、レンタルビデオ店でジブリ作品 10 作品を

借り、自宅で食事シーンに注目して視聴した。「作品中に食

事シーンが何回あるか」「誰と何人で食べたか」「何を食べ

たか」「どのようなシーンだったのか」「調理シーンはどの

ようなものだったのか」といった観点で分析をまとめた。 

結果、①宮崎駿監督作品全てにおいて 2回以上の「食事シ

ーン」と「調理シーン」があり、平均すると 1 作品あたり 4.7

回だった ②全ての食事シーンでキャラクターの表情や会

話が印象的に描かれ、登場人物の関係性と考えが語られた 

ことがわかった。この結果から食べることを丁寧に描くこと

で、「生きる」という宮崎駿の作品観を表現していると結論付けた。 

先輩たちのデータ分析事例集 



無印良品の「シンプルさ」の分析【70 期 〇〇さん】 

 無印良品の商品開発を研究していた〇〇さんは、

商品の多くが「シンプル」であるという実感を持って

いた。しかし総合学習担当教員に「そういう実感があ

るのはわかるけど、何をもって『シンプル』だという

わけ？ 何か根拠はあるの？」というツッコミを入れ

られ、たいへん悩んだ。そこで彼女が考案したのが、

シンプルさを図るための「尺度」だ。 

尺度とは物事を判断・評価するための基準のこと。

これを決めておけば、無印良品の店頭に赴き、あらゆ

る商品を尺度によって計ることが可能になる。〇〇

さんが考案した「シンプルさ」を計るための尺度は次

のようなものだ。 

 

① 配色が 2 色以下であること 

② 飾りが 1 つ以下であること 

③ 使い方が容易であること 

④ ゴツゴツとしていないこと 

⑤ 値段が相当であること 

 

〇〇さんは無印良品の店頭に赴き、上記五つの尺

度にもとづいて商品を評価して回った。その数、総計

30 品目。結果としてほとんどの商品が上記の尺度に

あてはまった。考え抜かれて開発された、商品自体の

機能性を売りにするために、あえて見た目のデザイ

ンをシンプルに抑えている、という結論に至った。 

 

ピクトグラムの設置場所、デザインの分析【71 期 〇〇さん】 

 文字を用いずに絵や数値で伝えたい意図を表現した画像を

「ピクトグラム」という。〇〇さんは文献調査で学んだ後、

ピクトグラムが公共施設のどのような場所に設置されている

のかを調査した。市役所、図書館、体育館、ショッピングモ

ールの 4 か所で、55 個のピクトグラムを発見。それぞれの

施設における役割の違いを分析した。 

さらに、自作ピクトグラムも作成。他の清教生 50名にア

ンケート調査を行い、ピクトグラムの意図が正確に伝わって

いるかを調査した。中には意図通りの解釈にならない人もお

り、どのような場所に設置するかによって、同じデザインで

も効果が異なることを実証した。 



ぜんぶホントにあった話 

【アドレスの打ち間違い】先方からのメールが届かず、似たアドレスの生徒に届いた。清教学園の

生徒のアドレスは s2※※※※＠stu.seikyo.ed.jp だ。このアドレスの打ち間違いは大変危ない。 
起こりやすい間違いはふたつ。まず、「s」を「S」と打ってしまう間違い。これは致命的だ。どこに
も届かない。次に s2※※※※の番号の間違い。この場合はほかの誰かにメールが届いてしまう。先
生やほかの生徒に連絡が来て分かった例が一件ではない。アドレスを 2 種類書き、印刷前に何度
も確認するのが対応策。アドレスは印刷前に何度も確認を。 
【メールを開かなかった】生徒から電話。「メールを見るのを忘れていて、一週間前の取材許可に気

づかなかった（涙）」。普段使わないアドレスでのトラブルが多い。手紙を出したら毎日チェックを。 
【返事がないのを放置して時間が無くなった】 手紙を出して返事がないケースも多い。一応の目
安は 2 週間である。2 週間で返事が来なければ催促しても失礼にならない。困るのはそれを怖が
って、なにもしないまま放置してしまう場合。夏休みはなくなり、2 学期に苦しいフィールドワー
クをする。放置して勝手にあきらめるはよくない。テーマを変えて他のフィールドワーク先の許可

を取ったタイミングで、はじめに申し込んだところから取材許可がおりた、という例もある。この

場合は結局両方の取材をすることになった。ためらわずに催促を。 
【恥ずかしいメールの署名・アイコン】某教授とメール交換をはじめたが、メールの署名に
 を並

べていたのを忘れて、慌てて相談にきた。アイコンのアイドルやアニメ画像もとても恥ずかしい。 
【取材日程を間違えた・遅刻した】取材の時間と場所は何よりも重要。それでも間違えてしまうこ

とがある。ある生徒は「日」を間違えた。先方の会社から「まだ来ていない」との学校への連絡で

事が明らかになった。血の気が失せた。まずは先生から、次いで本人からお詫びの電話をした。そ

の上で、幸運なことに先方のご厚意で再度の取材が実現した。菓子折りを持ってお詫びしたのはい

うまでもない。また事故で電車が遅れる場合も。この場合は、先方に連絡を入れても失礼ではない。 
【3時間早く着きすぎた】緊張して 3時間前に到着。しかたないので周囲を歩き、建物の写真を撮
って過ごした。早く着いてもあまり早く訪問してはならない。時間通りがよい。 
【本を読まずに叱られた】有名な研究者に連絡したところ「取材や面談を申し込むのであれば著作

などを読んだ上で申し込むものであり『あなたの本は一冊も読んでいないけれども取材をしたい』

というのは、礼を失する」と叱られた。お詫びと再度のお願いをしたが結局取材はできなかった。 
【封筒の宛名で叱られた】表書きに修正テープを使って「失礼」と突き返された。お詫びの手紙と

お願いをして、無事取材させていただいた。 
【「忙しいので対応は 15 分」と言われた】動物園・水族館は夏休みなど、見学が集中する施設で
は理由をつけて取材を渋る場合がある。「対応 15 分に限る」「あらかじめ申込用紙を書いて提出」
など、結構冷たい。こうしたケースが考えられる場合はお相手の担当者を見つけ出し、その方個人

に直接取材する。いずれにせよ手紙の中身、「どうしてもお会いしたい」という熱さが重要。 
【勉強不足で恥ずかしい思い】紅茶をテーマにした生徒、某紅茶協会に連絡をとり、資格を持った

方からアドバイスを頂けることになった。その方が「どんな紅茶が好きですか」と質問したところ、

その生徒は「ティーバッグ」と答えた。勉強不足というよりは興味自体が疑われるような答えだっ

た。それを横で聞いていた先生は「穴があったら入りたいほど恥ずかしかった」と言っていた。 
【販売・コマーシャルに巻き込まれそうになった】ソーラーパネルの会社に取材を申しこんだら、

「何人か集まったら案内します」とのこと。どうやらソーラーパネルの販売（営業）の一環と考え

ているようだった。結局取材はあきらめた。サイトで企業の性格をよく読み取る必要がある。保護

者の方と先生との相談が不可欠。 
 

 

インタビュートラブルコレクション 



 

 

 

第 5章 
どのようにテーマを決め

論文をデザインするのか 
論文構築のイメージと方法 

  
 
 

あきらめず、はぐらかさず、めんどうくさがらず 



タイトルを見れば論文はその出来具合がわかる 

 

「問い」を立て、その「答え」に論理的にたどり着くのが論文 

ここまでの章で、題材決め、ピースづくりと作品作りの基礎、フィールドワークの実際、と紹介してき

た。それらがまとめられたならそれはそれで立派といえる。とにかく自分の関心から目をそらさずに、し

かも面倒なルールを守って、自分で世界を作り上げたのだから。 
しかし、そうした仮受理レベルの「調べました学習」は残念ながらまだ〝研究〟あるいは〝論文〟とは

いえない。論文は、①自分なりのテーマ（問い）を設定して、②資料に学びつつ、フィールドワークなど

を通じて、③ オリジナルな結論（答え）を論理的に主張する文書だからだ。ここで言う「問い」は、だ

れが調べても同じ結果になるような問いではない。そうではなくて、誰も答えていない、あるいは何通り

も答え方のある問い、それが卒業論文の問いだ。もしそんなテーマ設定をして、結論にたどりつける研究

ができたのなら、それはもう超中学生級である。 
 
調べる学習と卒業論文の違い 

「調べる学習」は、学ぶ題材・対象について情報を集めてまとめる学習だ。手短にコンパクトにもまと

められる。中学１年でやった「ミニ調べる学習」もその例だ。たとえば「マリモ」についての知識を増や

して、たとえば「日本各地のマリモ」とか「マリモの栽培方法」と言った「題材」を考えて調べていくと、

かなり大きな「調べる学習」の作品にも育てられる。 
一方、さらに進んだ探究学習が、「論

文」だ。マリモを例にするなら、マリ

モの栽培方法を題材にただ調べるの

ではなく、「マリモのなにを問題にす

るのか」を考える。たとえば「マリモ

は観光資源としてどのように活用さ

れているのか」とか、「マリモの生息

環境の維持するためにどのような政

策が必要か」といった形だ。研究論文

はこのようにテーマが「問い」になる。 
こうした問いに答えようと思うと、

マリモそのものだけではなくて、観光

や行政の仕組みなどいろいろな知識

が必要になってくる。このようにテー

マを設定し（問いを立て）、情報を集めて結論（答え）を導く作業は「研究」と呼ばれ、ふつう研究は「論

文」の形にまとめられるので、「研究論文」「卒業論文」といった言葉が使われる。 
「調べる学習」と「論文」、難しさの違いはあっても、共通していることも多い。まず、どちらも自分

の興味・関心で題材を決めるところが共通している。つまり、探究学習は「調べさせられ学習」「研究さ

せられ論文」ではない。次に、図書館やインターネットを使って情報を集め、その引用や出典の書き方の

ルールを守る、といった手続きも共通している。もちろん、フィールドワークやプロジェクトなど、現場

に触れる学びにも挑戦してもらいたい。 

「調べる学習」から論文へ 



論文テーマサンプル 

次に紹介するのはここ数年の中学の卒業論文のテーマだ。タイトルは「メインタイトル：サブタイトル」

の形をとる。メインタイトルはテーマとして「問い」の形になる。サブタイトルは端的な形で結論（答え）

が入る（この項では若干の加筆をしている）。 
 
「日本の里山を守るために何ができるか：学習・参加・広報を通じて里山保護社会をつくる」 

「危険を伴う月面着陸にどんな意味があったのか：アポロ計画で生まれた技術の応用」 

「ジブリ飯はなぜ美味しそうに見えるのか：『食べる』から『生きる』を表現する」 

「外来生物のカメにはどのような対策が必要なのか：関心を喚起する国家プロジェクト」 

「なぜ、妖怪が人々の興味の対象となってきたのか：時代と妖怪の変化」 

「どのようにして盲導犬を普及させたら良いのか：視覚障害と社会意識」 

「A.A.ミルン『クマのプーさん』と劇場版『くまのプーさん』にはどのような違いがあるのか：アニメ

ーションに適した表現の拡がり」 

「クラシックバレエのバレリーナはどのように『美』を表現するのか：ポジション、プリエが支えるア

ンディオール、アプロン、バランス」 

「殺処分をゼロにするにはどうすればいいのか：ペット市場全体を見直す法改正を目指して」 

「ポケモンは家庭用ゲームをどう変えたか：ゲームが生むコミュニケーション」 

「現代日本のお菓子の役割はなにか：栄養補給から心理的効果、コミュニケーションツールへ」 

「コストコ消費は日本人の買い物にどのような影響を与えたのか：買い物を遊びに」 

「高性能カメラ専用機の魅力は多くの人になぜ伝わっていないのか：価格と操作性」 

「ガンプラはなぜ親子二代のヒット商品となったのか：ニーズとともに歩む商品」 

「どうすれば日本のフクロウを守ることができるのか：共存する里山と生態系を守る」 

「動物園は動物福祉をどう考えているのか：環境エンリッチメントによって本来の環境を整える」 

「パソコンの処理時間短縮には何が必要か ：ゲーミング PC『WASABI 1st』の作製を通じた実証実験」 

「硬式テニスラケットはどのように作られているのか：企画とデザインがともに作る魅力ある商品」 

「食虫植物はなぜ虫を食べるようになったのか：極限の土地で生き残るために」 

 

 卒業論文はこのタイトル１行を作り出すための作業といえる。このタイトルに行き着くために、先輩

たちはほぼ１年の努力をしてきたのだ。 



「なんでやねん」最大の難所 

 
テーマにならない「問い」のいろいろ  

仮受理の条件を満たすのは楽だ。時間をかけて読んで書けばよい。しかし、ただ「写しました・調べま

した学習」を続けていても「なんでやねん」は受理されない。最大の難所がテーマ（問い）の設定だから

だ。ここから書くことは、「超中学生級」のアドバイスだ。高校生（大学生）でも、「テーマを決める（問

いを立てる）」道のりで苦しむ。中学生が苦しむのは当然だ。しかし、あえて本物の研究をしようと思っ

たら、以下のアドバイスを避けては通れない。 
先輩の作品のテーマ（タイトル）を読むと、いかにもすんなりと問いから結論が導かれたようにも見え

る。しかし、テーマが決まる道のりはどの生徒にとっても一筋縄ではいかない。たとえば「テーマだから

疑問文に」と求めると、「その問いは止めた方がいいね」という問いが、毎年たくさん現れる。ここでは

そうしたテーマとして成り立ちにくい問いの６つのパターンを紹介する。 
 
１．まんまテーマ:誰が調べても同じ 

 「疑問文にしなさい」と言われ、そのまんま疑問文にしているパターンだ。「文房具の世界とは」「人々

を癒し続けるアロマとは」「パラスポーツって」「マウンテンバイクって何」などがそうだ。このままでは、

文房具やアロマやパラスポーツを調べただけ
．．．．．

になる。というのも、これらのどれも「定義」を問うている

だけだから。簡単にいうと、「百科事典を紹介すれば済んでしまうテーマ」だ。誰が調べても同じ答えに

なる問いはテーマにならない。とはいえ、定義が立派な問題になる場合もある。たとえば高校生の〇〇さ

んの「パラリンピックはリハビリかスポーツか」（分類 780.69）などは立派なテーマだ。「まんまだね」と

言われたら、その分野をもっと学んでいこう。そのうちに価値あるテーマが現れる。 

 

２．解決済テーマ：そんなの常識 

「燃料電池車はどのようにして動くのか」など、すでに解決済の問題はテーマにならない。まんまテーマに

近い。「自分が知らないから調べる」のは、テーマ設定の前段階だ。つまり、誰が調べても同じ結論にな

る問題はテーマにはならない。燃料電池車に興味があれば設計・制作のプロジェクト型の研究はどうだろ

う。自作パソコン製作の研究で「低価格高スペックパソコンをどう実現するか」というテーマがあった。

工学系はプロジェクト型研究が似合う。 
 

３．ハウツーテーマ：結局は本人の努力と運次第 

「どうすればダイエットに成功するか」「どうすれば記憶力（集中力）をアップできるか」「どうすれば

英語が得意になるか」「身長（競技の記録）をのばすには」「俳優になるには」といったハウツー（how-to）
テーマは避ける。なぜなら、それらが実現できるかどうかは、個人の努力や素質・運によるところが大き

いからだ。たとえばダイエットのＣＭは成功例を盛んに紹介する。とはいえ、それがダイエットの有効性

を証明しているわけではない。「努力してしかも運よく成功した人」を選んでＣＭに起用している、とい

う可能性は否定できないからだ。 
 

 

こんなテーマはあかん 



４．未来予測テーマ：なんとでもいえる 

「日本経済はどうなるか｣「日本の農業の未来はどうなる」などもテーマにならない。未来の予測はな

んとでもいえるからだ。たとえば「阪神は来年優勝するか」は言いたい放題である。反対に「二〇〇五年な

ぜ阪神は優勝できたのか」なら論証・議論ができるテーマとなる。 
 

５．好き好きテーマ：きっとみんなそう思ってるよ 

 テーマで良く出るフレーズがある。「なぜ人気」「なぜ魅力」「なぜ愛される」「なぜ心を打つ」「なぜ流

行る」「なぜ注目される」などだ。「犬はなぜ愛されるのか」「ディズニーランドはなぜ人気なのか」など

もよく出てくるパターンだ。「テーマは問い」を安直に受け取ると、流行や人気の理由探し、つまり「好

き好きテーマ」になりがちだ。このまま研究を進めると「犬は人に癒しをもたらすから」といった常識的

な結論になる。だれでもふつうそう思う。常識の確認は研究ではない。一方で、ディズニーランドの人気

について、それまで注目されなかった人気の原因を
、、、、、、、、、、、、、、、、、、

考察
、、

する
、、

というなら、話は別でテーマに値する。 
 
６．上から目線テーマ…論文は呼びかけたり教えたりしない 

研究は下から差し出す
．．．．．．．

ものだ。つまり「こんな問い（テーマ）で考えてみましたが、いかがですか？」

が、研究の正しい態度だ。「知らない人に教えてやる」という、上から目線であってはいけない。たとえ

ば「ヨーグルトって知ってる？」「あなたの視力は良いですか？」がこの例だ（しかも内容的には「まん

まテーマ」だ）。何が悲しくて読者のみなさんは、中学生から上から目線で教えられなければならないの

か。失礼だ。 
 

７．言いたいことを言うためのテーマ：はじめから結論言ってどうする 

 「なぜ中学生はピアスをしてはいけないのか」「なぜ英語を学ばなければならないのか」などだ。ここ

には「ピアスをしたい」、「英語は学びたくない」という気持ちがすでに入り込んでいる。「なんだか痛い

よね」と言われるテーマだ。こうした研究は「ピアスができる理由」、「英語を学ぶ必要がない理由」をか

き集めて終わる。 
 
テーマ（問い）を吟味すると、「ハウツーテーマだよね」「まんまだだね。それは君が知らないだけ」「未

来のことなんか誰にもわからん」「そんなん、みんなそう思ってる」「何様？」などなど、さまざまツッコ

ミを受ける。 
しかしそれは、あなたの興味が間違っている

、、、、、、、、、、、、、
、ということを意味しない。落胆することはない。研究と

はそうしたものだ。興味があるならテーマはかならず深まる。関心のある分野の知識が増えるにつれて，

その分野を写すだけの「調べました学習」が化ける。あなた自身の「問い＝テーマ」を持った研究が生ま

れる。興味があるなら簡単にあきらめるべきではない。 
 



「解明されている事柄」はテーマにならない 

 

「そんなんわかってる」（あなたが知らないだけ）テーマ 

 
「薬はどのような働きをするのか」「薬はどうやって人に効くのか」  
「銀河系はどういった構造なのか」「カメラとスマホカメラの違い」「警察官の仕事内容」 
「なぜうんこはくさいのか」「テニス道具はどのように製造されているのか」  
「宇宙の仕組みはどうなっているのか」 
 
これらは 2019 年度 69 期の研究企画書から選んだテーマ候補だ。これらは、そのままではテーマに
ならない。なぜだろうか。「いまだ答えが得られていない問題」「様々な答え方のある問題」を設定し、

その上で証拠をそろえて 答えに近づく道のり、それが研究だ。上に紹介したテーマ候補は、すでに解明
されている問題だ。わかりきった問題をテーマにしても、研究にはならない。これらを「そんなんわか

ってるテーマ」という。 
「飛行機はなぜ飛ぶか」が典型だ。「自分が知らないから調べる」は研究ではない。小学生の調べまし 
た学習ではないからだ。自分が知らないならまずは調べる。それだけの話だ。とはいえ落胆することは

ない。繰り返すように，これら「解明されている問題」を書いたからといって 「興味が間違っている」
わけではないからだ。知らないことをまずは視点や取り扱い方を変えたりすれば， みなさんの興味がよ
いテーマに育つ可能性は十分にある。 
なにより興味を持って学ぶのは楽しいしとても大切だ。たとえば「なぜ飛行機事故が起こるのか」と

いう問題を考えるなら、「飛行機はなぜ飛ぶか」を知らないでは困る。だから、上にあげたような「自分

が知らないから調べる問い」は、これからテーマ設定をするための下準備、土台作りだ。 
 

どうすりゃいいのか 

 では、「視点や取り扱い方法を変え」るために、どうすればいいのか。  
「薬はどのような働きをするのか」あるいは「薬剤師はどのような仕事をしているのか」などは、実

は毎年のように見かける例だ。薬剤師志望の生徒がいるからだ（しかも薬剤師関連は、なぜかうまくい

く論文が少ないという不思議な題材だ）。それはそうとして、前者は「薬理学」、後者は「薬剤師」が題

材だ。薬剤師志望なのだから、薬剤や薬理学・薬剤師の業務について学ぶのは当然だ。だから「薬はど

のような働きをするのか」あるいは「薬剤師はどのような仕事をしているのか」といった問いは、これ

から作る論文の第一章のタイトル（テーマ）になるだろう。とりあえずは、この第１章を作っていれば

いい。その上で、薬理学や、薬剤師にどんな問題があるのかを考える。それがほんとうのテーマ設定

だ。 
たとえば薬学の社会的な問題は大変多い。「薬害」ともいう。近年でも薬害エイズ、予防接種問題、子

宮頸がんワクチン、古くはサリドマイド事件などが有名だ。また近頃マスコミで話題となる後発薬、高

額ながん治療薬などもある。一方、薬剤師に関しては医薬分業、「薬剤師 30 万人超え」、「地域偏在問
題」というのもあるようだ。こうした社会で話題になる問題は「いまだ答えが得られていない問題」で

あり、「様々な答え方のある問題」 だ。興味があるなら調べてみるとよい。  

そんなんわかってる 



その一方で、「そんな重い社会問題でない と
ダメなのか」という気持ちがあるかもし れな
い。もっと身近なところから、生活の 視点か
ら、薬や薬剤師を考えてもいい。た とえば、
「処方箋のいらないドラッグストア の薬（家
庭薬）を家族がどう使っているの か」「中学生
は頭痛薬・鎮痛薬をどう使って いるか」「配置
薬（置き薬）はどう変化してきたか」「薬剤師

はどんなライフプランを立てているのか」など

である。これらも「いまだ答えが得られていな

い、様々な答え方のある問題」だ。  
このように、題材への視点を変えて、問 題

を扱う切り口をあれこれ考えるだけで、 テー
マのアイデアは次々と出てくる。  

 
その興味は本物か 

さて、ここまで読んで、「中学生と鎮痛薬、それにします！」と思うかもしれない。それはそれでよ

い。しかしである。「中学生と鎮痛薬」という思い付きが、あなたにとって本物であるかどうかは、全く

わからない。思い付きは思い付きなので、保証はできない。  
この方向にピンときたのなら、とにかく学びはじめよう。まずは鎮痛剤についての知識だ。ここでは

当然、薬理を学ぶ。またどんな商品が、どんな基準で（何次医薬品で）、どれくらい生産されているのか

も調べたい。ここでは薬品業界や企業の統計が必要だろう。また、なによりも、家庭での鎮痛薬の使い

方に関する本や論文がないかどうかを探して読みたい。それで、面白く研究企画書が書けるようならそ

の興味は本物だ。  
 

読書をしないで研究企画書を書くな 

 実は、研究企画書を読むたびに、「本を一冊も読まずに、思い付きで、あり合わせの知識で書いたのだ
ろうな」と感じるケースが多い。これでは到底説得力のある企画書にはならない。「先行研究」を調べな

い企画書などありえへん。 
 ともあれ、資料を探し読書し、もちろん大事だと思った部分に付箋紙を貼って、ピースを作っていくか
ら研究企画書は書かれる。そこまでいって、興味を失わないなら本物だ。そうでなくて、途中で飽きて

授業時間外に読書もできない、ピースも企画書も書かないなら、長居は無用だ。 
三日坊主を恐れるな。すぐに撤退だ。このあたりは千度言ってきた。 

 

練習問題 

問① 薬理学・薬剤師の社会的な問題の例を文中から挙げよ。  
問② 自分の現在の「題材」はなにか。また、第１章を書ならどんなタイトルになるか述べよ。 
問③ なぜ「中学生と鎮痛薬」をすぐにテーマと決めつけてはならないのか。その理由を述べよ。 
 

 



「好き好き作品論」に挑む 
 

 
この記事のテーマは「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」である。この記事を一本の「論文」とし

て読んでみる。 
まず読んでほしいのが右下の「コミック全 34 巻 １億部超」の部分である。ここには、『進撃の巨人』

がどんな作品なのかを紹介している。ここが、論文の第１章の「『進撃の巨人』とはなにか」にあたる。

この作品を知らない人にもわかるような解説である。この記事の 1 段目のあらすじとともにここ読めば

『進撃の巨人』のおおよそのことがわかるというわけだ。 
その上で、この記事では大学の先生が二人コメントし、「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」とい

う問いに答えている。読めばわかるが、ヒットの背景は結構深い。そうした深さが、現代の若者に訴えか

け、世界でのヒットにもつながっている、という分析である。加えて、後半の編集者の作者の表現力の分

析も面白い。マンガ作品の人気や面白さの背景にはさまざまな原因が隠れている。それらを取り上げて論

じているのがこの記事である。 
では、「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」というテーマ（問い）の、この論文の結論（答え）は

「『進撃の巨人』はなぜ魅力的なのか」に本気で答える 



なにか。結論は見出しにある。「（作品が）閉じた社会の現実と交錯（したから）」が答えである。このよ

うに、テーマ（問い）と結論（答え）が対応しているのが、「論文」である。 
 

論文は「問い」と「答え」がセットで完結する 

 

テーマ（問い） 「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」 
 
 

結論（答え） 「閉じた社会の現実と交錯したから」 
 

補足すると、「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」という問いに対する答えはひとつではない。ま

た、この論文が「正解」というわけでもない。このあたりが、試験と論文のちがうところである。みなさ

んは勉強を「正解に到達するための努力」と思っているかもしれない。しかし、世の中にはいく通りもの

答え方ができる問題がほとんどである。つまり、この記事の議論をもとに、新たに「なぜ『進撃の巨人』

がヒットしたのか」を考えても、もちろんかまわない。 
 

「好き好きテーマ」「作品論」に取り組む 

さて、「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」というテーマは「好き好きテーマ」である。人気や魅

力や流行のわけを研究しているからだ。しかも、マンガ作品に関する研究なので「作品論」である。「好

き好きテーマ」「作品論」はこれまでも述べてきたように、テーマ（問い）にするには難しい。 
以下に、「好き好きテーマ」と「作品論」について再び紹介するので、このあたりがテーマになりそう

なみなさんはよく読んでほしい。これらを理解した上で挑戦をするのなら、あえて「荒海」に乗り出そう

という、その心意気を認める。安易に考えているなら撤退を勧める。 
 

好き好きテーマ…人気や魅力や流行のわけを研究しても面白くない 

 テーマで良く出るフレーズがある。「なぜ人気」「なぜ魅力」「なぜ愛される」「なぜ心を打つ」「なぜ流

行る」「なぜ注目される」などだ。今年のテーマ候補で言えば「K-POP アイドルのファンはなぜ増え続け

ているのか」「カップラーメンの歴史となぜ流行ったのか」などがそうである。要は研究対象が「なぜい

いのか？」をこれらは問うている。とはいっても、これらの研究はふつう面白くならない。なぜなら、人

気で流行っているモノ・コトの理由を探すのは比較的簡単だからだ。そのままでは、様々な本の中から人

気の理由の「いいとこ取り」をして終わる。とはいえ、それまで他の人が注目しなかった
．．．．．．．．．．．．．．．

、K-POPやカッ

プラーメンの流行の理由を見出すのであれば、それは価値がある。 

 

漫画・映画・ゲームの「作品論」グループ…読む・書く力が必要 

【理由】仮面ライダー、ハリー・ポッター、ワンピース、ジブリ（宮崎アニメ）など、映画や番組・物

語・漫画・ゲーム“作品”を取り上げる研究は厄介だ。これらを「作品論」という。作品論は作品を見

るのは当然として、その作品について書かれた資料
．．．．．．．．．．．．．．

をしっかり読まないと論文にはならない。 

【判定のコツ】アニメ・マンガ・特撮系は大量に本がある。どれだけ読み込んでいるかで判断。 
【アドバイス】これまで作品論で卒業論文を書き上げた者はみな、読み書きの力があった。 



「ディズニーランドの経営の秘密」は秘密でない 

 

好き好きテーマ：きっとみんなそう思ってるよ 
 テーマ候補でよく出るフレーズがある。「なぜ人気」「なぜ魅力」「なぜ愛される」「なぜ心を打つ」「な

ぜ流行る」「なぜ注目される」「どんな秘密があるか」などだ。「犬はなぜ愛されるのか」「ディズニーラ

ンドはなぜ人気なのか」などもよく出るパターンだ。これが流行や人気の理由探しテーマ、「好き好き

テーマ」だ。このまま研究を進めると「犬は人に癒しをもたらすから」といった常識的な結論になる。

だれでもふつうそう思う。常識の確認は研究ではない。一方で、ディズニーランドの人気について、そ
、

れまで注目されなかった人気の原因を
、、、、、、、、、、、、、、、、、

考察
、、

する
、、

というなら、話は別でテーマに値する。 

 

「ディズニーランドの経営の秘密」は秘密でない 

ここではある生徒のテーマ（問い）の変化を紹介

する。はじめに彼女が立てたテーマ、それは「ディ

ズニーランドにはどんな経営の秘密があるのか」だ

った。なにしろ大ファンなので疑問を次々とあきら

かにして充実して学んでいるようだった。しかし、

提出された目次（右）をみると、何か物足りない。

自身も語っていたように、いまひとつテーマに突っ

込みに欠けている。なぜだろうか。 
実は、テーマにある「経営の秘密」は、すでに読

んでいる本の中で明らかになっているので、秘密で

もなんでもないのである。たしかにディズニーラン

ドを経営するオリエンタルランドの経営戦略はす

ばらしい。しかしそうした〝秘密〟はだれが調べて

も、どうしたって似たような内容になる。となると、

この研究論文が「ディズニー本」の要約・紹介をし

て終わってしまうのではないか……、そんな予感が

して、生徒は物足りなさを感じていたのだ。しかも、原稿の中には、「驚異のリピート力の秘密」という

項目もあった。こうした書き方に「ディズニーランドＬＯＶＥ」の姿勢が見える。要はこの生徒の問題意

識がディズニーランドとその本の中で完結してしまっていたので、突っ込みに欠けていたのだ。「好き好

きテーマ」の典型例である。 
 

どうしたら“LOVE”一辺倒から抜けられるか 

ではどうしたら「ディズニーランドＬＯＶＥ」と距離をおいたテー

マ設定ができるのだろうか。ディズニーランドを外から眺めて（相対

化して）テーマを考えるための試行錯誤が続いた。その結果、完成し

た論文のタイトルは「東京ディズニーリゾートのさらなる展開：父親

の心を掴む魔法とは」だった。 
きっかけは、彼女が実際に目にしたディズニーランドのテーブルで

突っ伏して寝ている男性の姿と、女性のゲストが７割強という統計デ

「好き好きテーマ」攻略法 

 

ディズニーランドにはどんな経営の秘密があるのか 

 

はじめに 

Ⅰ章 ディズニーランドとはなにか 

 東京ディズニーランドの歴史 

 ディズニーランドが目指すもの 

Ⅱ章 オリエンタルランドのディズニーランド企画 

 先読み企画 

 オリエンタルランドの経営方針 

Ⅲ章 「夢の国」のつくりかたとは 

  異質空間にする方法 

  ディズニーランドで味わう異質体験 

Ⅳ章 ゲストの心をつかむ方法とは 

  心理戦略 

  驚異のリピート力の秘密 

Ⅴ章 ゲストとキャスト 

  キャストの教育方法 

  ゲストとキャストの関係 

Ⅵ章 オリエンタルランド取材 

終章 

 



ータだ。男性客が少ない現状をなんとかしたい、という「経営者の視点」がテーマになった。 
プロジェクトでは、子どもを持つ父親・母親にアンケートし、ディズニーリゾートに「行ったことがな

く、行きたくもない」父親層がいることを示した。その上で、来園者増の方策にについてアイデアを練っ

てオリエンタルランドへの提案を考え、取材に訪れた。 
好きだからこそ多くを学び、多くを学ぶからこそ何かしらの「問い」に気付く、そうした道のりをたど

った優れた研究と言える。 
 
「ゆるい」好き好きテーマコレクション 

 ここ数年の「なんでやねん情報」や、完成した卒業論文のテーマ一覧から「好き好きテーマ」的なメイ

ンタイトルを探し、ついでに簡単に突っ込みを入れてみた。 
 

なぜ段ボールはよく使われるのか→理由はいくつもあるだろうが、それがわかってなにが面白い？ 

ポケモンはなぜ人気なのか→みんながそう思ってるコトなんか書き並べそう。 

太鼓の達人はなぜ楽しいのか→楽しめる工夫を凝らすから楽しいに決まってる。いかにもゆるい。 

マクドナルドはなぜ成功したのか→わー、いかにも面白くなさそう。 

なぜ寿司は海外進出に成功したのか→寿司文化全体の海外進出を扱うのか？ 大丈夫か？ 

カルビーのポテトチップスはなぜ人気になったのか→カルビーのポテチだけが本当に人気か？ 

飴はなぜ長年多くの人に食べ続けられているのか→米でもパンでも同じ問いになるけどそれ面白い？ 

USJ はどうゲストを楽しませているか→それ仕事だからな。せめて楽しませ方の変化とか考えたら？  

 

これらの論文が受理されたのは、結論や内容にそれなりの説得力があったからだ。しかし、もっとテー

マを絞ったタイトルと内容があれば、優れた論文になっていただろう。というのも、どれも漫然と（ぼん

やりと）人気や成功の理由を問いにしているからだ。いかにも「ゆるい」。タイトルだけでツッコミどこ

ろ満載だ。人気や成功の理由をひとつに絞って具体的に取り組めば、このようなタイトルにはならない。

こころみに、これらのタイトルを書き直してみた。同じ人気や成功を謎解きするなら、せめてこのように

具体的にしてほしいというサンプルである。 
 

なぜ段ボールはよく使われるのか→リサイクルインフラがどのように段ボール消費を支えているのか 

ポケモンはなぜ人気なのか→ポケモンはどのようにゲーム技術の変化に応じて戦略を変えてきたのか 

太鼓の達人はなぜ楽しいの→太鼓の達人の難易度設定にはどのような工夫があるか 

マクドナルドはなぜ成功したのか→ドライブスルーの立地はマクドナルド売上にどう貢献しているか 

なぜ寿司は海外進出に成功したのか→スシローはなぜ海外展開に成功できたのか 

カルビーポテトチップスはなぜ人気なのか→カルビーポテトチップスは他社とどう差別化されたのか 

飴はなぜ長年多くの人に食べ続けられるのか→飴は祭礼や行事とどう結びついているのか 

USJ はどのようにゲストを楽しませているか→USJ ではどんなコミュニケーションが生まれるのか 

 

 こうして書いてみると、後から書き加えた仮のテーマは、「なぜ人気」「なぜ楽しい」「なぜ成功」とい

った大きな問いの具体的な一部分をテーマにしているのがわかるだろう。「マクドナルドが成功」してい

るのは誰だって知っているし、思い付きでも成功の理由はいくらでもあげられる。それをわざわざ資料を

踏まえて解説されても、常識が確認できるだけで面白くもなんともない。そうした成功の理由は当然学ん

だ上で、仮に「ドライブスルーの出店戦略が他社よりこう優れている」と成功の一部分が分析されるなら、

焦点の絞られた優れた論文になるだろう。 



1 年半をかけて「最も短い論文」にゆきつくために 

 

タイトルはどのように書かれるべきか 

論文が完成する最後まで決まらないのがタイトルだ。論文のテーマと結論が出てから、かなり悩む。

ちなみに「なんでやねん」ではタイトルは以下のように書く。それぞれに注意したい点も示した。 

 メインタイトル サブタイトル 

内容 テーマ（問い）なので疑問文 結論（答え）を簡潔に表現 

注意 

※「？」を使わない 

※「はい」「いいえ」で答えられる問いに

しない（オープンな問いである） 

※メインタイトルに使った単語を使わない 

※結論のうち重要な論点を残す 

なぜこのようにタイトルを書くのか。タイトルが「最も短い論文」になっていなければならないから

だ。論文はテーマ（問い）を考え、そこに自分なりの結論（答え）や主張を、根拠を添えて導く文章

だ。したがって。論文を極限までシンプルにすると「問い」と「答え」だけが残る。これがタイトルに

なる。ようは、みなさんの 1 年半の論文作成がこのタイトル一行に凝縮される。あるとき、そんな話を

生徒にしたら、「それ書いたら全部わかっちゃうじゃないですか！」といわれた。その通りだ。「関心

のない論文を読まなくても済むために」も、タイトルは書かれる。 

一方で、論文のタイトルは、「店の看板」「本の背表紙」でもある。看板や背表紙がいい加減だった

り、魅力に欠けていたりしては、誰も店に入らず、本は手に取ってもらえない。 

つまり、タイトルはテーマと結論が明示され、同時に（できればでよい

が）魅力的でありたい。それでこそ、興味を持つ人にだけ論文は届く。本

屋や図書館の本を思い浮かべてほしい。ほとんどの本は「タイトルだけし

か読まれない」。同様に、みなさんの論文もおそらくタイトルだけ読まれ

る場合がほとんどだろう。それだけに、優れたタイトルをつけたい。 

 

「よいタイトル」とは具体的にどんなタイトルか 

最近の卒業論文から、それなりにまとまっているタイトルを以下に示す。どの論文もタイトルを読ん

で、大まかにテーマと結論がわかるはずだ（若干の手直しを加えている）。 

 

ジブリ飯はなぜ美味しそうに見えるのか：「食べる」から「生きる」を表現する 

外来生物のカメにはどのような対策が必要なのか：関心を持ってもらう国営プロジェクト 

殺処分をゼロにするにはどうすればいいのか：ペット市場全体を見直す法律改正 

ポケモンは家庭用ゲームをどう変えたか：ゲームが生むコミュニケーション 

高性能カメラ専用機の魅力は多くの人になぜ伝わっていないのか：価格と操作性の難しさ 

ガンプラはなぜ親子二代のヒット商品となったのか：ニーズとともに歩む 

どうすれば日本のフクロウを守ることができるのか：共存する里山と生態系を守る 

動物園ではどのように動物福祉を考えているのか：環境エンリッチメントによる野生環境の整備 

硬式テニスラケットはどのように作られているのか：企画とデザインが生み出す魅力ある商品 

食虫植物はなぜ虫を食べるようになったのか：極限の土地で生き残るために 

 

どんなタイトルがよいタイトルか 



どうだろうか。すべてのタイトルが一行(45 字)以内でシンプルだ。同じ単語が使われていない、

「？」がない、「はい」「いいえ」で答える問いでない、などの共通点がある。 

 

「わるいタイトル」とは具体的にどんなタイトルか 

悪いタイトルをつけると評価が下がる。というのも、いうまでもなく論文ではじめに読むのがタイト

ルだからだ。よい論文の採点イメージとしては、タイトルを読んだ時点で、「これはいいな。80点はか

たそうだ」という予感がする。次に「はじめに」と「目次」を読み、さらに本文を読んでいく。つまり

論文の採点は、タイトルで感じた「判定の予感」を確かめていくような過程なのである。反対に、以下

のようなタイトルを読んでしまうと、残念ながら評価は低くならざるをえない。 

 

【サブタイトルが結論になっていない】 

 メインタイトルの問いに、サブタイトルが対応していない例である。 

①ボカロはどのように作られているのか:歌い手とボカロの関係について 

②どうやってコーヒーが作られてきたのか:現代のコーヒーが作られた過程 

 どちらも「どのように作られている（きた）のか」と問うているのだから、「～～のように作られて

いる（きた）」に対応するような「～～」が、サブタイトルに当然なるはずだ。ところが、①②もそう

なっておらず、苦し紛れにタイトルを書いた感じを受ける。 

 

【同じ言葉の繰り返し】 

「ことばの重複」はタイトルが整理されていない証拠だ。しかも無駄に長くする原因にもなる。 

③電気通信が与える社会への影響とはなにか:電気通信が社会をより便利にする  

④なぜ「君の名は。」の背景美術はリアルに描かれているのか:「君の名は。」の背景美 

③は「電気通信」「社会」が重なっている。整理してみると「電気通信はどのような影響を社会に与

えたか:便利になった」となる。電気通信が社会を便利にするのは当然なので、タイトルの内容として

お粗末だ。④は「君の名は。」と「背景」が重複している。整理してみると「「君の名は。」の背景美

術はなぜリアルに描かれているのか」となる。サブタイトル（結論）はわからず「美しい」としか書か

れていない。これも、タイトルとして不完全だ。「だからなに？」といいたくなる。 

 

【勉強不足で幼い】 

使用する単語で、どれほど学んだかがわかる例だ。 

⑤なぜ都市によって気温や天気の違いがあるのか:緯度や気候によっての違い 

⑥仮面ライダーとお金はどのようにつながっているのか:密接に関わることで生み出す人気 

⑤は「気温」「天気」「気候」を正確に理解していない。「気温」は天気（気象庁の用語）や気候の

要素のひとつだ。また、天気と気候は定義を調べてどちらかに統一してもよい。整理してみると「都市

ごとの天気が異なるのはなぜか：緯度と気候の違い」となる。「緯度と気候が違うから天気が違う」は

当然すぎる。勉強不足がよくわかる。⑥は「お金」が幼い。「売上」だろうか。言い換えて整理してみ

ると「仮面ライダーの関連商品はどう販売されているのか」となる。サブタイトルでは、「なにがどう

密接な関わり」なのかを示すべきであり不完全だ。ことは仮面ライダー関連商品の販売戦略なのだか

ら、「売上」「グッズ」「消費者」「玩具」と言った業界用語が現れて当然である。 



スピース間の「連結器」を意識する 

 
レンガを積み上げても家にはならない 

ピースをレンガ（ブロック）にたとえている。レンガで家を建てるにはたくさんのレンガが必要になる。

しかし、大量のレンガをただ積み上げただけでは崩れてしまう。なぜレンガの建物がしっかり立つのかと

いえば、レンガがお互いに「接着されて」隙間なく積み上げられているからだ。つまりレンガとレンガの

間には接着剤（モルタル）が必要になる。ピースでもそれは同じである ピースを書いたら そのピースと
ピースの「関係」を考える。そして「まくら」がこのピースとピースをつなげる接着剤の役割を果たす。 

 
ラーメン店のピースをストーリーで並べる 

こうした接着剤がなぜ入るのかといえば、

入るだけの理由・必然性があるからだ。その

ために必要になるのが、集まったピースが作

る「ストーリー」だ。難しいものではない。

以下に「ラーメンチェーン店」を題材に考えてみる。 
まず「ラーメン店がどんな『営業形態』をとっているかを紹介する」というストーリーである。そこで

ピースは「小型店舗」と「大型店舗」と「移動販売店舗」の３つが分類として紹介される。すると、まく

らは次のようになる（参考文献は架空のもの）。 
<小型店舗のピースまくら> 
ラーメン店の経営を分析するにあたり、その営業形態からの区別を検討する。 
まず、ラーメン店の営業形態で最も身近なのが小型店舗である。では「小型」の店舗とはなにか。

『ラーメン店経営の基礎』では次のように解説されている。… 
 

<大型店舗のピースまくら> 
次に、大型の店舗である。「大型」の店舗とはなにかについて、同著より再び引用する。… 

 
<移動型店舗のピースまくら> 
さらに営業形態は移動型店舗いわゆる「屋台」である。最近ではあまり見なくなったが、屋台の

店舗に詳しい『世界の屋台百科』から引用する。… 
このように並列した項目が、次々に紹介されるので、わかりやすい。まくらの頭に「まず」「次に」「さ

らに」と言葉が入ればその順序がいっそう明らかになっている。 
今度はあるラーメンチェーン店がどのよ

うな 歴史経過（沿革）をたどってきたのか

を紹介する場面を取り上げる。そこでピー

スを「開業時代」「チェーン店時代」「海外展

開時代」のう 3つの時代に分けストーリー
を考える。 

<開業時代のピースまくら> 
ここではラーメン店の経営を分析するにあたり、その例として「札幌ラーメン小熊」の発展その

営業形態からの区別を検討する。はじめに、開業時代である。いまでこそ全国展開している「小熊」

である。しかし、その第一号店は札幌市の郊外にあるふつうのラーメン店だった。「札幌ラーメン小

分類 

「まくら」が書けないのは論文にストーリーがないから 



熊」を運営する株式会社コグマのサイトには以下のように解説されている。 
 

<チェーン店時代のピースまくら> 
次に、小熊チェーンの国内での展開の時代についてである。北海道内で展開していた店舗から、

どのように全国チェーン店網が展開していったのか。『進撃の小熊』より以下引用する。 
 

<海外展開時代のピースまくら> 
さらに、2000 年に株式の上場をはたし、2010 年にニューヨーク進出を成功させて、今や世界の
あちこちに「KOGUMA」の看板が見られるようになった。その経緯について同著より引用する。 
このように物事の経過や歴史も書きやすい。時間の流れというストーリーがはっきりしているからで

ある。起こった出来事が、次々に紹介される。しかも、まくらの頭に「まず」「次に」「さらに」と言葉が

入ることでその順序がいっそう明らかになっ

ている。 
さらにこのラーメン店がどうして海外展開

ができたのかその理由（根拠）を紹介するス

トーリーを取り上げる。 

<理由①「マニュアルの多言語化」のピースまくら> 
ここではラーメン店の経営を分析するにあたり、なぜ「札幌ラーメン小熊」の海外展開が可能に

なったのかその理由を検討する。海外展開の第一の理由は、店舗における接客のマニュアの多言語

化である。この経緯について再び『進撃の小熊』より以下引用する。 
 

<理由②「現地に合わせたメニュー」のピースまくら> 
第二の理由は、現地にあわせたメニューの開発である。同著から引用する。 

 
<理由③「積極的な投資」のピースまくら> 
第三の理由は、積極的な投資である。「KOGUMA」の海外進出はそれほど簡単ではなかった。一
次は撤退したプロジェクトもあった。しかし、円高時期の積極な投資の効果が成功を導いた。 
このように、ある事柄や事態の理由や原因を列挙する場合もある。「これこれになった理由（原因）は

以下の３つである」となれば、まくらの頭には「第一に」「第二に」「第三に」と言葉が入る。 
 

ピースのネックレスは「まくら」で綴（つづ）られる 

ここまで見てきたようにピースの「相互の関係」、いわばストーリーがはっきり

していれば、それだけ前後関係を「まくら」に書き込める。それはあたかも、ネッ

クレスのかざり石をゴールドやプラチナで綴っていくようなものだ。反対に単独で

ポツンとあるピースはまくらが書きにくい。単独で書こうとするから、変なまくら

が出てくる。「～を研究するにあたり～について」を使うパターンなどは、定義で

一回だけ使えば十分だ。出典の作者の肩書きを繰り返し書く例も見られる。こうし

た紹介は一度書けば十分だ。何度も読まされると「馬鹿にしてる？」と思う。 
要は、ピースが増えないとまくらが書けない。さらに、それらのピースの間にど

んなストーリーがあるのかを考えていく作業が必要だ。論文はピースのつながり

（論理）にこそ意味がある。 

ピースのネックレス 

理由 
マニュアル 投資 メニュー 



発表で感じた違和感を手掛かりに、相手の研究に“ツッコミ”を入れる 
 
せっかく取り組んだ 1 年間の研究。その営みが、自身の研究成果によって世の中に一石を投じたり、

新たな知識を生み出すものである以上、できれば他者からのコメントが欲しいところ。それは、同じよ

うに研究してきた他の生徒も同様。本気で研究した者どうしだからこそ、熱い議論を交わして、いい発

表会にしたい。では、どういう観点で相手の研究を見れば、いいコメントができるのだろうか。 
 

“誉め言葉”ではなく“ツッコミ”を 

中高生の研究発表では、「良く調べていた」「スライドが見易かった」「声がよく聴こえた」など、

「発表の態度」に対するコメントがしばしば見られる。しかしそのような“誉め言葉”は、研究発表の

場で建設的な議論を生まない。研究に対して求められるコメントとは、頑張った事、上手に表現できた

事、それ自体に対する評価ではない。研究の内容・方法・結論・根拠・FW などに対する、批判的(≠非

難的)なコメントこそが求められるのだ。 

このようなコメントは、漫才の“ツッコミ”になぞらえることができ

る。漫才の脚本は通常、ボケ役の行動や言動に対して、観客の内に疑問

やズレといった「違和感」が生じるように設計されている。そして観客

の違和感を代弁・指摘する存在としてツッコミ役がいる。いい漫才とは

観客の「違和感」に基づき、上手くツッコミができているものなのだ。 
これと同様に、相手の研究発表をみて感じた「違和感」を大事にする

ことが、いいツッコミをするための第一歩だ。ツッコミがあるからこ

そ、漫才の面白さが成立するように、ツッコミがあるからこそ、発表会

は熱い議論の場になる。 
 

教員の研究指導からみる“ツッコミ”の類型 

例えば卒論の授業中に、担当教員から次のようなツッコミを受けたことがないだろうか。 
研究内容の論理的整合性に対するツッコミ 

例:この根拠ではその結論に至れないのではないか / 問いと結論が対応していないのではないか / 
根拠に乏しくないか / 統計データで客観的に示せ / その FW で本当に解決策になるか 
 
分析内容・FWに対するツッコミ 

例:本当に文献にそんなことが書いてあるの？ / 本当に統計データからそういう結論が得られるか / 
アンケート調査したのか～。50 人に調査したデータではサンプル数が少なすぎないか？/ 
それだけの根拠で問題の原因を決めるのは早計では / その FW は本当に実現可能か 
 
研究の動機や意義に対するツッコミ 

例:本当にその分野・題材に興味があるの？ / あなたたちと題材との間にどんな関係があるの？ 
なんでそのテーマでやろうと思ったの？ / その研究やって、何かいいことあるの？意義は？ 
教員自身も研究途上の君たちに「違和感」を感じてきた。だからこそ、上記のようなツッコミを各班

に入れてきた。他者のツッコミ(批判)にさらされることはまさに、自分達の研究をより理解しよう・よ

りよい研究にしてほしいと願う他者と、自分達の研究内容の間に生じる「違和感」に起因するのだ。 
  

互いの研究発表にコメントする 



ツッコミの類型化とそのサンプル 

研究内容にツッコミを入れる目的は、聞き手の内に生まれた疑問・違和感・課題を示すことで議論の

場を生み出し、その議論によって研究成果をさらなる高みへと引き上げることにある。以下に示す「質

問の例」を参考にしながら、研究発表に「ツッコミどころ」がないかを探ってみよう。 
 

研究内容の論理的整合性に対するツッコミ 分析内容に対するツッコミ 

・示されていた根拠「〇〇」では、結論「〇〇」に至れな
いのではないですか。何故なら… 
・「根拠は○○」と仰っていました。しかしそれでは根拠にならないと
思います。何故なら… 
・問いと結論が対応していないのではないですか。何故なら「○
○」をテーマにしていながも、実際の結論は「○○」で… 

・「○○の定義は○○」と仰っていましたが、私は○○だと思っていま
す。どう思いますか。 
・「結論は○○」と仰っていましたが、私は○○だと思います。何
故なら… 
・その統計データは○○とも読み取れると思います。そちらの読みとは異
なってくるのですが、どう思いますか。 
・「○○は多い」と仰ってました。客観的な統計データはあります
か 

もう少し詳しく知りたいときのツッコミ 前提を疑うツッコミ 

・○○の定義が示されていませんでした。詳しく教えて下さい。 
・○○という部分が気になりました。もう少し詳しく教えて下さい。 
・特定の○○だけのデータで特徴が示されていました。他の例との
比較はありますか 
・○○と仰っていました。具体的な例を挙げてもらえませんか 

・○○はよい(悪い)という前提で研究が進められていたと思います。
本当にそうでしょうか？ なぜなら… 
・その統計データのとり方では、正確な分析ができないと思います。
何故なら… 
・「○○と思いました」というのはよくわかるのですが、それは個人の感
想だと思います。もっと○○な… 
・そもそも○○の定義を検討するべきだと思います。なぜなら…だから
です。どう思いますか。 

研究の動機や意義に対するツッコミ FW に対するツッコミ 

・皆さんと題材との間にどんな関係があるのですか 
・なぜそのテーマでやろうと思ったんですか 
・その研究にどんな意義があるんですか 

・その FW は解決策にはならないと思います。なぜなら… 
・その FW は実現可能なのでしょうか？ どう具体的に実行しようと
していますか 

 
とはいえ、上記の違和感を単刀直入に伝えるだけでは「ちょっと感じ悪い」ことにもなりかねない。た

とえば、以下のような「感想」を示した上で、その後に追加する形でツッコミを入れてみよう。 
                                 
○○の点がわかりやすかった / ○○の分析結果に驚いた / 自分も○○な経験があるので共感した/自分も○○が
大事だと思っているので興味深く聞きました / ○○という分析がとてもユニークでした 

 
相手にツッコまれて困った時は… 

「貴重なご意見ありがとうございます。それに関しては今回の研究では至らなかったので、今後の

課題とさせて頂きます」で乗り切ろう。わからないことは素直にわからないと答えるのも大事だ。 



章の中身はなんだろな 

 
「ごった煮缶詰」から「トマト水煮缶詰」へ 

ここに「トマト水煮」の缶詰がある。パスタのソースでもつく

ろうかと、缶のフタを開けてみると中から「サバ水煮」がでてき

た。そんな経験はあるだろうか。無論ないだろう。しかし、みな

さんのできかけの論文は、「サバ入りトマト缶詰」の場合が多い。

「ラベル」と「中身」が食い違っている。 
もちろん「トマト」が「サバ」だったという、まったくの勘違

いは実際にはすくない。むしろ「トマトの水煮」の中に「サバ」

や「たけのこ」や「マッシュルーム」…、様々な食材が混ざって

いる、そんな「ごった煮」程度の混乱をしている論文が多い。 
みなさんが「ラベル」と「中身」の異なる缶詰では食欲がわか

ないように。「タイトル」と「内容」の違う論文は読む気にならな

い。だから、「トマト水煮」のラベルの缶には「トマト」だけを入

れる。トマトを探して、自分なりの決定版「トマト水煮」をつく

る。それほど難しいことではない。 
缶詰の話でなくてもいい。洗濯物をたたんで衣装ケースやタン

スにしまう場面を考えてみよう。あなたの靴下はあなたの靴下の

引き出しに、パパの下着はパパの下着の引き出しに、弟のジャー

ジは弟のジャージの引き出しに入れる。それぞれ定位置があるは

ずだ。パパの下着をあなたの靴下の引き出しに入れたりはしない

だろう。洗濯物でできるのだから、論文でもピースは正しい場所に入れなければならない。 
つまり「ラベル通りの中身」は、「なんでやねん」全体を通じた原則だ。「ピース」も「章」もそして完

成した論文全体の「タイトル：サブタイトル」も、その中身はすべてラベル（見出し）通りでなければな

らない。 
「トマト」を期待した読者に、「サバ」を食べさせてはならないし、あなたの下着が弟のジャージの引き

出しに入っていてはならない。 

コラム 「トマト水煮缶」にはトマトを入れよ 

TOMATO 



 先輩たちも自分のテーマを探究した  

 
わかったことを人に伝えるのはおもしろいもの。論文が完成したら、研究成果を学外にも発表しよう。

中高生が参加できる論文コンクールの登竜門として「図書館を使った調べる学習コンクール」(図書館振

興財団)がある。せっかく取り組んだ 1 年間の研究。その営みが、自身の研究成果によって世の中に一石

を投じたり、新たな知識を生み出すものである以上、誰かに評価してもらうことを目指してもいいだろう。

同コンクールには、これまでにもたくさんの先輩たちが挑戦し、入賞・受賞者が出ている。ここでの受賞

歴が、大学合格に繋がる先輩も毎年いる。是非挑戦してほしい。 

年度 氏名 学年 作品名 賞 

2017 

 中 3 給食の残食はどのようにすれば減らせるのか：栄養教諭と自校方式 優良賞 

 中 3 あなたはアパレルの救世主になれるか：「着る」が「Kill」に変わる瞬間 奨励賞 

 中 3 ウナギの完全養殖は可能なのか 佳作 

 中 3 ドローンが空を駆け巡る日はくるのか：ドローンに期待される活用法と現状 佳作 

2018 

 高 2 今の日本車に必要な「DESIGN」とは：カーデザインの基本－未来を考える 優良賞 

 中 3 災害時に一人でも多くの人を救うには：災害医療派遣チーム DMAT の役割 奨励賞 

 中 3 「安心して子供を産める環境」を整えるにはどうしたらいいのか：病院間の地域連携によ
る医療体制 

佳作 

 中 3 もっと納豆を売るには：納豆が食べられない理由とは 佳作 

2020 
 中 3 阪神タイガースの人気はどのようにして保たれているのか：ファン層に合わせたグッズ、

イベントを考え実行することでニーズを保つ 
優良賞 

 高 2 災害時に一人でも多くの人を救うには：新型コロナウイルス感染症から学ぶ救急医療 優良賞 

 高 1 「妖怪」がなぜ人々の興味の対象となってきたのか：時代と文化の変化に合わせた妖怪の
変化(へんげ) 

奨励賞 

2021 

 中 3 中二病は病気でなければ何なのか：病的な自己愛を伴う思春期の『本当の自分』探し 優良賞 

 高 1 日本に IR を導入するべきか：諸外国の事例やカジノ勧誘で論を交える専門家の意見から 優良賞 

 中 3 食糧難になった時のために昆虫食の普及をどのように実現するか：カギは、最低でもある
4 つの課題 

佳作 

2022 
 高 1 なぜ深海魚は深海で生き抜くことができるのか 奨励賞 

 中 3 日本の英語教育は英語力向上につながっているのだろうかーまだまだ伸びしろのある日
本の英語教育ー 

奨励賞 

清教学園中・高等学校の「図書館を使った調べる学習コンクール」歴代入賞者と作品名（2016 年度以前は省略/2019 年度は参加せず） 

もっと研究を続けたいあなたへ 

また、研究には“完成”がない。知れば知るほど、やればやるほど、

新たにやるべき分析や、必要なピースが見えてくるからだ。しかし、学

校の授業としては〆切があるので、ひとまず結論を出してエンドマーク

をつけないといけない。 

そこで、中学 3年時にやり残したことを高校になっても研究し続けて

いる先輩たちがいる。清教学園には、有志が参加する探究活動「清教ア

カデミカ」がある。研究でやり残したこと、もっと続けたいという想い、

さらなる別の題材への興味、そんな気持ちを抱えている人は、是非高校

生になっても探究活動を続けほしい。図書館はいつでも君たちの学びを

サポートする準備ができている。 

 

「図書館を使った調べる学習コンクール」受賞者一覧 
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○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
 

○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

 
本
論
文
は
○
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

 
第
Ⅰ
章
「
…
（
章
タ
イ
ト
ル
）
…
…
」
に
お
い
て
は
、
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
。
 

 
第
Ⅱ
章
「
…
（
章
タ
イ
ト
ル
）
…
…
」
で
は
、
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

論
文
全

体
の
基

本
ル

ー
ル
 

 ①
 
常

体
文

（
だ
、

で
あ

る
）
で

統
一
。
「
で

す
、
ま

す
」

は
不

可
。
 

②
 
改

行
し

た
ら
段

落
を

入
れ
、

行
末

を
揃
え

る
。

章
末
は

改
ペ

ー
ジ

。
 

③
 
引

用
・
要

約
を

青
色
に

し
、
自
分
の

意
見
・
コ
メ
ン
ト

と
区

別
す
る

。 

④
 
「

話
し

言
葉
」

と
記

号
（
？

・
！

・
…
・

♡
等

）
を
使

わ
な

い
。
 

⑤
 
一

文
は

な
る
べ

く
短

く
。
8
0
字

（
2
行
）
程

度
を

上
限

と
す

る
。
 

⑥
 
コ

メ
ン

ト
（

自
分

の
言
葉
）
は

6
割

以
上

。
引

用
（
人

の
言

葉
）
は

少
な
め

に
。
 

「
は
じ

め
に
」

に
書

く
内
容
 

 

・
こ
の

論
文
で

何
を

＜
問
い

＝
テ

ー
マ
＞

と
す

る
の
か

、
な

ぜ
論
文

を
書

く

の
か
、
自

分
の
研

究
に

ど
の

よ
う

な
「
社
会

的
な

意
義
・
価
値
」
が

あ
る
の

か
を
中

心
に
最

低
1
5
行
は

書
く
（

研
究

企
画
書

を
参

照
）
。
続
け
て

各
章

の

要
約
と

、
＜
答

え
＝

結
論
＞

を
紹

介
す
る
 

・
「
は
じ

め
に

」
は
論

文
の

縮
小

コ
ピ
ー

。
論

文
全
体

の
概

要
を
書

く
 

・「
研
究
の

き
っ

か
け
」「

自
分
の

動
機
」
は
「
お
わ
り

に
」
に

書
く
。
私
的

な
文
章

は
原
則

「
は

じ
め
に

」
に

は
出
て

こ
な

い
。
 

各
章
の
概
要
は
、
各
章
の
マ
ク
ラ
を

原
則
、
コ
ピ
ペ
・
要
約
す
れ
ば
よ
い
。
 

段
落
 

一
行
空

け
 



 
 

○
○
○
○
○
○
。
 

 
第
Ⅲ
章
「
…
（

章
タ

イ
ト

ル
）
…
…

」
で
は
、
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
。
 

 
第
〇
章
「
…
（

章
タ

イ
ト

ル
）
…
…

」
で
は
、
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
。
 

 
終
章
で
は
、
結
論
を
述

べ
る
。
本

論
文
の
テ

ー
マ
「

…
…

…
…

…
…
…

…
…
…

…
…

…
…
…

」
に

対
す
る

、

結
論
は
「

…
…

…
…
…

…
…

…
…

…
…
…

…
…

…
」
で

あ
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
。
 

 
本
研
究
は
清
教
学
園
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
課
題
、
卒
業
論
文
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
と

し
て
提
出
さ
れ
た
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

  
 

テ
ー
マ
（
問
い
）
と
た
ど
り
つ
い
た
結
論
（
こ
た
え
）
を
書
く
。

論
文
の
結
論
を
「
は
じ
め
に
」
で
も
先
に
示
す
 

「
は
じ

め
に
」

の
後

は
「
ペ

ー
ジ

区
切
り

」
 

1 
  

目
 
次

 

 

Ⅰ
章

 
○

○
○

○
と

は
な

に
か
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○
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一
行

空
け

 

一
行

空
け

 

一
行

空
け

 

一
行

空
け

 

目
次

の
後

は
「

ペ
ー

ジ
区

切
り

」
 

章
タ

イ
ト

ル
は

ゴ
シ

ッ
ク

体
 

テ
ン

プ
レ

ー
ト

に
は

、
目

次
と

対
応

し
た

ペ
ー

ジ
数

が
あ

ら
か

じ
め

入
っ

て
い

る
。
ペ

ー
ジ

が

増
え

る
と

ペ
ー

ジ
数

も
自

動
追

加
さ

れ
る
 

章
の

数
は

全
体

で
３

～
６

程
度

。
 

ピ
ー

ス
を

目
次

に
し

て
も

よ
い

。
 

一
行

空
け

 

一
行

空
け

 

目
次
の
み
「
均
等
割
り
つ

け
」
で
行
末
を
揃
え
る
 

半
角

 

一
行

空
け

 



2 
 Ⅰ

章
 

○
○
○

○
と

は
な
に

か
 

 

 
本

論
文

の
テ

ー
マ

で
あ

る
「

○
○

○
○

○
○

（
疑

問
文

）
○

○
○

○
○

○
」

に
答

え
る

た
め

、
は

じ
め

に
研

究
対

象
で

あ
る

「
●

●
」

の
定

義
（

も
し

く
は

特
徴

）
と

(
起

源
・

歴
史

・
種

類
・

現
状

…
)
に

つ
い

て
検
討

す
る
。「

○
○
○
○

○
」
で

は
ま
ず

、
●
●
の

定
義
（

o
r
特
徴
）
に

つ
い

て
述

べ
る
。
次

い
で
「
○

○
○
○

○
」
に
お

い
て
「
●

●
」
の

起
源
と

歴
史

に
つ

い
て

述
べ
る
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

 
○

○
○

○
○
 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

 

 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
（
霜
月
,
2
0
0
8
,
p
.
2
1
1
-
2
1
2
)
 
 

 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

 

○
○
○

○
○
 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

。
「

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●

●
●
●
●
●

●
●
●

。
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
」（

霜
月
,
2
0
0
8
,
p
.
2
1
3
)
 
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
。
 

 

○
○
○

○
○
 

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
。
 

 

 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●

小
見
出
し
・
ゴ
シ
ッ
ク
体
 

ピ
ー
ス
の
【
マ
ク
ラ
】
 

研 究  

引 用  

一
行
空
け
 

段
落
 

一
行
空
け

 

文
献
表
示
は
英
数
字
半
角
「
,」
「
p
.
」
に
注
意
 

「
引
用
・
参
考
文
献
一
覧
」
と
対
応
 

引
用
は
青
文
字
 

ひ
と
つ
の
ピ
ー
ス
が
 

ペ
ー
ジ
を
ま
た
い
で
も
よ
い
 

ピ
ー
ス
の
【
コ
メ
ン
ト
】
 

一
行

空
け

 

段
落
 

段
落
 

一
行
空

け
 

「
章
の
ま
く
ら
」
は
章
の
「
は
じ
め
に
」
の
役
割

を
持
つ
。
「
は
じ
め
に
」
と
同
様

、
後

か
ら

書
く

 
一

行
空

け
 

研 究  

引 用  

一
行
空
け

 

段
落
 

１
～
2
行
程
度
の
引
用
は
【
マ
ク
ラ
】
と
 

【
コ
メ
ン
ト
】
の
行
間
（
イ
ン
ラ
イ
ン
）
に
挟
み
込
む
。 
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 ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

。
 

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
。
（

著
者

名
字

,
出

版
年

,
p
.
●

-
●

)
 
 

 ○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

○
○

○
○

○
○

○
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
 

 

○
○

○
○

○
 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

。
 

 

 
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

。
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

。
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

。
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
。
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

。
（

著
者

名
字

,
出

版
年

,
p
.
●

-
●

)
 
 

 ○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
 

 Ⅰ
章

ま
と

め
 

○
○

○
○

 

 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
 

  

 
 

写
真

・
図

表
に

は
キ

ャ
プ

シ
ョ

ン
（

説
明

）
を

必
ず

つ
け

る
。

枠
を

消
し

「
グ

ル
ー

プ
化

」
す

る
。

出
典

つ
け

る
が

U
R
L
不
要

。
 

章
の

終
り

の
結

論
・

コ
メ

ン
ト

。
 

各
ピ

ー
ス

の
コ

メ
ン

ト
の

中
か

ら
重

要
な

部
分

を
集

め
て

書
く

。
後

か
ら

「
終

章
」

に
コ

ピ
ペ

す
る

と
終

章
が

簡
単

に
で

き
る

。
 

各
章

の
終

わ
り

は
「

ペ
ー

ジ
区

切
り

」
 

ひ
と

つ
の

章
に

ピ
ー

ス
は

最
低

３
つ
 

章
の

ま
と

め
を

一
言

で
表

す
タ

イ
ト

ル
を

つ
け

る
 

 

○
○
ご
と
の
○
○
量
(
国
交
省

HP
よ
り
)
 

写
真

や
図

表
は

右
揃

え
。
 

大
き

目
が

親
切
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 Ⅱ

章
 

○
○

○
○

○
○

○
○

 

  
Ⅰ

章
で

は
○

○
○

に
つ

い
て

述
べ

た
。

Ⅱ
章

で
は

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

に
つ

い
て

述
べ

る
。
ま

ず
、
「

…
…

…
」
で

は
、
～

～
に

つ
い

て
述

べ
る

。
次

い
で
「

…
…

…
」
に

お
い

て
、
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
…

。
 

  
         Ⅱ

章
ま

と
め

 

 
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
…

 

  

   

 

   〇
章

 
○

○
○

○
〇

〇
〇

〇
：

〇
〇

〇
〇

〇
〇

へ
の

取
材

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の

内
容
を

示
す

章
タ

イ
ト

ル
を

つ
け

る
）
 

  
〇

章
で

は
、
○

○
○

○
○

○
○

の
取

材
に

つ
い

て
述

べ
る

。

な
ぜ

〇
〇

〇
を

取
材

し
た

の
か

。
そ

れ
は

…
…

…
か

ら
で

あ

る
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
…

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

。
 

 

 

取
材

理
由

を
詳

し
く
 

手
紙

参
照
 

一
行

空
け

 

Ⅱ
章

の
マ

ク
ラ

 

 

ピ
ー

ス
（

詳
細

省
略

）
 

 

ピ
ー

ス
 

各
章

の
終

わ
り

は
「

ペ
ー

ジ
区

切
り

」
 

一
行

空
け

 

       
取
材
し
た
方
と
撮
っ
た
記
念
写
真
 

飼
育
員
の
○
○
さ
ん
と
の
記
念
撮
影
（
撮
影
筆
者
）
 

ひ
と

つ
の

章
に

ピ
ー

ス
は

最
低

３
つ
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取
材

日
時

：
2
0
〇

〇
年
○

月
○

日
(
1
0
：

0
0
～

1
2
：

0
0
）

 

場
所

：
兵

庫
県

立
コ

ウ
ノ
ト

リ
の

郷
公

園
 

兵
庫

県
豊

岡
市

祥
雲

寺
字

二
ヶ

谷
1
2
8
番

地
 

取
材

し
た

方
：

コ
ウ

ノ
ト
リ

担
当

飼
育

員
（

肩
書

）
 

河
野

〇
〇

さ
ん

（
フ

ル
ネ

ー
ム

）
 

  〇
〇

〇
〇

〇
と

は
ど

ん
な

と
こ

ろ
か

 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

 

 イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

ま
で

 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
 

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
…

。
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

…
。

 

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

 

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

…
。

 

○
○

○
○

○
。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
…

。
 

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

 

 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

の
記

録
 

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

…
。

 

 〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
 

河
野

さ
ん

 
ど

う
ぞ

な
ん
で

も
質

問
し

て
ね

。
○

○
○

○
○

○
。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

。
 

取
材

場
所

に
つ

い
て

、
施

設
の

公
式

H
P
等

の
 

案
内

等
を

引
用

し
て

説
明

し
て

も
よ

い
。

 

コ
ウ

ノ
ト

リ
の

郷
公

園
（

公
式

HP
よ

り
）
 

写
真

・
図

表
に

は
キ

ャ
プ

シ
ョ

ン
（

説
明

）
を

必
ず

つ
け

る
。

枠
を

消
し

「
グ

ル
ー

プ
化

」
す

る
。

出
典

つ
け

る
が

U
R
L
不
要

。
 

取
材

日
時

・
場

所
・

取
材

し
た

方
に

 
つ

い
て

詳
し

く
書

く
（
新

聞
記

事
と

お
な

じ
）
 

 

「
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
ま

で
」

の
書

き
方

 

・
時

間
の

経
過

に
沿

っ
て

お
こ

っ
た

こ
と

を
感

想
と

一
緒

に
記

録
す

る
。

 

・
送

っ
た

手
紙

と
相

手
か

ら
の

返
信

も
載

せ
る

。
 

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

場
所

と
時

間
が

決
ま

る
ま

で
も

大
事

な
記

録
。

 

・
必

ず
話

題
ご

と
に

小
見

出
し

を
入

れ
て

わ
か

り
や

す
く

。
 

小
見

出
し
 

誰
が

話
し

た
の

か
わ

か
る

よ
う

に
 

太
文

字
で

し
て

お
く

。
「
 

」
は

使
わ

な
い

。
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 私

 
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

河
野
さ

ん
 
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

私
 
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

○
○
○
○
○
。
 

 ※
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

 〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
 

私
 
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

河
野
さ

ん
 
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

私
 
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

○
○
○
○
○
。
 

 ※
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

（
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

）
ま
と

め
 

 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
…
。
 

 
 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

記
録

の
書
き

方
 

・
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
が

は
じ
ま

る
ま

で
の
会

話
や

感
想
（

緊
張

）
の
様

子
が

大
事
。
 

・
「
Q
＆

A
」

は
ダ
メ

。
な
る

べ
く

録
音
の

会
話

を
す
べ

て
打

っ
て
、

編
集

す
る
。
 

・
見
本

は
雑
誌

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

記
事
。

誰
が

し
ゃ
べ

っ
た

の
か
わ

か
る

こ
と
。
 

・
会
話

だ
け
で

な
く

雰
囲
気

・
建

物
・
部

屋
・

服
装
・

に
お

い
な
ど

も
。
 

・
必
ず

話
題
ご

と
に

小
見
出

し
を

入
れ
て

わ
か

り
や
す

く
。
 

各
章
の

終
わ
り

は
「

ペ
ー
ジ

区
切

り
」
 

小
見
出
し
 

小
見
出
し
が
一
区
切
り
し
た
ら
 

ピ
ー
ス
同
様
コ
メ
ン
ト
す
る
 

7 
 終

章
 

○
○
○

○
○

○
○
○

○
○

○
(
研

究
テ

ー
マ
を

タ
イ

ト
ル
に

す
る

と
よ
い

)
 

  
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

第
Ⅰ

章
で

は
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
…
。
 

第
Ⅱ

章
で

は
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
…
。
 

 
第

Ⅲ
章

で
は

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
…
。
 

 
第

〇
章

で
は

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
…
。
 

 

以
上

Ⅰ
～

●
章

ま
で

の
考

察
を

踏
ま

え
て

「
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
」

と
い

う
本

論
文

の
テ

ー

マ
に

対
す

る
結

論
を

述
べ

る
。

結
論

は
「

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
」

で
あ
る

。
な
ぜ
な
ら
、
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

 
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

 
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
 

 

＜
問
い

＝
テ

ー
マ

＞
と

、
た
ど

り
つ

い
た

＜
答

え
＝

結
論
＞

を
は

っ
き

り
書

く
。

な

ぜ
そ
の

よ
う

な
結

論
に

至
っ
た

の
か

、
そ

の
根

拠
を

、
各
章

ま
と

め
や

、
フ

ィ
ー

ル

ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た
調
査
結
果
と
関
連
さ
せ
て
詳
し
く
述
べ
る
。
 

終
章
で
は
各
章
の
議
論
（
ま
と
め
部
分
）
を
復
習
し

結
論
（
問
い
に
対
す
る
答
え
）
を
導
く
。
 

一
行
空
け
 

各
章
の

終
わ
り

は
「

ペ
ー
ジ

区
切

り
」
 



8 
 引

用
・

参
考
文

献
一

覧
 
(
引

用
し

た
資
料

・
読

ん
だ
だ

け
の

資
料
も

全
て

記
載
す

る
)
 

 

【
図
書
】
 

新
井
紀
子
(
2
0
1
8
)
『
人
工
知
能
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
?
』
誠
文
堂
 

笠
原
一
男
(
1
9
7
7
）
『
日
本
宗
教
史
』
山
川
出
版
社
 

川
添
愛
(
2
0
2
1
)
『
言
語
学
バ
ー
リ
・
ト
ゥ
ー
ド
』
東
京
大
学
出
版
会
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
1
)
『
妖
怪
学
の
基
礎
知
識
』
角
川
学
芸
出
版
 

霜
月
た
か
な
か
(
2
0
0
8
)
『
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
創
世
記
』
朝
日
新
聞
社
 

新
田
誠
吾
(
2
0
1
9
)
『
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
ま
と
め
方
』
す
ば
る
出
版
 

ホ
ル
ズ
ワ
イ
ス
・
A
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
(
2
0
2
1
)
『
学
校
図
書
館
を
ハ
ッ
ク
す
る
』
新
評
論
 

横
道
万
里
雄
（
2
0
0
7
）
「
山
姥
」
『
改
訂
新
版
 
世
界
大
百
科
事
典
』
（
2
8
巻
）
平
凡
社
 

 

【
論
文
・
雑
誌
記
事
】
 

片
岡

則
夫

（
2
0
1
2
.
4
）
「
『

探
究

的
な

学
習

』
の

手
順

：
学

習
局

面
に

応
じ

た
援

助
が

学
校

図
書

館
を

育

て
る
」
『
学
校
図
書
館
』
（
特
集
：
調
べ
学
習
を
問
い
直
す
）
第

7
3
8
号

p
.
2
6
-
2
8
 

 

【
新
聞
記
事
】
 

『
朝
日
新
聞
』
(
2
0
1
8
.
1
1
.
4
朝
刊
,
名
古
屋
本
社
版
)
「
カ
ラ
オ
ケ
 
福
祉
を
手
助
け
」
 

 

【
W
e
b
ペ
ー
ジ
記
事
】
 

文
部
科
学
省
（

20
01

.1
0）

「
留
学
生
の
受
け
入
れ
概
況
（
平
成

13
年
版
）
」

 
ht

tp
://

w
w

w.
m

ex
t.g

o.
jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/ch

uk
yo

/ch
uk

yo
4/

gi
jir

ok
u/

01
10

02
/0

11
10

2h
.h

tm
（

20
01

年
1
月

1
日
参
照
）
．

 
  

 
 

文
献
は
名
字
（
姓
）
の

5
0
音
順
 

※
引

用
・

参
考

文
献

一
覧

は
【

図
書

】
【
論
文
・
雑
誌
記
事
】【

W
e
b
ペ
ー
ジ
記

事
】
を
区
別
す
る
。
 

※
す
べ
て
文
献
表
示
と
対
応
。
 

引
用
・
参

考
文

献
一
覧

の
終

わ
り

は
「
ペ

ー
ジ
区

切
り

」 

出
版
社
の
「
株
式
会
社
」
は
入
れ
な
い
 

9 
 お

わ
り

に
（
タ

イ
ト

ル
を
つ

け
る

）
 

［
一
行

空
け
る

］
 

 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

 
 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

 
 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
。
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。

 
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
。
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

 
  

 

常
体

文
(
～

だ
。

～
で

あ
る

。
)
で

研
究

の
き

っ
か
け

、
動

機
、

研
究

を
終

え
た

感
想

、
残

さ

れ
た

課
題

な
ど

を
、

で
き

る
だ

け
具

体
的

に
、

詳
し

く
書

く
。

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

先
や
保

護
者

な
ど

、
研

究
を

応
援

し
て

く
れ

た
方

へ
の

御
礼

の
言

葉
な

ど
を

書
い

て
も

よ
い

。
論
文

中
で
「
お
わ
り
に
」
に
の
み
、
私
的
な
文
章
を
書
い
て
よ
い
。
研
究
企
画
書
を
参
照
す
る
。
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  [一
般

の
図

書
] 

 

（
著
者
名
字
,
出
版
年
,
p
.
●
-●

）
（
霜
月
,
2
0
0
8
,
p
.
2
1
1
-
2
1
2
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
↕
 
対
応
し
て
い
る
 

著
者
名
（
出
版
年
）『

書
名
：
副
書
名
』
出
版
社

 
霜

月
た

か
な

か
(
2
0
0
8
)
『

コ
ミ

ッ
ク

マ
ー

ケ
ッ

ト
創

世
記

』
朝

日
新

聞
社

 

 [ポ
プ

ラ
デ

ィ
ア

] 
 

（
『
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
（
●
巻
）』

,
出
版
年
,
p
.
●
）
（
『
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
（
1
0
巻
）
』
,
2
0
1
1,
p
.
1
3
6
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
↕
 
対
応
し
て
い
る
 

『
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
（
●
巻
）
』（

出
版
年
）
ポ
プ
ラ
社

 

『
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア
（
1
0
巻
）
』（

2
0
1
1
）
ポ
プ
ラ
社
 

 [事
典

類
・
現

代
用

語
辞

典
類

・
辞

典
類

] 
※
項
目
著
者
名
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
監
修
者
名
な
ど
 

（
著
者
名
字
,
出
版
年
,
p
.
●
）
（
小
松
,
1
9
8
8
,
p
.
2
1
1
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
↕
 
対
応
し
て
い
る
 

項
目
の
著
者
名
（
出
版
年
）
「
項
目
名
」
『
事
典
名
』
出
版
社

 

小
松
和
彦
（
1
9
8
8
）
「
山
姥
」『

世
界
大
百
科
事
典
』
（
4
巻
）
平
凡
社
 

 [論
文

・
雑

誌
記

事
] 
※
ネ
ッ
ト
の

p
d
f
論
文
も
こ
の
書
き
方
で
よ
い
。
 

(
著
者
名
字
,
出
版
年
.
月
,
p
.●

）
（
片
岡
,
2
0
1
2
.
4
,
p
.
2
6
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
↕
 
対
応
し
て
い
る
 

著
者
名
（
発
行
年
）
「
記
事

(論
文

)名
」
『
雑
誌
名
』

(特
集
名

)巻
号
 
始
め
と
終
わ
り
の
ペ
ー
ジ

 
片
岡
則
夫
（

20
12

.4
）「
『
探
究
的
な
学
習
』
の
手
順
：
学
習
局
面
に
応
じ
た
援
助
が
学
校
図
書
館
を
育
て
る
」『

学
校
図
書

館
』
（
特
集
：
調
べ
学
習
を
問
い
直
す
）
第

73
8
号

p.
26

-2
8 

 [新
聞

記
事

（
署

名
が

あ
る

記
事

）
] 
※
署
名
が
な
い
記
事
の
場
合
は
、
名
字
で
な
く
『
新
聞
名
』
を
入
れ
る
。
 

（
著
者
名
字
,
年
月
日
,
朝
夕
刊
）
（
小
河
,
2
0
2
1
.
3
.
3
1
朝
刊
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
↕
 
対
応
し
て
い
る
 

著
者
名
（
年
月
日
,朝

夕
刊
）「

記
事
タ
イ
ト
ル
」『

新
聞
名
』
小
川
愛
実
（

20
21

.3
.3

1
朝
刊
）「

声
優
、

4
兆
円
の
主
役
に

 
熱
烈
フ
ァ
ン

10
0
万
人
作
品
追
う
」
『
日
本
経
済
新
聞
』

 
 [イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

資
料

]（
U

RL
が
長
け
れ
ば
省
略
し
た
形
で
も
よ
い
）

 
（
発
信
者
,
更
新
年
月
,
オ
ン
ラ
イ
ン
）
（
文
部
科
学
省
,
2
0
01
.
1
0
,
オ
ン
ラ
イ
ン
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
↕
 
対
応
し
て
い
る
 

発
信
者
（
更
新
年
月
日
）「

W
eb

ペ
ー
ジ
の
記
事
タ
イ
ト
ル
」

U
RL

（
参
照
年
月
日
）

 
文
部
科
学
省
（

20
01

.1
0）

「
留
学
生
の
受
け
入
れ
概
況
（
平
成

13
年
版
）
」

 
ht

tp
://

w
w

w.
m

ex
t.g

o.
jp

/b
_m

en
u/

sh
in

gi
/ch

uk
yo

/ch
uk

yo
4/

gi
jir

ok
u/

01
10

02
/0

11
10

2h
.h

tm
（

20
01

年
1
月

1
日
参
照
）．

 
以
下
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
引
用
し
な
い
（
一
般
に

h
t
m
l
の
情
報
は
消
え
や
す
い
の
で
使
わ
な
い
）
 

個
人
サ
イ
ト
／
匿
名
サ
イ
ト
／
ま
と
め
サ
イ
ト
／
W
i
k
i
p
e
di
a
／
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
／
Y
o
ut
u
b
e
等
動
画
 

中
高
校
生
・
大
学
生
が
発
表
し
た
論
文
（
参
考
文
献
が
あ
れ
ば
文
献
探
し
に
は
便
利
）
 

引
用
の
後
の
 

文
献
表
示
の
例
 

論
文
の
最
後
の
 

参
考
・
引
用
文
献
一
覧
の
例
 

付
録

：
「

文
献

表
示

」
と

「
引

用
・
参

考
文

献
一

覧
」
の

書
き

方
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目
 
次

 

・
何
を
＜
問
い
＝
テ
ー
マ
＞
と
す
る
の
か

 
・
な
ぜ
の
論
文
を
書
く
の
か
、「

社
会
的
な
意
義
・
価
値
」 

・
各
章
の
要
約
と
結
論
ま
で
を
紹
介

 
は

じ
め

に
 

メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
（
問
い
）

 
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
（
答
え
）

 

引
用
・

参
考
文

献
一

覧
 

お
わ
り

に
 

は
ピ
ー
ス
を
示
す

 

論
文
の
全
体
構
造
 

表
紙

 

 ・
各
章
の
議
論
（
ま
と
め
部
分
）
を
振
り
返
る
。
 

・
結
論
（
問
い
に
対
す
る
答
え
）
を
明
記

 
終

章
 

  

 

Ⅰ
章
 

章
ま
と
め

 

章
マ
ク
ラ

 

 

    

   

章
ま
と
め

 

章
マ
ク
ラ

 

 

    

Ⅱ
章
 

    

章
ま
と
め

 

章
マ
ク
ラ

 

 

    

Ⅲ
章
 

    

章
ま
と
め

 

章
マ
ク
ラ

 

 

    

 

〇
章
 
F
W
 

全
体

レ
イ

ア
ウ

ト
 



すべての指示はテンプレートに 

 

テーマと「はじめに」「おわりに」 

□＜問い＝テーマ＞がはっきりしない。疑問形になっていない。問いがふたつある。言葉の重複 

□テーマを絞る・限定する。「～とは」は調べ学習になりがち 

大きすぎ/ 好き好き/ HOW TO / 未来予測 / 高度すぎ / 現在進行形/すでに解明・まんまテーマ 

□難しい題材：タレント・心理学系・疑似科学・民間療法・美容・ミリタリー・作品論・SNS 

□「はじめに」がない。→企画書の「意義」の項目  

□「おわりに」がない。→企画書の「動機」の項目 

□テーマにした言葉がなにを指しているのかあいまい(定義が不十分)。 

ピースの書式・構造  

□ピースの構造を学べ。（   ）ページの添削よく読む。基本。 

□引用の最後に「文献表示」がないか不正確。例→（霜月,2008,p.211-212)  

□まくら弱い。著者紹介ではない。直前のピースを受けて引用理由を書く。 

□コメント弱い・要約多い。感想（私は・思う・考える・わかったを取る） 

□コメント疑問出しっぱなしはダメ。対応する（答える）ピースを。 

□常体文（だ・である）に統一（引用は別）。□話し言葉禁止 

□不要な空白行がある。□空白行がない。□行末が揃っていない 

□ピースに小見出しがない。□疑問をコメントしたら調べて答える。 

□ポプラディア・事典・新聞の出典はチェックシート裏面を見る。 

□フォントがおかしい（見出はゴシック体、他は明朝体）。□改ページなし 

□引用・要約が長い。原則 10 行以下。□論文は引用よりコメントが多い。 

□1～2 行の短い引用は文中に「 」で入れる（インライン引用）。 

出典（引用・参考文献）とその表示 

□引用・参考文献一覧がない □出典は 50 音順 

□同一資料からの引用が多すぎ。□ウィキペディアを利用している 

□ネットからの引用ルールが分かってない。参照日・発信者が不明。 

□出典の表示方法をしっかり身に着ける。表示方法が不正確。出版社名は「株式会社」を取る。 

□ネットからの引用が多すぎる。先生の確認のないネット資料は引用禁止。 

フィールドワーク・プロジェクト 

□フィールドワーク・プロジェクトがない。分量不足。 

□いつ・どこで・だれを（プロフィール・肩書・フルネーム・著作等）がはっきりしない。 

□フィールドワークが詳細に報告されておらず、もったいない。申込の経緯・雰囲気・服装・態度…。 

□Q＆A になっている。会話にして小見出し入れる。録音打ち出す。□小見出しを入れて整理がされていない。 

□写真がない。写真を大きく。□キャプションがない・不十分 □会話の間に空白行を入れない。 

□会話を記録するだけではなく間にコメントも入れる。 

現在の大まかな評価 

□危機的状況。興味がなければすぐ別テーマを探る。SNSで裏垢があればそれが本物。 

□今のテーマでは完成は難しい。もっと具体的な題材とテーマを。題材・テーマに応じたピースをつくる。 

□内容分量不十分（ピース不足・文字数不足）。知識不足。もっと本読む。 

□コピペ・調べました学習・混乱・完成までの道のりは遠い。□チェックをする段階に至っていない。 

□「書かないから書けない」症候群？ □ゲームのルールの勘違い？ 「正解探し」と思っていないか。 

□「おわりに」に、そもそもその題材になぜ興味を持ったのか、そのきっかけ（動機）を詳しく具体的に書く。 

□ビジュアルでない。キャプションを付けた写真・図表・グラフがない。キャプション枠残る。 

□論文に感想は不要。コメントは客観的に書く。自分のことを例として出す場合は「筆者の場合…」と書く。 

□写真・統計グラフなく読者に不親切。□「文字の折り返し」を。 

 

卒業論文「なんでやねん」チェックシート（完成用） 

引 用 

（ひとのコトバ） 

 

（著者名字,出版年,ページ数）

数） 

小見出し 

出典（引用文献の出所）は文末の一覧 

研究ピースの構造 

まくら 

（自分の言葉） 

コメント 

（自分の言葉） 

青文字 

〈一行空け〉 

〈一行空け〉 

文献表示 

段落注意 

 

↓一行空けない

字 



   

 〇
〇
大
学
 

〇
〇
学
部
・
〇
〇
学
科
 

教
授
 〇

〇
〇
〇
先
生
 

 拝
啓
 

朝
顔
が
咲
き
、
暑
さ
が
日
ご
と
に
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
〇
〇
〇
 
(
〇
〇
〇
 
〇
〇
〇
)と

申
し
ま
す
。
大
阪
の
河
内
長
野
市
に
あ
る
清
教
学
園

中
学
校
の
 
3
 
年
生
で
す
。
取
材
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
お
便
り
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

 

私
が
通
う
清
教
学
園
中
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間
に
、
卒
業
論
文
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
と
い
う
授
業
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
興
味
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
1
 
年
間
を
か
け
て
研
究
し
て
 
1
冊
の
論
文
に
ま
と
め
る
、

と
い
う
授
業
で
す
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
「
ハ
ワ
イ
」
に
つ
い
て
私
は
学
ぶ
こ
と
に
し

ま
し

た
。
「

な
ぜ

ネ
イ
テ

ィ
ブ
ハ

ワ
イ
ア

ン
が
『

ハ
ワ

イ
』
か

ら
消
え

た
の
か

」
が

現
在
の

テ
ー
マ

で
す
。
 

 な
ぜ

私
が
こ

う
し
た

こ
と

を
考

え
た

の
か

と
い
う

と
、

家
族

旅
行

で
ハ

ワ
イ
に

行
く

の
が

好
き

だ
っ

た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
あ
り
ま
す
。
初
め
て
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
の
は
小
学
一
年
生
の
時
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ

ッ
ド
や
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
観
光
客
に
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ハ
ワ
イ
に

興
味
を
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 し
か
し
、
小
学
 5
 
年
生
の
時
に
再
度
、
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た
時
に
疑
問
が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア

メ
リ

カ
な

の
に
日

系
人
の

人
が

と
て
も

多
か
っ

た
こ
と

、
世

界
の
い

ろ
い
ろ

な
国
の

文
化

が
入
り

混
じ
っ

た
多
文
化
社
会
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
ア
ジ
ア
圏
の
文
化
が
多
い
と
感
じ
、
そ
の
よ
う
な
気
づ
き
か
ら
、

卒
業
論
文
の
題
材
に
「
ハ
ワ
イ
の
歴
史
・
文
化
・
社
会
構
成
」
を
選
び
ま
し
た
。
 

卒
業
論
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
参
考
文
献
を
探
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
最
初
に
手
に
取
っ
た

参
考
文
献
が
、
〇
〇
先
生
の
ご
著
書
で
あ
る
『
ハ
ワ
イ
の
歴
史
と
文
化
―
悲
劇
と
誇
り
の
モ
ザ
イ
ク
の
中
で
』

で
し
た
。
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
移
民
の
人
々
の
苦
労
や
生
き
様
、
真
珠
湾
攻
撃
時
の
ハ
ワ
イ
の
悲

惨
さ
や
戦
争
中
の
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
生
活
、
戦
後
の
ハ
ワ
イ
社
会
、
観
光
と
ハ
ワ
イ
、
日
本
と
ハ
ワ
イ
の
つ

な
が
り
、
ハ
ワ
イ
王
国
時
の
歴
史
が
描
か
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
誕
生
か
ら
今
日
の
ハ
ワ
イ
情
勢
ま
で
の
こ
と

が
本
当
に
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
 

 〇
〇
先
生
の
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
人
気
観
光
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
の
顔
と
は
違
っ
た
、
も
う

取
材

依
頼

手
紙

サ
ン

プ
ル

 
一
つ
の
顔
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
ハ
ワ
イ
」
と
い
う
一
つ
の
文
化
圏
に
対
し
て
、

日
本

と
ア

メ
リ
カ

そ
れ
ぞ

れ
が

歴
史
的

に
接
触

し
、
そ

れ
に

よ
っ
て

ハ
ワ
イ

自
体
が

歴
史

の
中
で

変
わ
っ

て
き
た
と
い
う
点
で
す
。
現
在
は
、
移
民
先
や
観
光
先
と
し
て
の
日
本
の
影
響
、
併
合
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
影
響
が
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
文
化
圏
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
、
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
本
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
、
〇
〇
大
学
 〇

〇
学
部
〇
〇
学
科
に
取
材
に
行

か
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
可
能
で
し
た
ら
、
〇
〇
先
生
に
直
接
お
話
を
伺
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
〇
〇
先
生
の
複
数
の
ご
著
書
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
疑
問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

も
し
お
話
を
う
か
が
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 ・
元
々
ハ
ワ
イ
諸
島
は
無
人
島
で
し
た
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
渡
来
に
よ
り
ハ
ワ
イ
と
い
う
土
地
が
誕
生
し
た

こ
と
か
ら
も
、
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
ハ
ワ
イ
州
は
多
民
族

か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
欧
米
・
日
系
な
ど
の
ハ
ワ
イ
在
住
者
と
比
べ
て
、
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
社
会
的
地

位
は
不
安
定
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
に
厳
し
い
状
態
に
な
っ
た
の
か
が
疑
問
で
す
。
 

私
は

ハ
ワ
イ

王
国
時

代
の

先
住

ハ
ワ

イ
ア

ン
は
、

農
耕

や
漁

業
な

ど
生

活
に
必

要
な

生
産

活
動

だ
け

を

し
て
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
き
た
と
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
ハ
ワ
イ
は
ど
ん
ど
ん
生
産
し
て
、
利

益
を

出
す

こ
と
が

目
的
の

資
本

主
義
社

会
で
す

。
現
在

の
ハ

ワ
イ
社

会
の
大

半
を
占

め
る

白
人
や

日
系
人

の
よ
う
に
、
過
剰
に
生
産
活
動
す
る
こ
と
が
、
昔
か
ら
の
生
活
の
仕
方
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
は
今
日
の
ハ
ワ
イ
社
会
に
な
じ
め
ず
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

・
〇
〇
先
生
も
執
筆
さ
れ
た
『
高
校
生
の
た
め
の
東
大
授
業
ラ
イ
ブ
-学

問
か
ら
の
挑
戦
』
の

p
.
23
1
、
第

２
段
落
に
「
日
本
人
の
数
が
増
え
る
と
、
ハ
ワ
イ
で
は
日
本
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
様
々
な

工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
.
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
p
.
2
35

第
3
段
落
に
「
し
か
し
ハ
ワ
イ

の
文
化
的
意
義
は
日
本
社
会
の
変
容
と
と
も
に
常
に
創
ら
れ
て
き
た
の
で
す
.
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
上
の
箇
所
を
読
ん
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
現
在
私
た
ち
が
見
て
い
る
「
ハ
ワ

イ
」
と
い
う
国
は
偽
り
の
仮
面
を
被
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
 

い
ま
私
た
ち
が
思
い
描
く
「
ハ
ワ
イ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
上
記
の
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
思
い
描
く
「
南

の
島
の
楽
園
」
と
い
う
願
望
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
「
ハ
ワ
イ
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
扱
う
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
展
開
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
発
展
し
て
い
く
中
で
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ご
著
書
の
中
で

書
か
れ
て
い
た
、
ご
み
の
埋
め
立
て
に
よ
る
環
境
の
変
化
、
ハ
ワ
イ
古
来
の
伝
統
的
文
化
の
衰
退
、
ハ
ワ
イ

開
発
の
影
響
に
よ
る
家
族
単
位
で
の
失
業
者
な
ど
で
す
。
 

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
数
の

2
0
%を

占
め
る
私
た
ち
日
本
人
は
、
た
だ
単
に
ハ
ワ
イ
に
行
き
、
観
光
を

楽
し

ん
で

帰
っ
て

く
る
の

で
は

な
く
、

こ
の
よ

う
な
問

題
が

観
光
の

裏
で
発

生
し
て

い
る

こ
と
を

考
え
る

必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

 



・
ハ
ワ
イ
は
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の
国
と
貿
易
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
に
一
方
的
に
併
合
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
他
の
国
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
カ
メ
ハ

メ
ハ
大
王
の
時
代
は
白
檀
を
主
要
な
貿
易
品
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
白
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
ハ

ワ
イ
王
族
(ハ

ワ
イ
人
)独

自
の
貿
易
を
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 ・
な
ぜ
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
か
ら

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
西
へ

)
3,
8
5
0 

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
の
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
土
地
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
観
光
業
が
ハ
ワ
イ

州
の
 一

大
産
業
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
近
い
他
の
島
・
国
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
太
平
洋
の
ど
真
ん
中
の
小
さ
い
島
が
、

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
背
景
を
知
り
た
い
で
す
。
 

 〇
月
〇
日
( 

)
か
〇
月
〇
日
( 

)
、
も
し
く
は
〇
月
〇
日
-〇

日
( 

 
 
)、

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
程

で
、
保
護
者
と
二
人
で
東
京
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
上
記
の

日
に

ち
で

都
合
が

合
わ
な

い
場

合
は
、

オ
ン
ラ

イ
ン
で

の
取

材
も
ご

検
討
頂

け
ま
す

と
大

変
あ
り

が
た
い

で
す
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ご
都
合
の
良
い
日
時
・
方
法
を
お
返
事
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
お
忙
し
い
身
で
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
の
で
、
取
材
対
応
が
難
し
け
れ
ば
こ
の
手
紙
は
読
み

捨
て
頂
い
て
結
構
で
す
。
 

 お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ご
参
考
:
こ
れ
ま
で
私
が
学
ん
で
き
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

矢
口
祐
人
(
20
0
2
)『

ハ
ワ
イ
の
歴
史
と
文
化
-悲

劇
と
誇
り
の
モ
ザ
イ
ク
の
中
で
』
中
公
新
書
 

矢
口
祐
人
(
20
1
1
)『

憧
れ
の
ハ
ワ
イ
-
日
本
人
の
ハ
ワ
イ
観
』
中
央
公
論
新
社
 

矢
口
祐
人
(
20
1
1
)『

ハ
ワ
イ
王
国
-カ

メ
ハ
メ
ハ
か
ら
ク
ヒ
オ
ま
で
』
イ
カ
ロ
ス
出
版
 

矢
口
祐
人
,森

茂
岳
雄
,中

山
京
子
(
20
0
7
)『

入
門
ハ
ワ
イ
・
真
珠
湾
の
記
憶
-も

う
一
つ
の
ハ
ワ
イ
ガ
イ
ド
』

明
石
書
店
 

東
京
大
学
教
養
学
部
(
20
1
5
)『

高
校
生
の
た
め
の
東
大
授
業
ラ
イ
ブ
学
問
か
ら
の
挑
戦
』
東
京
大
学
出
版
会
 

後
藤
明
,
松
原
好
次
,
塩
谷
亭
(2
0
0
4
)『

ハ
ワ
イ
研
究
へ
の
招
待
-
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
見
え
る
新
し
い

ハ
ワ
イ
像
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
 

石
出
み
ど
り
(
2
0
05
)
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
ハ
ワ
イ
の
歴
史
 Q
&
A
』
大
月
書
店
 

森
出

じ
ゅ

ん
(
20
2
1)

『
Ha
w
a
ii
(
ハ

ワ
イ

)
神

秘
の

物
語

と
楽

園
の

絶
景

-
ハ

ワ
イ

の
人

々
が

愛
す

る
 
1
00
 

の
神
話
』
パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

高
橋
真
樹
(
20
1
1
)『

観
光
コ
ー
ス
で
は
な
い
ハ
ワ
イ
-
「
楽
園
」
の
も
う
一
つ
の
姿
』
高
文
研
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卒
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論
文

サ
ン

プ
ル

 

 
 

は
じ

め
に

 
  

妖
怪

や
幽

霊
、

こ
れ

ら
の

言
葉

を
聞

い
た

こ
と

が
な

い
人

は
い

な
い

だ
ろ

う
。

と
同

時
に

現
代

で
も

彼
ら

の

存
在

を
信

じ
て

い
る

と
い

う
人

も
同

様
に

い
な

い
だ

ろ

う
。

こ
れ

は
、

当
然

の
こ

と
だ

。
人

間
は

恐
る

べ
き

速

度
で

文
明

を
発

達
さ

せ
て

い
っ

た
。

そ
の

発
達

を
手

助

け
し

た
も

の
と

し
て

第
一

に
挙

が
る

の
は

、
や

は
り

科

学
技

術
の

発
展

だ
。

 
火

を
使

い
だ

し
て

か
ら

、
人

間
は

金
属

を
加

工
で

き

る
よ

う
に

な
り

、
活

版
印

刷
技

術
の

発
見

で
書

物
を

大

量
に

印
刷

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
電

話

が
発

明
さ

れ
た

こ
と

で
、

世
界

の
裏

側
に

い
る

人
と

も
会

話
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

人
工

衛
星

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
、

そ
し

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

。
文

明
は

こ
れ

ら
の

世
界

に
大

き
な

影
響

を
与

え
て

き
た

科
学

の
進

歩
に

よ
っ

て
、

ま
た

偉
大

な
発

明
に

よ
っ

て
発

展
し

、
現

在
に

至
る

。
こ

れ
は

人
間

と
い

う
種

族
の

繁
栄

と
し

て
は

素
晴

ら
し

い
こ

と
だ

。
 

 
し

か
し

、
科

学
の

進
歩

と
い

う
そ

の
光

の
陰

に
埋

も
れ

て
い

っ
た

存
在

に
「

妖
怪

」
が

い
る

。
妖

怪
た

ち
が

起
こ

し
て

き
た

不
可

解
な

現
象

、
そ

れ
を

「
怪

異
」

と
呼

ぶ
が

現
代

に
お

い
て

は
、

そ
れ

ら
の

ほ
と

ん
ど

が
科

学
的

に
説

明
が

つ
く

現
象

と
さ

れ
て

い
る

。
つ

ま
り

、
不

可
解

な
現

象
と

は
い

え
な

い
。

現
代

に
怪

異
は

存
在

し
な

い
の

だ
。

 
だ

が
、

科
学

が
進

歩
す

る
以

前
の

昔
の

人
々

は
違

う
。

例
え

ば
、

地
震

や
台

風
な

ど
の

恐
ろ

し
い

自
然

現
象

が
引

き
起

こ
さ

れ
る

原
因

が
、

当
時

の
人

々
に

と
っ

て
は

わ
か

ら
な

か
っ

た
の

だ
。

地
殻

変
動

や
マ

ン
ト

ル
の

移
動

、
気

圧
の

変
化

な
ど

原
因

が
は

っ
き

り
わ

か
っ

て
い

る
の

は
科

学
技

術
が

発
達

し
た

現
代

な
ら

ば
こ

そ
。

平
安

時
代

ひ
い

て
は

江
戸

時
代

で
も

そ
れ

だ
け

の
科

学
的

な
知

識
は

全
く

な
か

っ
た

の

だ
。

そ
し

て
、

そ
の

時
代

の
人

々
は

、
そ

れ
ら

の
自

然
現

象
の

原
因

を
自

分
た

ち
の

想
像

力
か

ら
生

み
出

し
た

妖
怪

た
ち

に
着

せ
た

の
だ

。
さ

ら
に

自
然

現
象

だ
け

で
は

な
く

、
日

常
で

起
こ

っ
た

不
可

思
議

な
も

の
・

こ
と

を
「

怪
異

」
と

し
、

そ
れ

ら
の

元
凶

を
妖

怪
と

し
た

。
こ

れ
が

怪
異

・
妖

怪
の

発
生

原
理

だ
。

 
そ

し
て

、
妖

怪
と

は
、

た
だ

い
た

ず
ら

好
き

な
存

在
と

し
て

描
か

れ
て

き
た

の
か

、
そ

れ
と

も
邪

悪
な

存
在

な
の

か
、

善
い

妖
怪

も
い

る
と

考
え

ら
れ

て
い

た
の

か
、

神
様

な
ど

、
宗

教
的

な
信

仰
の

対
象

と
は

何
が

違
う

の
か

、
そ

し
て

妖
怪

と
は

一
体

な
ん

な
の

か
。

こ
の

論
文

で
は

そ
れ

ら
を

紐
解

き
、

「
『

妖

怪
』

が
な

ぜ
人

々
の

興
味

の
対

象
と

な
っ

て
き

た
の

か
」

と
い

う
問

い
の

最
終

的
な

結
論

を
導

く
。

 
 

 
 

本
論

文
は

序
論

と
終

章
を

除
き

、
Ⅴ

章
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

。
 

 
第

Ⅰ
章

の
「

妖
怪

と
は

何
か

」
に

お
い

て
は

、
 妖

怪
の

定
義

と
歴

史
を

紐
解

き
、

妖
怪

を
妖

怪
と

す
る

超
自

然
的

な
も

の
の

介
入

に
つ

い
て

、
ま

た
、

妖
怪

が
い

つ
誕

生
し

、
人

間
と

ど
う

関
わ

り
あ

っ
て

き
た

か
の

背
景

を
述

べ
る

。
 

 
第

Ⅱ
章

「
妖

怪
は

善
か

、
悪

か
」

で
は

、
忌

み
嫌

わ
れ

る
存

在
と

さ
れ

て
き

た
妖

怪
が

、
近

年
の

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

で
は

、
人

間
の

味
方

と
し

て
描

か
れ

る
こ

と
が

多
い

と
い

う
矛

盾
点

に
対

し
て

前
時

代
の

妖
怪

の
本

質
は

悪
で

あ
る

、
と

い
う

前
提

と
の

差
別

化
点

を
述

べ
る

。
 

 
第

Ⅲ
章

「
妖

怪
の

分
類

」
で

は
、

様
々

な
種

類
が

あ
る

妖
怪

の
型

と
多

数
の

妖
怪

た
ち

が
人

間
の

生
活

に
ど

の
よ

う
に

か
か

わ
っ

て
い

る
と

さ
れ

て
き

た
の

か
に

つ
い

て
述

べ
る

。
妖

怪
も

自
然

の
恐

怖
の

具
現

化
や

人
知

を
超

え
た

も
の

た
ち

ば
か

り
で

は
な

い
。

も
っ

と
身

近
な

人
間

の
日

常
生

活
に

姿
を

現
す

妖
怪

も
い

た
の

だ
。

 
 

第
Ⅳ

章
「

メ
デ

ィ
ア

化
さ

れ
て

き
た

妖
怪

た
ち

」
で

は
、

映
画

や
テ

レ
ビ

、
小

説
や

漫
画

果
て

は
歌

舞

図
1
 妖

怪
ク
ロ
ク
モ
 

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
,
オ
ン
ラ
イ
ン
) 



 
 

伎
な

ど
、

な
ぜ

幅
広

い
世

界
で

我
々

の
メ

デ
ィ

ア
作

品
に

登
場

す
る

の
か

を
検

討
す

る
。

人
間

に
害

を
な

す
と
さ
れ
な
が
ら
も
妖
怪
が
当
の
人
間
た
ち
に
好
ん
で
作
品
の
モ
チ
ー
フ
に
選
ば
れ
る
理
由
を
探
る
。

 
 

第
Ⅴ

章
「

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

を
訪

れ
る

：
怪

異
の

世
界

」
で

は
、

妖
怪

学
の

第
一

人
者

で

あ
る

小
松

和
彦

先
生

が
所

長
を

務
め

る
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
述

べ
る

。
今

回
、

こ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
受

け
て

く
だ

さ
っ

た
の

は
、

そ
の

小
松

和
彦

先
生

ご
自

身
だ

。
小

松
先

生
の

今
ま

で
の

妖
怪

研
究

の
内

容
や

妖
怪

と
神

様
な

ど
、

信
仰

対
象

と
の

相
違

点
な

ど
、

様
々

な
貴

重
な

お
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

多
忙

な
方

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
こ

の
申

し
出

を
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
幸
運
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。

 
 

終
章

で
は

、
本

論
文

の
テ

ー
マ

「
な

ぜ
、

妖
怪

や
幽

霊
な

ど
の

怪
異

が
人

々
の

興
味

の
対

象
と

な
っ

て

き
た

の
か

」
に

対
す

る
結

論
を

述
べ

る
。

妖
怪

は
時

代
の

変
化

に
よ

り
、

そ
の

時
代

の
人

々
に

受
け

い
れ

ら
れ
る
よ
う
な
形
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
。
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 Ⅰ
章

 
妖

怪
と

は
何

か
 

 

本
論

文
の

テ
ー

マ
で

あ
る

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
に

答
え

る

た
め

、
は

じ
め

に
研

究
対

象
で

あ
る

「
妖

怪
」

の
定

義
と

歴
史

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
第

1
節

で
は

ま

ず
、

「
妖

怪
」

の
定

義
に

つ
い

て
述

べ
る

。
次

い
で

第
2
節

に
お

い
て

「
妖

怪
」

の
起

源
と

そ
の

歴
史

に

つ
い

て
概

観
す

る
。

最
後

の
第

3
節

は
「

な
ぜ

妖
怪

学
と

い
う

学
問

が
生

ま
れ

た
の

か
」

に
つ

い
て

妖
怪

研
究

の
起

源
に

つ
い

て
述

べ
る

。
 

 
 

妖
怪

の
定

義
 

 
妖

怪
は

、
本

当
に

こ
の

世
界

に
存

在
す

る
も

の
で

は
な

い
。

古
来

人
々

の
想

像
力

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
て

き
た

存

在
で

あ
り

、
彼

ら
が

起
こ

す
と

さ
れ

た
怪

異
も

、
現

在
で

は

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
科

学
的

に
説

明
で

き
る

か
ら

だ
。

だ
が

、

「
妖

怪
」

と
い

う
言

葉
が

あ
る

と
い

う
こ

と
は

、
そ

の
言

葉

に
何

ら
か

の
定

義
が

あ
る

と
い

う
こ

と
だ

。
定

義
が

な
け

れ

ば
、

い
く

ら
妖

怪
が

現
実

の
存

在
で

は
な

く
、

概
念

上
の

存

在
と

は
い

え
、

そ
の

存
在

す
ら

あ
や

ふ
や

に
な

る
。

い
っ

た

い
、

 妖
怪

を
妖

怪
と

す
る

定
義

は
何

な
の

か
。

妖
怪

研
究

の

第
一

人
者

で
あ

る
小

松
は

、
以

下
の

様
に

定
義

し
て

い
る

。
 

 
 

「
妖

怪
」

と
は

何
か

。
正

直
な

と
こ

ろ
妖

怪
を

定
義

す
る

の
は

む
ず

か
し

い
。

文
字

通
り

に
理

解
す

れ
ば

、
不

思
議

な
、

神
秘

的
な

、
奇

妙
な

、
薄

気
味

悪
い

、
と

い
っ

た
形

容
詞

が
つ

く
よ

う
な

現
象

や
存

在
を

意
味

す
る

。
私

の
考

え
で

は
、

こ
れ

は
そ

の
ま

ま
で

は

「
妖

怪
」

で
は

な
い

。
あ

え
て

い
え

ば
「

妖
怪

の
種

」
で

あ
る

。
し

か
し

、
そ

う
し

た
出

来
事

・
現

象
を

「
超

自
然

的
な

も
の

」
の

介
入

に
よ

っ
て

生
じ

た
と

み
な

す
と

き
、

そ
れ

は
「

妖
怪

」
と

な
る

。
こ

れ
が

「
妖

怪
」

に
つ

い
て

の
も

っ
と

も
広

い
定

義
で

あ
る

。
(
小

松
,
2
0
1
1
,
p
.
1
0
)
 

 
 

妖
怪

は
、

現
象

や
存

在
だ

け
を

意
味

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
「

超
自

然
的

な
も

の
」

の
介

入
、

例

え
ば

狐
火

な
ど

の
怪

異
や

地
震

や
台

風
な

ど
の

自
然

現
象

、
こ

れ
ら

は
、

今
で

こ
そ

科
学

的
に

説
明

が
つ

く
「

自
然

的
な

」
現

象
で

あ
る

が
、

そ
れ

は
、

こ
こ

一
世

紀
で

の
科

学
技

術
の

進
歩

が
目

覚
ま

し
か

っ
た

た
め

で
あ

る
。

そ
れ

以
前

の
時

代
で

は
「

超
自

然
的

な
も

の
」

と
さ

れ
た

の
だ

。
辞

書
を

引
く

と
超

自
然

的
と

は
、

「
自

然
界

の
法

則
を

超
え

た
こ

と
、

理
性

で
は

説
明

の
つ

か
な

い
神

秘
的

な
物

事
」

と
い

っ
た

意
味

に
当

た
る

。
つ

ま
り

、
ど

れ
だ

け
不

思
議

で
神

秘
的

で
奇

妙
で

薄
気

味
悪

い
現

象
や

存
在

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

れ
だ

け
で

は
「

妖
怪

」
と

は
呼

べ
な

い
。

薄
気

味
悪

い
風

が
吹

い
た

後
、

な
ぜ

か
腕

や
足

に
切

り
傷

が
で

き
て

い
た

と
い

う
現

象
が

「
か

ま
い

た
ち

」
と

い
う

妖
怪

に
な

っ
た

よ
う

に
「

超
自

然
的

な
も

の
」

が
介

入
す

る
こ

と
で

初
め

て
、

「
妖

怪
の

種
」

は
「

妖
怪

」
に

育
つ

こ
と

が
で

き
た

の
だ

と
い

え
る

。
 

 

妖
怪

の
歴

史
 

 
妖

怪
の

歴
史

は
、

素
人

目
か

ら
見

て
も

古
そ

う
な

雰
囲

気
が

あ
る

。
何

せ
人

間
の

想
像

力
か

ら
誕

生
し

た
と

さ
れ

る
存

在
だ

。
誕

生
し

た
時

代
は

か
な

り
古

い
も

の
だ

ろ
う

。
江

戸
時

代
か

、
平

安
時

代
か

、
飛

鳥
時

代
か

、
は

た
ま

た
そ

れ
以

前
の

時
代

か
。

妖
怪

は
い

つ
誕

生
し

た
の

だ
ろ

う
か

。
ま

た
、

そ
の

歴
史

に
は

ど
の

よ
う

な
背

景
が

あ
り

、
人

間
は

自
分

た
ち

が
生

み
出

し
た

妖
怪

と
ど

の
よ

う
に

関
わ

り
あ

っ
て

図
２
 
妖
怪
の
総
大
将
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん

 
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
 

（
怪
異
・
妖
怪
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
,オ

ン
ラ
イ
ン
) 

 

 
3 

 き
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
松
に
よ
れ
ば
以
下
の
様
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 
「

妖
怪

」
は

人
間

が
人

間
と

し
て

存
在

し
始

め
た

と
き

、
つ

ま
り

文
化

を
持

つ
動

物
に

な
っ

た
と

き
か

ら
、

人
間

と
と

も
に

存
在

し
て

き
た

。
な

ぜ
な

ら
、

人
間

は
人

知
で

す
ぐ

に
解

き
明

か
し

え
な

い
不

思
議

な
出

来
事

に
存

在
し

た
と

き
、

不
安

や
畏

怖
の

念
を

抱
き

、
そ

の
よ

う
な

出
来

事
が

発
生

し
た

理
由

を
説

明
す

る
た

め
、

と
り

あ
え

ず
そ

う
し

た
現

象
を

指
示

す
る

言
葉

と
し

て
、

わ
れ

わ
れ

が
「

妖

怪
」

と
呼

ん
で

い
る

言
葉

に
相

当
す

る
語

を
作

り
出

し
た

は
ず

だ
か

ら
で

あ
る

。
(中

略
)日

本
で

は
、

日
本

列
島

に
人

が
住

み
だ

し
た

こ

ろ
か

ら
妖

怪
は

い
た

に
違

い
な

い
。

(中
略

)し
か

し
、

妖
怪

が
は

っ

き
り

と
姿

を
現

し
て

く
る

の
は

、
日

本
人

が
文

字
を

使
い

出
し

て
か

ら
で

あ
る

。
(中

略
)そ

れ
で

は
、

妖
怪

は
な

ぜ
発

生
す

る
の

か
。

妖

怪
は

、
人

間
へ

の
怒
り

、
制

裁
、
そ

し
て

ね
た
み

、
つ

ま
り
人

間
に

対
し

て
敵

意
を

抱
い

た
と

き
に

発
生

す
る

。
(中

略
)妖

怪
の

歴
史

と

は
、

よ
う

す
る

に
、
人

間
の

恐
怖
と

不
安

に
つ
い

て
の

象
徴
と

そ
の

物
語
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
2
)
 

 
 

妖
怪

は
人

間
が

文
化

を
持

っ
た

時
、

つ
ま

り
人

間
が

人
間

と
し

て
の

生
活

様
式

を
確

立
さ

せ
た

と
同

時

に
、

誕
生

し
た

と
い

う
の

だ
。

そ
れ

ら
を

示
す

考
古

学
的

遺
物

が
す

で
に

見
つ

か
っ

て
い

る
。

「
妖

怪
」

と
い

う
概

念
が

生
ま

れ
た

の
は

、
そ

れ
ほ

ど
に

古
い

の
だ

。
大

昔
か

ら
、

人
間

は
恐

怖
心

や
不

安
を

抱
い

て
い

て
、

そ
れ

は
現

代
と

何
も

変
わ

ら
な

い
。

そ
れ

故
に

、
人

間
が

文
明

や
文

化
を

確
立

さ
せ

た
時

点
で

妖
怪

は
誕

生
し

た
と

い
え

る
。

そ
し

て
、

妖
怪

の
発

生
原

因
と

も
い

え
る

も
の

、
そ

れ
は

負
の

感
情

で
あ

り
、

妖
怪

は
ど

の
人

間
も

必
ず

持
っ

て
い

る
憎

し
み

や
悲

し
み

な
ど

、
負

の
感

情
の

鏡
に

な
っ

て
い

る
の

だ
。
妖
怪
は
、
人
間
の
恐
怖
と
不
安
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
、
忌
み
嫌
わ
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
だ
。

 
 

な
ぜ

妖
怪

学
と

い
う

学
問

が
あ

っ
た

の
か

 

 
こ

の
論

文
を

制
作

す
る

に
あ

た
り

、
い

わ
ゆ

る
「

妖
怪

学
」

を
研

究
し

、
そ

の
学

問
が

な
ぜ

存
在

し
て

い
た

の
か

を
考

察
し

て
い

く
。

菊
池

が
『

妖
怪

学
講

義
』

に
ま

と
め

た
、

学
問

と
し

て
の

「
妖

怪
学

」
発

生
の
経
緯
を
、
以
下
に
引
用
す
る
。

 
 

 
人

が
妖

怪
と

い
っ

て
恐

れ
て

い
る

も
の

は
じ

つ
は

迷
信

に
す

ぎ
な

い
。

そ
ん

な
迷

信
に

惑
わ

さ
れ

て
は

い
け

な
い

。
迷

信
ば

か
り

で
は

な
い

。
思

い
込

み
や

偏
見

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
自

分
の

目
で

確
か

め
、

自
分

の
頭

で
考

え
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

客
観

的
な

観
察

と
主

体
的

な
思

考
に

も
と

づ
い

て
世

界
を

み
つ

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

実
体

の
な

い
恐

怖
に

お
び

え
た

り
せ

ず
、

確
実

に
存

在
す

る
も

の
を

信
頼

す
る

こ
と

。
つ

ま
り

は
妖

怪
を

恐
れ

な
い

こ
と

が
、

自
ら

も
の

を
考

え
る

営
み

と
し

て
の

哲
学

の
は

じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
(
菊
地
,
2
0
1
0
,
p
.
1
1
)

 
 

 
妖

怪
学

が
存

在
し

て
い

た
の

は
、

当
時

の
科

学
で

は
説

明
が

つ
か

な
か

っ
た

摩
訶

不
思

議
な

超
常

現

象
・

怪
奇

現
象

な
ど

の
怪

異
を

、
古

来
の

人
々

が
物

の
怪

(妖
怪

)の
せ

い
に

し
た

こ
と

が
始

ま
り

で
あ

る
。

当
時

の
人

々
は

、
自

己
の

科
学

的
な

技
術

で
は

理
解

で
き

な
か

っ
た

現
象

の
答

え
を

求
め

た
の

だ
。

し
か

し
、

そ
こ

で
思

考
を

止
め

ず
に

妖
怪

と
い

う
存

在
を

不
必

要
に

恐
れ

な
い

こ
と

が
妖

怪
学

の
第

一
歩

で
あ

る
と
こ
こ
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。
妖
怪
研
究
と
は
、
こ
の
考
え
を
軸
に
し
て
成
っ
て
い
る
の
だ
。

 
 

 

図
３
 
酒
呑
童
子
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 Ⅰ
章
の

ま
と
め

 
 

 
以

上
の

こ
と

か
ら

、
妖

怪
の

発
生

起
源

に
は

超
自

然
的

な
も

の
の

介
入

が
深

く
か

か
わ

っ
て

い
る

こ
と

と
人

間
が

文
化

を
持

つ
と

同
時

に
誕

生
し

た
と

て
も

歴
史

が
古

い
存

在
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

さ
ら

に
、

妖
怪

が
発

生
し

た
原

因
は

、
人

間
が

人
間

に
対

し
て

抱
く

怒
り

や
嫉

妬
や

憎
し

み
な

ど
の

負
の

感
情

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 
 

そ
し

て
、

負
の

感
情

か
ら

生
ま

れ
た

概
念

で
あ

る
か

ら
に

は
、

妖
怪

が
忌

み
嫌

わ
れ

て
き

た
存

在
で

あ

る
こ

と
が

推
測

さ
れ

る
。

人
間

の
恐

怖
心

と
不

安
、

自
然

現
象

な
ど

不
可

思
議

な
も

の
を

具
現

化
し

た
も

の
、

そ
れ

が
妖

怪
だ

っ
た

の
だ

。
と

、
こ

こ
で

一
つ

の
疑

問
が

生
じ

る
。

な
ぜ

、
古

く
か

ら
文

献
や

絵
画

な
ど

で
も

悪
の

存
在

と
し

て
描

か
れ

て
き

た
妖

怪
た

ち
が

現
代

の
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
で

は
、

人
間

た
ち

の
味

方
と

し
て

描
か

れ
る

こ
と

が
多

い
の

か
。

そ
こ

で
、

第
Ⅱ

章
で

は
、

妖
怪

は
善

の
存

在
な

の
か

、
悪

の
存
在
な
の
か
、
ど
ち
ら
の
と
ら
え
方
が
正
し
い
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
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 Ⅱ
章
 

妖
怪
は

善
か

、
悪
か
 

  
Ⅰ

章
で

は
「

妖
怪

と
は

何
か

」
に

つ
い

て
述

べ
た

。
そ

の
結

果
、

妖
怪

が
悪

し
き

存
在

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
し

か
し

、
こ

こ
で

一
つ

の
疑

問
点

が
生

じ
る

。
そ

れ
は

本
来

「
悪

」
的

な
存

在
と

し
て

思
い

描
か

れ
て

き
た

妖
怪

が
、

現
代

の
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
に

お
い

て
は

「
善

」
的

な
も

の
と

し
て

描
か

れ
て

い
る

点
だ
。
1
9
6
5
年
か
ら
連
載
開
始
し
た
原
作
者
水
木
し
げ
る
の
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
』
(
発
行
部
数
不
明
)
や

1
9
9
0
年

に
連

載
が

始
ま

っ
た

原
作

者
藤

田
和

日
郎

の
『

う
し

お
と

と
ら

』
(
発

行
部

数
：

3
0
0
0

万
部

)
、

2
0
1
3
年

に
発

売
さ

れ
た

ゲ
ー

ム
を

き
っ

か
け

に
大

ブ
レ

ー
ク

し
た

『
妖

怪
ウ

ォ
ッ

チ
』

(
世

界
累

計
出

荷

数
：

1
4
0
0
万

本
)
な

ど
を

筆
頭

に
妖

怪
を

人
間

の
味

方
と

し
て

、
善

の
存

在
と

し
て

描
い

て
い

る
。

何
を

善
、

何
を

悪
と

す
る

の
か

は
非

常
に

難
問

だ
が

、
こ

こ
で

は
人

間
に

対
し

て
好

意
的

で
味

方
を

す
る

よ
う

な
妖
怪
を
善
、
人
間
に
対
し
て
災
い
を
も
た
ら
す
よ
う
な
妖
怪
を
悪
と
す
る
。

 
 

Ⅱ
章

で
は

妖
怪

が
善

の
存

在
な

の
か

、
悪

の
存

在
な

の
か

、
ど

ち
ら

で
も

な
い

の
か

、
妖

怪
の

本
質

に

つ
い

て
考
察

す
る
。

ま
ず
、

第
一

節
の

「
妖
怪

が
発
生

す
る

時
代

」
で
は

,妖
怪

が
一

つ
の

文
化
と

し
て
発

生
し

や
す

い
時

代
の

社
会

背
景

に
つ

い
て

述
べ

る
。

次
い

で
第

二
節

の
「

妖
怪

の
本

質
」

に
お

い
て

は
妖

怪
が

「
善

」
的

な
存

在
な

の
か

、
「

悪
」

的
な

存
在

な
の

か
、

時
代

背
景

や
具

体
例

を
も

と
に

検
討

す
る

。

妖
怪

は
、

人
間

の
味

方
か

、
そ

れ
と

も
敵

か
。

最
後

の
第

三
節

の
「

憎
め

な
い

狸
た

ち
」

で
は

、
第

二
節

の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
起
こ
っ
た
妖
怪
の
本
質
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

妖
怪

が
発

生
す

る
時

代
 

都
市

伝
説

や
怪

異
が

ま
こ

と
し

や
か

に
ネ

ッ
ト

上
の

世
界

で
語

ら
れ

、
空

想
世

界
で

も
妖

怪
が

登
場

す

る
作

品
が

数
多

く
あ

る
現

代
は

、
妖

怪
ブ

ー
ム

と
い

え
る

か
も

し
れ

な
い

。
妖

怪
は

ど
の

よ
う

な
時

代
に

発
生

し
や

す
い

の
か

。
ま

た
、

今
ま

で
に

現
れ

た
妖

怪
の

噂
話

や
小

説
や

漫
画

は
、

何
を

き
っ

か
け

に
人

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。
そ

し
て

、
妖

怪
は

人
間

の
想

像
力

か
ら

生
ま

れ
た

も
の

で
あ

る
な

ら
ば

、
ど

の
よ
う
な
社
会
背
景
が
妖
怪
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 
 

 
妖

怪
の

活
動

が
活

発
に

な
る

の
は

時
代

の
裂

け
目

だ
と

い
わ

れ
る

。
確

か
に

、
妖

怪
は

時
代

の
移

行
期

に
隆

盛
を

迎
え

、
今

ま
た

妖
怪

が
関

心
を

集
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。

現
在

、
わ

れ
わ

れ
の

社
会

は
過

渡
期

に
さ

し
か

か
っ

て
い

る
。

転
換

期
の

兆
候

は
い

た
る

と
こ

ろ
に

表
れ

て
い

る
。

温
暖

化
に

よ
る

環
境

異
変

、

経
済

格
差

の
増

大
、

政
財

界
の

腐
敗

、
家

族
の

崩
壊

、
自

殺
の

増
加

、
過

労
死

の
増

加
、

不
可

解
な

無
差

別
殺

人
、

精
神

的
・

心
理

的
病

気
の

増
加

等
々

。
近

年
の

妖
怪

ブ
ー

ム
の

背
景

に
、

こ
う

し
た

社
会

状
況

が
あ

る
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
ろ

う
。

妖
怪

論
的

に
見

た
と

き
、

妖
怪

の
発

生
の

要
因

は
、

2
つ

の
側

面
か

ら
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ひ
と

つ
は

社
会

の
混

乱
、

秩
序

の
乱

れ
、

腐
敗

で
あ

り
、

ひ
と

つ
は

個
々

人
の
内
面
に
広
が
る
闇
で
あ
る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
2
2
2
)
 

 
 

小
松

が
示

し
た

妖
怪

が
発

生
す

る
時

期
は

、
時

代
の

移
行

期
、

人
も

社
会

も
不

安
定

に
な

る
時

代
だ

と

い
う

。
妖

怪
は

、
人

間
の

心
の

闇
を

反
映

し
、

人
に

害
を

な
す

存
在

と
し

て
、

人
々

の
噂

話
で

広
ま

っ
て

い
く

。
妖

怪
は

、
人

間
を

映
す

鏡
な

の
だ

。
そ

れ
を

示
す

か
の

よ
う

に
、

妖
怪

に
は

凶
悪

な
存

在
が

多
い

。

人
を

凍
ら

せ
て

殺
す

雪
女

や
人

の
尻

子
玉

(人
間

の
内

臓
の

一
つ

だ
と

思
わ

れ
て

い
た

)を
取

っ
て

殺
す

河

童
な

ど
が

例
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

こ
の

妖
怪

た
ち

は
、

昔
の

日
本

人
た

ち
の

雪
山

、
川

等
の

自
然

に
恐

怖
す
る
気
持
ち
か
ら
誕
生
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 
で

は
、

様
々

な
社

会
問

題
が

は
び

こ
り

、
人

の
心

が
す

さ
ん

で
い

る
現

代
で

は
ど

う
だ

ろ
う

か
。

口
裂

け
女

や
ト

イ
レ

の
花

子
さ

ん
、

人
面

犬
な

ど
の

怪
談

や
都

市
伝

説
に

登
場

す
る

人
に

害
を

な
す

存
在

た
ち

。

そ
れ

ら
も

妖
怪

の
一

種
と

い
え

る
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
古

来
か

ら
の

妖
怪

た
ち

に
は

恐
怖

心
だ

け
で

は
な
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 く
、

畏
敬

の
念

が
あ

っ
た

こ
と

が
様

々
な

資
料

か
ら

推
測

さ
れ

る
。

現
代

の
怪

異
に

は
、

そ
れ

が
な

い
。

都
市

伝
説

・
怪

談
に

登
場

す
る

妖
怪

た
ち

は
た

だ
た

だ
、

人
を

殺
す

、
呪

う
、

と
い

っ
た

恐
ろ

し
い

者
た

ち
が

増
え

て
い

る
と

思
う

。
自

然
の

恐
怖

を
具

現
化

し
た

よ
う

な
、

無
知

な
人

間
に

畏
れ

を
抱

か
せ

る
妖

怪
は

も
う

い
な

い
の

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
妖

怪
の

本
質

 

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
を

筆
頭

に
、

日
本

の
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
で

は
妖

怪
は

、
人

間
に

味
方

す
る

者

た
ち

と
し

て
描

か
れ

る
こ

と
が

多
い

が
、

古
い

時
代

の
噂

話
や

怪
談

話
な

ど
で

は
大

抵
、

敵
役

と
し

て
描

か
れ

る
。

現
代

の
都

市
伝

説
や

妖
怪

も
古

来
の

妖
怪

た
ち

と
恐

怖
の

種
類

こ
そ

違
う

と
は

い
え

、
ま

ご
う

こ
と

な
き

悪
の

存
在

だ
。

人
間

に
味

方
す

る
者

た
ち

の
こ

と
を

妖
怪

と
呼

べ
る

の
か

。
ま

た
、

第
一

節
で

も
触

れ
た

古
来

の
妖

怪
と

現
代

の
妖

怪
の

違
い

に
つ

い
て

述
べ

る
。

 
や

は
り

、
妖

怪
の

本
質

は
善

で
は

な
く

、
悪

。
言

い
切

っ
て

し
ま

う
よ

う
だ

が
、

人
間

の
負

の
感

情
、

心
の

闇
か

ら
生

ま
れ

て
く

る
妖

怪
た

ち
は

、
人

間
に

と
っ

て
悪

し
き

存
在

だ
っ

た
の

だ
ろ

う
。

し
た

が
っ

て
、

近
年

の
空

想
世

界
の

中
に

よ
く

み
ら

れ
る

善
の

妖
怪

、
人

間
に

好
意

的
な

妖
怪

は
い

な
い

と
い

え
る

。

彼
ら

は
、

時
代

の
流

行
の

流
れ

と
と

も
に

、
デ

フ
ォ

ル
メ

化
さ

れ
て

き
た

妖
怪

だ
っ

た
の

だ
。

逆
に

そ
の

怪
異

・
妖

怪
現

象
を

吉
兆

と
み

な
し

た
時

、
そ

れ
は

私
た

ち
が

言
う

と
こ

ろ
の

「
神

」
に

な
る

の
だ

。
 

こ
こ

か
ら

、
妖

怪
の

本
質

は
悪

で
あ

り
、

恐
怖

の
存

在
で

あ
る

こ
と

を
前

提
と

さ
せ

て
い

た
だ

く
が

、

そ
の

恐
怖

も
古

来
の

妖
怪

と
現

代
の

妖
怪

で
は

全
く

違
う

も
の

だ
と

私
は

思
う

。
古

来
の

妖
怪

に
人

々
が

抱
い

た
感

情
は

「
畏

れ
」

で
あ

り
、

現
代

の
妖

怪
に

私
た

ち
が

抱
い

て
い

る
感

情
は

「
恐

れ
」

な
の

だ
。

こ
の

二
つ

の
「

お
そ

れ
」

は
意

味
が

部
分

的
に

違
う

。
ど

ち
ら

も
恐

怖
心

を
表

す
感

情
で

は
あ

る
が

、
畏

れ
は

そ
の

中
に

畏
敬

の
念

、
自

分
た

ち
の

力
で

は
推

し
量

る
こ

と
が

で
き

な
い

も
の

に
対

し
て

の
尊

敬
の

念
が

こ
も

っ
て

い
る

。
昔

の
人

々
が

人
知

を
超

え
た

存
在

だ
っ

た
当

時
の

妖
怪

に
対

し
て

敬
意

を
持

っ
て

い
た

こ
と

が
分

か
る

。
対

し
て

、
現

代
に

生
ま

れ
た

妖
怪

た
ち

は
た

だ
恐

ろ
し

い
存

在
だ

。
科

学
が

進
ん

だ
こ

と
に

よ
っ

て
人

知
を

超
え

る
妖

怪
は

今
や

ほ
と

ん
ど

い
な

い
。

結
果

、
口

裂
け

女
や

カ
シ

マ
サ

ン
な

ど
の

都
市

伝
説

と
も

呼
ば

れ
る

妖
怪

が
生

ま
れ

た
。

人
を

殺
し

、
憎

み
、

呪
う

、
彼

ら
の

噂
話

は
恐

ろ
し

い
が

畏
ろ

し
く

な
い

。
人

知
を

超
え

た
存

在
で

は
な

い
た

め
、

畏
敬

の
念

も
抱

け
な

い
。

も
し

、
妖

怪
に

質
と

い
う

も
の

が
あ

る
の

な
ら

、
現

代
の

妖
怪

は
昔

の
妖

怪
に

比
べ

、
劣

っ
た

存
在

で
あ

り
、

概
念

な
の

だ
ろ

う
。

人
間

の
想

像
力

が
欠

如
し

て
き

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
し

か
し

、
妖

怪
の

本
質

が
悪

、
こ

の
前

提
は

変
わ

ら
な

い
と

私
は

思
う

。
そ

し
て

、
次

の
第

三
節

で
は

妖
怪

の
本

質
が

悪
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

理
解

し
た

上
で

、
そ

の
妖

怪
の

本
質

が
変

化
(へ

ん
げ

)し
て

き
た

こ
と

に
つ

い
て

述
べ

る
。

 

 憎
め

な
い

狸
た

ち
 

 
文

福
茶

釜
(
図

4
)
な

ど
、

昔
話

に
登

場
す

る
狸

た
ち

は
、

人
間

を
化

か
し

て
い

た
ず

ら
す

る
も

の
が

多
い

。
ス

タ
ジ

オ
ジ

ブ
リ

『
平

成
狸

合

戦
ぽ

ん
ぽ

こ
』

は
狸

た
ち

が
化

け
学

を
駆

使
し

、
人

間
た

ち
に

逆
襲

す

る
物

語
だ

。
し

か
し

、
狸

た
ち

は
、

同
じ

く
化

け
て

人
を

だ
ま

す
と

い

わ
れ

る
狐

や
化

け
猫

と
違

っ
て

憎
め

な
い

。
ど

こ
か

間
抜

け
そ

う
で

、

「
ず

る
賢

い
」

狐
や

「
不

気
味

」
な

猫
と

い
っ

た
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ

な
い

。
狸

た
ち

も
化

け
る

こ
と

で
怪

異
・

妖
怪

現
象

を
引

き
起

こ
す

と

い
う

点
で

は
、

ほ
か

の
妖

怪
と

同
様

だ
が

、
妖

怪
の

本
質

は
悪

、
こ

の

前
提

に
反

し
て

い
る

。
い

っ
た

い
、

こ
の

イ
メ

ー
ジ

は
ど

こ
か

ら
来

た

の
か

。
 

 
図

4
 
分
福
茶
釜
の
狸

 
(
怪

異
・

妖
怪

画
像

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

,
オ

ン
ラ

イ
ン

)
 

 

 
7 

  
近

代
芸

能
に

お
け

る
狸

た
ち

の
戦

う
姿

、
陽

気
に

音
楽

を
奏

で
て

舞
い

踊
る

姿
は

、
そ

の
時

々
の

日
本

人
自

ら
の

姿
で

も
あ

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

人
間

に
化

け
る

身
近

な
動

物
怪

と
し

て
、

狐
や

猫
と

は
異

な
る

ポ
ジ

シ
ョ

ン
を

保
ち

つ
つ

、
狸

は
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
の

領
域

で
生

き
延

び
て

い
く

の
で

は
な

い
か

、

と
私
は
考
え
る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
3
2
)
 

 
 

江
戸

時
代

の
絵

画
に

の
こ

っ
て

い
る

狸
た

ち
の

姿
は

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
ひ

ょ
う

き
ん

で
間

抜
け

そ
う

な

姿
だ

。
そ

こ
に

、
ほ

か
の

妖
怪

た
ち

に
あ

る
禍

々
し

さ
や

恐
ろ

し
さ

は
、

全
く

感
じ

ら
れ

な
い

。
狸

た
ち

の
底

抜
け

に
明

る
い

姿
は

、
化

け
て

人
を

だ
ま

す
な

ど
の

人
に

害
を

な
す

と
も

と
れ

る
言

い
伝

え
や

伝
説

が
あ

っ
て

も
、

江
戸

の
人

々
の

反
感

を
買

わ
な

か
っ

た
の

だ
ろ

う
。

人
に

畏
れ

を
抱

か
せ

る
古

来
の

妖
怪

と
は

違
う

。
人

を
化

か
す

と
い

う
一

つ
の

点
に

絞
っ

て
も

、
狐

や
猫

、
貉

た
ち

と
も

一
線

を
画

す
ひ

ょ
う

き
ん

さ
が

あ
る

。
間

抜
け

な
イ

メ
ー

ジ
を

払
拭

で
き

な
い

狸
た

ち
は

、
実

は
、

陰
気

な
狐

や
猫

た
ち

よ
り

、

よ
っ

ぽ
ど

世
渡

り
が

う
ま

い
の

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
お

か
げ

で
、

人
々

か
ら

疎
ま

し
く

思
わ

れ
て

も
、

反
感

を
買

う
こ

と
は

な
か

っ
た

の
だ

か
ら

。
デ

フ
ォ

ル
メ

化
さ

れ
た

妖
怪

の
起

源
は

狸
な

の
か

も
し

れ
な

い
。

お
か

し
み

を
持

っ
た

狸
は

現
代

の
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
に

登
場

す
る

人
間

の
味

方
で

あ
り

、
仲

間
や

友
達
に
も
な
り
得
る
デ
フ
ォ
ル
メ
化
さ
れ
た
妖
怪
が
発
生
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
だ
。

 
 Ⅱ

章
の

ま
と
め
 

何
を
善
と
し
て
、
何
を
悪
と
す
る
か
、
こ
れ
は
現
代
で
も
答
え
が
出
て
い
な
い
非
常
な
難
問
だ
。
し
か

し
、
妖
怪
の
本
質
に
つ
い
て
の
考
察
を
ま
と
め
る
に
は
、
こ
れ
が
最
も
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
る
方
法
背
あ

る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
妖
怪
が
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
を
分
か
り
や
す
く
と
ら
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

 
こ
の
Ⅱ
章
で
は
、
近
年
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
に
登
場
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
正
義
」
の
妖
怪
と
い
う
も

の
が
、
古
く
か
ら
の
妖
怪
概
念
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
、
都
市
伝
説
や
怪
談
の
世
界
に
登
場
す
る
現
代

の
妖
怪
に
は
、
自
然
の
恐
怖
や
人
知
を
超
え
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
具
現
化
し
た
よ
う
な
古
来
の
妖
怪
に
比

べ
、
人
々
か
ら
敬
わ
れ
る
こ
と
も
畏
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
も
っ
と
も
、
テ
レ

ビ
の
画
面
や
ト
イ
レ
の
便
器
か
ら
姿
を
現
し
た
り
、
人
を
呪
い
殺
す
と
い
っ
た
設
定
を
持
っ
て
い
る
現
代

の
妖
怪
は
数
多
い
。
こ
れ
ら
も
人
知
を
超
え
て
い
る
気
も
す
る
が
、
何
か
が
違
う
。
そ
れ
は
や
は
り
、

「
畏
れ
」
と
「
恐
れ
」
の
違
い
な
の
だ
。
人
に
畏
怖
の
念
を
、
自
然
の
圧
倒
的
な
恐
怖
を
抱
か
せ
る
こ
と

が
で
き
た
、
ど
こ
か
道
徳
的
で
も
あ
っ
た
古
来
の
妖
怪
は
現
代
の
妖
怪
に
比
べ
、
偉
大
で
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
、
妖
怪
が
登
場
す
る
昔
話
で
は
先
に
人
間
が
悪
事
を
働
い
た
た
め
、
妖
怪
か
ら
そ
の
し
っ
ぺ
返
し
を

食
ら
う
因
果
応
報
譚
も
少
な
く
な
い
。
昔
話
に
登
場
す
る
妖
怪
に
対
す
る
人
々
が
持
つ
道
徳
的
な
感
覚
は

こ
こ
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
一
方
で
近
年
、
特
に
平
成
の
妖
怪
譚
は
映
画
や
小
説
な
ど
も
含
め
、
恐
ろ
し
い
者
に
呪
わ
れ
る

,殺
さ
れ

る
と
い
う
内
容
が
と
に
か
く
多
い
。
Ⅰ
章
で
も
述
べ
た
、
「
超
自
然
的
な
も
の
」
が
介
入
す
る
余
地
が
全

く
な
い
。
お
そ
ら
く
、
人
間
は
妖
怪
へ
の
敬
意
、
ひ
い
て
は
自
然
へ
の
敬
意
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
た
め
、
新
し
く
登
場
す
る
妖
怪
も
質
の
悪
い
、
人
を
恐
れ
さ
せ
る
者
し
か
生
ま
れ
な
い
の
だ
。

 
自
然
へ
の
敬
意
を
忘
れ
た
人
間
は
終
わ
り
が
見
え
な
い
自
然
破
壊
を
節
操
も
な
く
続
け
る
。
そ
れ
に
よ

り
巻
き
起
こ
る
環
境
問
題
は
地
球
を
汚
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
住
め
な
い
星
に
改
悪
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
人
間
は
、
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て
い
る
。
自
然
か
ら
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
て
い
る
と
も
い

え
る
。
妖
怪
は
、
そ
れ
を
見
て
何
を
思
う
か
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
思
う
の
だ
。
「
我
々
と
自
然
へ
の
敬
意

を
な
く
し
た
結
果
が
こ
の
有
様
だ
よ
。
ま
っ
た
く
、
人
間
ほ
ど
愚
か
な
奴
ら
は
い
な
い
」
と
。
も
し
、
妖

怪
が
現
実
に
存
在
し
て
こ
の
言
葉
を
投
げ
か
け
て
き
た
ら
、
私
は
全
く
持
っ
て
そ
の
通
り
と
言
う
他
な

い
。
さ
て
、
Ⅲ
章
で
は
妖
怪
の
分
類
、
妖
怪
と
い
う
概
念
的
存
在
を
ど
う
区
別
す
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ

る
。
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 Ⅲ
章
 

妖
怪
の

分
類

か
ら
見

え
る

妖
怪
の

変
化

(
へ
ん

げ
)
 

  
固

有
名

称
が

つ
い

て
い

る
妖

怪
の

数
は

、
非

常
に

多
い

。
そ

れ
だ

け
の

数
の

妖
怪

が
存

在
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
何

か
し

ら
の

観
点

に
基

づ
い

て
分

類
す

る
こ

と
で

、
妖

怪
と

い
う

存
在

が
ど

の
よ

う
に

発
生

し
た

の
か

、
人

間
に

ど
の

よ
う

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

き
た

の
か

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ど
の

よ
う

な
過

程
を

経
て

、
現

象
と

し
て

の
「

怪
異

」
が

、
存

在
と

し
て

の
「

妖
怪

」
と

し
て

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
る
の
か
。

 
 

こ
の

Ⅲ
章

で
は

、
上

記
の

よ
う

な
疑

問
に

答
え

る
た

め
に

、
先

行
研

究
を

参
照

し
な

が
ら

妖
怪

を
分

類

し
、

人
と

妖
怪

の
関

係
性

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
。

第
一

節
「

『
こ

と
』

か
ら

『
も

の
』

へ
の

変
化

」
で

は
、

妖
怪

を
怪

奇
現

象
と

し
て

の
「

こ
と

」
と

、
存

在
と

し
て

の
「

も
の

」
に

分
け

て
考

え
る

。
そ

し
て

、

あ
の

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
に

も
登

場
す

る
ぬ

り
か

べ
と

い
う

妖
怪

に
論

点
を

絞
っ

て
、

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

が
「

も
の

」
と

し
て

の
妖

怪
に

変
化

す
る

例
も

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

述
べ

る
。

さ
ら

に
、

第
二

節
「

現
象

・
存

在
・

造
形

へ
の

変
化

(へ
ん

げ
)」

で
は

、
怪

奇
現

象
と

し
て

の
妖

怪
が

い
か

に
し

て
姿

か

た
ち

と
い

っ
た

造
形

を
も

つ
妖

怪
に

変
化

す
る

の
か

、
そ

の
過

程
を

述
べ

る
。

ま
た

、
第

三
節

の
「

怪
異

へ
の

名
付

け
と

妖
怪

と
い

う
存

在
へ

の
変

化
(へ

ん
げ

)」
で

は
、

姿
を

見
せ

な
い

不
可

解
な

音
の

み
を

起

こ
す

妖
怪

の
名

前
が

ど
う

付
け

ら
れ

て
き

た
の

か
に

つ
い

て
述

べ
る

。
第

四
節

、
「

人
間

が
呼

び
出

す
三

つ
の

妖
怪

」
で

は
、

妖
怪

た
ち

を
作

り
出

し
て

き
た

人
間

た
ち

の
心

の
あ

り
よ

う
が

三
種

類
の

妖
怪

を
発

生
さ
せ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。

 
 

「
こ

と
」
か

ら
「
も

の
」
へ

の
変

化
(へ

ん
げ

) 

 
妖

怪
は

、
多

種
多

様
な

姿
形

を
持

ち
、

文
献

や
漫

画
な

ど
で

我
々

の
前

に
姿

を
現

す
。

そ
の

一
方

で
、

目
に

見
え

な
い

現
象

と
し

て
の

記
述

の
み

が
文

献
に

残
る

妖
怪

も
い

る
。

そ
も

そ
も

妖
怪

自
体

は
想

像
の

産
物

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
我

々
が

イ
メ

ー
ジ

す
る

妖
怪

像
は

、
何

ら
か

の
経

過
を

辿
っ

て
姿

形
を

人
間

に
よ

っ
て

与
え

ら
れ

、
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

定
着

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
例

え
ば

、
「

塗
り

壁
」

と
い

う
妖

怪
は

、
姿

は
見

え
な

い
が

道
を

塞
い

で
人

々
を

通
さ

な
い

、
と

さ
れ

た
妖

怪
だ

っ
た

。
し

か
し

現
代

に
至

っ
て

は
、

水
木

し
げ

る
の

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
で

描
か

れ
た

姿
か

た
ち

が
、

我
々

の
中

に
は

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

固
着

し
て

い
る

。
姿

形
を

持
た

な
い

、
現

象
と

し
て

の
妖

怪
と

、
具

体
的

な
姿

形
を

持
っ

て
い
る
妖
怪
は
、
ど
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
の
か
。

 
 

 
妖

怪
と

い
え

ば
具

体
的

な
姿

か
た

ち
の

あ
る

も
の

を
想

像
し

が
ち

で
す

。
か

え
っ

て
オ

カ
ル

ト
の

方
が

現
象

を
さ

す
も

の
と

し
て

適
当

で
し

ょ
う

。
(中

略
)一

方
は

不
思

議
な

「
こ

と
」

で
あ

り
、

も
う

一
方

は

不
思

議
な

「
も

の
」

な
の

で
す

。
前

者
は

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

で
あ

り
、

後
者

は
「

も
の

」
と

し
て

の
妖
怪
で
す
。
(
菊
地
,
2
0
1
0
,
p
.
1
7
7
－
1
8
1
)
 

 
 

上
記

の
菊

池
の

分
類

に
よ

る
と

、
妖

怪
は

大
き

く
二

種
類

に
分

け
ら

れ
る

。
姿

を
見

せ
ず

、
た

だ
不

思

議
な

物
事

が
起

こ
っ

た
、

超
自

然
的

な
も

の
が

介
入

す
る

よ
う

な
人

知
を

超
え

た
「

何
か

」
が

起
こ

っ
た

、

そ
の

「
何

か
」

が
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

、
具

体
的

な
姿

の
な

い
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
は

、
仏

教
哲

学
者

、
井

上
円

了
が

活
動

し
て

い
た

明
治

時
代

に
既

に
考

え
ら

れ
た

。
し

か
し

、

時
代

と
妖

怪
研

究
が

進
む

中
で

、
妖

怪
と

い
う

も
の

の
分

類
方

法
も

再
検

討
が

進
ん

だ
。

す
な

わ
ち

、
具

体
的

な
姿

形
を

持
ち

、
人

間
に

ど
の

よ
う

に
関

わ
る

の
か

、
ど

の
よ

う
な

害
を

な
す

の
か

と
い

っ
た

設
定

が
き

ち
ん

と
形

作
ら

れ
た

、
「

も
の

」
と

し
て

の
妖

怪
だ

。
先

に
も

例
を

出
し

た
『

ゲ
ゲ

ゲ
の

鬼
太

郎
』

は
、

水
木

し
げ

る
原

作
の
妖

怪
を

題
材

に
し

た
漫

画
で

あ
る

。
初

出
は

19
60

年
だ

が
、

何
度

も
ア

ニ
メ

化
さ

れ
て

お
り

、
現

在
は

第
六

期
ま

で
が

放
映

さ
れ

て
い

る
。

さ
て

、
『

ゲ
ゲ

ゲ
の

鬼
太

郎
』

の
主

要
キ

 

 
9 

 ャ
ラ

ク
タ

ー
の

一
人

で
あ

る
「

ぬ
り

か
べ

(塗
り

壁
)」

は
、

性
格

が
温

厚
で

漆
喰

が
正

方
形

に
固

ま
り

、

短
い

手
足

と
小

さ
な

目
が

つ
い

て
い

る
と

い
う

造
形

の
妖

怪
だ

。
し

か
し

、
こ

れ
は

あ
く

ま
で

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
上

で
の

設
定

。
実

際
に

伝
承

と
し

て
残

る
、

起
源

と
し

て
の

「
ぬ

り
か

べ
」

は
、

ど
の

よ
う

な
存
在
な
の
か
。

 
 

 
北

九
州

の
海

岸
で

は
夜

道
を

歩
い

て
い

る
と

急
に

行
く

先
が

壁
に

な
っ

て
、

ど
こ

へ
も

行
け

な
く

こ
と

が
あ

る
。

そ
れ

を
土

地
の

人
々

は
塗

り
壁

と
呼

ん
で

恐
れ

て
い

た
、

と
書

い
て

あ
り

ま
す

(『
妖

怪
談

義
』

)。
そ

う
い

う
不

思
議
な
現

象
に

つ
い

て
の
報

告
で
す

。
妖

怪
ヌ

リ
カ
ベ

が
ド
デ

ン
と

現
れ

た
、
と

は

ど
こ
に

も
書

い
て

あ
り
ま

せ
ん
。

起
き

る
と

思
わ
れ

て
い
る

「
こ

と
」

が
報
告

さ
れ
た

だ
け

で
し

た
。

(中
略

)と
こ
ろ

が
私

た
ち

は
、
コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
の
は

ん
ぺ
ん

み
た

い
な

あ
の
キ

ャ
ラ
ク

タ
ー

を
、

妖
怪
ヌ

リ

カ
ベ

と
し

て
理

解
し

て
い

る
の

で
す

。
こ

こ
で

は
す

で
に

妖
怪

は
、

「
起

き
る

こ
と

」
で

は
な

く
「

現
れ

る
も
の
」
に
転
換
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
(
菊
地
,
2
0
0
8
,
p
.
1
8
2
‐
1
8
3
)
 

 
水

木
し

げ
る

は
、

本
来

の
伝

承
で

は
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
で

あ
っ

た
「

ぬ
り

か
べ

」
に

、
漫

画
制

作
の

過
程

で
「

も
の

」
と

し
て

の
設

定
を

与
え

た
。

ど
の

よ
う

な
妖

怪
か

、
そ

の
姿

を
描

い
た

こ
と

で
、

「
ぬ

り
か

べ
」

と
い

う
妖

怪
の

イ
メ

ー
ジ

を
作

り
上

げ
、

そ
れ

が
世

の
中

に
浸

透
し

た
。

妖
怪

を
一

個
の

生
物

と
し

て
捉

え
る

な
ら

ば
、

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

は
、

「
も

の
」

と
し

て
の

妖
怪

に
変

化
(へ

ん

げ
)す

る
こ

と
が

あ
る

と
い
え
る

の
だ

。
性

格
や
姿

形
な
ど

、
キ

ャ
ラ

ク
タ
ー

と
し
て

の
イ

メ
ー

ジ
を
付

与

さ
れ

、
そ

れ
が

人
々

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

一
般

化
し

た
時

、
そ

の
変

化
は

起
こ

る
の

だ
ろ

う
。

水
木

は
漫

画
と

い
う

メ
デ

ィ
ア

を
使

い
、

元
々

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

だ
っ

た
「

ぬ
り

か
べ

」
を

「
も

の
」

と
し

て
の

妖
怪

に
変

化
さ

せ
た

の
だ

と
い

え
る

。
こ

の
内

容
は

後
の

Ⅳ
章

の
漫

画
作

品
に

お
け

る
妖

怪
の

キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
と
し
て
も
言
及
す
る
。

 
 

現
象

・
存

在
・
造

形
へ

の
変

化
(へ

ん
げ

) 

 
妖

怪
は

、
現

実
に

は
存

在
し

な
い

霊
的

存
在

だ
。

菊
池

の
分

類
で

は
妖

怪
を

「
コ

ト
」

と
「

モ
ノ

」
に

わ
け

た
。

さ
ら

に
水

木
の

描
い

た
「

ぬ
り

か
べ

」
で

例
示

し
た

よ
う

に
、

「
コ

ト
」

と
し

て
の

妖
怪

が

「
モ

ノ
」

に
変

化
(へ

ん
げ

)す
る

過
程

を
示

し
た

。
次

の
小

松
か

ら
の

引
用

で
は

、
さ

ら
に

こ
の

変
化

が

わ
か

り
や

す
く

、
三

つ
の

意
味

領
域

に
細

分
化

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

を
用

い
る

こ
と

で
、

妖
怪

の
発

生
か

ら
変
化
ま
で
の
過
程
を
、
を
さ
ら
に
詳
細
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
小

松
は

「
妖

怪
」

概
念

を
①

出
来

事
と

し
て

の
妖

怪
(現

象
－

妖
怪

)②
超

自
然

的
存

在
と

し
て

の
妖

怪

(存
在
ー
妖

怪
)③

造
形
化

さ
れ
た

妖
怪

(造
形
ー

妖
怪

)の
３
つ

の
意

味
領

域
に
分
け

る
こ

と
を

提
唱
し

て
い

る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
4
)
 

 
 

上
記

の
よ

う
に

、
小

松
は

妖
怪

の
変

化
を

段
階

に
よ

っ
て

区
別

し
た

。
い

つ
の

世
で

も
、

妖
怪

の
も

と

と
な

る
不

可
解

な
出

来
事

、
人

間
の

直
接

体
験

と
し

て
の

怪
異

現
象

が
起

こ
り

得
る

。
こ

れ
が

①
の

「
出

来
事

と
し

て
の

妖
怪

」
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
そ

れ
ら

が
民

間
伝

承
と

し
て

語
り

継
が

れ
る

過
程

で
、

そ
の

現
象

を
引

き
起

こ
す

と
さ

れ
た

「
超

自
然

的
な

も
の

」
の

存
在

が
人

々
に

よ
っ

て
認

知
さ

れ
る

。
こ

れ
が

②
の

「
超

自
然

的
な

存
在

と
し

て
の

妖
怪

」
で

あ
る

。
そ

し
て

、
妖

怪
の

存
在

が
認

知
さ

れ
、

人
々

の
間

に
一

般
化

さ
れ

る
、

絵
画

や
小

説
な

ど
の

創
作

物
上

に
再

現
さ

れ
、

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

化
し

た
妖

怪
た

ち
が

姿
を
現
す
。
こ
れ
が
③
、
「
造
形
化
さ
れ
た
妖
怪
」
で
あ
る
。

 
 

こ
れ

も
変

化
と

い
え

る
。

現
象

か
ら

存
在

へ
、

存
在

か
ら

造
形

へ
。

確
か

に
妖

怪
は

段
階

を
踏

ん
で

変

化
し
、
私
た
ち
の
世
界
に
そ
の
認
知
を
広
め
、
親
し
ま
れ
て
き
た
の
だ
。
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 怪

異
へ

の
名

付
け

と
妖

怪
と

い
う

存
在

へ
の

変
化

(へ
ん

げ
) 

 
菊

池
に

よ
る

「
『

こ
と

』
・

『
も

の
』

」
や

、
小

松
の

「
現

象
・

存
在

・
造

形
」

で
も

見
て

き
た

よ
う

に
、

人
々

の
想

像
の

産
物

で
あ

る
妖

怪
は

変
化

の
過

程
に

お
い

て
、

性
格

が
付

与
さ

れ
た

り
、

姿
形

を
得

た
り

す
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

初
め

か
ら

「
ぬ

り
か

べ
」

な
ど

、
そ

の
名

前
に

よ
っ

て
何

と
な

く
存

在
が

分
か

る
、

と
い

っ
た

妖
怪

も
数

多
く

い
る

。
つ

ま
り

、
人

が
「

怪
異

」
に

名
を

付
け

る
と

い
う

行
為

に
よ

っ
て

、
妖

怪
が

存
在

と
し

て
認

知
さ

れ
る

こ
と

を
手

助
け

し
、

そ
の

後
、

造
形

化
さ

れ
て

い
く

の
だ

。
で

あ
れ
ば
、
人
の
ど
の
よ
う
な
感
情
や
想
い
に
基
づ
い
て
、
妖
怪
は
名
付
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

 
 

 
聴

覚
の

怪
な

ど
は

そ
も

そ
も

姿
を

持
っ

て
い

な
い

。
山

奥
で

仕
事

を
し

て
い

る
と

、
何

も
な

い
の

に
近

く
で

突
然

、
木

が
切

り
倒

さ
れ

る
大

き
な

音
が

す
る

「
天

狗
倒

し
」

や
、

夜
中

に
あ

る
橋

の
た

も
と

ま
で

く
る

と
、

誰
も

い
な

い
の

に
小

豆
を

研
ぐ

音
が

聞
こ

え
る

「
小

豆
洗

い
」

な
ど

は
、

両
方

と
も

何
も

見
え

な
い

の
に

音
が

す
る

、
と

い
う

、
耳

で
感

じ
た

異
常

な
感

覚
に

「
名

前
」

を
付

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
天

狗
の

仕
業

と
し

た
り

、
「

小
豆

洗
い

」
と

い
う

名
前

を
持

っ
た

存
在

が
そ

こ
に

い
る

か
の

よ
う

に
擬

人
化

し
た

り
し

て
、

自
分

を
納

得
さ

せ
、

ま
た

他
人

に
も

説
明

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

あ
る

。

(
小
松
,
2
0
1
2
,
p
.
1
1
2
)
 

 
 

人
間

の
五

感
の

う
ち

、
普

段
の

生
活

で
最

も
頼

る
の

は
視

覚
だ

。
し

か
し

、
そ

れ
を

活
か

せ
な

い
よ

う

な
、

音
の

み
の

怪
奇

現
象

が
起

こ
っ

た
時

、
我

々
は

聴
覚

に
頼

っ
て

そ
の

説
明

を
つ

け
る

し
か

な
く

な
る

。

何
も

い
な

い
の

に
、

不
思

議
な

音
が

聞
こ

え
て

く
る

と
い

う
怪

異
は

、
妖

怪
を

妖
怪

た
ら

し
め

る
条

件
、

「
超

自
然

的
な

も
の

」
の

介
入

と
い

う
も

の
を

十
分

満
た

し
て

い
る

と
い

え
る

だ
ろ

う
。

不
安

に
駆

ら
れ

る
よ

う
な

、
不

思
議

な
現

象
に

対
し

て
、

人
は

理
由

や
説

明
を

つ
け

よ
う

と
す

る
。

「
名

を
つ

け
る

」
と

い
う

行
為

は
、

そ
の

理
由

や
説

明
付

け
の

一
種

だ
。

だ
か

ら
こ

そ
、

深
い

森
の

中
で

ひ
と

り
で

に
倒

さ
れ

る
木

や
、

人
気

の
な

い
場

所
で

聞
こ

え
る

小
豆

を
洗

う
音

に
対

し
て

、
姿

形
を

想
像

し
、

画
に

描
く

な
ど

し
て

、
造

形
化

す
る

必
要

が
あ

っ
た

の
だ

。
「

『
こ

と
』

が
『

も
の

』
に

な
る

こ
と

」
、

「
『

現
象

』
が

『
存

在
』

に
な

る
こ

と
」

、
こ

れ
ら

の
過

程
で

、
怪

異
は

「
天

狗
倒

し
」

や
「

小
豆

洗
い

」
と

い
っ

た
名

前
を
得
て
、
妖
怪
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

 
 

人
間

が
呼

び
出

す
三

つ
の

妖
怪

 

 
妖

怪
は

、
我

々
人

間
の

日
常

生
活

の
常

識
や

秩
序

か
ら

は
み

出
し

た
存

在
で

あ
る

。
し

か
し

、
妖

怪
は

人
間

の
負

の
感

情
を

投
影

し
た

よ
う

な
存

在
が

多
い

。
人

を
食

い
殺

す
牛

鬼
や

女
郎

蜘
蛛

、
恨

み
を

残
し

、

祟
り

を
起

こ
す

七
人

ミ
サ

キ
や

猫
叉

な
ど

、
人

に
仇

な
す

妖
怪

の
本

質
は

悪
と

い
え

る
。

ま
た

、
妖

怪
が

人
間

の
想

像
力

か
ら

生
ま

れ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

妖
怪

は
人

間
が

、
自

身
の

負
の

感
情

を
も

と
に

生
み

出
し

た
も

の
だ

と
い

え
る

。
で

は
、

ど
の

よ
う

な
状

況
や

場
合

に
、

人
間

は
負

の
感

情
を

も
と

に
し

て
、

妖
怪

を
生

み
出

す
の

だ
ろ

う
か

。
こ

こ
で

は
、

小
松

に
よ

る
妖

怪
の

発
生

起
源

の
具

体
例

を
参

考
に

、
三

つ
の
分
類
を
検
討
し
て
み
る
。

 
 

 
子

ど
も

が
危

険
な

場
所

で
泳

ご
う

と
す

る
と

河
童

が
出

る
、

と
い

う
大

人
た

ち
の

戒
め

に
表

さ
れ

る
よ

う
な

「
抑

止
力

」
と

し
て

現
れ

る
妖

怪
が

あ
る

。
大

ま
か

に
分

け
て

時
間

と
場

所
に

関
す

る
制

約
を

犯
す

と
現

れ
る

場
合

が
あ

る
。

(中
略

)日
常

に
起

き
る

理
解

の
で

き
な

い
出

来
事

に
名

前
を

付
け

て
、

説
明

し

き
れ

な
い

ま
で

も
、

そ
う

い
っ

た
超

自
然

的
な

存
在

を
確

認
す

る
こ

と
で

納
得

し
よ

う
と

し
て

生
み

出
さ

れ
る

妖
怪

。
(中

略
)理

屈
で

は
説

明
し

き
れ

な
い

も
の

の
存

在
を

知
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ら
し

い
も

の

を
自

分
の

日
常

生
活

の
な

か
に

発
見

す
る

こ
と

で
広

ま
っ

て
い

く
妖

怪
。

人
々

は
不

合
理

な
混

沌
や

無
秩

序
を

身
近

に
発

見
す

る
こ

と
に

喜
び

を
見

出
し

て
い

る
の

か
も

し
れ

ず
、

あ
る

い
は

そ
れ

が
妖

怪
の

持
つ

魅
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
3
4
)
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こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
人

間
が

呼
び

出
す

妖
怪

を
こ

こ
で

は
三

つ
に

分
類

で
き

る
。

人
が

人
、

主
に

親

が
自

分
の

子
に

危
険

性
を

強
調

し
、

危
険

な
行

為
を

抑
止

す
る

た
め

の
理

由
付

け
と

し
て

呼
び

出
さ

れ
る

「
戒

め
の

た
め

の
妖

怪
」

。
人

知
を

超
え

た
理

解
で

き
な

い
出

来
事

を
説

明
し

て
納

得
す

る
た

め
に

呼
び

出
さ

れ
る

「
納

得
の

た
め

の
妖

怪
」

。
そ

し
て

、
理

屈
で

は
説

明
で

き
な

い
モ

ノ
、

コ
ト

を
発

見
し

た
際

に
呼

び
出

さ
れ

る
「

発
見

さ
れ

る
妖

怪
」

、
こ

れ
ら

が
人

前
に

現
れ

る
妖

怪
だ

と
い

え
よ

う
。

人
々

は
三

つ
の

点
で

生
活

上
に

妖
怪

を
必

要
と

し
、

特
に

負
の

感
情

か
ら

生
ま

れ
た

悪
し

き
妖

怪
は

主
に

自
然

や
祟

り
の
恐
ろ
し
さ
を
示
す
「
戒
め
」
の
意
味
を
持
っ
て
、
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。

 
 

Ⅲ
章
の

ま
と
め
 

 
こ

の
Ⅲ

章
で

取
り

扱
っ

た
テ

ー
マ

は
「

妖
怪

の
分

類
か

ら
見

え
る

妖
怪

の
変

化
(へ

ん
げ

)」
だ

。
と

り

わ
け

、
菊

池
の

「
『

こ
と

』
『

も
の

』
分

類
」

と
、

小
松

の
「

『
現

象
』

『
存

在
』

『
造

形
化

』
分

類
」

に
よ

っ
て

、
妖

怪
が

そ
の

発
生

か
ら

人
々

に
浸

透
す

る
過

程
で

、
変

化
(へ

ん
げ

)し
て

い
る

こ
と

が
わ

か

っ
た

。
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
が

「
も

の
」

と
し

て
の

妖
怪

に
変

化
し

、
不

可
思

議
な

現
象

に
過

ぎ
な

か
っ

た
も

の
が

妖
怪

と
い

う
存

在
に

な
っ

た
。

更
に

、
そ

れ
が

画
や

物
語

、
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
様

々
な

媒
体

で
造

形
化

さ
れ

て
き

た
の

だ
。

つ
ま

り
、

妖
怪

と
い

う
存

在
は

人
々

が
文

化
を

形
成

す
る

中
で

形
作

ら
れ

て
き

た
の

だ
。

例
え

ば
、

何
も

無
い

と
こ

ろ
で

急
に

つ
む

じ
風

が
吹

き
、

腕
が

切
れ

て
い

た
と

い
う

不
可

思
議

な
現

象
が

起
こ

る
。

次
に

、
そ

の
現

象
が

「
か

ま
い

た
ち

」
と

名
付

け
ら

れ
た

妖
怪

と
な

り
、

存
在

と
な

る
。

そ
し

て
造

形
化

、
こ

こ
で

妖
怪

「
か

ま
い

た
ち

」
は

様
々

な
形

で
表

現
さ

れ
て

い
く

。
昔

な
ら

絵
や

物
語

な
ど

で
現

代
な

ら
ば

漫
画

や
ア

ニ
メ

、
ゲ

ー
ム

な
ど

様
々

な
媒

体
で

分
化

さ
れ

て
い

く
の

だ
。

極
端

な
例

で
は

擬
人

化
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

妖
怪

の
文

化
は

そ
の

造
形

化
さ

れ
た

存
在

の
分

化
に

よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
の
だ
。

 
 

さ
て

、
Ⅳ

章
の

テ
ー

マ
は

、
「

妖
怪

の
分

類
か

ら
見

え
る

妖
怪

の
変

化
(へ

ん
げ

)」
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
に
も
触
れ
て
き
た
漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
空
想
世
界
に
登
場
す
る
妖
怪
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。
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 Ⅳ

章
 

現
在
の

妖
怪

文
化
と

そ
の

周
縁
 

  
メ

デ
ィ

ア
と

は
新

聞
や

テ
レ

ビ
な

ど
の

情
報

伝
達

と
媒

介
す

る
手

段
・

媒
体

の
こ

と
で

あ
る

。
そ

こ
か

ら
一

つ
の

概
念

が
伝

播
し

て
い

く
様

を
メ

デ
ィ

ア
化

と
定

義
づ

け
ら

れ
る

。
妖

怪
も

メ
デ

ィ
ア

化
し

て
き

た
文

化
の

一
つ

だ
。

妖
怪

画
や

小
説

、
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
、

妖
怪

の
活

躍
場

所
は

非
常

に
多

岐
に

及
ぶ

。

Ⅲ
章

で
も

述
べ

た
い

わ
ゆ

る
「

造
形

化
さ

れ
た

妖
怪

」
だ

。
古

く
か

ら
な

ら
、

画
や

物
語

、
歌

舞
伎

な
ど

、

現
在

な
ら

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

に
登

場
す

る
妖

怪
た

ち
が

挙
げ

ら
れ

る
。

最
近

人
気

の
作

品
で

言
え

ば
、

週
刊

少
年

ジ
ャ

ン
プ

で
連

載
さ

れ
て

い
た

『
鬼

滅
の

刃
』

も
挙

げ
ら

れ
る

。
こ

の
作

品
に

は
人

を
喰

ら
う

異
形

の
存

在
「

鬼
」

が
登

場
し

、
作

中
の

人
々

に
恐

怖
さ

れ
る

者
と

し
て

存
在

し
て

い
る

か
ら

だ
。

こ
れ

ら
の
作
品
の
人
気
を
見
る
に
妖
怪
は
押
し
も
押
さ
れ
な
い
一
大
文
化
の
一
つ
、
人
間
の
娯
楽
と
い
え
る
。

 
 

で
は

、
な

ぜ
妖

怪
は

メ
デ

ィ
ア

化
さ

れ
て

き
た

の
か

、
そ

れ
を

支
え

た
妖

怪
の

魅
力

と
は

何
か

。
第

一

節
の

「
人

間
の

娯
楽

と
な

っ
た

妖
怪

」
で

は
、

本
来

は
恐

ろ
し

い
存

在
で

あ
っ

た
は

ず
の

妖
怪

が
な

ぜ
、

人
間

の
娯

楽
と

な
り

、
様

々
な

メ
デ

ィ
ア

の
中

で
楽

し
ま

れ
て

き
た

の
か

を
検

討
す

る
。

次
に

第
二

節
の

「
メ

デ
ィ

ア
の

発
達

と
妖

怪
」

で
は

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

発
達

が
い

わ
ゆ

る
「

妖
怪

文
化

」
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

、
発

展
さ

せ
て

き
た

の
か

に
つ

い
て

述
べ

る
。

第
三

節
、

四
節

、
五

節
で

は
妖

怪
と

同
じ

く
、
人
間
の
想
像
を
ル
ー
ツ
と
す
る
幽
霊
や
怪
獣
と
い
っ
た
周
縁
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

 
 

人
間

の
娯

楽
と

な
っ

た
妖

怪
 

 
物

語
や

妖
怪

画
、

歌
舞

伎
な

ど
、

妖
怪

は
江

戸
時

代
か

ら
人

間
の

娯
楽

と
し

て
多

く
描

か
れ

て
き

た
。

そ
れ

は
、

妖
怪

を
取

り
扱

っ
た

漫
画

・
ア

ニ
メ

作
品

が
数

多
く

あ
る

現
代

で
も

同
様

だ
。

し
か

し
本

稿
の

Ⅱ
章

で
は

、
妖

怪
の

本
質

は
悪

で
あ

り
、

人
間

に
害

を
な

す
と

さ
れ

て
き

た
妖

怪
が

多
か

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

述
べ

た
。

そ
の

よ
う

な
存

在
が

な
ぜ

、
人

間
の

娯
楽

作
品

に
数

多
く

登
場

す
る

に
至

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

  
 

時
代

が
下

っ
て

江
戸

時
代

に
な

る
と

、
妖

怪
た

ち
は

恐
ろ

し
さ

の
な

か
に

も
お

か
し

み
を

持
つ

よ
う

に

な
り
、

百
物

語
(怪

異
を

呼
び
出

す
と

さ
れ

た
方
法

。
一
人

一
人

が
怪

談
を
言

い
合
い

、
百

話
ま

で
語
る

と

怪
異
が

起
こ

る
と

さ
れ
た

。
)は

庶
民

の
遊

び
と

な
る
に
至

っ
た

。
妖

怪
が
庶

民
の
娯

楽
と

な
っ

た
原
因

と

し
て

は
、

江
戸

前
期

か
ら

始
ま

る
数

多
く

の
怪

談
集

の
流

行
が

、
そ

の
道

筋
を

決
定

づ
け

た
と

い
え

よ
う

。

妖
怪

た
ち

は
怪

談
集

の
な

か
で

正
体

を
暴

か
れ

、
あ

る
い

は
ど

う
す

れ
ば

難
を

逃
れ

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
描

か
れ

、
は

て
は

人
間

に
宝

物
を

与
え

て
し

ま
う

物
ま

で
出

て
く

る
よ

う
に

な
っ

た
。

(中
略

)妖
怪

の

正
体

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

、
妖

怪
を

恐
ろ

し
く

な
い

も
の

に
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

の
な

ら
ば

、
妖

怪
図
鑑
の
類
は
そ
れ
の
駄
目
を
押
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
小
松
,
2
0
1
2
,
p
.
6
5
)
 

 
 

妖
怪

は
古

来
よ

り
、

人
々

に
と

っ
て

恐
ろ

し
い

存
在

だ
っ

た
。

し
か

し
人

々
も

何
も

対
抗

し
な

か
っ

た

わ
け

で
は

な
い

。
妖

怪
た

ち
の

弱
点

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
殺

せ
る

か
、

恐
ろ

し
い

存
在

で
あ

る
妖

怪
の

正
体

は
何

か
。

そ
う

い
っ

た
事

を
暴

く
こ

と
に

躍
起

に
な

っ
た

。
ま

た
、

そ
の

よ
う

な
「

怪
異

の
説

明
で

あ
る

妖
怪

、
そ

の
弱

点
や

正
体

の
説

明
」

と
い

う
行

為
は

、
当

時
の

人
々

に
と

っ
て

は
一

種
の

楽
し

み
だ

っ
た

。
そ

の
結

果
江

戸
時

代
に

は
、

妖
怪

図
鑑

や
怪

談
集

と
い

っ
た

、
妖

怪
に

関
す

る
本

が
多

数
出

版
さ

れ
、

そ
こ

に
妖

怪
の

正
体

、
弱

点
な

ど
を

想
像

し
記

載
し

た
。

妖
怪

は
、

そ
れ

以
前

の
イ

メ
ー

ジ
ほ

ど
強

大
な

存
在

で
は

な
く

な
り

、
同

時
に

、
弱

く
な

っ
た

妖
怪

た
ち

へ
の

お
か

し
み

の
感

情
、

ま
た

面
白

お
か

し
い

存
在

と
な

っ
た

妖
怪

の
魅

力
が

生
ま

れ
た

の
だ

。
こ

の
よ

う
に

し
て

、
妖

怪
た

ち
に

親
し

み
を

持
っ

た
人

々
は

彼
ら

の
姿

を
絵

に
描

い
た

り
、

物
語

や
歌

舞
伎

上
に

登
場

さ
せ

た
の

だ
ろ

う
。

そ
し

て
、

妖
怪

は
人

々
の

娯
楽

文
化

の
一

つ
と

な
り

、
そ

の
文

化
は

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

媒
体

を
変

え
つ

つ
、

現
代

に
も

 

 
13

 
 強

く
根

付
い

て
い

る
の

だ
。

次
の

第
二

節
で

は
、

そ
ん

な
メ

デ
ィ

ア
と

妖
怪

の
関

係
に

つ
い

て
詳

し
く

掘

り
下
げ
る
。

 
 

メ
デ

ィ
ア

の
発

達
と

妖
怪

 

 
妖

怪
の

メ
デ

ィ
ア

化
は

妖
怪

の
活

躍
の

場
を

ど
ん

ど
ん

増
や

し
て

い
る

。
妖

怪
と

い
う

文
化

が
作

中
に

登
場

す
る

媒
体

と
な

る
も

の
が

多
く

、
ま

た
、

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

も
こ

ぞ
っ

て
怪

奇
現

象
や

心
霊

現
象

な
ど

を
取

り
上

げ
る

こ
と

が
あ

る
か

ら
だ

。
こ

こ
で

は
、

妖
怪

と
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

間
に

ど
の

よ
う

な
関

係
が

あ
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
妖
怪
に
促
し
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

 
「

メ
デ

ィ
ア

」
を

こ
こ

で
は

「
媒

体
」

と
し

て
理

解
し

て
お

く
。

妖
怪

の
言

い
伝

え
も

絵
画

も
み

な
、

口
コ

ミ
や

書
物

な
ど

の
媒

体
に

の
っ

て
伝

播
・

伝
承

さ
れ

る
。

(中
略

)妖
怪

文
化

の
面

で
新

た
な

造
形

化
・

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

化
を

促
し

て
い

る
の

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
人

面
犬

や
学

校
の

怪
談

、
最

近
の

都
市

伝
説

ブ
ー

ム
な

ど
現

代
の

伝
承

に
も

作
用

し
て

い
る

。
妖

怪
や

怪
談

が
さ

か
ん

に
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
で

取
り

沙
汰

さ
れ

る
現

在
、

妖
怪

へ
の

影
響

関
係

は
、

今
後

の
研

究
者

が
注

意
し

て
い

か
ね

ば
な

ら
な

い
研

究
課

題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
2
1
6
)
 

 
 

メ
デ

ィ
ア

社
会

な
ら

で
は

の
妖

怪
概

念
が

発
生

し
て

い
る

だ
け

で
は

な
く

、
漫

画
や

ア
ニ

メ
、

映
画

な

ど
を

含
め

、
「

妖
怪

文
化

」
は

現
代

メ
デ

ィ
ア

の
中

で
も

ま
す

ま
す

健
在

な
存

在
だ

。
肝

心
の

妖
怪

の
質

が
落

ち
込

ん
で

い
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
持

論
に

は
ひ

と
ま

ず
目

を
つ

む
り

、
現

代
の

妖
怪

、
口

裂
け

女
や

人
面

県
、

ト
イ

レ
の

花
子

さ
ん

な
ど

は
地

域
を

超
え

て
全

国
に

出
現

し
た

。
ひ

と
え

に
妖

怪
が

メ
デ

ィ
ア

化
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

の
大

き
さ

だ
ろ

う
。

テ
レ

ビ
や

雑
誌

な
ど

の
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
が

妖
怪

の
噂

に
関

わ
る

よ
う

に
な

っ
て

か
ら

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

発
信

力
と

「
妖

怪
文

化
」

の
発

展
が

合
わ

さ
り

、
妖

怪
の

人
間

へ
の

影
響

力
に

は
目

を
見

張
る

も
の

が
あ

る
。

続
き

の
第

三
節

、
第

四
節

、
第

五
節

で
は

そ
の

妖
怪

文
化

が
多

岐
に

わ
た

っ
て

様
々

な
メ

デ
ィ

ア
で

取
り

沙
汰

さ
れ

、
発

展
し

、
成

長
し

て
き

た
こ

と
に

つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

妖
怪

と
幽

霊
は

ど
う

違
う

の
か

 

 
妖

怪
と

幽
霊

の
違

い
、

こ
れ

は
妖

怪
研

究
の

中
で

も
か

な
り

難
解

な
問

題
だ

。
明

治
時

代
の

仏
教

哲
学

者
、

井
上

円
了

は
、

妖
怪

を
「

不
思

議
」

と
し

、
幽

霊
を

そ
の

中
に

含
め

た
。

ま
た

、
昭

和
初

期
の

民
俗

学
者

で
あ

る
柳

田
國

男
は

、
出

現
す

る
場

所
、

相
手

、
時

の
三

つ
の

観
点

か
ら

妖
怪

と
幽

霊
を

区
別

し
た

。

が
、

現
在

で
は

こ
の

二
つ

の
考

え
は

否
定

さ
れ

て
い

る
。

こ
こ

で
は

、
小

松
と

諏
訪

の
見

解
を

引
用

す
る

。
 

 
 

19
83

(昭
和

58
)年

、
『
魔
と
妖
怪
』
で
小
松
和
彦
は
「
祀
ら
れ
て
い
る
超
自
然
的
存
在
」
を
妖
怪
と
し
、

怨
霊
・
御
霊
と
と
も
に
死
霊
の
一
種
の
幽
霊
を
妖
怪
に
含
め
た
。
一
方
。

19
88

(昭
和

63
)年

の
『
日
本
の

妖
怪

』
で

諏
訪

春
雄

は
「

幽
霊

は
人

が
死

後
に

人
の

属
性

を
備

え
て

出
現

す
る

も
の

」
、

妖
怪

を
「

人
ま

た
は

人
以

外
の

も
の

が
人

以
外

の
形

で
出

現
す

る
も

の
」

と
区

分
し

た
。

そ
の

後
、

小
松

は
妖

怪
を

「
あ

や
し
い
現
象
や
存
在
」
と
拡
大
し
、
や
は
り
幽
霊
を
包
含
す
る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
6
)
 

 
 

妖
怪

と
幽

霊
、

こ
の

二
つ

を
正

し
く

定
義

し
、

区
別

す
る

の
は

難
し

い
。

だ
か

ら
こ

そ
、

研
究

す
る

人

物
が

数
多

く
、

様
々

な
見

解
が

生
ま

れ
る

。
私

は
、

幽
霊

も
ま

た
妖

怪
の

一
つ

で
あ

る
と

考
え

る
。

最
初

に
起

こ
っ

た
現

象
が

造
形

化
さ

れ
て

き
た

と
い

う
点

で
は

妖
怪

も
幽

霊
も

同
様

だ
か

ら
で

あ
る

。
次

の
第

四
節

、
「

妖
怪

と
怪

獣
は

ど
う

違
う

の
か

」
で

は
、

妖
怪

と
怪

獣
の

違
い

に
つ

い
て

科
学

的
根

拠
の

観
点

か
ら
述
べ
る
。
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 妖

怪
と

怪
獣

は
ど

う
違

う
の

か
 

人
間

の
想

像
か

ら
誕

生
し

た
存

在
で

あ
り

、
不

思
議

な
力

を
持

っ
て

お
り

、
造

形
化

さ
れ

て
私

た
ち

の

前
に

姿
を

見
せ

る
。

妖
怪

と
怪

獣
に

は
、

様
々

な
共

通
点

が
あ

る
。

こ
の

点
、

妖
怪

と
幽

霊
の

関
係

に
似

た
も

の
が

あ
る

。
妖

怪
と

怪
獣

の
違

い
は

、
ど

こ
に

あ
る

の
か

。
参

考
文

献
の

中
に

、
そ

れ
を

簡
潔

に
解

説
し

て
い

る
箇

所
が

あ
っ

た
の

で
、

そ
れ

を
抜

粋
す

る
。

 
 

 
怪

獣
と

妖
怪

は
、

基
本

的
に

想
像

力
の

産
物

で
、

人
間

世
界

と
対

立
的

に
設

定
さ

れ
た

超
自

然
的

存
在

で
あ

る
。

た
だ

し
、

現
在

の
通

年
で

は
、

両
者

は
対

照
的

に
感

じ
ら

れ
よ

う
。

(中
略

)現
代

文
明

の
対

立

者
た

る
役

割
を

鮮
明

に
し

、
そ

の
対

峙
す

る
物

に
見

合
っ

た
姿

や
能

力
が

求
め

ら
れ

、
い

わ
ば

妖
怪

の
属

性
を

文
明

的
・

科
学

的
に

リ
フ

ァ
イ

ン
し

た
の

が
、

今
の

怪
獣

と
概

観
で

き
よ

う
。

(
小

松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
8
)
 

 
 

「
ゴ

ジ
ラ

」
(
図

5
)
が

吐
く

炎
は

、
海

中
で

の
生

活
で

体
に

貯
め

ら
れ

た
放

射
能

で
あ

る
、

と
い

う
設

定
が

あ
る

。
特

撮
上

の
世

界

と
は

い
え

、
い

や
特

撮
上

の
世

界
で

あ
る

か
ら

こ
そ

、
一

応
の

科

学
的

(か
の

よ
う

な
)根

拠
が

設
け

ら
れ

て
い

る
の

だ
。

こ
の

点
は

、

ど
れ

だ
け

人
知

を
超

え
た

怪
異

を
起

こ
し

て
も

、
そ

れ
を

起
こ

せ

る
理

由
に

は
全

く
触

れ
ら

れ
な

い
妖

怪
と

は
異

な
る

。
他

の
著

名

な
怪

獣
、

「
ガ

メ
ラ

」
や

「
モ

ス
ラ

」
、

「
キ

ン
グ

ギ
ド

ラ
」

も

同
様

だ
。

巨
大

な
火

炎
を

吐
き

、
糸

を
吐

き
、

電
気

を
吐

く
。

そ

れ
ら

は
非

科
学

的
で

あ
っ

て
も

、
科

学
的

な
雰

囲
気

を
ま

と
っ

た

根
拠

に
よ

っ
て

作
中

で
設

定
づ

け
ら

れ
、

説
明

さ
れ

る
。

し
か

し
、

先
に

述
べ

た
と

お
り

、
妖

怪
が

起
こ

す
怪

奇
現

象
に

科
学

的

根
拠

に
よ

る
説

明
は

な
い

。
い

や
、

科
学

的
根

拠
が

あ
る

現
象

は

そ
の

時
点

で
妖

怪
と

は
認

め
ら

れ
な

く
な

る
。

な
ぜ

な
ら

、
妖

怪

は
「

超
自

然
的

な
も

の
」

の
介

入
に

よ
る

存
在

で
あ

り
、

昔
の

人
々

が
不

可
思

議
な

現
象

へ
の

理
由

を
求

め
た

結
果

で
も

あ
る

が
、

怪
獣

は
科

学
の

知
見

が
進

ん
だ

現
代

だ
か

ら
こ

そ
、

そ
の

科

学
を

拡
大

解
釈

し
た

存
在

と
い

え
る

の
だ

。
 

 
ア

ン
パ

ン
マ

ン
は

妖
怪

な
の

か
 

 
や

な
せ

た
か

し
に

よ
る

『
ア

ン
パ

ン
マ

ン
』

は
、

お
腹

を
す

か
せ

た
人

々
に

自
分

の
顔

(あ
ん

ぱ
ん

)を
分

け
与

え
る

慈
善

心

に
あ

ふ
れ

た
正

義
の

ヒ
ー

ロ
ー

で
あ

る
。

だ
が

、
今

回
の

研
究

で
使

用
す

る
参

考
文

献
の

一
つ

に
、

あ
る

一
節

を
見

つ
け

た
。

兵
庫

県
立

歴
史

博
物

館
学

芸
員

の
香

川
は

、
彼

の
実

体
験

を
も

と
に

「
ア

ン
パ

ン
マ

ン
も

ま
た

化
け

物
で

あ
り

、
怪

談
の

語
り

口
で

あ
る

」
と

語
っ

た
。

 
 

段
階

を
踏

ん
で

ラ
ス

ト
の

「
首

な
し

の
化

け
物

」
(
図

6
)
の

恐
怖

へ
と

ス
ト

ー
リ

ー
が

進
行

す
る

、
や

な
せ

た
か

し
が

描
く

『
あ

ん
ぱ

ん
ま

ん
』

は
、

香
川

に
と

っ
て

は
恐

怖
の

対
象

だ
っ

た
。

原
作

『
あ

ん
ぱ

ん
ま

ん
』

は
自

分
の

頭
を

す
べ

て
食

べ
さ

せ
る

描
写

が
含

ま
れ

て
お

り
、

現
在

の
ア

ニ
メ

で
描

か
れ

る
「

一
部

を
分

け
与

え
る

」

程
度

の
も

の
で

は
な

い
。

小
さ

い
子

供
た

ち
な

ら
、

そ
れ

を
怖

が
る

子
も

少
な

く
な

か
っ

た
だ

ろ
う

。
少

し
視

点
を

変
え

る
と

、
ま

ご
う

こ
と

な
き

正
義

の
ヒ

ー
ロ

ー
の

特
徴

も
、

「
恐

怖
」

へ
の

入
り

口
に

な
り

図
5 

ゴ
ジ
ラ

 
(「

シ
ン

・
ゴ
ジ

ラ
」
公

式
サ
イ

ト
,オ

ン
ラ

イ
ン

) 

図
6
 
首
な
し
の
 
あ
ん
ぱ
ん
ま
ん

 
(
や
な
せ
た
か
し
,1
9
73
) 
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 か

ね
な

い
。

人
間

、
特

に
子

供
の

不
安

と
恐

怖
心

を
あ

お
っ

て
い

る
と

も
い

え
る

。
正

義
の

ヒ
ー

ロ
ー

、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
は
妖
怪
の
一
種
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
 

Ⅳ
章
の

ま
と
め
 

 
こ

の
Ⅳ

章
で

は
、

様
々

な
場

所
で

メ
デ

ィ
ア

化
さ

れ
、

い
わ

ゆ
る

「
妖

怪
文

化
」

が
発

展
し

て
き

た
こ

と
に

つ
い

て
ま

と
め

た
。

造
形

化
さ

れ
た

妖
怪

が
発

生
し

、
様

々
な

形
で

表
現

さ
れ

る
媒

体
は

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

の
発

達
の

お
か

げ
で

非
常

に
多

岐
に

及
ぶ

も
の

に
な

っ
て

お
り

、
そ

れ
は

妖
怪

文
化

を
未

来
に

受
け

継
い

で
い

く
こ

と
に

と
っ

て
、

喜
ば

し
い

こ
と

だ
。

妖
怪

と
い

う
怪

異
は

現
代

で
も

そ
の

存
在

を
ほ

と
ん

ど
の

人
に

信
じ

ら
れ

ず
、

た
だ

の
娯

楽
と

し
て

扱
わ

れ
て

い
る

に
す

ぎ
な

い
の

に
、

わ
ざ

わ
ざ

未
来

に
残

す
べ
き
文
化
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
 

し
か

し
、

私
は

そ
う

は
思

わ
な

い
。

な
ぜ

な
ら

、
妖

怪
文

化
を

未
来

の
人

々
に

も
知

っ
て

も
ら

う
こ

と

で
「

な
る

ほ
ど

、
自

分
た

ち
の

祖
先

は
こ

う
い

っ
た

存
在

を
想

像
し

、
畏

れ
、

信
仰

し
、

時
代

が
変

わ
っ

て
か

ら
は

娯
楽

の
対

象
と

し
て

も
扱

わ
れ

て
き

た
の

だ
な

」
と

思
っ

て
も

ら
う

だ
け

で
妖

怪
と

い
う

存
在

が
忘

れ
去

ら
れ

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
、

新
し

い
妖

怪
文

化
が

生
み

出
さ

れ
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

れ
を

想
像
す
る
だ
け
で
、
夢
が
広
が
る
と
い
う
も
の
だ
。
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 Ⅴ

章
 

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

を
訪

れ
る

：
怪

異
の

世
界

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
時

：
2
0
1
9
年

8
月

5
日

1
3
:
0
0
～

1
4
:
0
0
 

 
 

 
 

 
 

場
所

：
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
〒

6
1
0
-
1
1
9
2
 

京
都

市
西

京
区

御
陵

大
枝

山
町

3
丁

目
2
番

地
 

取
材

し
た

方
：

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

 
所

長
 

小
松

和
彦

先
生

 

 
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
を

訪
れ

る
ま

で
 

 
こ

の
論

文
を

作
成

す
る

上
で

必
要

不
可

欠
だ

っ
た

の
は

フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
で

あ
る

。
妖

怪
に

つ
い

て
学

術
研

究
を

す

る
際

に
適

し
た

場
所

や
施

設
を

実
際

に
訪

れ
、

関
係

者
の

方

に
聞

き
取

り
調

査
を

行
う

こ
と

で
自

分
の

論
文

の
質

を
高

め
、

そ
こ

か
ら

の
研

究
を

さ
ら

に
深

く
進

め
る

意
義

が
あ

っ

た
。

そ
こ

で
、

私
は

現
代

で
妖

怪
や

怪
異

の
研

究
を

さ
れ

て

い
る

方
を

探
し

、
民

俗
学

の
権

威
で

あ
る

小
松

和
彦

(
図

7
)

と
い

う
方

を
知

っ
た

。
私

は
、

以
前

か
ら

小
松

先
生

の
著

書

を
論

文
の

中
で

引
用

し
、

研
究

材
料

と
し

て
い

た
た

め
、

迷

わ
ず

取
材

依
頼

の
手

紙
を

書
く

こ
と

に
し

た
。

 
 

中
学

3
年

の
一

学
期

も
終

盤
に

近
付

い
た

こ
ろ

、
小

松
先

生
へ

の
手

紙
が

や
っ

と
完

成
し

た
。

実
際

、

そ
れ

以
前

に
も

あ
る

程
度

完
成

し
た

も
の

を
、

何
度

か
片

岡
先

生
や

山
﨑

先
生

に
チ

ェ
ッ

ク
し

て
頂

い
た

の
だ

が
、

怪
異

・
妖

怪
学

の
権

威
と

も
い

え
る

小
松

和
彦

先
生

へ
の

取
材

依
頼

の
手

紙
と

い
う

だ
け

あ
り

、

た
く

さ
ん

の
修

正
箇

所
を

指
摘

さ
れ

、
中

々
投

函
許

可
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
の

だ
。

 
 

よ
う

や
く

手
紙

が
完

成
し

、
投

函
の

許
可

を
得

た
そ

の
日

、
山

﨑
先

生
が

す
ぐ

に
投

函
し

て
く

れ
た

。

し
か

し
、

私
は

不
安

だ
っ

た
。

手
紙

の
出

来
は

悪
く

な
い

と
思

っ
て

い
た

が
、

小
松

先
生

が
こ

ち
ら

の
お

願
い

を
快

く
了

承
し

て
く

れ
る

の
か

な
ど

、
全

く
わ

か
ら

な
い

の
で

あ
る

。
正

直
、

可
能

性
は

か
な

り
低

い
と

思
っ

て
い

た
。

 
 

手
紙

を
投

函
し

て
五

日
目

、
開

封
確

認
の

メ
ー

ル
を

差
し

上
げ

よ
う

か
と

い
う

考
え

が
頭

を
よ

ぎ
っ

た

時
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

管
理

部
総

務
課

総
務

係
の

〇
〇

さ
ん

か
ら

、
メ

ー
ル

で
お

返
事

が
返

っ
て

き
た

。
返

事
が

あ
っ

て
良

か
っ

た
と

安
堵

し
た

の
も

つ
か

の
間

、
お

断
り

の
返

事
で

あ
る

可
能

性
も

あ
る

こ
と

を
思

い
出

し
、

し
ば

ら
く

メ
ー

ル
を

開
く

こ
と

が
怖

か
っ

た
。

い
ざ

意
を

決
し

て
、

メ
ー

ル
を

開
く

と
快

い
取

材
承

諾
の

お
返

事
が

返
っ

て
き

て
お

り
、

と
て

も
嬉

し
か

っ
た

。
す

ぐ
に

こ
ち

ら
も

お
礼

の
返

事
を

送
り

、
設

け
ら

れ
た

取
材

日
時

に
訪

問
す

る
事

に
な

っ
た

。
 

 

小
松

和
彦

先
生

と
は

 
 

こ
こ

で
小

松
先

生
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。

小
松

和
彦

先
生

は
、

19
47

年
７
月

13
日

生
ま

れ
、

東
京
都

出
身

の
文

化
人

類
学

者
(民

俗
学

者
で

も
あ

る
)で

あ
る

。
20

12
年

に
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
の

第

6
代

所
長

に
任

命
さ

れ
れ
た

。
(取

材
を

し
た

20
19

年
8
月

当
時

)シ
ュ

ー
レ

大
学

(東
京

の
フ

リ
ー

ス
ク

ー

ル
)の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

も
勤

め
ら

れ
て

い
る

。
小

松
先

生
は

、
現

在
の

文
化

人
類

学
(民

俗
学

)の
第

一
人

者

な
の

だ
。

小
松

先
生

の
主

な
研

究
対

象
は

、
民

間
伝

承
や

妖
怪

学
,民

間
信

仰
な

ど
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
研

究
で

様
々

な
功

績
を

残
し

て
き

た
小

松
先

生
は

、
20

16
年

に
日

本
の

文
化

功
労

者
の

一
人

に
選

ば
れ

て
い

る
。

 
 

 

 
図

7
 小

松
和
彦
 先

生
 

日
経
新
聞
「
妖
怪
、
人
が
抱
え
る
矛
盾

を
映
す
鏡
 
文
化

人
類
学
者
 小

松
和
彦
さ
ん
」
(2
01
6
年

12
月

4
日
 朝

刊
) 
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 国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
と

は
 

 
私

が
住

ん
で

い
る

河
内

長
野

市
の

美
加

の
台

か
ら

、
電

車
と

バ
ス

を
乗

り
換

え
て

約
二

時
間

半
。

最
寄

り
の

バ
ス

停
を

降
り

て
す

ぐ
の

と
こ

ろ
に

あ
っ

た
の

は
大

阪
を

は
る

か
に

上
回

る
京

都
の

熱
気

と
、

人
気

の
な

い
閑

静
な

住
宅

街
だ

っ
た

(単
に

、

暑
す

ぎ
て

出
歩

い
て

い
る

人
が

少
な

か
っ

た
の

か
も

し
れ

な

い
)。

地
図

を
見

な
が

ら
施

設
を

目
指

し
て

い
く

と
、

住
宅

街

を
抜

け
、

木
々

の
中

の
細

い
道

を
上

っ
て

行
っ

た
脇

に
目

指
す

施
設

、
「

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

」
(
図

8
)
が

あ
っ

た
。

 
 

事
前

に
頂

い
た

手
紙

の
指

示
通

り
、

本
館

(い
く

つ
か

の
施

設
が

集
ま

っ
て

い
る

)を
入

っ
て

す
ぐ

左
手

の
固

定
電

話
か

ら

総
務

課
の

松
川

さ
ん

を
呼

び
出

し
た

。
案

内
を

受
け

て
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
場

に
向

か
っ

て
い

る
間

に
気

づ
い

た
こ

と
は

、
施

設
内

に
外

国
人

と
見

受
け

ら
れ

る
方

も
い

る
こ

と
だ

。
と

て
も

広
い

施
設

内
で

、

巨
大

な
図

書
室

も
存

在
し

た
。

 
 

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
場

に
は

、
長

机
と

片
側

に
三

席
づ

つ
椅

子
が

用
意

さ
れ

て
い

た
。

迎
え

て
下

さ

っ
た

松
川

さ
ん

に
お

礼
を

言
い

、
そ

の
部

屋
で

し
ば

ら
く

待
っ

て
い

る
と

、
事

前
の

手
紙

に
も

書
い

て
あ

っ
た

、
小

松
先

生
と

共
に

取
材

に
同

席
さ

れ
る

研
究

員
の

方
が

入
室

し
て

こ
ら

れ
、

「
小

松
は

、
少

し
講

談
が

長
引

い
て

い
ま

す
。

す
み

ま
せ

ん
」

と
ご

丁
寧

に
謝

ら
れ

た
。

慌
て

て
「

滅
相

も
あ

り
ま

せ
ん

」
と

返
し

た
も

の
の

、
こ

の
ま

ま
中

止
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

の
か

と
少

し
、

い
や

か
な

り
不

安
に

な
っ

た
が

杞
憂

だ
っ

た
。

4,
5分

後
、

怪
異

・
妖

怪
学

の
権

威
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

所
長

、
小

松
和

彦
先

生
が

「
遅

れ
て

ご
め

ん
ね

」
と

部
屋

の
扉

を
ノ

ッ
ク

さ
れ

た
。

 
 

小
松

先
生

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 
 

 
当

然
の

こ
と

だ
が

、
ご

著
書

の
紹

介
に

載
っ

て
い

た
顔

写
真

と
同

じ
顔

で
感

動
し

た
。

た
だ

、
失

礼
か

も
し

れ
な

い
が

写
真

で
見

た
よ

り
、

少
し

痩
せ

て
見

え
た

。
シ

ン
プ

ル
な

メ
ガ

ネ
を

か
け

て
、

ラ
フ

な
服

を
着

て
お

り
、

穏
や

か
な

笑
み

を
浮

か
べ

て
お

ら
れ

た
が

、
そ

の
眼

光
に

は
鋭

さ
が

あ
り

「
今

日
は

よ
ろ

し
く

」
と

、
小

さ
い

声
だ

っ
た

が
よ

く
通

る
声

で
挨

拶
さ

れ
た

。
こ

の
状

況
で

私
が

緊
張

し
な

い
は

ず
も

な
か

っ
た

。
 

 
早

速
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
許

可
を

い
た

だ
け

た
お

礼
を

す
る

と
「

一
時

間
し

か
時

間
と

れ
な

か
っ

た
け

ど
、

何
で

も
聞

い
て

」
と

優
し

く
答

え
て

く
れ

た
の

で
、

安
心

し
な

が
ら

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
取

材
を

始
め

ら
れ

た
。

研
究

員
の

方
は

、
小

松
先

生
の

隣
に

座
っ

て
終

始
こ

ち
ら

の
や

り
取

り
を

聞
い

て
い

た
。

  

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

に
対

す
る

認
識

 

 
取

材
を

始
め

て
か

ら
、

少
し

自
分

が
勘

違
い

し
て

い
た

こ
と

に
気

づ
い

た
。

私
は

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
質

問
に

答
え

て
も

ら
っ

た
後

、
そ

れ
に

つ
い

て
二

人
で

話
し

合
う

も
の

だ
と

思
っ

て
い

た
の

だ
が

、
こ

ち
ら

の
質

問
に

先
生

が
丁

寧
に

教
え

て
く

れ
る

と
い

う
も

の
だ

っ
た

の
だ

。
 

 
だ

が
、

考
え

て
み

れ
ば

、
こ

れ
は

当
然

か
も

し
れ

な
い

。
何

冊
か

先
生

の
ご

著
書

を
読

ん
だ

と
は

い
え

、

自
分

は
ま

だ
ま

だ
怪

異
・

妖
怪

の
世

界
に

つ
い

て
勉

強
し

き
れ

て
い

な
い

。
認

識
が

甘
い

一
介

の
中

学
生

に
比

べ
、

小
松

先
生

は
長

ら
く

怪
異

・
妖

怪
学

を
研

究
し

続
け

て
数

多
く

の
ご

著
書

を
書

い
て

き
た

ご
本

人
だ

。
知

識
量

も
経

験
値

も
格

段
に

違
う

。
対

等
な

対
談

な
ど

、
で

き
る

わ
け

が
な

い
。

そ
れ

よ
り

も
、

先
生

の
お

話
を

ボ
イ

ス
レ

コ
ー

ダ
ー

で
し

っ
か

り
と

記
録

し
て

、
知

識
を

深
め

、
卒

業
論

文
に

生
か

す
方

図
8
 国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

 
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
HP
,オ

ン
ラ
イ
ン
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 が

効
果

的
だ

と
思

っ
た

。
 

 
民

間
信

仰
と

妖
怪

 

私
「

ま
ず

、
小

松
先

生
が

怪
異

や
妖

怪
の

世
界

に
つ

い
て

研
究

を
始

め
ら

れ
た

の
は

い
つ

で
す

か
。

ま
た

、

そ
の

き
っ

か
け

は
？

」
 

小
松

「
ま

あ
、

よ
く

聞
か

れ
る

ん
だ

け
れ

ど
も

、
も

う
幼

い
こ

ろ
か

ら
お

化
け

映
画

だ
と

か
吸

血
鬼

の
映

画
だ

と
か

、
そ

う
い

う
マ

ン
ガ

だ
と

か
よ

く
読

ん
で

て
、

そ
う

い
う

知
識

が
あ

っ
て

大
学

に
入

っ
て

か

ら
は

民
俗

学
と

い
う

学
問

、
ひ

い
て

は
文

化
人

類
学

と
い

う
学

問
を

ち
ゃ

ん
と

学
ぶ

よ
う

に
な

っ
た

時
、

そ
れ

ら
の

学
問

の
中

で
昔

話
と

か
伝

説
と

か
調

べ
て

る
と

妖
怪

や
怪

異
に

興
味

が
わ

い
て

き
た

の
で

、

趣
味

で
そ

う
い

う
も

の
に

興
味

を
持

っ
て

い
た

け
ど

も
、

ち
ゃ

ん
と

学
問

と
し

て
研

究
で

き
る

こ
と

に

気
づ

い
た

ん
で

す
。

人
文

科
学

や
社

会
科

学
の

一
端

だ
け

ど
、

大
学

に
入

っ
て

自
分

が
興

味
を

持
つ

学

問
を

学
ん

で
、

研
究

し
た

。
そ

れ
が

き
っ

か
け

で
す

。
 

中
学

と
高

校
で

は
、

民
俗

学
も

文
化

人
類

学
も

習
う

こ
と

は
な

か
っ

た
か

ら
。

も
っ

ぱ
ら

自
分

が
や

っ
て

た
の

は
、

古
く

か
ら

の
農

村
に

出
か

け
て

行
っ

た
り

し
て

、
現

地
の

人
た

ち
か

ら
そ

の
地

域
に

伝

わ
っ

て
い

る
伝

説
や

昔
話

、
言

い
伝

え
な

ど
の

い
わ

ゆ
る

民
間

伝
承

を
現

地
の

人
た

ち
に

聞
き

に
行

っ

て
調

査
す

る
こ

と
。

民
間

伝
承

は
面

白
く

て
、

そ
の

中
で

も
よ

く
聞

い
た

の
は

憑
き

物
の

話
か

な
。

動

物
や

生
霊

が
人

間
に

取
り

憑
い

て
悪

戯
し

た
り

悪
さ

を
す

る
話

と
か

。
も

ち
ろ

ん
、

憑
き

物
の

話
だ

け

じ
ゃ

な
く

て
妖

怪
封

じ
・

退
治

や
神

隠
し

の
伝

説
も

多
く

調
べ

た
。

ど
こ

そ
こ

の
山

に
は

、
魔

物
や

鬼
、

テ
グ

サ
(天

狗
)が

巣
食

っ
て

い
る

と
か

、
神

様
や

仏
様

が
い

ら
っ

し
ゃ

る
と

か
、

あ
る

い
は

神
隠

し
に

あ
っ

た
と

か
の

伝
説

、
こ

れ
ら

の
中

に
も

民
間

信
仰

が
あ

っ
て

、
そ

れ
ら

を
調

べ
る

の
が

、
お

も
し

ろ

か
っ

た
で

す
。

」
 

 
妖

怪
は

神
様

か
ら

零
落

し
た

存
在

な
の

か
 

私
「

代
表

的
な

民
俗

学
者
で

あ
る

柳
田

國
男

(
図

9
)
は

、
妖

怪
は

神
が

零
 

 
落

し
た

存
在

と
位

置
付

し
て

い
ま

し
た

が
、

小
松

先
生

は
ど

う
お

考
 

 
 

え
で

す
か

。
」

 
小

松
「

そ
う

だ
ね

。
零

落
の

意
味

は
知

っ
て

る
？

」
 

私
「

え
～

、
“落

ち
ぶ

れ
る

”と
い

っ
た

意
味

で
す

。
神

か
ら

落
ち

ぶ
れ

た
 

 
 

 
存

在
が

妖
怪

で
あ

る
と

か
、

柳
田

國
男

の
書

い
た

本
に

載
っ

て
い

ま
 

し
た

。
難

し
か

っ
た

で
す

け
ど

。
」

 
小

松
「

そ
う

、
零

は
神

様
を

指
す

言
葉

で
も

あ
る

か
ら

、
そ

こ
か

ら
落

 
 

ち
ぶ

れ
る

と
妖

怪
な

ど
の

怪
異

に
な

る
と

考
え

ら
れ

て
い

た
け

ど
、

 
 

今
は

基
本

的
に

は
そ

う
考

え
ら

れ
て

い
ま

せ
ん

。
落

ち
ぶ

れ
る

と
い

 
 

う
よ

り
は

、
人

間
の

気
持

ち
次

第
で

神
様

と
妖

怪
の

区
別

を
つ

け
ら

 
れ

る
と

考
え

ら
れ

て
い

る
け

ど
。

」
 

私
「

そ
の

人
間

の
気

持
ち
と

い
う

の
は

？
」

 
小

松
「

ひ
と

え
に

、
人

間
の

信
仰

心
だ

と
思

い
ま

す
。

多
く

の
人

に
神

 
様

と
し

て
信

仰
さ

れ
て

い
て

も
、

そ
れ

が
な

く
な

り
、

悪
の

存
在

、
 

人
間

に
仇

な
す

存
在

と
し

て
忌

み
嫌

わ
れ

る
よ

う
に

な
れ

ば
、

そ
れ

 
は

立
派

な
妖

怪
で

す
。

例
え

ば
、

山
の

神
と

し
て

信
仰

さ
れ

て
い

て
 

も
、

そ
の

信
仰

心
が

な
く

な
れ

ば
、

山
姥

に
。

水
の

神
と

し
て

信
仰

さ
れ

て
い

て
も

、
河

童
に

、
と

い
 

っ
た

具
合

に
。

正
直

、
零

落
と

い
う

言
葉

は
今

は
主

に
人

間
に

対
し

て
使

わ
れ

て
い

る
言

葉
だ

か
ら

。

単
に

、
“落

ち
ぶ

れ
る

”と
い

っ
た

意
味

で
。

柳
田

國
男

先
生

は
井

上
円

了
先

生
と

同
じ

く
、

戦
前

の
民

図
9
 
柳
田
國
男

 
（

成
城

大
学

「
柳

田
國

男
に

つ
い

て
」
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俗
学

者
(文

化
人

類
学

者
)だ

け
れ

ど
、

妖
怪

の
こ

と
を

基
本

的
に

は
神

様
だ

と
思

っ
て

い
た

の
で

。
も

し
く

は
、

妖
怪

の
前

代
は

神
に

直
結

し
て

い
る

と
思

っ
て

い
た

か
ら

か
な

。
現

在
の

妖
怪

学
じ

ゃ
、

柳

田
先
生
の
考
え
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
」

 
私

「
な
る
ほ
ど
。
」

 
小

松
「

た
だ

、
さ

っ
き

の
話

に
は

逆
の

パ
タ

ー
ン

も
あ

っ
て

、
妖

怪
で

も
神

社
を

作
っ

た
り

し
て

信
仰

す

れ
ば

、
神

様
に

な
り

う
る

も
の

で
す

。
ま

ず
は

、
今

妖
怪

な
の

か
神

様
な

の
か

、
そ

の
状

態
と

言
い

伝

え
ら
れ
て
い
る
場
所
か
ら
考
え
て
ど
う
と
ら
え
る
の
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
っ
て
こ
と
だ
な
。
」

 
 

妖
怪

の
本

質
は

悪
な

の
か

 

私
「

台
風

を
起

こ
す

龍
、

一
目

連
や

地
震

を
起

こ
す

大
鯰

な
ど

の
妖

怪
画

を
見

た
こ

と
が

あ
る

の
で

す
が

、

台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
現
象
も
怪
異
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
」

 
小

松
「

昔
は

、
そ

う
だ

っ
た

ろ
う

ね
。

今
は

、
科

学
的

に
説

明
が

つ
く

か
ら

、
怪

異
と

は
判

断
さ

れ
な

い

け
ど

。
科

学
的

に
説

明
が

つ
か

な
い

現
象

が
妖

怪
に

な
る

ん
だ

け
ど

、
そ

の
現

象
が

人
間

に
善

い
こ

と

を
も

た
ら

す
な

ら
、

神
様

と
判

断
さ

れ
る

の
で

、
善

い
妖

怪
は

ま
ず

い
な

い
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
と

い

っ
て
も
、
妖
怪
＝
恐
怖
と
は
限
ら
な
い
。
」

 
私

「
へ

～
、

し
か

し
座

敷
童

は
住

み
着

い
た

家
を

栄
え

さ
せ

る
伝

説
が

残
っ

て
い

ま
す

(遠
野

物
語

)。
こ

の
よ
う
な
妖
怪
は
人
間
に
と
っ
て
善
い
妖
怪
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

 
小

松
「

ん
～

、
で

も
座

敷
童

は
住

み
着

い
た

家
を

出
る

と
、

そ
の

家
を

没
落

さ
せ

る
と

い
う

二
面

性
が

あ

り
ま

す
。

当
時

、
説

明
で

き
な

か
っ

た
怪

異
が

吉
兆

と
み

な
さ

れ
る

か
、

凶
兆

と
み

な
さ

れ
る

か
で

変

わ
っ

た
ん

だ
と

思
う

。
妖

怪
と

い
う

の
は

、
良

く
も

悪
く

も
変

幻
自

在
で

神
社

で
お

祀
り

す
る

こ
と

も

で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
人
の
力
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。

 
し

か
し

、
そ

の
怪

異
と

い
う

も
の

が
妖

怪
や

神
と

い
っ

た
具

体
的

な
存

在
に

な
っ

た
の

は
、

ひ
と

え

に
人

間
の

想
像

力
の

賜
物

だ
な

。
当

時
、

説
明

で
き

な
か

っ
た

、
非

合
理

的
な

も
の

か
ら

昔
の

人
々

は

妖
怪
を
生
み
出
し
た
の
で

し
ょ
う
。
雷
も
語
源
は
、

神
鳴
り

(鳴
る
神

)だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
妖
怪
が
ど

こ
に

い
る

か
は

わ
か

ら
な

い
。

だ
け

ど
、

な
ぜ

、
生

ま
れ

た
か

は
わ

か
る

。
妖

怪
は

平
安

時
代

や
江

戸

時
代

な
ら

、
妖

怪
画

や
昔

話
、

伝
説

や
言

い
伝

え
か

ら
、

現
代

や
近

い
時

代
な

ら
噂

話
や

漫
画

や
ア

ニ

メ
な
ど
で
時
代
を
超
え
て
誕
生
し
続
け
て
き
た
物
だ
か
ら
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
も
い
う
で
し
ょ
う
。
 

ま
あ

、
人

間
が

空
想

し
続

け
る

限
り

、
ま

た
は

人
間

が
滅

亡
す

る
ま

で
、

妖
怪

は
我

々
の

想
像

心
の

中
に
、
神
様
は
信
仰
心

(想
像
心

)の
中
に
居
続
け

る
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

人
間
の
想
像
力
の
真
髄
は

存

在
し
な
い
も
の
を
生
み
出
し
、
死
後
の
世
界
を
も
想
像
で
き
る
無
限
の
力
で
す
。
」

 
 

 
先

生
の

お
話

に
私

は
少

な
か

ら
ず

、
驚

い
た

。
私

が
今

ま
で

読
ん

で
き

た
妖

怪
が

題
材

の
漫

画
・

ア
ニ

メ
で

は
、

ほ
と

ん
ど

の
妖

怪
が

人
間

の
味

方
を

し
て

く
れ

て
い

た
。

そ
し

て
、

私
は

そ
れ

に
何

の
疑

問
も

持
た

ず
に

そ
の

美
化

さ
れ

た
物

語
を

読
ん

で
い

た
。

美
化

す
る

こ
と

が
悪

い
な

ど
、

頭
の

固
い

こ
と

を
言

う
つ

も
り

は
な

い
。

た
だ

、
学

問
と

し
て

妖
怪

た
ち

を
研

究
す

る
な

ら
、

そ
の

固
定

観
念

を
取

り
除

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

現
実

的
に

、
客

観
的

に
見

て
、

自
分

で
判

断
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
そ

し
て

、
妖

怪
を

生
み

出
し

た
か

つ
て

の
人

間
の

よ
う

に
、

そ
れ

を
研

究
し

て
き

た
小

松
先

生
の

よ
う

に
、

想
像

力
を

働
か
せ
、
妖
怪
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

小
松

先
生

は
、

妖
怪

学
を

卒
業

論
文

の
た

め
に

研
究

す
る

に
あ

た
っ

て
、

基
本

的
な

こ
と

を
教

え
て

く

れ
た

。
私

は
こ

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

踏
ま

え
、

妖
怪

た
ち

の
本

質
を

知
る

こ
と

と
妖

怪
の

時
代

に
合

わ
せ

た
変

化
を

学
ぶ

こ
と

で
Ⅱ

章
と

Ⅳ
章

の
内

容
を

完
成

さ
せ

、
自

分
な

り
に

納
得

の
い

く
論

文
を

完
成

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
多
大
な
感
謝
を
払
う
。
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 取

材
を

終
え

て
 

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
が

終
わ

っ
て

す
ぐ

、
「

こ
こ

ま
で

来
て

く
れ

た
の

に
、

手
ぶ

ら
で

は
悪

い
か

ら
」

と
、

妖
怪

画
が

描
か

れ
た

フ
ァ

イ
ル

と
読

ん
だ

こ
と

が
な

か
っ

た
ご

著
書

を
一

冊
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

い
た

だ
い

た
。

と
て

も
嬉

し
か

っ
た

。
お

礼
を

言
っ

た
後

、
卒

業
論

文
が

完
成

し
た

ら
そ

ち
ら

に
送

っ
て

も
よ

い
で

す
か

、
と

聞
く

と
快

く
許

し
て

く
だ

さ
っ

た
。

そ
し

て
、

小
松

先
生

は
午
後
の
予
定
の
た
め
に
す
ぐ
に
別
室
に
向
か
わ
れ
た
。

 
 

私
は

、
研

究
員

の
方

に
も

お
礼

を
言

い
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

か
ら

帰
っ

た
。

行
き

と
同

じ

道
を

通
り

、
最

寄
り

の
バ

ス
停

か
ら

桂
駅

に
向

か
っ

て
い

た
道

中
、

私
は

思
い

出
し

た
。

論
文

に
掲

載
す

る
た

め
に

、
小

松
先

生
と

の
記

念
写

真
を

撮
る

と
い

う
、

か
な

り
重

要
な

こ
と

を
忘

れ
て

い
た

こ
と

に
。

思
わ
ず
、
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
非
常
に
残
念
だ
っ
た
。

 
 

そ
ん

な
失

敗
も

あ
っ

た
が

、
こ

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

基
に

質
の

高
い

卒
業

論
文

作
り

を
頑

張
り

た

い
と

い
う

気
持

ち
が

変
わ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
自

分
の

論
文

テ
ー

マ
に

つ
い

て
深

く
、

ま
だ

ま
だ

知
ら

な
か

っ
た

こ
と

を
聞

け
て

、
と

て
も

貴
重

な
体

験
だ

っ
た

。
卒

業
論

文
制

作
へ

の
意

欲
は

否
が

応
で

も
高

ま
り

、
研

究
を

進
め

る
糧

に
な

る
と

て
も

貴
重

な
経

験
で

も
あ

り
、

そ
の

後
完

成
し

た
論

文
を

小
松

先
生

宛
に

送
付

し
た

際
に

は
お

褒
め

の
言

葉
を

頂
け

た
。

こ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

に
は

、
感

謝
し

て
も

し
き

れ
な
い
。
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 終

章
 

「
妖
怪

」
が

な
ぜ
人

々
の

興
味
の

対
象

と
な
っ

て
き

た
の
か
 

  
最

後
に

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
の

結
論

を
、

各
章

の
研

究
で

分
か

っ
た

事
柄

を
振

り
返

り
な

が
ら

ま
と

め
る

。
そ

し
て

、
そ

れ
ら

を
踏

ま
え

つ
つ

、
こ

の
論

文
の

結
論

を
述
べ
、
終
章
と
す
る
。
 

第
Ⅰ

章
「

妖
怪

と
は

何
か

」
で

は
、

妖
怪

の
基

本
的

な
定

義
や

歴
史

、
妖

怪
学

と
い

う
学

問
が

生
ま

れ

た
い

き
さ

つ
に

つ
い

て
述

べ
、

妖
怪

は
人

間
の

想
像

力
、

ひ
い

て
は

負
の

感
情

か
ら

生
ま

れ
た

概
念

で
あ

り
、
大
昔
か
ら
人
間
に
忌
み
嫌
わ
れ
て
き
た
悪
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

第
Ⅱ

章
「

妖
怪

は
善

か
悪

か
」

で
は

、
妖

怪
の

本
質

に
つ

い
て

ま
と

め
た

。
妖

怪
は

基
本

的
に

人
間

に

害
を

な
す

と
さ

れ
、

悪
の

存
在

と
し

て
描

か
れ

て
き

た
。

し
か

し
、

江
戸

時
代

後
期

に
描

か
れ

た
ひ

ょ
う

き
ん

な
「

狸
」

な
ど

の
例

を
見

る
に

、
悪

的
な

存
在

で
あ

る
妖

怪
の

本
質

が
変

化
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
当

時
の

人
々

の
妖

怪
へ

の
認

識
が

科
学

の
普

及
に

よ
り

現
代

に
近

づ
き

、
妖

怪
へ

の
「

畏
れ

」
が

薄
ま

っ
て

き
た

の
だ

。
妖

怪
の

弱
点

な
ど

を
考

え
た

写
本

が
人

々
の

間
で

楽
し

ま
れ

る
な

ど
、

人
々

の
妖

怪
観

が
変

化
し

、
同

時
に

妖
怪

自
身

が
畏

れ
ら

れ
る

対
象

か
ら

ひ
ょ

う
き

ん
な

存
在

へ
と

変
化

(
へ

ん
げ

)

し
て
き
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
 

 
第

Ⅲ
章

「
妖

怪
の

分
類

か
ら

見
え

る
妖

怪
の

変
化

(
へ

ん
げ

)
」

で
は

、
妖

怪
の

様
々

な
分

類
方

法
を

二

人
の

研
究

者
の

分
類

方
法

を
参

考
に

し
て

、
妖

怪
が

そ
の

発
生

か
ら

人
々

に
浸

透
す

る
過

程
を

検
討

し
た

。

菊
池

の
「

『
こ

と
』

『
も

の
』

分
類

」
と

、
小

松
の

「
『

現
象

』
『

存
在

』
『

造
形

化
』

分
類

」
に

よ
っ

て
、

妖
怪

に
対

す
る

人
々

の
認

知
が

変
化

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

不
可

思
議

な
現

象
が

妖
怪

と
い

う
存
在
に
な
り
、
造
形
化
さ
れ
る
こ
と
で
妖
怪
は
変
化
(
へ
ん
げ
)
し
て
き
た
の
だ
。
 

 
第

Ⅳ
章

「
現

在
の

妖
怪

文
化

と
そ

の
周

縁
」

で
は

、
忌

み
嫌

わ
れ

て
き

た
妖

怪
た

ち
が

江
戸

時
代

後
期

か
ら

は
絵

画
や

物
語

で
、

面
白

お
か

し
く

描
か

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

こ
と

を
述

べ
た

。
更

に
、

現
代

で
は

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

様
々

な
場

所
で

取
り

扱
わ

れ
て

き
て

お
り

、
そ

の
多

く
が

人
間

の
友

達
や

仲
間

と
し

て
描

か
れ

て
い

る
こ

と
を

述
べ

た
。

こ
の

よ
う

に
し

て
、

時
代

を
経

て
メ

デ
ィ

ア
化

を
通

じ
て

妖
怪

た
ち

が
変

化
(
へ

ん
げ

)
し

て
き

た
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
「

妖
怪

文
化

」
は

時
代

と
と

も
に

変
化

し
て

き
た

の
だ
。
 

 
第

Ⅴ
章

「
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
を

訪
れ

る
：

怪
異

の
世

界
」

で
は

、
現

代
妖

怪
学

研
究

の
権

威
、
小
松
和
彦
先
生
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
 

 
小

松
先

生
の

話
か

ら
は

、
妖

怪
の

本
質

が
悪

的
な

存
在

で
あ

る
こ

と
や

、
そ

れ
ゆ

え
に

信
仰

の
対

象
と

な
っ

て
お

ら
ず

、
神

と
は

本
質

的
に

異
な

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
更

に
、

民
間

信
仰

か
ら

小
松

先
生

が
見

た
様

々
な

妖
怪

の
伝

説
や

神
隠

し
の

お
話

な
ど

、
私

が
知

ら
な

か
っ

た
妖

怪
に

つ
い

て
の

様
々

な
情

報
、

そ
し

て
、

今
ま

で
の

小
松

先
生

自
ら

行
っ

て
き

た
研

究
方

法
な

ど
を

聞
く

こ
と

が
で

き
た

。
ご

多
忙

で
あ

る
方

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

よ
う

な
貴

重
な

体
験

が
で

き
た

の
は

、
ま

っ
た

く
、

幸
運

だ
っ

た
。

小
松

先
生
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
 

 

以
上

Ⅰ
～

Ⅴ
章

ま
で

の
考

察
を

踏
ま

え
て

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の

か
」

と
い

う
本

論
文

の
テ

ー
マ

に
対

す
る

結
論

を
述

べ
る

。
結

論
は

「
妖

怪
は

時
代

が
変

わ
る

た
び

に
、

そ
の
時
代
の
人
々
に
受
け
い
れ
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
変
化
(
へ
ん
げ
)
し
て
き
た
か
ら
」
で
あ
る
。
 

人
間

に
害

を
な

す
、

恐
ろ

し
い

異
形

の
存

在
、

人
間

の
恐

怖
心

と
不

安
を

具
現

化
し

た
よ

う
な

も
の

、

そ
れ

が
原

始
の

妖
怪

で
あ

っ
た

。
だ

か
ら

こ
そ

、
鬼

が
人

を
喰

う
、

雪
女

が
人

を
凍

り
つ

か
せ

る
、

と
い

っ
た
伝
説
が
文
献
に
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
 

 
し

か
し

、
江

戸
時

代
に

は
少

し
、

そ
ん

な
妖

怪
の

印
象

が
変

わ
っ

て
く

る
。

人
間

は
妖

怪
と

い
う

概
念

の
正

体
や

弱
点

を
想

像
し

、
そ

れ
を

載
せ

た
本

を
書

き
、

絵
を

描
い

た
。

そ
れ

に
よ

り
、

人
間

の
妖

怪
へ
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 の

恐
怖

が
薄

れ
、

妖
怪

は
「

人
間

の
娯

楽
」

と
し

て
扱

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

江
戸

と
い

う
近

代

に
科

学
技

術
が

発
展

し
て

き
た

こ
と

も
こ

の
一

因
で

あ
る

。
こ

れ
ら

は
、

時
代

が
変

化
す

る
こ

と
で

妖
怪

が
変

化
(
へ

ん
げ

)
し

て
き

た
典

型
的

な
例

だ
。

人
間

が
躍

起
に

な
っ

て
、

妖
怪

の
正

体
を

暴
こ

う
と

す
る

こ
と
が
そ
の
変
化
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。
 

 
現

代
は

、
そ

の
傾

向
が

も
っ

と
顕

著
だ

。
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
に

登
場

す
る

、
「

人
間

の
味

方
」

と
し

て
描

か
れ

る
妖

怪
。

ま
た

、
い

わ
ゆ

る
都

市
伝

説
に

登
場

す
る

、
公

衆
ト

イ
レ

や
ス

マ
ホ

の
中

か
ら

現
れ

る
現

代
の

要
素

を
持

っ
た

、
現

代
の

妖
怪

。
挙

げ
句

の
果

て
に

は
、

大
衆

受
け

す
る

可
愛

さ
が

詰
め

込
ま

れ
た

妖
怪

も
誕

生
し

て
、

現
代

の
人

々
に

受
け

入
れ

ら
れ

て
い

る
。

敵
役

か
ら

、
人

間
の

仲
間

と
し

て
、

ま
た

、
萌

え
と

し
て

妖
怪

の
印

象
は

変
化

を
続

け
て

い
る

。
時

代
と

と
も

に
、

人
間

が
妖

怪
と

い
う

概
念

に
何

を
求

め
る

か
に

よ
っ

て
、

妖
怪

は
変

化
し

て
き

た
の

だ
。

古
来

は
、

「
敵

役
」

と
し

て
の

妖
怪

が
多

く
、

現
代

は
「

仲
間

」
と

し
て

の
妖

怪
、

「
萌

え
」

と
し

て
の

妖
怪

が
数

多
い

。
人

間
は

時
代

と
と

も
に

変
化

す
る

。
妖

怪
も

同
様

だ
っ

た
の

だ
。

そ
し

て
、

未
来

の
妖

怪
は

ど
の

よ
う

な
姿

で
想

像
さ

れ
、

未
来

の
人

々
に

「
何

」
を

求
め

ら
れ

る
の

か
、

新
し

い
妖

怪
文

化
、

そ
し

て
妖

怪
が

生
ま

れ
る

の
は

す
ぐ

そ
こ

か
も
し
れ
な
い
。
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 引

用
・

参
考
文

献
一

覧
 

 

【
図
書
】

 
朝
里
樹
(
2
0
1
9
)
『
歴
史
人
物
怪
異
談
事
典
』
幻
冬
舎
 

朝
里
樹
(
2
0
1
9
)
『
日
本
現
代
怪
異
事
典
 
副
読
本
』
笠
間
書
院
 

朝
里
樹
(
2
0
2
0
)
『
世
界
現
代
怪
異
事
典
』
笠
間
書
院
 

飯
倉
義
之
『
怪
異
を
魅
せ
る
』
青
弓
社
 

今
井
秀
和
・
大
道
晴
香
『
怪
異
を
歩
く
』
青
弓
社
 

菊
地
章
太
(
2
0
1
0
)
『
妖
怪
学
講
義
』
講
談
社
 

京
極
夏
彦
・
柳
田
國
男
(
2
0
1
3
)
『
遠
野
物
語

r
e
m
i
x
』
角
川
学
芸
出
版
 

小
松
和
彦
(
2
0
0
3
)
『
日
本
妖
怪
学
大
全
』
小
学
館
 

小
松
和
彦
(
2
0
0
9
)
『
図
解
雑
学
 
日
本
の
妖
怪
』
ナ
ツ
メ
社
 
 
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
0
9
)
『
妖
怪
文
化
研
究
の
最
前
線
』
せ
り
か
書
房
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
1
)
『
妖
怪
学
の
基
礎
知
識
』
角
川
学
芸
出
版
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
2
)
『
妖
怪
文
化
入
門
』
角
川
学
芸
出
版
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
5
)
『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
妖
怪
入
門
』
幻
冬
舎
 

佐
々
木
高
弘
(
2
0
1
9
)
『
生
命
と
し
て
の
景
観
』
せ
り
か
書
房
 

常
光
徹
(
2
0
0
2
)
『
学
校
の
怪
談
』
角
川
書
店
 

常
光
徹
(
2
0
1
3
)
『
妖
怪
の
通
り
道
』
吉
川
弘
文
館
 

戸
矢
学
(
2
0
1
9
)
『
鬼
と
は
何
か
』
河
出
書
房
新
社
 

支
倉
清
・
伊
藤
時
彦
(
2
0
1
0
)
『
お
稲
荷
様
っ
て
、
神
様
？
仏
様
？
』
菊
池
書
館
 

宮
田
昇
(
2
0
0
1
)
『
都
市
空
間
の
怪
異
』
角
川
書
店
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
木
謙
之
介
『
怪
異
と
は
誰
か
』
青
弓
社
 

 【
新
聞
記
事
】
 

竹
内
義
治
(
2
0
1
6
年

12
月

4
日
)
「
妖
怪
、
人
が
抱
え
る
矛
盾
を
映
す
鏡
 
文
化
人
類
学
者
 
小
松
和
彦
さ
ん
」

『
日
本
経
済
新
聞
』
 

 【
W
e
b
ペ
ー
ジ
】
 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
怪
異
・
妖
怪
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

w
w
w
.
n
ic
h
i
b
u
n
.a
c
.
jp
(
2
01
9
年

1
1
月

1
3
日
参
照
) 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

w
w
w
.
n
ic
h
i
bu
n
.
ac
.
j
p(
2
0
19

年
11

月
13

日
参
照
) 

成
城
大
学
「
柳
田
國
男
に
つ
い
て
」

h
t
t
p
s
:/
/
w
ww
.
s
ei
j
o
.
a
c.
j
p
/(
2
0
19

年
1
1
月

1
3
日
参
照
) 

映
画
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
公
式
サ
イ
ト

s
h
i
n
-
go
d
z
il
l
a
.
j
p
(2
0
20

年
10

月
2
日
参
照
) 
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 お

わ
り

に
 

  
今

回
、

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
と

い
う

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

だ
の

は
、

私
が

小
学

二
年

生
の

時
に

読
ん

だ
緑

川
聖

司
先

生
著

の
怪

談
集

、
『

色
の

本
』

シ
リ

ー
ズ

が
き

っ
か

け
だ

っ
た

。
当

時
の

私
に

は
挿

絵
が

ほ
と

ん
ど

載
っ

て
い

な
い

本
が

と
て

も
新

鮮
だ

っ
た

こ
と

を
覚

え
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の
本

は
衝

撃
的

だ
っ

た
。

淡
々

と
し

た
文

章
で

怖
ろ

し
い

「
何

か
」

が
人

間
を

呪
い

、
憎

し
み

、
殺

す
。

そ
の

「
何

か
」

は
人

間
だ

っ
た

り
、

幽
霊

だ
っ

た
り

、
妖

怪
の

場
合

も
あ

っ
た

。

私
は

、
そ

の
シ

リ
ー

ズ
を

全
巻

読
破

し
、

そ
れ

を
き

っ
か

け
に

幽
霊

の
よ

う
に

、
人

の
姿

を
し

て
い

な
い

異
形
の
存
在
、
「
妖
怪
」
に
魅
了
さ
れ
た
。

 
 

今
回

の
研

究
で

は
、

妖
怪

が
高

校
一

年
生

の
私

に
は

到
底

、
理

解
し

き
れ

る
わ

け
が

な
い

、
底

の
知

れ

な
い

存
在

で
あ

る
こ

と
が

嫌
と

い
う

ほ
ど

わ
か

っ
た

。
妖

怪
と

い
う

、
一

大
文

化
を

研
究

す
る

に
は

、
ま

だ
早

す
ぎ

た
よ

う
な

気
も

す
る

。
こ

の
論

文
も

、
一

応
の

完
成

は
し

た
が

ま
だ

ま
だ

載
せ

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

妖
怪

に
つ

い
て

の
情

報
は

た
く

さ
ん

あ
る

の
だ

。
論

文
の

内
容

も
満

足
で

き
る

も
の

で
は

な
い

。

こ
の

論
文

で
、

果
た

し
て

ど
れ

だ
け

の
人

に
妖

怪
研

究
の

面
白

さ
、

奥
深

さ
が

分
か

っ
て

も
ら

え
る

の
か

不
安
も
残
る
。

 
 

し
か

し
、

こ
れ

を
経

験
と

し
て

割
り

切
れ

ば
、

自
分

の
興

味
の

あ
る

研
究

を
心

行
く

ま
で

行
え

た
し

、

小
松

和
彦

先
生

と
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

と
い

う
、

超
貴

重
な

体
験

も
で

き
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
を

自
分

の
経

験
値

と
し

て
、

あ
ら

ゆ
る

面
で

人
間

と
し

て
成

長
し

て
い

き
た

い
も

の
だ

。
こ

の
卒

業
論

文
を

尽
力

し
て

書
い

た
こ

と
を

自
分

は
誇

り
に

思
う

。
も

ち
ろ

ん
、

妖
怪

研
究

の
全

て
は

あ
れ

だ
け

で
は

済
ま

な
い

。

ほ
か

に
も

、
文

献
や

資
料

に
し

か
名

前
が

残
っ

て
い

な
い

妖
怪

や
、

設
定

や
名

前
す

ら
な

く
、

た
だ

画
に

し
か

残
っ

て
い

な
い

妖
怪

、
個

人
が

考
え

出
し

た
比

較
的

新
し

い
妖

怪
な

ど
、

西
洋

の
妖

怪
や

悪
魔

な
ど

も
含
め
る
と
、
妖
怪
の
種
類
は
ど
こ
ま
で
多
岐
に
及
ぶ
の
か
、
想
像
す
る
だ
け
で
怖
ろ
し
い
。

 
そ

し
て

、
そ

れ
ら

す
べ

て
を

分
類

す
る

こ
と

は
、

と
て

つ
も

な
く

難
し

い
こ

と
だ

ろ
う

。
ま

た
、

も
し

そ
れ

が
可

能
だ

っ
た

と
し

て
も

、
現

代
に

生
ま

れ
た

妖
怪

た
ち

が
い

る
。

怪
談

や
都

市
伝

説
を

生
み

出
す

妖
怪

た
ち

。
彼

ら
を

含
め

る
と

、
名

前
が

つ
い

て
い

る
妖

怪
の

総
数

は
い

く
つ

に
な

る
か

、
途

方
も

な
く

、

き
り

が
な

い
。

そ
も

そ
も

、
人

間
の

想
像

力
は

無
限

大
だ

。
少

な
く

と
も

、
人

類
の

滅
亡

ま
で

は
、

妖
怪

は
私

た
ち

の
心

の
中

に
居

続
け

る
だ

ろ
う

。
…

と
い

う
こ

と
は

、
妖

怪
の

数
は

無
限

大
な

の
か

。
研

究
す

れ
ば

す
る

ほ
ど

、
新

し
い

情
報

に
押

し
つ

ぶ
さ

れ
そ

う
に

な
っ

て
い

く
。

だ
が

、
そ

れ
が

私
に

は
楽

し
い

。
 

妖
怪

と
い

う
存

在
は

調
べ

れ
ば

調
べ

る
ほ

ど
、

本
を

読
め

ば
読

む
ほ

ど
、

知
ら

な
か

っ
た

こ
と

が
増

え

て
い

く
。

妖
怪

は
人

間
の

負
の

感
情

の
投

影
で

あ
り

、
人

間
が

妬
み

や
嫉

み
、

憎
し

み
な

ど
の

い
わ

ゆ
る

負
の

感
情

を
持

つ
と

同
時

に
誕

生
し

、
人

間
が

そ
の

よ
う

な
感

情
を

持
つ

限
り

、
た

と
え

人
間

が
畏

敬
の

念
を

忘
れ

て
も

、
新

し
い

者
が

絶
え

な
い

こ
と

は
な

い
、

妖
怪

は
そ

の
よ

う
な

存
在

だ
。

生
命

力
に

満
ち

満
ち

て
い

る
。

概
念

上
の

存
在

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

。
ま

っ
た

く
、

不
思

議
な

存
在

だ
。

だ
か

ら
こ

そ
、
研
究
す
る
人
々
も
絶
え
な
い
。
彼
ら
の
熱
意
が
あ
る
限
り
、
妖
怪
研
究
が
風
化
す
る
こ
と
も
な
い
。

 
 

こ
の

論
文

を
読

ん
だ

人
の

中
に

、
少

し
で

も
「

妖
怪

研
究

」
に

つ
い

て
興

味
が

生
ま

れ
た

人
が

い
れ

ば
、

幸
い
だ
。

 
 

最
後

に
な

っ
た

が
、

本
論

文
を

執
筆

す
る

に
あ

た
り

、
取

材
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

小
松

和
彦

先
生

に

多
大

な
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

先
生

の
取

材
と

参
考

文
献

が
な

け
れ

ば
、

こ
の

論
文

は
完

成
し

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

し
て

、
論

文
作

成
に

協
力

し
て

く
れ

た
総

合
学

習
の

片
岡

則
夫

先
生

、
山

﨑
勇

気
先

生
、

図
書

館
の
司
書
の
先
生
方
、
家
族
に
感
謝
し
ま
す
。

 
 



テキスト編集後記 

 

「中学生の論文作成をどう手助けするか」。生徒諸君の論文に求めるように、このテキストのテーマを

疑問文で述べるとこうなる。これがメインタイトルだ。サブタイトルはどうだろう。「問いかけ、手渡し、

見守る」とでもしようか。 

論文を書くのは先生ではない。ましてや、みなさんが「書かされる」ものでもない。みなさんが「書

きたい」と思って書くから、論文は成立する。だからこそ、みなさんがなにを書きたいのかを、なんど

もなんども「問う」。そして、その答えに応じてたくさんの本を「手渡す」。そのあとといえば、先生方

は基本「見守る」しかないのである。もちろん、論文の体裁のため、論理的な文章のため、添削する場

合もある。しかし、それは些末な（とるにたらない）手助けだ。肝心なのは、みなさんが（当然すぎる

が）自分の頭で資料を愉快に読んで、考えて、ひたすら孤独に書く道のりにある。だれかがあなたの代

わりに考えたり、考えたり、書いたりはできないのだから。 

ときに、2行前に「愉快に読んで」と書いた。読書は本来楽しく愉快なものだ。たとえ本がやたらと難

しくて、苦労や努力が必要であったとしても、興味があれば、その難しさも苦労も努力も“愉快”なの

だ。信じられないかもしれない。しかし、本来「興味を持った学び」とはそうしたものだ。学校での一

般的な勉強とはそこが違う。大事なことを言う。「なんでやねん」では、「愉快にならない読書」はする

必要がまったくない。それどころかかえって有害でさえある。「愉快な読書」から広がる学びの世界を知

った者は、その興味を核にして、雪だるま式に知識を増大させる。しかも、その知識は試験が済んだら

剥がれ落ちてしまうような脆弱なものではない。あなたの脳細胞の中に深く根を張り巡らせた、本物の

知識（教養）になる。 

 

ときに、以下にこのテキストが生まれた経緯をまとめておく。清教学園で総合学習が開始されたのが

2002年だ。その後、本格的に図書館を使った卒業研究が始まったのが 2007年であった。以来 16年間に

わたってこの授業では、「どんなテーマで研究が行われたか」の記録が蓄積され続けている。現在この授

業に参加した生徒は 3030名を数える。 

そうした歴史のなか、このような冊子体のテキストが以前も作られてきた。はじめに作成されたのが

『卒業研究の手引き 2010』であり、2016 年まで毎年改訂が加えられて発行されてきた。しかし、その

後、「絵本綴じ調べる学習」から「Word による論文」へとカリキュラムが変化するなかで、それまでの

テキストは使われなくなった。 

2022年、卒業論文「なんでやねん」の方向性が定まり、再びテキストを編集しようという機運が生ま

れ、久しぶりにテキストが編まれた。執筆を担当したのは、総合学習を担当している片岡則夫、山﨑勇

気、南百合絵のリブラリアの 3 名である。それぞれがそれまでに書いたプリントや授業のパワーポイン

トなどを持ち寄って整えた。この 2023年度版は、前年度版を見直し重複を除いたり、コラムを加えたり

した小改訂である。 

 

さて、いうまでもなく卒業論文「なんでやねん」は、清教学園の教育課程の一部だ。それは「賜物を

生かす」という清教学園の目標のもとにある。学校図書館リブラリアを核としたこのカリキュラムは、



みなさんの主体的・探究的な学習の実現を指している。この機会を通じ自らの賜物（タラントン）を見

いだし、生涯にわたって生かしていくことを願ってやまない。 

 

 

オリジナルイラスト 

 〇〇〇〇さん 

 

図版の引用 

片岡則夫（2021）『マイテーマの探し方：探究学習ってどうやるの』（ちくま Qブックス）筑摩書店 

片岡則夫（2001）『クックとタマ次郎の情報大航海術』リブリオ出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書はクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの下での、二次配布・改編が可能です。 

必ず原著者のクレジットを表示し、非営利目的の利用とし、同じ組み合わせの CCライセンスで公開して下さい。 
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